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まえがき

本書について
本書は、CICS® Transaction Server for z/OS® バージョン 3 リリース 1 の新機能お
よび変更機能についての情報を記載しています。また、参照情報についての変更の
概要を示し、さらに詳しい参照情報を記載した資料を挙げています。

本書に記載するプログラミング・インターフェース情報は、前のリリースの CICS

TS に加えられた新機能と変更内容のみを示し、新機能の利点を強調することを目的
としています。プログラミング・インターフェース情報については、以下の資料の
プログラミング・インターフェースとその関連情報の主要な説明箇所を参照してく
ださい。

v CICS Application Programming Reference

v CICS System Programming Reference

v CICS Customization Guide

v CICS 外部インターフェース・ガイド

v CICSPlex SM Application Programming Guide

v CICSPlex SM Application Programming Reference

本書の対象読者
本書は、以下のユーザーの作業の担当者を対象としています。

v 評価および計画

v システム管理

v プログラミング

v カスタマイズ

本書を理解するうえで必要な知識
本書は、システム管理者として、あるいはシステム・プログラマーまたはアプリケ
ーション・プログラマーの立場で、CICS および CICSPlex SM をよく理解している
ことが前提となっています。

用語についての注意
本書で、修飾なしで使用する 『CICS』という用語は、IBM CICS TS の CICS エレ
メントを意味します。

『CICSPlex SM』 は、IBM CICS TS の CICSPlex System Manager エレメントを表
します。

『MVS』は、z/OS の基本エレメントであるオペレーティング・システムを表しま
す。
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構文表記法
構文表記法は、CICS コマンド、リソース定義、およびその他の多数の箇所で指定可
能なオプションまたは属性の、許容される組み合わせを指定します。

構文表記法で使用される規則は以下のとおりです。

表記 説明
�� A

B
C

�� 必須の選択肢のセットを表します。示された
値のいずれか (1 つのみ) を指定する必要が
あります。

�� � A
B
C

��

必須の選択肢のセットを表します。示された
値の少なくとも 1 つを指定する必要があり
ます。この中から複数指定することができ、
順序は問いません。

��
A
B
C

�� オプションの選択肢のセットを表します。示
された値を何も指定しないか、または 1 つ
指定することができます。

�� �

A
B
C

��

オプションの選択肢のセットを表します。示
された値を何も指定しないか、1 つあるいは
複数指定することができ、順序は問いませ
ん。

��
A

B
C

��
オプションの選択肢のセットを表します。示
された値を何も指定しないか、または 1 つ
指定することができます。A は、何も指定し
なかった場合に使用されるデフォルト値で
す。

�� Name ��

名前:
A

B

構文表記法の指定されたセクションへの参
照。

�� A=value �� A= は、示されたとおりに正確に入力しなけ
ればならない文字を表します。

value は、適切な値を指定する必要のある変
数を示します。
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第 1 部 CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリ
ース 1 の要約

第 1 部では、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の主な新
機能の概要について説明します。
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第 1 章 CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリ
ース 1 の要約

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の主な新機能および変
更機能を、CICS 統合、アプリケーション変換、およびエンタープライズ・マネージ
メントという 3 つのテーマに分けて示します。CICS TS 3.1 には、この 3 つのテ
ーマの範囲外のさまざまな変更も含まれており、いくつかの機能は廃止、または有
効範囲が狭められました。

CICS 統合
CICS TS 3.1 は、広く採用されているアプリケーション・プログラミング・インタ
ーフェースおよび標準プロトコルの使用によって、既存の CICS アプリケーション
をより広範なオンデマンド・シナリオ内で再利用できるようにするさまざまな新機
能および拡張機能を提供します。該当するものを以下に示します。

Web サービスのサポート

Web サービスのサポートは、CICS TS 3.1 に完全に統合されました。この
リリースでは、CICS アプリケーションはサービス・プロバイダーとサービ
ス・リクエスターの両方の役割で動作できます。この場合、サービスは
Web サービス記述言語 (WSDL) を使って定義されます。

CICS TS V3.1 の一部として提供されるインフラストラクチャーには、
WS-AtomicTransaction 仕様と互換性のある分散トランザクション調整機能が
含まれています。

Web サービスのサポートには、CICS Web サービス・アシスタントが含ま
れます。これは、以下の処理に役立つバッチ・ユーティリティーです。

v 既存の CICS アプリケーションを Web サービスに変換する

v 外部プロバイダーによって提供される Web サービスを CICS アプリケー
ションが使用できるようにする

このアシスタントでは、単純な言語構造から WSDL 文書を作成したり、既
存の WSDL 文書から言語構造を作成したりすることができ、COBOL、
C/C++、および PL/I をサポートします。また、SOAP メッセージからコン
テナーおよび COMMAREA への自動ランタイム変換、さらに、この逆の変
換 を可能にするために使用される情報も生成します。

詳細については、 13ページの『第 2 章 CICS における Web サービス』を
参照してください。

CICS アプリケーションからの HTTP クライアント要求のサポート
CICS TS 3.1 では、HTTP クライアントとして動作する CICS の機能は、
CICS Web サポートに完全に統合されました。これによりアプリケーショ
ン・プログラムは、EXEC CICS コマンドを使用してサーバーへの接続のオ
ープン、HTTP 要求の実行、および応答の受信ができるようになりました。

詳細については、 75ページの『第 3 章 CICS アプリケーションからの
HTTP クライアント要求のサポート』を参照してください。
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HTTP/1.1 のサポート
CICS Web サポートは、RFC 2616、Hypertext Transfer Protocol -- HTTP/1.1

で定義されている HTTP/1.1 仕様に条件付きで準拠しています。

CICS TS 3.1 でサポートされる新機能としては、チャンク形式転送コーディ
ング、パイプライン化、および持続接続があります。

詳細については、 107ページの『第 4 章 HTTP/1.1 への CICS Web サポー
トのアップグレード』を参照してください。

CICS Web サポートのその他の拡張
CICS TS 3.1 における CICS Web サポートのその他の拡張としては、以下
のものがあります。

v URIMAP リソース。これにより、CICS が HTTP サーバーのときの
HTTP 要求および応答の処理機能が向上します。

v CICS Web でのコード・ページのサポート方法の改善 (UTF-8 および
UTF-16 コード・ページのサポートを含む)

v HTTP 日時形式をサポートする新規 API コマンド。

詳細については、 129ページの『第 5 章 CICS Web サポートの一般拡張』
を参照してください。

SSL サポートの改善
CICS TS 3.1 では、Secure Sockets Layer (SSL) のサポートが拡張されまし
た。

v CICS は SSL 3.0 に加えて Transport Layer Security (TLS) 1.0 プロトコ
ルをサポートするようになったため、128 ビット暗号化および 256 ビッ
ト暗号化を提供する新しい AES 暗号スイートを使用できるようになりま
した。

v システムで同時に使用できる同時 SSL 接続の数が増加したため、スルー
プットが改善されています。

v クライアントとサーバーの間での暗号化ネゴシエーションの制御における
柔軟性が増しました。これにより、特定ユーザーとのネゴシエーションに
関して、CICS で最小および最大の暗号化レベルを指定できるようになり
ました。

v CICS は、クライアントとのネゴシエーション時に証明書取り消しリスト
と照らし合わせてすべての証明書を検査できるようになりました。取り消
された証明書を使用している接続は、即時にクローズされます。

v SSL キャッシュを使用してシスプレックス全体でセッション ID を共用
するかどうかを指定できます。クライアントが以前に CICS とネゴシエ
ーションしたことがある場合、CICS は部分的な SSL ハンドシェークを
実行します。これにより、複数の CICS 領域間でキャッシュを共用する
場合に、SSL ネゴシエーションおよび接続スループットのパフォーマン
スが改善されます。

詳細については、 179ページの『第 6 章 インターネット・セキュリティー
の改善』を参照してください。
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アプリケーション変換
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、最新のプログラ
ム言語、構成、およびツールを使用して、既存のアプリケーションを拡張したり、
新規アプリケーションを構成したりできるさまざまな新機能が提供されます。該当
するものを以下に示します。

プログラム間データ転送の拡張: 最新の COMMAREA としてのチャネル

CICS TS 3.1 では、チャネルおよびコンテナーを使用することによってプロ
グラム間のデータ転送方法が改善されました。これにより、COMMAREA

に適用される 32KB の制限をはるかに超える量で転送できます。

v コンテナーとは、プログラム間で情報を受け渡すために作られた名前付き
データ・ブロックです。

v コンテナーは、チャネルと呼ばれるセットとしてグループ化されます。チ
ャネルは、CICS プログラム間でデータを交換するための標準のメカニズ
ムであり、パラメーター・リストと類似しています。チャネルは、
LINK、START、XCTL、RETURN コマンド上、およびローカル・トラン
ザクションとリモート・トランザクションで使用することができます。チ
ャネルに追加できるコンテナーの数に制限はなく、各コンテナーのサイズ
は、利用可能なストレージの量によってのみ制限されます。

チャネルおよびコンテナー・モデルは、従来の COMMAREA モデルに比べ
いくつかの利点があります。該当するものを以下に示します。

v 32KB のサイズ制限がない。

v 一体構造のデータ・ブロックである COMMAREA とは異なり、いくつか
のコンテナーから成るチャネルが構造化されたデータを表現することがで
きます。

詳細については、 199ページの『第 7 章 プログラム間データ転送の拡張:

最新の COMMAREA としてのチャネル』を参照してください。

OPENAPI サポート
CICS では、OPENAPI アプリケーション・プログラムのサポートを提供す
ることによって、オープン・トランザクション環境 (OTE) 機能の使用が拡
張されました。これまでは、OPENAPI 機能はタスク関連ユーザー出口
(TRUE) にのみ使用可能でした。OPENAPI プログラムを使用すれば、アプ
リケーションのワークロードを QR TCB から複数のオープン TCB に移動
できます。

詳細については、 265ページの『第 8 章 OPENAPI サポート』を参照して
ください。

C および C++ への XPLINK サポート
C および C++ の新規サポートが CICS TS 3.1 に導入されました。これに
より、これらの言語で書かれたアプリケーションのパフォーマンスは、
COBOL、PL/I、またはアセンブラーで得られるパフォーマンスに匹敵するレ
ベルになります。パフォーマンスの向上は、z/OS の Extra Performance

Linkage (XPLINK) 機能によって提供されます。この機能は、高性能サブル
ーチン・リンケージ・メカニズムや、スタック拡張のための保護ページを提
供するので、実行パスの長さが高度に最適化されます。
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これらの改良の恩恵を最も受けるのは、次のようなアプリケーションです。

v CICS オープン・トランザクション環境 (OTE) で稼働するアプリケーシ
ョン

v スレッド・セーフ標準に従って作成されていて、スレッド・セーフ CICS

コマンドのみを使用するアプリケーション

XPLINK を使用すると、C および C++ で組み込まれた最新のコンパイラー
および最適化テクノロジーを活用できます。特に、XPLINK オプションを使
ってコンパイルされたダイナミック・ロード・ライブラリー (DLL) を
CICS 環境で使用することによって、C および C++ コードの再利用性を高
めることができます。

詳細については、 199ページの『第 7 章 プログラム間データ転送の拡張:

最新の COMMAREA としてのチャネル』を参照してください。

言語環境プログラム対応アセンブラー・メインプログラムのサポート
CICS TS 3.1 は、アセンブラーで書かれ、言語環境プログラム対応のメイン
プログラムをサポートします。これにより、言語環境プログラムの使用可能
性が拡張され、アセンブラー・プログラムでデバッガー・サポートが使用可
能になります。

詳細については、 285ページの『第 10 章 言語環境プログラムに準拠した
アセンブラー MAIN プログラムのサポート』を参照してください。

エンタープライズ・マネージメント
CICS TS 3.1 の CICSPlex® SM エレメントは、最新のユーザー・インターフェース
の使用によって大規模なランタイム構成を効率的に管理できる新機能を提供するの
で、要求の厳しいサービス・レベル目標を満たすことができます。該当するものを
以下に示します。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの拡張
CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースが改良されて、より強力か
つ便利になりました。Web ユーザー・インターフェースは、CICSPlex SM

TSO エンド・ユーザー・インターフェースと機能的に同等となり、
CICSPlex SM にアクセスするための基本方式となりました。

詳細については、 299ページの『第 11 章 CICSPlex SM Web ユーザー・
インターフェースの拡張』を参照してください。

CICSPlex SM バッチ・リポジトリー更新機能の拡張

指定された CICSPlex SM リポジトリーにバッチ更新を実行依頼するため
に、既存の TSO EUI コマンドに対する代替を提供する新機能が導入されま
した。導入された代替 BATCHREP 機能は、以下のとおりです。

v CPSM API によって参照されるオブジェクトとして使用可能な新規
BATCHREP リソース・テーブル

v 新規リソース・テーブルの Web ユーザー・インターフェース・サポート

v BATCHREP 機能を提供するバッチ・ユーティリティー・プログラム

詳細については、 325ページの『第 12 章 CICSPlex SM バッチ・リポジト
リー更新機能の拡張』を参照してください。
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その他の変更点
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 でのその他の新機能お
よび変更機能としては、以下のものがあります。

EXTRACT STATISTICS コマンド
新規 SPI コマンド EXTRACT STATISTICS は、URIMAP、PIPELINE、お
よび WEBSERVICE リソースに関して COLLECT STATISTICS と同等の機
能を実行します。

詳細については、 333ページの『第 14 章 EXTRACT STATISTICS コマン
ド』を参照してください。

大/小文字混合パスワードのサポート
CICS で使用されるセキュリティー・マネージャーが大/小文字混合のパスワ
ードの使用をサポートしている場合、CICS TS 3.1 はパスワードを大文字に
変換せずにセキュリティー・マネージャーに渡します。

詳細については、 337ページの『第 15 章 大/小文字混合パスワードのサポ
ート』を参照してください。

デフォルト・コード・ページの定義の単純化
CICS TS 3.1 では、DFHCNV データ変換テーブルで使用されるクライアン
トまたはサーバーのデフォルト・コード・ページは、システム初期設定パラ
メーターで定義できます。

詳細については、 345ページの『第 17 章 デフォルト・コード・ページの
定義の単純化』を参照してください。

64 ビット・アドレッシングの容認
CICS では 64 ビット・アドレッシングの実行はサポートされませんが、プ
ログラムは、CICS が 64 ビット・アーキテクチャーのマシン上で稼働する
場合にのみ使用可能なアドレスでストレージを使用できます。CICS 異常終
了収集メカニズムは、フル 64 ビット汎用レジスターの内容が収集されるよ
うに変更されました

詳細については、 349ページの『第 18 章 64 ビット・アドレッシング容認
の変更点』を参照してください。

取り消されたユーザー ID のサポート
EXEC CICS VERIFY PASSWORD コマンドが発行されたときに、CICS は
ユーザー ID またはユーザーのグループ接続の取り消し状況を受け入れるよ
うになりました。

廃止された機能
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 でサポートされていた一部の機能
は、CICS TS 3.1 では廃止、または有効範囲が狭められました。該当するものを以
下に示します。

OS/VS COBOL プログラムのランタイム・サポート

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 でランタイム・サポートが
提供されていた OS/VS COBOL プログラムは、CICS TS 3.1 では実行でき
ません。
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詳細については、 355ページの『第 20 章 OS/VS COBOL プログラムのラ
ンタイム・サポートの中止』を参照してください。

BTAM および TCAM のサポート
CICS TS 3.1 では、CICS での基本通信アクセス方式 (BTAM) のサポート
は中止されました。通信アクセス方式 (TCAM) のサポートは、DCB インタ
ーフェースの間接的なサポートに限られます。

詳細については、 357ページの『第 21 章 BTAM および TCAM サポート
に対する変更点』を参照してください。

1 バイトのコンソール ID のサポート
1 バイトのコンソール ID のサポートは除去されました。コンソールは、
TERMINAL 定義の CONSNAME(name) 属性を使用して定義することができ
ます。

詳細については、 361ページの『第 22 章 1 バイトのコンソール ID のサ
ポートの中止』を参照してください。

CICS connector for CICS TS
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 リリース 1 で導入され
た、CICS Connector for CICS TS に対するサポートは中止されました。

詳細については、 363ページの『第 23 章 CICS Connector for CICS TS の
中止』を参照してください。

Java™ プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリングのサポート
Java プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリング (HPJ) のランタ
イム・サポートは中止されました。

詳細については、 365ページの『第 24 章 Java プログラム・オブジェクト
およびホット・プーリングのランタイム・サポートの中止』を参照してくだ
さい。

CICSPlex SM での Windows® リモート MAS のサポート

詳細については、 371ページの『第 25 章 Windows リモート MAS のため
の CICSPlex SM サポートの中止』を参照してください。

CICS Transaction Affinities ユーティリティーの提供中止
CICS Transaction Affinities ユーティリティーは、CICS では提供されなくな
りました。このユーティリティーのトランザクションの親和性を検出する機
能は、より高度なツールである CICS Interdependency Analyzer によって提
供されるようになりました。

詳細については、 373ページの『第 26 章 CICS Transaction Affinities ユー
ティリティーの提供中止』を参照してください。

CICS Information Center
CICS TS 3.1 では、CICS Information Center は WebSphere® Studio WorkBench

User Assistance システム (インフォメーション・センターを構成する複数の文書プ
ラグインを含む Eclipse フレームワーク の 1 つ) 内で実行されます。インフォメー
ション・センターの新しいルック・アンド・フィール、特に、ウェルカム・ページ
は、他の製品のインフォメーション・センターと整合性を持つようになりました。
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詳細については、 393ページの『第 30 章 Eclipse インフォメーション・センタ
ー』を参照してください。
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第 2 部 CICS 統合

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、広く採用されて
いるアプリケーション・プログラミング・インターフェースや標準のプロトコルを
導入することによって、より広範なオンデマンド・シナリオにおいて、既存の CICS

アプリケーションの再利用を可能にする一連の新機能および拡張機能を提供しま
す。
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第 2 章 CICS における Web サービス

Web サービスのサポートは、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリ
ース 1 に完全に統合されました。このリリースでは、CICS アプリケーションはサ
ービス・プロバイダーとサービス・リクエスターの両方の役割で動作できます。こ
の場合、サービスは Web サービス記述言語 (WSDL) を使って定義されます。

CICS TS V3.1 の一部として提供されるインフラストラクチャーには、
WS-AtomicTransaction 仕様と互換性のある分散トランザクション調整機能が含まれ
ています。

Web サービスのサポートには、CICS Web サービス・アシスタントが含まれます。
これは、以下の処理に役立つバッチ・ユーティリティーです。

v 既存の CICS アプリケーションを Web サービスに変換する

v 外部プロバイダーによって提供される Web サービスを CICS アプリケーション
が使用できるようにする

このアシスタントでは、単純な言語構造から WSDL 文書を作成したり、既存の
WSDL 文書から言語構造を作成したりすることができ、COBOL、C/C++、および
PL/I をサポートします。また、SOAP メッセージからコンテナーおよび
COMMAREA への自動ランタイム変換、さらに、この逆の変換 を可能にするため
に使用される情報も生成します。

ビジネスで Web サービスを利用することの利点
Web サービスは、Web を介してビジネス機能の配置、およびビジネス機能へのアク
セスを提供するテクノロジーです。Web サービスを利用することにより、アプリケ
ーションの統合をかつてないほど急速、容易、安価に実現できます。

Web サービスは、以下の点でビジネスに役立ちます。

v ビジネス実施コストの削減

v ソリューション配置の高速化の実現

v 新規機会の開拓

これらすべてを達成するための鍵は、HTTP、XML、SOAP、WSDL などの既存およ
び先進の標準を基に作成される共通のプログラム間通信モデルです。

CICS が Web サービスをサポートすることにより、再プログラミングの労力を最小
限に抑えながら、既存のアプリケーションを新しい方法で配置することが可能にな
ります。

Web サービスの用語
Extensible Markup Language (XML)

文書マークアップの標準の 1 つ。汎用の構文を使用し、単純で人間が読め
るタグによってデータをマークアップする。この規格は、World Wide Web

Consortium (W3C) に公認されている。
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最初の SOAP 送信側
SOAP メッセージ・パスの開始点で SOAP メッセージを発信する SOAP 送
信側。

サービス・プロバイダー
Web サービス機能を提供するソフトウェアの集合。

サービス・プロバイダー・アプリケーション
サービス・プロバイダーで使用されるアプリケーションのこと。通常、サー
ビス・プロバイダー・アプリケーションは、サービス・プロバイダーのビジ
ネス・ロジック・コンポーネントを提供する。

サービス・リクエスター
サービス・プロバイダーから Web サービスを要求する役割を持つソフトウ
ェアの集合。

サービス・リクエスター・アプリケーション
サービス・リクエスターで使用されるアプリケーション。通常、サービス・
リクエスター・アプリケーションは、サービス・リクエスターのビジネス・
ロジック・コンポーネントを提供する。

Simple Object Access Protocol
SOAP を参照してください。

SOAP 以前は Simple Object Access Protocol の頭字語。非集中の分散環境で情報
を交換するための単純なプロトコル。これは、次の 3 つの部分から構成さ
れる XML ベースのプロトコルである。

v メッセージの内容およびその処理方法を記述するためのフレームワークを
定義するエンベロープ。

v アプリケーション定義のデータ・タイプのインスタンスを表現するための
一連のエンコード規則。

v リモート・プロシージャー・コールおよび応答を表現するための規則。

SOAP は、HTTP などの他のプロトコルと併用できる。

SOAP 中間ノード
SOAP 受信側と SOAP 送信側の両方の機能を備え、SOAP メッセージの内
部から宛先を指定できる SOAP ノード。SOAP 中間ノードは、自身を宛先
とする SOAP ヘッダー・ブロックを処理し、最終の SOAP 受信側に向けて
SOAP メッセージを転送する役割を果たす。

SOAP メッセージ・パス
1 つの SOAP メッセージが通過する一連の SOAP ノードのこと。これに
は、最初の SOAP 送信側、SOAP 中間ノード (存在しないか 1 つ以上)、
最終の SOAP 受信側が含まれる。

SOAP ノード
SOAP メッセージ上で動作する処理ロジック。

SOAP 受信側
SOAP メッセージを受信する SOAP ノード。

SOAP 送信側
SOAP メッセージを送信する SOAP ノード。
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最終の SOAP 受信側
SOAP メッセージの最終の宛先となる SOAP 受信側のこと。SOAP 本体お
よびこれを宛先とするすべての SOAP ヘッダー・ブロックの内容を処理す
る役割を果たす。

UDDI Universal Description, Discovery and Integration

Universal Description, Discovery and Integration
Universal Description, Discovery and Integration (UDDI) とは、Web サービ
スに関する Web ベースの分散情報レジストリーの仕様のこと。UDDI は、
企業が自社提供の Web サービスに関する情報を登録できる仕様の一連の実
装形態でもあり、これによって他の企業はこの企業の情報を検索できる。

Web サービス
ネットワークを介した相互に運用可能なマシン間の対話をサポートする目的
で設計されたソフトウェア・システムのこと。マシン処理可能な形式 (特
に、Web サービス記述言語 (WSDL)) で記述されているインターフェース
がある。

Web サービス・バインディング・ファイル
WEBSERVICE リソースと関連付けられているファイル。ここには、入出力
メッセージとアプリケーション・データ構造との間でデータをマップするた
めに CICS が使用する情報が格納されている。

Web サービス記述
サービス・プロバイダーが Web サービスをサービス・リクエスターに呼び
出すために仕様をやり取りする場合の手段となる XML 文書。Web サービ
ス記述は、Web サービス記述言語 (WSDL) で記述される。

Web サービス記述言語
Web サービスを記述するための XML アプリケーション。サービスによっ
て提供された抽象機能の記述と、サービスの具体的な詳細 (この機能が提供
される仕組みや条件など) とを分離する目的で設計された。

WSDL Web サービス記述言語。

XML Extensible Markup Language。

XML ネーム・スペース
URI 参照によって識別される名前の集まりで、エレメント・タイプおよび
属性名として XML 文書内で使用される。

XML スキーマ
構造を記述し、他の XML 文書の内容を制約する XML 文書。

XML スキーマ定義言語
XML スキーマを記述するための XML 構文。World Wide Web Consortium

(W3C) によって推奨されている。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』
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CICS が Web サービスをサポートする仕組み
CICS は、Web サービス環境で CICS アプリケーションを配置するための 2 つの
異なる方法をサポートしています。一方の方法では、プログラミングの労力を最小
限に抑えながら迅速な配置を実現できます。もう一方の方法では、各ユーザーの特
定の必要性に合わせて記述したコードを使用することにより、Web サービス・アプ
リケーション全体にわたる柔軟性と制御を実現できます。これら 2 つの方法は、1

つ以上のパイプラインと、Web サービスの要求および応答を対象として動作する 1

つ以上のメッセージ・ハンドラー・プログラムで構成されるインフラストラクチャ
ーによって支えられています。

CICS アプリケーションを Web サービス環境で配置した場合に実行される処理は、
以下のとおりです。

v CICS Web サービス・アシスタントを使用すると、アプリケーションを配置する
ために必要なプログラミングの労力を最小限に抑えることができます。

例えば、既存のアプリケーションを Web サービスとして公開する場合は、高水
準言語のデータ構造から着手して、Web サービス記述を生成することができま
す。もう 1 つの方法として、既存の Web サービスと通信する場合は、Web サ
ービス記述から着手し、作成するプログラムに使用可能な高水準言語の構造を生
成することができます。

CICS Web サービス・アシスタントは、アプリケーションを配置するために必要
な CICS リソースも生成します。さらに、アプリケーションを実行すると、CICS

は、出力ではアプリケーション・データを SOAP メッセージに変換し、入力では
SOAP メッセージをアプリケーション・データに戻します。

v データの処理を完全に制御するには、独自のコードを記述して、サービス・リク
エスターとサービス・プロバイダーとの間で、アプリケーション・データとメッ
セージ・フローとをマップします。

例えば、Web サービス・インフラストラクチャーの範囲内で SOAP 以外のメッ
セージを使用する場合は、独自のコードを記述して、メッセージ・フォーマット
とアプリケーションが使用するフォーマットとを変換します。

どちらの方法を採用する場合でも、独自のメッセージ・ハンドラーを使用して要求
メッセージおよび応答メッセージに対する追加の処理を実行できます。または、
SOAP メッセージの処理専用に設計された CICS 提供のメッセージ・ハンドラーを
使用することもできます。

メッセージ・ハンドラーおよびパイプライン
メッセージ・ハンドラーとは、Web サービスの要求および応答について独自の処理
を実行できるプログラムのことです。パイプラインとは、順序どおり実行される一
連のメッセージ・ハンドラーのことです。

パイプラインの運用には次に示す 2 つの異なる段階があります。

1. 要求段階。CICS がパイプライン内の各ハンドラーを次々と呼び出す段階です。
各メッセージ・ハンドラーは、制御を CICS に戻す前に要求を処理できます。

2. この後に応答段階が続きます。この段階でも、CICS は各ハンドラーを次々と呼
び出しますが、順序が逆になります。つまり、要求段階で最初に呼び出されるメ
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ッセージ・ハンドラーは、応答段階では最後に呼び出されます。各メッセージ・
ハンドラーは、この段階のうちに応答を処理できます。

要求の後には、必ずしも応答があるわけではありません。つまり、一部のアプリ
ケーションは、サービス・リクエスターからプロバイダーへの片方向のメッセー
ジ・フローを使用します。このケースでは、処理すべきメッセージはありません
が、応答フェーズの間に各ハンドラーが順に起動されます。

図 1 には、次の 3 つのメッセージ・ハンドラーのパイプラインを示します。

この例では、ハンドラーは次の順序で実行されます。

要求段階の場合
1. ハンドラー 1

2. ハンドラー 2

3. ハンドラー 3

応答段階の場合
1. ハンドラー 3

2. ハンドラー 2

3. ハンドラー 1

サービス・プロバイダーの場合、段階間の移行は、通常、要求を吸収するパイプラ
インの最後のハンドラー (端末ハンドラー) で実行され、応答が生成されます。サー
ビス・リクエスターの場合、移行が実行されるのは、要求がサービス・プロバイダ
ーで処理されるときです。ただし、要求段階のメッセージ・ハンドラーは、応答段
階への即時の移行を強制できます。また、CICS によってエラーが検出された場合に
も、即時の移行を実行することができます。

メッセージ・ハンドラーは、メッセージを変更することも、変更せずにそのままの
状態にしておくこともできます。例えば、次のようになります。

v 暗号化と復号を実行するメッセージ・ハンドラーは、暗号化されたメッセージを
入力で受け取り、復号されたメッセージを次のハンドラーに渡します。出力で
は、逆の処理が行われます。つまり、非暗号化テキスト・メッセージを受け取
り、暗号化されたメッセージを次のハンドラーに渡します。

v ロギングを実行するメッセージ・ハンドラーは、メッセージを調べ、関係のある
情報をこのメッセージからログにコピーします。次のハンドラーに渡されるメッ
セージは変更されません。

重要: CICS TS の SOAP 機能に精通している場合は、このリリースの CICS での
パイプラインの構造が SOAP 機能に使用されているものと同じではないこと
に注意してください。

Request

Response

Handler
1

Handler
2

Handler
3

Request

Response

図 1. 一般的な CICS パイプライン
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トランスポート関連ハンドラー
CICS は、Web サービス・リクエスターとプロバイダー間での 2 つのトランスポー
ト機構の使用をサポートしています。使用中のトランスポート機構がどちらである
かによっては、異なるメッセージ・ハンドラーを呼び出すことが必要な場合があり
ます。例えば、HTTP トランスポートを使用して外部ネットワークと通信する場合
には、メッセージの一部を暗号化するメッセージ・ハンドラーが必要になります。
しかし、機密保護機能のある内部ネットワークで MQ トランスポートを使用する場
合、暗号化は必要ありません。

これをサポートするため、パイプラインを構成することにより、特定のトランスポ
ート (HTTP または MQ) が使用中の場合にのみ呼び出されるハンドラーを指定でき
ます。サービス・プロバイダーの場合は、さらに具体的に、特定の指定リソース
(HTTP トランスポートの場合は TCPIPSERVICE、MQ トランスポートの場合は
QUEUE) が使用中の場合にのみ呼び出されるハンドラーを指定できます。

このことは、図 2 に図示されています。

この例では、サービス・プロバイダーに適用されるものは次のとおりです。

v ハンドラー 1 は、MQ トランスポートを使用するメッセージの場合に呼び出され
ます。

v ハンドラー 2 および 3 は、HTTP トランスポートを使用するメッセージの場合
に呼び出されます。

v ハンドラー 4 および 5 は、すべてのメッセージを対象として呼び出されます。

v ハンドラー 5 は、端末ノードです。

フローの中断
要求の処理時に、メッセージ・ハンドラーはメッセージを次のハンドラーに渡さな
い判断をする場合がありますが、応答を生成する場合もあります。メッセージの通
常の処理は中断され、パイプライン内の一部のハンドラーは呼び出されません。例
えば、 19ページの図 3 のハンドラー 2 は、セキュリティー検査を実行する役割を
持っています。

Request

Response

Handler
1

Handler
4

Handler
5

Handler
2

Handler
3

Request

Response

HTTP

Websphere MQ

図 2. トランスポート関連ハンドラーを持つパイプライン
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要求に正しいセキュリティー・クリデンシャルが記載されていない場合、ハンドラ
ー 2 は、(要求をハンドラー 3 に渡さずに) 要求を抑止し、適切な応答を作成しま
す。パイプラインは応答段階に到達しているため、ハンドラー 2 が制御を CICS に
戻すと、呼び出される次のハンドラーはハンドラー 1 となり、ハンドラー 3 は完
全にバイパスされます。

通常のメッセージ・フローをこのように中断するハンドラーは、メッセージの発信
元が応答を期待する場合にのみ中断する必要があります。例えば、アプリケーショ
ンがサービス・リクエスターからサービス・プロバイダーへの片方向メッセージ・
フローを使用する場合、ハンドラーは応答を生成しません。

サービス・プロバイダー・パイプライン
サービス・プロバイダー・パイプラインでは、CICS が要求を受け取ります。この要
求はパイプラインを介してターゲット・アプリケーション・プログラムに渡されま
す。アプリケーションからの応答は、同じパイプラインを介してサービス・リクエ
スターに戻されます。

CICS がサービス・プロバイダーの役割を果たす場合、CICS は以下の操作を実行し
ます。

1. サービス・リクエスターからの要求を受け取る。

2. 要求を調べ、ターゲット・アプリケーション・プログラムに関係のある内容を抽
出する。

3. アプリケーション・プログラムを呼び出し、要求から抽出したデータを渡す。

4. アプリケーション・プログラムが制御を戻したら、アプリケーション・プログラ
ムから戻されたデータを使用して応答を作成する。

5. サービス・リクエスターへ応答を送信する。

図 4 には、サービス・プロバイダー設定における次の 3 つのメッセージ・ハンドラ
ーのパイプラインを示します。
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1

Handler
2
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3

図 3. パイプライン・フローの中断
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図 4. サービス・プロバイダー・パイプライン
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1. CICS は、サービス・プロバイダーから要求を受け取ります。次に、この要求を
メッセージ・ハンドラー 1 に渡します。

2. メッセージ・ハンドラー 1 は何らかの処理を実行して、要求をハンドラー 2 に
渡します (正確には、パイプラインを管理する CICS に制御を戻します。次に
CICS は、次のメッセージ・ハンドラーに制御を渡します)。

3. メッセージ・ハンドラー 2 は、ハンドラー 1 から要求を受け取り、何らかの処
理を実行して、要求をハンドラー 3 に渡します。

4. メッセージ・ハンドラー 3 は、このパイプラインの端末ハンドラーです。ハン
ドラー 3 は、要求に記載された情報を使用して、アプリケーション・プログラ
ムを呼び出します。次に、アプリケーション・プログラムからの出力を使用して
応答を生成し、この応答をハンドラー 2 に戻します。

5. メッセージ・ハンドラー 2 は、ハンドラー 3 から応答を受け取り、何らかの処
理を実行して、応答をハンドラー 1 に渡します。

6. メッセージ・ハンドラー 1 は、ハンドラー 2 から応答を受け取り、何らかの処
理を実行して、応答をサービス・リクエスターに戻します。

サービス・リクエスター・パイプライン
サービス・リクエスター・パイプラインでは、アプリケーション・プログラムが要
求を作成します。この要求はパイプラインを介してサービス・プロバイダーに渡さ
れます。サービス・プロバイダーからの応答は、同じパイプラインを介してアプリ
ケーション・プログラムに戻されます。

CICS がサービス・リクエスターの役割を果たす場合、CICS は以下の操作を実行し
ます。

1. アプリケーション・プログラムから得られたデータを使用して、要求を作成す
る。

2. 要求をサービス・プロバイダーに送信する。

3. サービス・プロバイダーから応答を受信する。

4. 応答を調べ、オリジナル・アプリケーション・プログラムに関係のある内容を抽
出する。

5. アプリケーション・プログラムに制御を戻す。

図 5 には、サービス・リクエスターの設定における次の 3 つのメッセージ・ハンド
ラーのパイプラインを示します。

1. アプリケーション・プログラムが要求を作成します。
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図 5. サービス・リクエスター・パイプライン
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2. メッセージ・ハンドラー 1 は、アプリケーション・プログラムから要求を受け
取り、何らかの処理を実行して、要求をハンドラー 2 に渡します (正確には、
パイプラインを管理する CICS に制御を戻します。次に CICS は、次のメッセ
ージ・ハンドラーに制御を渡します)。

3. メッセージ・ハンドラー 2 は、ハンドラー 1 から要求を受け取り、何らかの処
理を実行して、要求をハンドラー 3 に渡します。

4. メッセージ・ハンドラー 3 は、ハンドラー 2 から要求を受け取り、何らかの処
理を実行して、要求をサービス・プロバイダーに渡します。

5. メッセージ・ハンドラー 3 はサービス・プロバイダーから応答を受け取り、何
らかの処理を実行して、応答をハンドラー 2 に渡します。

6. メッセージ・ハンドラー 2 は、ハンドラー 3 から応答を受け取り、何らかの処
理を実行して、応答をハンドラー 1 に渡します。

7. メッセージ・ハンドラー 1 は、ハンドラー 2 から応答を受け取り、何らかの処
理を実行して、応答をアプリケーション・プログラムに戻します。

CICS パイプラインおよび SOAP
Web サービスの要求と応答を処理するために CICS が使用するパイプラインは、各
メッセージ・ハンドラーで実行できる処理に関する制約が少ないという点で一般的
です。ただし、多くの Web サービス・アプリケーションは SOAP メッセージを使
用しており、これらのメッセージを処理する場合は、SOAP 仕様に準拠する必要が
あります。したがって、CICS には、パイプラインを SOAP ノードとして構成する
ときに役立つ特殊な SOAP メッセージ・ハンドラー・プログラムが用意されていま
す。

v パイプラインを構成すると、SOAP 1.1 または SOAP 1.2 をサポートできます。
CICS システム内部には、多数のパイプラインを保持できます。このうちのいく
つかは SOAP 1.1 または SOAP 1.2 をサポートします。

v パイプラインは、サービス・リクエスターまたはサービス・プロバイダーで使用
するために、次のように構成できます。

– サービス・リクエスター・パイプラインは、要求の最初の SOAP 送信側にな
り、かつ応答の最終の SOAP 受信側になります。

– サービス・プロバイダー・パイプラインは、要求の最終の SOAP 受信側にな
り、かつ応答の最初の SOAP 送信側になります。

CICS パイプラインを SOAP 中間ノードとして機能するように構成することはで
きません。

v CICS パイプラインを構成すると、複数の SOAP メッセージ・ハンドラーを保持
できます。

v CICS 提供の SOAP メッセージ・ハンドラーを構成すると、1 つ以上のユーザー
作成ヘッダー処理ルーチンを呼び出すことができます。

v CICS 提供の SOAP メッセージ・ハンドラーを構成すると、WS-I Basic Profile

1.0 に準拠するといういくつかの側面と、SOAP メッセージに特定のヘッダーを
存在させることを実現できます。

SOAP メッセージ・ハンドラー、およびそのヘッダー処理ルーチンは、パイプライ
ン構成ファイルで指定します。
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SOAP メッセージおよびアプリケーション・データ構造
多くの場合、CICS Web サービス・アシスタントは、アプリケーション・プログラ
ムで使用されている上位データ構造と、SOAP メッセージの <Body> エレメントの
内容の間でデータを変換するコードを生成できます。これらの場合には、アプリケ
ーション・プログラムを作成するときに、SOAP 本体の解析または構成を行う必要
はありません。これらの作業は CICS によって実行されるためです。

CICS は、データを変換するために、実行時にアプリケーション・データ構造と
SOAP メッセージの形式についての情報が必要です。この情報は、次の 2 つのファ
イルに保持されます。

v Web サービスのバインディング・ファイル

このファイルは、ユーティリティー・プログラム DFHLS2WS を使用して、アプ
リケーション言語のデータ構造を基に CICS Web サービス・アシスタントによっ
て生成されるか、またはユーティリティー・プログラム DFHWS2LS を使用し
て、Web サービス記述を基に生成されます。CICS は、バインディング・ファイ
ルを使用して、Web サービス・アプリケーションで使用するリソースを生成し、
アプリケーションのデータ構造と SOAP メッセージの間のマッピングを実行しま
す。

v Web サービス記述

これは、既存の Web サービス記述である場合と、ユーティリティー・プログラ
ム DFHLS2WS を使用して、アプリケーション言語のデータ構造を基に生成する
場合があります。CICS では、Web サービス記述を使用して、SOAP メッセージ
の全妥当性検査を行います。

図 6 は、これらのファイルがサービス・プロバイダー内のどこで使用されるかを示
しています。

23ページの図 7 には、これらのファイルがサービス・リクエスターで使用される様
子を示します。

CICS
Application

program

Request

Response

CICS Web services

Pipeline Data
mapper

Service
requester

CICS Transaction Server

Web
service

description

Web
service
binding

SOAP body interface

HLL data structure interface

SOAP envelope

図 6. サービス・プロバイダーでの SOAP 本体からアプリケーション・データ構造へのマッピ
ング
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どちらの場合も、特定の CICS アプリケーション・プログラムが Web サービスの
設定で動作できる実行環境は、3 つのオブジェクトによって定義されます。これら
は、パイプライン、Web サービス・バインディング・ファイル、および Web サー
ビス記述です。これら 3 つのオブジェクトは、WEBSERVICE リソース定義の属性
として CICS に定義されています。

SOAP メッセージを使用している場合でも、次に示すように、CICS Web サービ
ス・アシスタントが生成する変換を使用できない状況もあります。

v SOAP メッセージと高水準言語で同じデータが表現できない場合

CICS がサポートしているすべての高水準言語、および XML スキーマでは、さ
まざまなデータ・タイプがサポートされています。しかし、高水準言語で使用さ
れるデータ・タイプと XML スキーマで使用されるデータ・タイプとの間に 1

対 1 対応は存在しないため、データを一方で表現できても他方では表現できない
という場合が存在します。こうした状況では、次のいずれかの手段を検討する必
要があります。

– アプリケーション・データ構造を変更する。この方法は、必然的にアプリケー
ション・プログラム自体の変更が必要になるため、実現は困難です。

– ラッパー・プログラムを作成する。このプログラムは、アプリケーション・デ
ータを CICS が処理可能な形式に変換し、さらに SOAP メッセージ本文に変
換します。この方法を実行した場合は、アプリケーション・プログラムを変更
せずに済みます。この場合は、CICS Web サービス・サポートがラッパー・プ
ログラムと直接対話し、アプリケーション・プログラムとは間接的にのみ対話
します。

v アプリケーション・プログラムが、CICS Web サービス・アシスタントでサポー
トされていない言語で作成されている場合。

こうした状況では、次のいずれかの手段を検討する必要があります。

– CICS Web サービス・アシスタントでサポートされている言語の 1 つ
(COBOL、PL/I、C または C++) を使用して、ラッパー・プログラムを作成す
る。

CICS
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program

Request

Response

CICS Web services

PipelineData
mapper

Service
provider

CICS Transaction Server

Web
service

description

Web
service
binding

SOAP body interface

EXEC CICS INVOKE WEBSERVICE
with HLL data structure interface

SOAP envelope

図 7. サービス・リクエスターでの SOAP 本体からアプリケーション・データ構造へのマッピ
ング
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– CICS Web サービス・アシスタントを使用せずに、独自のプログラムを作成し
て、SOAP メッセージとアプリケーション・プログラムのデータ構造との間の
マッピングを実行する。

WSDL およびアプリケーション・データ構造
Web サービス記述には、Web サービスが使用する入出力メッセージの抽象表現が含
まれています。CICS では、Web サービス記述を使用して、アプリケーション・プ
ログラムが使用するデータ構造を構成します。CICS は、実行時に、アプリケーショ
ン・データ構造とメッセージとのマッピングを実行します。

Web サービス記述の代表例は、以下のとおりです。

v 1 つ以上の操作

v 各操作ごとに、入力メッセージ、およびオプションの出力メッセージ。

v メッセージごとに、XML データ・タイプの観点で定義されたメッセージ構造。
メッセージ内で使用される複素数データ・タイプは、Web サービス記述内にある
<types> エレメントに記述されている XML スキーマで定義されます。簡単なメ
ッセージは、<types> エレメントを使用しないで記述できます。

WSDL には、操作の抽象定義と関連メッセージが記述されています。このため、
WSDL をアプリケーション・プログラム内で直接使用することはできません。操作
を実装するには、サービス・プロバイダーが以下の処理を実行する必要がありま
す。

v メッセージの構造を把握するために WSDL の構文解析を行う。

v 入力メッセージを解析して出力メッセージを作成する。

v 入出力メッセージの内容と、アプリケーション・プログラムで使用されているデ
ータ構造とのマッピングを実行する。

サービス・リクエスターは、操作を呼び出すために同じことを行う必要がありま
す。

CICS Web サービス・アシスタントを使用すると、前述の大半の処理がユーザーの
代わりに実行されるため、ユーザーは入出力メッセージを構成する方法や WSDL

を詳細に理解する必要なくアプリケーション・プログラムを作成できます。

CICS Web サービス・アシスタントは、以下の 2 つのユーティリティー・プログラ
ムで構成されています。

DFHWS2LS
このユーティリティー・プログラムは、Web サービス記述を開始点にして
います。このプログラムでは、アプリケーション・プログラムに使用できる
高水準言語データ構造を構成するために、メッセージの記述や、メッセージ
に使用されているデータ・タイプを使用します。

DFHLS2WS
このユーティリティー・プログラムは、高水準言語データ構造を開始点にし
ています。このプログラムでは、メッセージの記述を格納する Web サービ
ス記述を構成するための構造体と、言語構造から導出されたこれらのメッセ
ージで使用されるデータ・タイプが使用されます。
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いずれのユーティリティー・プログラムも、アプリケーション・プログラムのデー
タ構造と SOAP メッセージ間のマッピングを実行するために CICS が実行時に使用
する Web サービス・バインディング・ファイルを生成します。

COBOL から WSDL へのマッピングの例

この例では、COBOLプログラムで使用されているデータ構造が、CICS Web サービ
ス・アシスタントによって生成された Web サービス記述内でどのように表現され
ているかを示します。

図 8 は、単純な COBOL データ構造を示しています。

Web サービス記述で対応しているフラグメントのうち重要なエレメントを、 26ペ
ージの図 9 に示します。

* Catalogue COMMAREA structure
03 CA-REQUEST-ID PIC X(6).
03 CA-RETURN-CODE PIC 9(2).
03 CA-RESPONSE-MESSAGE PIC X(79).

* Fields used in Place Order
03 CA-ORDER-REQUEST.

05 CA-USERID PIC X(8).
05 CA-CHARGE-DEPT PIC X(8).
05 CA-ITEM-REF-NUMBER PIC 9(4).
05 CA-QUANTITY-REQ PIC 9(3).
05 FILLER PIC X(888).

図 8. WSDL で定義された入力メッセージの COBOL レコード定義
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Web サービスのバインディング・ファイル
Web サービスのバインディング・ファイルには、入出力メッセージとアプリケーシ
ョン・データ構造との間でデータをマップするために CICS が使用する情報が格納
されています。

Web サービス記述には、Web サービスが使用する入出力メッセージの抽象表現が含
まれています。サービス・プロバイダーまたはサービス・リクエスターのアプリケ
ーションを実行する場合、CICS に必要な情報は、メッセージの内容をアプリケーシ
ョンが使用するデータ構造にマップする方法です。この情報は、Web サービスのバ
インディング・ファイルに保持されます。

Web サービスのバインディング・ファイルの作成方法は、次のとおりです。

v 言語構造を WSDL を基に生成する場合は、ユーティリティー・プログラム
DFHWS2LS

v WSDL を言語構造を基に生成する場合は、ユーティリティー・プログラム
DFHLS2WS

<xsd:sequence>
<xsd:element name="CA-REQUEST-ID" nillable="false">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">

<xsd:length value="6"/>
<xsd:whiteSpace value="preserve"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="CA-RETURN-CODE" nillable="false">

<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:short">

<xsd:maxInclusive value="99"/>
<xsd:minInclusive value="0"/>

</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="CA-RESPONSE-MESSAGE" nillable="false">

...
</xsd:element>
<xsd:element name="CA-ORDER-REQUEST" nillable="false">

<xsd:complexType mixed="false">
<xsd:sequence>

<xsd:element name="CA-USERID" nillable="false">
<xsd:simpleType>
<xsd:restriction base="xsd:string">
<xsd:length value="8"/>
<xsd:whiteSpace value="preserve"/>
</xsd:restriction>
</xsd:simpleType>

</xsd:element>
<xsd:element name="CA-CHARGE-DEPT" nillable="false">

...
</xsd:element>
<xsd:element name="CA-ITEM-REF-NUMBER" nillable="false">

...
</xsd:element>
<xsd:element name="CA-QUANTITY-REQ" nillable="false">

...
</xsd:element>
<xsd:element name="FILLER" nillable="false">

...
</xsd:element>

</xsd:sequence>
</xsd:complexType>

</xsd:element>
</xsd:sequence>

図 9. COBOL データ構造から派生された WSDL フラグメント
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CICS は、実行時に Web サービスのバインディング・ファイルを使用して、アプリ
ケーション・データ構造と SOAP メッセージとのマッピングを行います。Web サ
ービスのバインディング・ファイルは、WEBSERVICE リソースの WSBIND 属性
で、CICS に対して定義されます。

CICS での Web サービス使用の計画

CICS で Web サービスを使用する計画を立てるには、その前に以下の問題をアプリ
ケーションごとに検討する必要があります。

サービス・プロバイダーまたはサービス・リクエスターの役割で CICS アプリケー
ションを配置する計画ですか?

Web サービスの CICS サポートを使用して接続する 1 組のアプリケーショ
ンが存在する場合があります。この場合、一方のアプリケーションはサービ
ス・プロバイダー、もう一方はサービス・リクエスターになります。

既存のアプリケーション・プログラムを使用する計画ですか、それとも新規のアプ
リケーション・プログラムを作成する計画ですか?

既存のアプリケーションが、ビジネス・ロジックに対して適切に定義された
インターフェースを使用して設計されている場合は、サービス・プロバイダ
ーまたはサービス・リクエスターとして、このアプリケーションを Web サ
ービス設定に使用できる確率が高くなります。ただし、ほとんどの場合は、
ビジネス・ロジックを Web サービス・ロジックに接続するラッパー・プロ
グラムを作成する必要があります。

新規アプリケーションの作成を計画している場合は、ビジネス・ロジックを
Web サービス・ロジックから分離した状態を維持するようにします。ま
た、この場合も、この分離状態を実現するためにラッパー・プログラムを作
成する必要があります。ただし、アプリケーションが Web サービスを考慮
して設計されている場合、ラッパーは簡単に作成できる可能性が高くなりま
す。

SOAP メッセージを使用する予定ですか?
SOAP は Web サービス・アーキテクチャーの基礎で、CICS で提供される
サポートの多くでは、SOAP が使用されていることが前提となっています。
しかし、別のメッセージ・フォーマットを使用したい場合もあるかもしれま
せん。例えば、CICS Web サービス・インフラストラクチャーに実装するメ
ッセージ・フォーマットを独自に開発した場合などです。別のメッセージ・
フォーマットの使用は許可されますが、Web サービス・アシスタントや
SOAP メッセージ・ハンドラーのような CICS 提供の機能の一部を使用す
ることはできなくなります。

データ構造と SOAP メッセージ間のマッピングを生成するために CICS Web サ
ービス・アシスタントを使用する予定ですか?

Web サービス・アシスタントでは、少量の追加プログラミングまたは追加
プログラミングなしで、Web サービス設定に多数のアプリケーションを迅
速に配置できます。また、追加プログラミングが必要な場合でも、プログラ
ミングは容易で、既存のビジネス・ロジックを変更しないでプログラミング
できます。
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ただし、Web サービス・アシスタントを使用しないほうが処理しやすいケ
ースもあります。例えば、データ構造と SOAP メッセージをマップする既
存のコードがある場合、Web サービス・アシスタントを使用してアプリケ
ーションを再設計する利点はありません。

既存のサービス記述を使用する予定ですか、それとも新規のサービス記述を作成す
る予定ですか?

状況によっては、既存のサービス記述を開始点として使用する必要がありま
す。例えば、次のようになります。

v アプリケーションはサービス・リクエスターであり、既存の Web サービ
スを呼び出すよう設計されている。

v アプリケーションはサービス・プロバイダーであり、既存の業界標準サー
ビス記述にこのアプリケーションを適合させることを目的としている。

その他の状況では、アプリケーションに応じて新規のサービス記述を作成す
る必要があります。

次のステップ:

v サービス・プロバイダーの計画

v サービス・リクエスターの計画

サービス・プロバイダー・アプリケーションの計画
一般に、CICS アプリケーションは、ビジネス・ロジックとコミュニケーション・ロ
ジックを確実に分離できるよう構造化する必要があります。この手法に従うと、新
規および既存のアプリケーションを Web サービス・プロバイダーで直接的に配置
するのに役立ちます。状況によっては、アプリケーション・プログラムと CICS

Web サービス・サポートとの間に単純なラッパー・プログラムを介在させる必要が
あります。

図 10 には、コミュニケーション・ロジックとビジネス・ロジックとを確実に分離す
るために分割された標準的なアプリケーションを示します。

多くの場合、ビジネス・ロジックは、サービス・プロバイダー・アプリケーション
の場合と同様に直接配置できます。このことは、 29ページの図 11 に図示されてい
ます。

EXEC CICS
LINKCommunications

logic
Business

logicClient

CICS Transaction Server

図 10. コミュニケーション・ロジックとビジネス・ロジックに分割されたアプリケーション
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この単純なモデルを使用する場合は、以下の条件が適用されます。

CICS Web サービス・アシスタントを使用して SOAP メッセージとアプリケーシ
ョン・データ構造間のマッピングを生成する場合:

ビジネス・ロジックのインターフェースで使用されるデータ・タイプは、
CICS Web サービス・アシスタントによってサポートされている必要があり
ます。これが当てはまらない場合、CICS Web サービス・サポートとビジネ
ス・ロジックの間にラッパー・プログラムを置く必要があります。

既存のプログラムを配置して既存の Web サービス記述に適合するサービス
を提供する場合は、ラッパー・プログラムも必要になります。Web サービ
ス・アシスタントを使用して Web サービス記述を処理すると、結果として
得られるデータ構造がビジネス・ロジックのインターフェースと一致する可
能性は非常に低くなります。

CICS Web サービス・アシスタントを使用していない場合:
サービス・プロバイダー・パイプラインに存在するメッセージ・ハンドラー
は、ビジネス・ロジックと直接対話する必要があります。

ラッパー・プログラムの使用

CICS Web サービス・アシスタントではビジネス・ロジックと直接対話するための
コードを生成できない場合は、ラッパー・プログラムを使用します。例えば、ビジ
ネス・ロジックのインターフェースは、CICS Web サービス・アシスタントが
SOAPメッセージに直接マップできないデータ構造を使用する可能性があります。こ
の状況では、ラッパー・プログラムを使用すると、必要なデータ操作を追加できま
す。

アシスタントがサポートできる 2 番目のデータ構造を設計して、これをラッパー・
プログラムのインターフェースとして使用する必要があります。この結果、ラッパ
ー・プログラムが実行する機能は、以下に示す 2 つの単純な機能となります。

v 2 つのデータ構造間でのデータの移動

v 既存のインターフェースによるビジネス・ロジックの呼び出し

(EXEC CICS
LINK) Business

logic

CICS
Web service

support
Client

CICS Transaction Server

図 11. Web サービス・プロバイダーとしての CICS アプリケーションの単純な配置

CICS
Web service

support

(EXEC CICS
LINK) Business

logic

EXEC CICS
LINKwrapper

programClient

CICS Transaction Server

図 12. ラッパー・プログラム使用による、Web サービス・プロバイダーとしての CICS アプ
リケーションの配置
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サービス・リクエスター・アプリケーションの計画
一般に、CICS アプリケーションは、ビジネス・ロジックとコミュニケーション・ロ
ジックを確実に分離できるよう構造化する必要があります。この手法に従うと、新
規および既存のアプリケーションを Web サービス・リクエスターで直接的に配置
するのに役立ちます。ほとんどすべての状況では、アプリケーション・プログラム
と CICS Web サービス・サポートとの間に単純なラッパー・プログラムを介在させ
る必要があります。

図 13 は、コミュニケーション・ロジックとビジネス・ロジックとを確実に分離する
ために分割された標準的なアプリケーションを示します。このアプリケーション
は、Web サービス・リクエスターでビジネス・ロジックを再使用するために最適な
構造になっています。

以下の状況では、既存の EXEC CICS LINK コマンドを使用して CICS Web サー
ビス・サポートを起動することはできません。

v CICS Web サービス・アシスタントを使用して SOAP メッセージとアプリケーシ
ョン・データ構造間のマッピングを生成する場合、EXEC CICS INVOKE

WEBSERVICE コマンドを使用して、アプリケーションのデータ構造を CICS

Web サービス・サポートに渡します。また、ビジネス・ロジックのインターフェ
ースで使用されるデータ・タイプは、CICS Web サービス・アシスタントによっ
てサポートされている必要があります。

v CICS Web サービス・アシスタントを使用していない場合、独自のメッセージを
作成して、プログラム DFHPIRT にリンクする必要があります。

どちらのケースも、プログラム変更の準備が整っていないかぎり、ビジネス・ロジ
ックは Web サービスを直接呼び出すことはできないということになります。Web

サービス・アシスタントのこのオプションについては 図 14 に示していますが、ど
ちらのケースの参考にもなりません。

EXEC CICS
LINK Communications

logic
Business

logic Server

CICS Transaction Server

図 13. コミュニケーション・ロジックとビジネス・ロジックに分割されたアプリケーション

EXEC CICS
INVOKE

WEBSERVICEBusiness
logic

CICS
Web service

support
Server

CICS Transaction Server

図 14. Web サービス・リクエスターとしての CICS アプリケーションの単純な配置
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ラッパー・プログラムの使用

ビジネス・ロジックを未変更のまま維持する、より優れた解決策は、ラッパー・プ
ログラムを使用することです。この場合、ラッパー・プログラムには次の 2 つの目
的があります。

v ビジネス・ロジックの代わりに EXEC CICS INVOKE WEBSERVICE コマンドま
たは EXEC CICS LINK PROGRAM(DFHPIRT) を発行します。ビジネス・ロジッ
クは未変更のまま維持できます。

v CICS Web サービス・アシスタントが SOAP メッセージに直接マップできないデ
ータ構造をアプリケーションが使用する場合、ラッパー・プログラムは、これに
必要なデータ操作を必要に応じて提供できます。

Web サービス・アシスタントを使用するケースの場合、この構造は図 15 に示され
ています。

CICS Web サービス・アシスタント
CICS Web サービス・アシスタントとは、1 組のバッチ・ユーティリティーで、既
存の CICS アプリケーションを Web サービスに変換するのに役立ちます。また、
これを使用すると、CICS アプリケーションが、外部のプロバイダーによって提供さ
れた Web サービスを使用できるようになります。このアシスタントは、サービ
ス・プロバイダーやサービス・リクエスターが使用するための CICS アプリケーシ
ョンの迅速な配置をサポートしており、プログラミングの労力が最小限で済みま
す。

CICS の Web サービス・アシスタントを使用する場合は、インバウンド・メッセー
ジを解析し、アウトバウンド・メッセージを作成するための独自のコードを記述す
る必要はありません。CICS は、SOAP メッセージ本文とアプリケーション・プログ
ラムのデータ構造間でデータをマップするからです。

リソース定義は、その大半が自動的に生成およびインストールされます。PIPELINE

リソースを定義する必要はありますが、多くの場合は、CICS 提供のパイプライン構
成ファイルを使用できます。この内容は次のとおりです。

basicsoap11provider.xml
SOAP 1.1 メッセージ・ハンドラーを使用したサービス・プロバイダーのパ
イプライン構成ファイル

basicsoap11requester.xml
SOAP 1.1 メッセージ・ハンドラーを使用したサービス・リクエスターのパ
イプライン構成ファイル

CICS
Web service

support

EXEC CICS
LINKBusiness

logic

EXEC CICS
INVOKE

WEBSERVICEwrapper
program Server

CICS Transaction Server

図 15. ラッパー・プログラム使用による、Web サービス・リクエスターとしての CICS アプ
リケーションの配置
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このアシスタントでは、単純な言語構造から WSDL 文書を作成したり、既存の
WSDL 文書から言語構造を作成したりすることができ、COBOL、C/C++、および
PL/I をサポートします。また、SOAP メッセージからコンテナーおよび
COMMAREA への自動ランタイム変換、さらに、この逆の変換 を可能にするため
に使用される情報も生成します。

ただし、Web サービス・アシスタントはすべてのケースを処理できるわけではあり
ません。別の方法をとる必要がある場合もあります。例えば、次のようになりま
す。

SOAP メッセージを使用しない場合
SOAP 以外のプロトコルをメッセージに使用することが望ましい場合は、そ
うすることができます。ただし、アプリケーション・プログラムには、イン
バウンド・メッセージの解析とアウトバウンド・メッセージの作成を行う役
割が与えられます。

SOAP メッセージは使用するが、CICS による解析はしない場合
インバウンド・メッセージの場合、Web サービス・アシスタントは、SOAP

本体とアプリケーションのデータ構造をマップします。アプリケーションに
よっては、ユーザー自身による SOAP 本体の解析が必要な場合がありま
す。

CICS Web サービス・アシスタントは、ユーザー・アプリケーションのデータ構造
をサポートしません。

CICS Web サービス・アシスタントは最も一般的なデータ・タイプおよびデ
ータ構造をサポートしますが、なかにはサポートされないものもあります。
このような状態では、ご使用のアプリケーションのデータを Web サービ
ス・アシスタントがサポートできるフォーマットにマップするプログラム層
を提供することをまず初めに考える必要があります。これが不可能な場合
は、自分でメッセージを解析する必要があります。

CICS Web サービス・アシスタントを使用しない場合、次の処理を実行する必要が
あります。

v インバウンド・メッセージを解析し、アウトバウンド・メッセージを作成するた
めの独自のコードを準備する

v 独自のパイプライン構成ファイルを準備する

v 独自の URIMAP リソースおよび PIPELINE リソースを定義してインストールす
る

CICS Web サービス・アシスタントは、以下の 2 つのユーティリティー・プログラ
ムで構成されています。

DFHLS2WS
言語構造を基にして Web サービス・バインディング・ファイルを生成しま
す。このユーティリティーは、Web サービス記述も生成します。

DFHWS2LS
Web サービス記述を基にして Web サービス・バインディング・ファイル
を生成します。このユーティリティーは、アプリケーション・プログラムで
使用できる言語構造も生成します。
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両方のプログラムを実行する JCL プロシージャーは、hlq.XDFHINST ライブラリー
に格納されています。

DFHLS2WS: 高水準言語から WSDL への変換
カタログ式プロシージャー DFHLS2WS は、高水準言語データ構造を基にして、
Web サービス記述および Web サービス・バインディング・ファイルを生成しま
す。CICS アプリケーション・プログラムをサービス・プロバイダーとして公開する
場合、DFHLS2WS を使用することができます。

DFHLS2WS のジョブ制御ステートメント

JOB ジョブを開始します。

EXEC プロシージャー名 (DFHLS2WS) を指定します。

DFHLS2WS には、Java 仮想マシン (JVM) を実行するのに十分なストレー
ジが必要です。EXEC ステートメントで REGION=0M と指定することをお勧
めします。

INPUT.SYSUT1 DD
入力を指定します。入力パラメーターは、通常、入力ストリーム内に指定し
ます。ただし、データ・セットや区分データ・セットのメンバーに定義する
こともできます。

シンボリック・パラメーター

以下のシンボリック・パラメーターは、カタログ式プロシージャー DFHLS2WS で
定義されます。

JAVADIR=path

DFHLS2WS によって使用される Java ディレクトリーの名前を指定します。こ
のパラメーターの値は /usr/lpp/ に追加され、これによって /usr/lpp/path と
いう完全なパス名が得られます。

通常、このパラメーターを指定する必要はありません。デフォルト値は、
JAVADIR パラメーターの CICS インストール・ジョブ (DFHISTAR) に指定さ
れた値です。

USSDIR=path

UNIX システム・サービス HFS の CICS TS ディレクトリーの名前を指定しま
す。このパラメーターの値は /usr/lpp/cicsts/ に追加され、これによって
/usr/lpp/cicsts/path という完全なパス名が得られます。

通常、このパラメーターを指定する必要はありません。デフォルト値は、
USSDIR パラメーターの CICS インストール・ジョブ (DFHISTAR) に指定さ
れた値です。

TMPDIR=tmpdir

DFHLS2WS が一時ワークスペースとして使用する HFS のディレクトリーの場
所を指定します。このジョブを実行するユーザー ID には、このディレクトリ
ーに対する読み取り権限および書き込み権限が必要です。

デフォルト値は /tmp です。
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TMPFILE=tmpprefix

一時ワークスペース・ファイルの名前を作成するために DFHLS2WS が使用す
る接頭部を指定します。

デフォルト値は、DFHLS2WS です。

一時ワークスペース

DFHLS2WS は、実行時に、次の 3 つの一時ファイルを作成します。

tmpdir/tmpprefix.in

tmpdir/tmpprefix.out

tmpdir/tmpprefix.err

ここで

tmpdir は、TMPDIR パラメーターに指定されている値です。

tmpprefix は、TMPFILE パラメーターに指定されている値です。

ファイルのデフォルトの名前は (TMPDIR および TMPFILE が指定されていない場
合)、次のとおりです。

/tmp/DFHLS2WS.in

/tmp/DFHLS2WS.out

/tmp/DFHLS2WS.err

重要: DFHLS2WS は、生成された HFS ファイル名へのアクセスをロックしませ
ん。したがって、DFHLS2WS のインスタンスが同時に 2 つ以上動作し、同
じ一時ワークスペース・ファイルを使用した場合、あるジョブが一時ワーク
スペース・ファイルを使用中に別のジョブがそのファイルを上書きするのを
防ぐ方法はありません。この状況は、予測不能な障害の発生につながりま
す。

したがって、この状況を回避できる命名規則および操作手順を考案すること
をお勧めします。例えば、システム・シンボリック・パラメーター SYSUID

を使用すると、個々のユーザーに対して一意のワークスペース・ファイルを
生成できます。
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DFHLS2WS の入力パラメーター

�� PDSLIB=value
REQMEM=value RESPMEM=value

�

� LANG=COBOL
LANG=PLI-ENTERPRISE
LANG=C
LANG=CPP DFHREQUEST DFHRESPONSE

STRUCTURE=( , )
request response

�

� PGMNAME=value
URI=value

CHANNEL
PGMINT=

PGMINT=COMMAREA
WSBIND=value �

� WSDL=value LOGFILE=value ��

パラメーターの使用法

v 入力パラメーターの指定順序は自由です。

v 各パラメーターは改行後に記述を始める必要があります。

v パラメーターが長すぎて 1 行に収まらない場合は、行の末尾にアスタリスク文字
(*) を使用して、そのパラメーターが次の行に続くことを示します。アスタリスク
より前の文字はすべて (スペースを含む) パラメーターの一部とみなされます。例
えば、次のようになります。

WSBIND=wsbinddir*
/app1

このコードは、次のコードと同じ意味になります。

WSBIND=wsbinddir/app1

v 行の先頭の文字の位置に # という文字がある場合、この文字はコメント文字を表
します。この行は無視されます。

パラメーターの記述

LANG=COBOL
高水準言語構造のプログラム言語を COBOL に指定します。

LANG=PLI-ENTERPRISE
高水準言語構造のプログラム言語を Enterprise PL/I に指定します。

LANG=C
高水準言語構造のプログラム言語を C に指定します。

LANG=CPP
高水準言語構造のプログラム言語を C++ に指定します。

PDSLIB=value

処理の対象となる高水準言語データ構造が格納されている区分データ・セットの
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名前を指定します。要求および応答に使用されるデータ・セット・メンバーは、
それぞれ、REQMEM パラメーターおよび RESPMEM パラメーターで指定さ
れます。

制約事項: 区分データ・セット内のレコードは、80 バイトの固定長にする必要
があります。

PGMINT=CHANNEL|COMMAREA
サービス・プロバイダーの場合は、CICS によってターゲット・アプリケーショ
ン・プログラムにデータを渡す方法を次のように指定します。

CHANNEL
CICS は、チャネル・インターフェースを使用して、データをターゲッ
ト・アプリケーション・プログラムに渡します。

COMMAREA
CICS は、通信域を使用して、データをターゲット・アプリケーショ
ン・プログラムに渡します。

DFHLS2WS からの出力がサービス・リクエスターで使用される場合、このパラ
メーターは無視されます。

PGMNAME=value

Web サービスとして公開されるターゲット CICS アプリケーション・プログラ
ムの名前を指定します。これは、CICS Web サービス・サポートがリンクする
プログラムです。

REQMEM=value

Web サービス要求の高水準言語データ構造が格納されている区分データ・セッ
ト・メンバーの名前を指定します。
v サービス・プロバイダーの場合、Web サービス要求は、アプリケーション・
プログラムの入力になります。

v サービス・リクエスターの場合、Web サービス要求は、アプリケーション・
プログラムの出力になります。

RESPMEM=value

Web サービス応答の高水準言語データ構造が格納されている区分データ・セッ
ト・メンバーの名前を指定します。
v サービス・プロバイダーの場合、Web サービス応答は、アプリケーション・
プログラムの出力になります。

v サービス・リクエスターの場合、Web サービス応答は、アプリケーション・
プログラムの入力になります。

応答がない場合 (つまり、片方向メッセージの場合) は、このパラメーターを省
略します。

STRUCTURE=(request,response)

C と C++ の場合にのみ、REQMEM パラメーターと RESPMEM パラメーター
に指定されているパーティション・データ・セット・メンバーに含まれる上位の
構造体の名前を指定します。

request

REQMEM パラメーターが指定されている場合に要求に含まれる上位の構造
体の名前を指定します。デフォルト値は DFHREQUEST です。
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パーティション・データ・セット・メンバーには、指定した名前を持つ上位
の構造体 (または、名前を指定していない場合は DFHREQUEST という名
前の構造体) が含まれている必要があります。

response

RESPMEM パラメーターが指定されている場合に応答に含まれる上位の構
造体の名前を指定します。デフォルト値は DFHRESPONSE です。

値を指定した場合、パーティション・データ・セット・メンバーには、指定
した名前を持つ上位の構造体 (名前を指定していない場合は
DFHRESPONSE という名前の構造体) が含まれている必要があります。

URI=value

サービス・プロバイダーでは、このパラメーターには、クライアントが Web サ
ービスにアクセスするのに使用する相対 URI が指定されます。CICS は、
DFHLS2WS によって作成された Web サービス・バインディング・ファイルか
ら URIMAP リソースを生成する場合、指定された値を使用します。このパラメ
ーターには、URIMAP 定義を適用する URI のパス・コンポーネントが指定さ
れます。

WSBIND=value

Web サービス・バインディング・ファイルの完全修飾 HFS 名。ファイルが存
在しない場合、DFHLS2WS がファイルを作成します (ただし、ディレクトリー
構造は作成しません)。

WSDL=value

Web サービス記述が格納されるファイルの完全修飾 HFS 名です。ファイルが
存在しない場合、DFHLS2WS がファイルを作成します (ただし、ディレクトリ
ー構造は作成しません)。

LOGFILE=value

DFHLS2WS がアクティビティー・ログとトレース情報を書き込むファイルの完
全修飾 HFS 名です。ファイルが存在しない場合、DFHLS2WS がファイルを作
成します (ただし、ディレクトリー構造は作成しません)。

通常はこのファイルを使用する必要はありませんが、DFHLS2WS に問題が発生
した場合、このファイルの提出を IBM のサービス組織から依頼される場合があ
ります。

その他の情報

v OMVS に対して、DFHLS2WS を実行するユーザー ID が定義されている必要が
あります。このユーザー ID には、CICS HFS ファイル構造の読み取り権限、お
よび LOGFILE パラメーターに指定されているディレクトリーへの書き込み権限
が必要です。

v Java を実行するため、このユーザー ID には十分な大きさのストレージを割り振
る必要があります。

DFHWS2LS: WSDL から高水準言語への変換
カタログ式プロシージャー DFHWS2LS は、Web サービス記述を基にして、高水準
言語データ構造および Web サービス・バインディング・ファイルを生成します。
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CICS アプリケーション・プログラムをサービス・プロバイダーとして公開する場
合、またはサービス・リクエスターを構成する場合、DFHWS2LS を使用することが
できます。

DFHWS2LS のジョブ制御ステートメント

JOB ジョブを開始します。

EXEC プロシージャー名 (DFHWS2LS) を指定します。

DFHWS2LS には、Java 仮想マシン (JVM) を実行するのに十分なストレー
ジが必要です。EXEC ステートメントで REGION=0M と指定することをお勧
めします。

INPUT.SYSUT1 DD
入力を指定します。入力パラメーターは、通常、入力ストリーム内に指定し
ます。ただし、データ・セットや区分データ・セットのメンバーに定義する
こともできます。

シンボリック・パラメーター

以下のシンボリック・パラメーターは、カタログ式プロシージャー DFHWS2LS で
定義されます。

JAVADIR=path

DFHWS2LS によって使用される Java ディレクトリーの名前を指定します。こ
のパラメーターの値は /usr/lpp/ に追加され、これによって /usr/lpp/path と
いう完全なパス名が得られます。

通常、このパラメーターを指定する必要はありません。デフォルト値は、
JAVADIR パラメーターの CICS インストール・ジョブ (DFHISTAR) に指定さ
れた値です。

USSDIR=path

UNIX システム・サービス HFS の CICS TS ディレクトリーの名前を指定しま
す。このパラメーターの値は /usr/lpp/cicsts/ に追加され、これによって
/usr/lpp/cicsts/path という完全なパス名が得られます。

通常、このパラメーターを指定する必要はありません。デフォルト値は、
USSDIR パラメーターの CICS インストール・ジョブ (DFHISTAR) に指定さ
れた値です。

TMPDIR=tmpdir

DFHWS2LS が一時ワークスペースとして使用する HFS のディレクトリーの場
所を指定します。このジョブを実行するユーザー ID には、このディレクトリ
ーに対する読み取り権限および書き込み権限が必要です。

デフォルト値は /tmp です。

TMPFILE=tmpprefix

一時ワークスペース・ファイルの名前を作成するために DFHWS2LS が使用す
る接頭部を指定します。

デフォルト値は DFHWS2LS です。
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一時ワークスペース

DFHWS2LS は、実行時に、次の 3 つの一時ファイルを作成します。

tmpdir/tmpprefix.in

tmpdir/tmpprefix.out

tmpdir/tmpprefix.err

ここで

tmpdir は、TMPDIR パラメーターに指定されている値です。

tmpprefix は、TMPFILE パラメーターに指定されている値です。

ファイルのデフォルトの名前は (TMPDIR および TMPFILE が指定されていない場
合)、次のとおりです。

/tmp/DFHWS2LS.in

/tmp/DFHWS2LS.out

/tmp/DFHWS2LS.err

重要: DFHWS2LS は、生成された HFS ファイル名へのアクセスをロックしませ
ん。したがって、DFHWS2LS のインスタンスが同時に 2 つ以上動作し、同
じ一時ワークスペース・ファイルを使用した場合、あるジョブが一時ワーク
スペース・ファイルを使用中に別のジョブがそのファイルを上書きするのを
防ぐ方法はありません。この状況は、予測不能な障害の発生につながりま
す。

したがって、この状況を回避できる命名規則および操作手順を考案すること
をお勧めします。例えば、システム・シンボリック・パラメーター SYSUID

を使用すると、個々のユーザーに対して一意のワークスペース・ファイルを
生成できます。
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DFHWS2LS のパラメーターの入力

�� PDSLIB=value
REQMEM=value RESPMEM=value

�

� LANG=COBOL
LANG=PLI-ENTERPRISE
LANG=C
LANG=CPP DFHREQUEST DFHRESPONSE

STRUCTURE=( , )
request response

�

�
PGMINT=CHANNEL

CONTID=value
PGMNAME=value

URI=value PGMINT=COMMAREA

�

� WSBIND=value WSDL=value
HTTPPROXY= domain name :port number

IP address

�

�
BINDING=value

LOGFILE=value ��

パラメーターの使用法

v 入力パラメーターの指定順序は自由です。

v 各パラメーターは改行後に記述を始める必要があります。

v パラメーターが長すぎて 1 行に収まらない場合は、行の末尾にアスタリスク文字
(*) を使用して、そのパラメーターが次の行に続くことを示します。アスタリスク
より前の文字はすべて (スペースを含む) パラメーターの一部とみなされます。例
えば、次のようになります。

WSBIND=wsbinddir*
/app1

このコードは、次のコードと同じ意味になります。

WSBIND=wsbinddir/app1

v 行の先頭の文字の位置に # という文字がある場合、この文字はコメント文字を表
します。この行は無視されます。

パラメーターの記述

HTTPPROXY={domain name|IP address}:port number

WSDL に、インターネット上に置かれている他の WSDL ファイルへの参照が
含まれており、DFHWS2LS を実行しているシステムがプロキシー・サーバーを
使用してインターネットにアクセスする場合は、そのプロキシー・サーバーのド
メイン名、IP アドレス、およびポート番号を指定します。例を次に示します。

HTTPPROXY=proxy.example.com:8080

その他の場合、このパラメーターは必要ありません。

LANG=COBOL
高水準言語構造のプログラム言語を COBOL に指定します。
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LANG=PLI-ENTERPRISE
高水準言語構造のプログラム言語を Enterprise PL/I に指定します。

LANG=C
高水準言語構造のプログラム言語を C に指定します。

LANG=CPP
高水準言語構造のプログラム言語を C++ に指定します。

PDSLIB=value

生成された高水準言語を含む区分データ・セットの名前を指定します。要求およ
び応答に使用されるデータ・セット・メンバーは、それぞれ、REQMEM パラメ
ーターおよび RESPMEM パラメーターで指定されます。

PGMINT=CHANNEL|COMMAREA
サービス・プロバイダーの場合は、CICS によってターゲット・アプリケーショ
ン・プログラムにデータを渡す方法を次のように指定します。

CHANNEL
CICS は、チャネル・インターフェースを使用して、データをターゲッ
ト・アプリケーション・プログラムに渡します。

COMMAREA
CICS は、通信域を使用して、データをターゲット・アプリケーショ
ン・プログラムに渡します。

DFHWS2LS からの出力がサービス・リクエスターで使用される場合、このパラ
メーターは無視されます。

PGMNAME=value

このパラメーターには、CICS プログラムの名前が指定されます。

サービス・プロバイダーで使用される Web サービス・バインディング・ファイ
ルを生成するのに DFHWS2LS が使用されている場合、このパラメーターを指
定する必要があります。このパラメーターには、Web サービスとして公開され
ているアプリケーション・プログラムの名前が指定されます。

サービス・リクエスターで使用される Web サービス・バインディング・ファイ
ルを生成するのに DFHWS2LS が使用されている場合、このパラメーターは省
略する必要があります。

REQMEM=value

以下に示す Web サービス要求の高水準言語構造体が格納されている区分デー
タ・セット・メンバーの名前を生成するときに DFHWS2LS が使用する 1 から
6 文字の接頭部を指定します。
v サービス・プロバイダーの場合、Web サービス要求は、アプリケーション・
プログラムの入力になります。

v サービス・リクエスターの場合、Web サービス要求は、アプリケーション・
プログラムの出力になります。

DFHWS2LS は、操作ごとに、区分データ・セットのメンバーを生成します。こ
のプログラムは、接頭部に 2 桁の数値を付加することによってメンバー名を生
成します。

このパラメーターはオプションですが、Web サービス記述に要求の定義が記述
されている場合は、指定する必要があります。
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RESPMEM=value

以下に示す Web サービス応答の高水準言語構造体が格納されている区分デー
タ・セット・メンバーの名前を生成するときに DFHWS2LS が使用する 1 から
6 文字の接頭部を指定します。
v サービス・プロバイダーの場合、Web サービス応答は、アプリケーション・
プログラムの出力になります。

v サービス・リクエスターの場合、Web サービス応答は、アプリケーション・
プログラムの入力になります。

DFHWS2LS は、操作ごとに、区分データ・セットのメンバーを生成します。こ
のプログラムは、接頭部に 2 桁の数値を付加することによってメンバー名を生
成します。

応答がない場合 (つまり、片方向メッセージの場合) は、このパラメーターを省
略します。

STRUCTURE=(request,response)

C と C++ の場合にのみ、要求構造体と応答構造体の名前を生成する方法を指定
します。

生成された要求構造体と応答構造体には、requestnn および responsenn という
名前が付けられます。ここで、nn は、操作ごとに構造体を区別するために生成
される数値接尾部を表します。

片方または両方の名前が省略されると、構造体の名前は、指定した REQMEM

パラメーターおよび RESPMEM パラメーターから生成されるパーティション・
データ・セット・メンバー名と同じになります。

URI=value

サービス・プロバイダーでは、このパラメーターには、クライアントが Web サ
ービスにアクセスするのに使用する相対 URI が指定されます。CICS は、
DFHWS2LS によって作成された Web サービス・バインディング・ファイルか
ら URIMAP リソースを生成するときに指定された値を使用します。このパラメ
ーターには、URIMAP 定義を適用する URI のパス・コンポーネントが指定さ
れます。

サービス・リクエスターでは、ターゲット Web サービスの URI はこのパラメ
ーターには指定されません。EXEC CICS INVOKE WEBSERVICE コマンドの
URI オプションで指定変更できますが、Web サービス記述に指定された URI

が使用されます。

WSBIND=value

Web サービス・バインディング・ファイルの完全修飾 HFS 名。ファイルが存
在しない場合、DFHWS2LS がファイルを作成します (ただし、ディレクトリー
構造は作成しません)。

WSDL=value

Web サービス記述が格納されるファイルの完全修飾 HFS 名です。

LOGFILE=value

DFHWS2LS がアクティビティー・ログとトレース情報を書き込むファイルの完
全修飾 HFS 名です。ファイルが存在しない場合、DFHWS2LS がファイルを作
成します (ただし、ディレクトリー構造は作成しません)。
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通常はこのファイルを使用する必要はありませんが、DFHWS2LS に問題が発生
した場合は、このファイルの提出を IBM のサービス組織から依頼される場合が
あります。

BINDING=value

Web サービス記述に複数の <binding> エレメントが格納されている場合は、こ
のパラメーターを使用して、言語構造および Web サービス・バインディング・
ファイルを生成するためにどのエレメントを使用するかを指定します。Web サ
ービス記述の <binding> エレメントに使用される name 属性の値を指定しま
す。

その他の情報

v OMVS に対して、DFHWS2LS を実行するユーザー ID が定義されている必要が
あります。このユーザー ID には、CICS HFS ファイル構造の読み取り権限、お
よび LOGFILE パラメーターに指定されているディレクトリーへの書き込み権限
が必要です。

v Java を実行するため、このユーザー ID には十分な大きさのストレージを割り振
る必要があります。

CICS 外部インターフェースの変更点

リソース定義の変更点
CICS における Web サービスでは、新しい CICS リソース PIPELINE、URIMAP、
および WEBSERVICE を使用します。

PIPELINE
PIPELINE リソース定義は、Web サービス要求に適用される処理を指定し
ます。詳細については、 44ページの『PIPELINE リソース定義』を参照し
てください。

PIPELINE は、処理ノードを定義する XML ファイルを参照します。

URIMAP
URIMAP 定義は、CICS が Web クライアントからの要求 (すなわち、リモ
ート・サーバーに対する要求) の URI を突き合わせ、要求を処理する方法
に関する情報を提供できるようにします。詳細については、 134ページの
『URIMAP リソース定義』を参照してください。

URIMAP リソースの以下の属性が関連します。

PIPELINE
クライアントからのサービス要求に従って処理を実行するメッセージ・
ハンドラーに関する情報を提供する PIPELINE リソース定義を指定しま
す。

WEBSERVICE
Web サービスの設定に使用される CICS アプリケーションのランタイ
ム環境の性質を定義する WEBSERVICE を指定します。

TRANSACTION
パイプラインの開始に使用される別名トランザクションの名前を指定し
ます。
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USERID
別名トランザクションを接続する際に使用するユーザー IDを指定しま
す。

WEBSERVICE
WEBSERVICE リソース定義は、Web サービス要求に適用される処理を指
定します。詳細については、 47ページの『WEBSERVICE リソース定義』
を参照してください。

PIPELINE リソース定義
PIPELINE リソース定義は、CICS アプリケーションが Web サービス・プロバイダ
ーまたはリクエスターの役割を担うときに使用されます。これは、サービス要求お
よび応答に対して作用するメッセージ・ハンドラー・プログラムに関する情報を提
供します。一般に、単一の PIPELINE 定義で定義されたインフラストラクチャー
を、多数のアプリケーションで使用できます。

処理ノードに関する情報は、間接的に提供されます。PIPELINE は、ノードの XML

記述およびその構成が定義されている HFS ファイルの名前を指定します。

インバウンド Web サービス要求 (すなわち、クライアントが CICS で Web サー
ビスを呼び出すための要求) は、URIMAP リソースによって PIPELINE リソースに
関連付けられます。URIMAP は、要求に関連付けられた URI に適用される
PIPELINE リソースを識別します。PIPELINE は、メッセージに対して実行される処
理を指定します。

PIPELINE 属性:

�� PIPELINE(name) GROUP(groupname)
DESCRIPTION(text)

�

� CONFIGFILE(name)
SHELF(/var/cicsts)

SHELF(directory)

STATUS(ENABLED)

STATUS(DISABLED)
�

�
WSDIR(directory)

��

PIPELINE(name)

この PIPELINE の名前を指定します。この名前は、8 文字以内の長さにするこ
とができます。

許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

CREATE コマンドを使用する場合を除き、小文字を入力した場合は、大文字に変換され
ます。

GROUP(groupname)

各リソース定義には、GROUP 名が必要です。リソース定義はグループのメンバ

44 リリース・ガイド



ーになり、グループがインストールされるときに CICS システムにインストー
ルされます。

許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

小文字を入力した場合は、大文字に変換されます。

GROUP 名は、8 文字以内の長さにすることができます。小文字は大文字として
扱われます。DFH で始まるグループ名は使用しないでください。これらの文字
は CICS が使用するために予約済みです。

DESCRIPTION(text)

このフィールドには、定義するリソースの記述を提供することができます。記述
テキストは、58 文字以内の長さにすることができます。使用できる文字につい
ての制限はありません。ただし、括弧を使用する場合は、それぞれの左括弧ごと
に、対応する右括弧が必要です。CREATE コマンドを使用する場合は、テキス
ト内のそれぞれの単一アポストロフィごとに、2 つのアポストロフィをコーディ
ングしてください。

CONFIGFILE(name)

サービス要求および応答に対して作用する処理ノードに関する情報が格納されて
いる HFS ファイルの名前を指定します。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 . / _

指定する値は、以下のように HFS ファイルとして有効な名前でなければなりま
せん。
v 名前には、埋め込みスペース文字を含める必要がない
v 名前に、/ が連続したインスタンスを含めることはできない

名前は大文字小文字が区別されます。

SHELF({/var/cicsts/|directory})

HFS 上のディレクトリー (主に Web サービス・バインディング・ファイル用
のシェルフ) の完全修飾名を 1 から 255 文字の範囲で指定します。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 . / _

指定する値は、以下のように HFS ファイルとして有効な名前でなければなりま
せん。
v 名前には、埋め込みスペース文字を含める必要がない
v 名前に、/ が連続したインスタンスを含めることはできない

名前は大文字小文字が区別されます。

PIPELINE 定義のインストール先の CICS 領域は、シェルフ・ディレクトリー
に対する完全アクセス権 (読み取り、書き込み、およびサブディレクトリーの作
成ができること) を持っている必要があります。
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単一のシェルフ・ディレクトリーを、複数の CICS 領域および複数の
PIPELINE 定義で共用できます。シェルフ・ディレクトリー内では、それぞれの
CICS 領域は個別のサブディレクトリーを使用し、自己のファイルを他の CICS

領域のファイルとは分離して保管します。各領域のディレクトリー内では、それ
ぞれの PIPELINE は個別のサブディレクトリーを使用します。

CICS 領域は、コールド・スタートまたは初期スタートを実行した後で、シェル
フの使用を試行する前にシェルフから自己のサブディレクトリーを削除します。

インストール済み PIPELINE 定義によって参照されているシェルフの内容を変
更しないでください。変更した場合の影響は予測不能です。

STATUS({ENABLED|DISABLED})

PIPELINE がインストールされるときの初期状況を指定します。

ENABLED
この PIPELINE の Web サービス要求は通常どおりに処理されます。

DISABLED
この PIPELINE の Web サービス要求は処理できません。

WSDIR(directory)

HFS 上の Web サービス・バインディング・ディレクトリー (ピックアップ・
ディレクトリーとも呼ばれる) の完全修飾名を 1 から 255 文字の範囲で指定し
ます。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 . / _

指定する値は、以下のように HFS ファイルとして有効な名前でなければなりま
せん。
v 名前には、埋め込みスペース文字を含める必要がない
v 名前に、/ が連続したインスタンスを含めることはできない

名前は大文字小文字が区別されます。

Web サービス・バインディング・ディレクトリーには、PIPELINE に関係付け
られた Web サービス・バインディング・ファイルが格納されており、これらの
ファイルは CICS スキャン・メカニズムによって自動的にインストールされま
す。PIPELINE 定義がインストールされるときに、CICS はディレクトリーをス
キャンして、見つかった Web サービス・バインディング・ファイルを自動的に
インストールします。これは、PIPELINE が使用可能状態でインストールされる
か、使用不可状態でインストールされるかに関係なく行われることに注意してく
ださい。

WSDIR 属性の値を指定する場合、この値は、CICS 領域が少なくとも読み取り
アクセスを持っている有効な HFS ディレクトリーを参照している必要がありま
す。そうでない場合、PIPELINE リソースをインストールする試みは失敗しま
す。

WSDIR の値を指定しなかった場合は、PIPELINE のインストール時に自動スキ
ャンは行われず、PERFORM PIPELINE SCAN コマンドは失敗します。
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WEBSERVICE リソース定義
WEBSERVICE リソースは、Web サービス設定で配置された CICS アプリケーショ
ン・プログラムのためのランタイム環境の特徴を定義します。この環境では、アプ
リケーション・データ構造と SOAP メッセージとの間のマッピングが、CICS Web

サービス・アシスタントを使用して生成されます。CICS では WEBSERVICE リソ
ースのための通常のリソース定義メカニズムを提供していますが、通常これらは、
アシスタントが生成する出力を使用して、動的にインストールされます。

WEBSERVICE リソースによって定義されるランタイム環境の特徴は、次のとおり
です。

パイプライン
Web サービス要求および応答に対して作用するメッセージ・ハンドラーの
セットを定義します。WEBSERVICE リソースは別個の PIPELINE リソー
スを定義し、この PIPELINE 定義がパイプライン構成ファイルを定義しま
す。

Web サービス・バインディング・ファイル
アプリケーション・データ構造と SOAP メッセージとの間のマッピングを
行うために実行時に使用する情報が格納されています。Web サービス・バ
インディング・ファイルは、CICS 提供のツールによって生成されます。

Web サービス記述
Web サービス記述は、SOAP メッセージの実行時妥当性検査が必要な場合
にのみ使用されます。各メッセージの妥当性検査は、Web サービス記述に
埋め込まれているスキーマと突き合わせて行われます。

インバウンド Web サービス要求 (すなわち、クライアントが CICS の Web サー
ビスを呼び出すための要求) は、URIMAP リソースによって WEBSERVICE リソー
スに関連付けられます。URIMAP は、インバウンド・メッセージの URI に適用さ
れる WEBSERVICE リソースを識別します。WEBSERVICE は、メッセージに対し
て実行される処理を指定します。

CICS では、WEBSERVICE リソースを作成し、これを CICS 領域にインストール
するための通常のリソース定義メカニズムを提供していますが、その代わりにスキ
ャン・メカニズムを使用して、WEBSERVICE リソースを稼働中の CICS システム
に動的にインストールすることができます。この方法の利点は、必要なリソース定
義の量を削減し、開発時に提供された情報を CICS が直接利用できることにありま
す。

スキャン・メカニズムを起動するには、PERFORM PIPELINE コマンドを使用しま
す。

動的にインストールされた WEBSERVICE の名前は、WEBSERVICE 定義の生成に
使用される Web サービス・バインディング・ファイルの名前から得られ、最長 32

文字です。CSD からインストールされるか、または EXEC CICS CREATE

WEBSERVICE を使用してインストールされる WEBSERVICE 定義の名前は 8 文字
までに制限されています。例えば、HFS 名が
/samples/Webservices/WSDir/InquireSingle.wsbind の Web サービス・バインデ
ィング・ファイルから、InquireSingle という名前の WEBSERVICE 定義が生成さ
れます。
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WEBSERVICE 属性:

�� WEBSERVICE(name) GROUP(groupname)
DESCRIPTION(text)

�

� PIPELINE(pipelinename) WSBIND(hfsfile)
VALIDATION(NO)

VALIDATION(YES)
�

�
WSDLFILE(hfsfile)

��

WEBSERVICE(name)

WEBSERVICE の 1 から 8 文字の名前を指定します。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 $ @ # . / - _ % & ¢ ? ! : | " = ¬ , ; < >

DFH で始まる名前は使用しないでください。これらの文字は CICS が使用する
ために予約済みです。

GROUP(groupname)

各リソース定義には、GROUP 名が必要です。リソース定義はグループのメンバ
ーになり、グループがインストールされるときに CICS システムにインストー
ルされます。

許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

小文字を入力した場合は、大文字に変換されます。

GROUP 名は、8 文字以内の長さにすることができます。小文字は大文字として
扱われます。DFH で始まるグループ名は使用しないでください。これらの文字
は CICS が使用するために予約済みです。

DESCRIPTION(text)

このフィールドには、定義するリソースの記述を提供することができます。記述
テキストは、58 文字以内の長さにすることができます。使用できる文字につい
ての制限はありません。ただし、括弧を使用する場合は、それぞれの左括弧ごと
に、対応する右括弧が必要です。CREATE コマンドを使用する場合は、テキス
ト内のそれぞれの単一アポストロフィごとに、2 つのアポストロフィをコーディ
ングしてください。

PIPELINE(pipelinename)

この WEBSERVICE が関連付けられている PIPELINE の 1 から 8 文字の名前
を指定します。
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許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

CREATE コマンドを使用する場合を除き、小文字を入力した場合は、大文字に変換され
ます。

VALIDATION(NO|YES)

実行時に Web サービス記述の対応するスキーマと突き合わせて SOAP メッセ
ージの完全な妥当性検査を行うかどうかを指定します。SOAP メッセージをそ
のスキーマに突き合わせて妥当性検査すると、著しい処理オーバーヘッドが生じ
るため、通常は VALIDATION(NO) を指定してください。

完全な妥当性検査により、送受信されるすべての SOAP メッセージが、XML

スキーマに関して有効な XML であることが保証されます。VALIDATION(NO)

を指定した場合、メッセージが適切な形式の XML であることを確認するため
に十分な妥当性検査が実行されます。

WSBIND(hfsfile)

HFS 上の Web サービス・バインディング・ファイルの 1 から 255 文字の完
全修飾ファイル名を指定します。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 . / _

名前は大文字小文字が区別され、スペースを含めることができません。名前は /
で終わることができず、/ の連続したインスタンスを含むことができません。

WSDLFILE(hfsfile)

HFS 上の Web サービス記述 (WSDL) ファイルの 1 から 255 文字の完全修飾
ファイル名を指定します。完全なランタイム妥当性検査がアクティブな場合に、
このファイルが使用されます。

許容文字:

A-Z a-z 0-9 . / _

名前は大文字小文字が区別され、スペースを含めることができません。名前は /
で終わることができず、/ の連続したインスタンスを含むことができません。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点

CICS アプリケーション・プログラムからの Web サービスの呼び出しを可能にする
コマンドが新しく追加されました。詳細については、 50ページの『INVOKE

WEBSERVICE』を参照してください。

SOAP ノードで SOAP 障害を構成できるようにする、3 つの新しいコマンドが追加
されました。詳細については、以下を参照してください。

v 51ページの『SOAPFAULT ADD』

v 52ページの『SOAPFAULT CREATE』

v 54ページの『SOAPFAULT DELETE』
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INVOKE WEBSERVICE
このコマンドは、CICS アプリケーションから Web サービスを呼び出します。この
コマンドは、WEBSERVICE リソースの名前を指定します。このリソースには、呼
び出されるサービスの情報が格納されています。

オプション

CHANNEL(name)

アプリケーション・データ構造によってマップされたデータを格納するコンテナ
ーを渡すために使用されるチャネルの名前を指定します。戻り時には、同じチャ
ネルに Web サービスからの応答が保持されていますが、この応答もアプリケー
ション・データ構造によってマップされています。チャネルの名前は、16 文字
以内で指定できます。name が変数で、16 文字未満の名前を指定する場合、こ
の変数を末尾ブランクで埋め込む必要があります。

OPERATION(data-area)

呼び出すべき操作の名前を格納するデータ域を指定します。操作の名前は、ター
ゲット Web サービスの WSDL に格納されています。このデータ域の長さは
255 文字でなければなりません。操作の名前が 255 文字未満である場合、デー
タ域を末尾ブランクで埋め込む必要があります。

URI(data-area)

呼び出すべき Web サービスの URI を格納するデータ域を指定します。このオ
プションを指定すると、WEBSERVICE リソース定義に指定されている URI が
置き換えられます。このオプションを省略する場合は、WEBSERVICE リソース
定義にプロバイダーの URI またはプロバイダーのアプリケーション名を指定す
る必要があります。このデータ域の長さは 255 文字でなければなりません。
URI が 255 文字未満である場合、データ域を末尾ブランクで埋め込む必要があ
ります。

WEBSERVICE(name)

呼び出すべき Web サービスを定義する WEBSERVICE リソースの名前を指定
します。WEBSERVICE リソースは、Web サービス記述の場所を指定し、CICS

が Web サービスと通信するときに使用する Web サービス・バインディング・
ファイルの場所を指定します。WEBSERVICE の名前は 32 文字以内で指定でき
ます。name が変数で、32 文字未満の名前を指定する場合、この変数を末尾ブ
ランクで埋め込む必要があります。

INVOKE WEBSERVICE
�� INVOKE WEBSERVICE(name) CHANNEL(name) OPERATION(data-area) �

�
URI(data-area)

��

このコマンドはスレッド・セーフです。
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SOAPFAULT ADD
このコマンドは、既存の SOAPFAULT オブジェクトに情報を追加します。このコマ
ンドは、CICS 提供の SOAP メッセージ・ハンドラーから起動されるプログラムで
のみ使用可能です。

オプション

SUBCODESTR(data-value)

SOAPFAULT オブジェクトに追加する <subcode> エレメントの内容を指定しま
す。サブコードの長さは、64 文字以内で指定することができます。また、XML

修飾名 (QName) であることが必要です。
v SOAP 1.1 では、このオプションは無視されます。
v SOAP 1.2 では、このオプションで <Subcode> エレメントの内容が指定され
ます。

SUBCODELEN(data-value)

SUBCODESTR オプションで指定された <subcode> エレメントの長さをフルワ
ード・バイナリー値で指定します。

FAULTSTRING(data-value)

人間が読み取れる障害の説明を指定します。FAULTSTRING は、2056 字以内の
長さにすることができます。
v SOAP 1.1 では、このオプションで <faultstring> エレメントの内容が指定
されます。

v SOAP 1.2 では、このオプションで <Reason> エレメントの内容が指定されま
す。

FAULTSTRLEN(data-value)

FAULTSTRING オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

FROMCCSID(data-value)

SOAP 障害を書き込む文字データの現在のコード化文字セット ID (CCSID) を
フルワード 10 進数で指定します。このオプションを指定しないと、CICS は
LOCALCCSID システム初期設定パラメーターに指定された値を使用します。
CCSID に関する詳細と CICS でサポートされる CCSID のリストについては、
『CICS ファミリー: S/390 CICS からの通信』を参照してください。

SOAPFAULT ADD
�� SOAPFAULT ADD �

�
NATLANG(’en’)

FAULTSTRING(data-value) FAULTSTRLEN(data-value)
NATLANG(data-value)

SUBCODESTR(data-value) SUBCODELEN(data-value)

�

�
FROMCCSID(data-value)

��

このコマンドはスレッド・セーフです。
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NATLANG(data-value)

FAULTSTRING で使用される各国語を XML 1.0 の言語識別番号を使用して指
定します。デフォルト値は「en」 (英語) です。指定する値は 8 バイトを超え
てはいけません。

SOAPFAULT CREATE
このコマンドは、SOAP 障害コードを作成します。このコマンドは、CICS 提供の
SOAP メッセージ・ハンドラーから起動されるプログラムでのみ使用可能です。

オプション

DETAIL(data-value)

v SOAP 1.1 では、このオプションに SOAP 障害の <detail> エレメントの内
容が指定されます。

v SOAP 1.2 では、このオプションに SOAP 障害の <Detail> エレメントの内
容が指定されます。

これには、1 つ以上の有効なネームスペース修飾 XML エレメントか空白文字
のどちらかが含まれます。エレメントの有効な内容についてのすべての説明は、
適切な SOAP 仕様書を参照してください。

エレメントは、<Body> エレメントに関連し、<Body> エレメントの内容が正常に
処理されなかった場合に使用されるアプリケーション固有のエラー情報を伝えま
す。SOAP 1.1 では、<Body> エレメントの内容が正常に処理されなかった場
合、<detail> エレメントが存在している必要があります。SOAP 1.2 では、
<Detail> エレメントはオプションです。

SOAPFAULT CREATE
�� SOAPFAULT CREATE FAULTCODE(cvda)

CLIENT
SERVER
SENDER
RECEIVER
FAULTCODESTR(data-value) FAULTCODELEN(data-value)

�

�
NATLANG(’en’)

FAULTSTRING(data-value) FAULTSTRLEN(data-value)
NATLANG(data-value)

�

�
ROLE(data-value) ROLELENGTH(data-value)

�

�
FAULTACTOR(data-value) FAULTACTLEN(data-value)

�

�
DETAIL(data-value) DETAILLENGTH(data-value) FROMCCSID(data-value)

��

このコマンドはスレッド・セーフです。
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ヘッダー・ハンドラー・プログラムで SOAPFAULT CREATE コマンドが発行
されると、<detail> または <Detail> エレメントがヘッダー・ブロック内に運
ばれます。

DETAILLENGTH(data-value)

DETAIL オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

FAULTACTLEN(data-value)

FAULTACTOR オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

FAULTACTOR(data-value)

v SOAP 1.1 では、このオプションで <faultactor> エレメントの内容が指定さ
れます。

v SOAP 1.2 では、このオプションで <Node> エレメントの内容が指定されま
す。

FAULTACTOR オプションは、2056 文字以内で指定することができます。ま
た、有効な URI (anyURI) であることが必要です。

FAULTCODE(cvda)

CLIENT
SENDER

SOAP 1.1 では、Client の SOAP 障害コードを指定します。

SOAP 1.2 では、Sender の SOAP 障害コードを指定します。

SERVER
RECEIVER

SOAP 1.1 では、Server の SOAP 障害コードを指定します。

SOAP 1.2 では、Receiver の SOAP 障害コードを指定します。

FAULTCODELEN(data-value)

FAULTCODESTR オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定しま
す。

FAULTCODESTR(data-value)

ユーザー定義の SOAP 障害コードを指定します。障害コードは、64 文字以内
で指定することができます。また、XML 修飾名 (QName) であることが必要で
す。複数の障害コード値を区切るための「.」(ドット) の使用はサポートされて
いません。
v SOAP 1.1 では、このオプションで <faultcode> エレメントの内容が指定さ
れます。

v SOAP 1.2 では、このオプションで <Code> エレメントの内容が指定されま
す。

FAULTSTRING(data-value)

人間が読み取れる障害の説明を指定します。FAULTSTRING は、2056 字以内の
長さにすることができます。
v SOAP 1.1 では、このオプションで <faultstring> エレメントの内容が指定
されます。

v SOAP 1.2 では、このオプションで <Reason> エレメントの内容が指定されま
す。
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FAULTSTRLEN(data-value)

FAULTSTRING オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

FROMCCSID(data-value)

SOAP 障害を書き込む文字データの現在のコード化文字セット ID (CCSID) を
フルワード 10 進数で指定します。このオプションを指定しないと、CICS は
LOCALCCSID システム初期設定パラメーターに指定された値を使用します。
CCSID に関する詳細と CICS でサポートされる CCSID のリストについては、
『CICS ファミリー: S/390 CICS からの通信』を参照してください。

NATLANG(data-value)

FAULTSTRING で使用される各国語を XML 1.0 の言語識別番号を使用して指
定します。デフォルト値は「en」 (英語) です。指定する値は 8 バイトを超え
てはいけません。

ROLE(data-value)

障害が生成された SOAP ノードの役割を記述した URI を指定します。ROLE

オプションは、2056 文字以内で指定することができます。また、有効な URI

(XML タイプ anyURI) であることが必要です。
v SOAP 1.1 では、このオプションは無視されます。
v SOAP 1.2 では、このオプションで <Role> エレメントの内容が指定されま
す。

ROLELENGTH(data-value)

ROLE オプションの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

SOAPFAULT DELETE
このコマンドは、既存の SOAPFAULT オブジェクトを削除します。このコマンド
は、CICS 提供の SOAP メッセージ・ハンドラーから起動されるプログラムでのみ
使用可能です。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点

COLLECT STATISTICS コマンド

このコマンドは、以下の新しいオプションをサポートします。

PIPELINE(data-value)

PIPELINE に関連する統計を要求します。これには、HFS ファイルに関する情
報が含まれます。

WEBSERVICE(data-value)

WEBSERVICE に関連する統計を要求します。

SOAPFAULT DELETE
�� SOAPFAULT DELETE ��

このコマンドはスレッド・セーフです。
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CREATE PIPELINE コマンド

CREATE PIPELINE コマンドは、CICS 領域に PIPELINE を動的に作成するために
使用します。このコマンドで指定できる属性については、 44ページの『PIPELINE

属性』で説明しています。

CREATE WEBSERVICE コマンド

CREATE WEBSERVICE コマンドは、CICS 領域に WEBSERVICE を動的に作成す
るために使用します。このコマンドで指定できる属性については、 48ページの
『WEBSERVICE 属性』で説明しています。

DISCARD PIPELINE コマンド

DISCARD PIPELINE パイプラインは、CICS 領域から PIPELINE を除去する場合に
使用します。PIPELINE を廃棄する場合は、廃棄の前にこれを使用不可に設定する
必要があります。

DISCARD WEBSERVICE コマンド

DISCARD WEBSERVICE コマンドは、CICS 領域から WEBSERVICE を除去する
ために使用します。WEBSERVICE を廃棄する場合は、廃棄の前にこれを使用不可
に設定する必要があります。

INQUIRE PIPELINE コマンド
INQUIRE PIPELINE は、インストール済み PIPELINE に関する情報を取得するため
に使用します。

INQUIRE PIPELINE

�� �INQUIRE PIPELINE(data-value)
CONFIGFILE(data-area)
ENABLESTATUS(cvda)
SHELF(data-area)
WSDIR(data-area)

��

INQUIRE PIPELINE コマンドでブラウズ・オプション (START、NEXT、および
END) を使用することにより、システムにインストールされているすべての
PIPELINE をブラウズできます。

オプション

CONFIGFILE(data-area)

PIPELINE リソースに関連付けられているパイプライン構成ファイルの名前を戻
します。この名前は、255 文字以内の長さにすることができます。

ENABLESTATUS(cvda)

PIPELINE の状況を戻します。
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ENABLED
PIPELINE は使用する準備ができています。

DISABLED
PIPELINE は要求を処理しておらず、新規作業を受け入れることができませ
ん。初期化が失敗したか、明示的に使用不可にされている可能性がありま
す。

ENABLING
PIPELINE は初期化中です。まだ作業を受け入れる準備ができていません。

DISABLING
PIPELINE は、DISABLED 状態になる前に静止しています。新規作業は受
け入れていませんが、現在実行中の作業は完了できます。

DISCARDING
この PIPELINE のために DISCARD コマンドが発行されました。PIPELINE

は、廃棄される前に静止しています。新規作業は受け入れていませんが、現
在実行中の作業は完了できます。

PIPELINE(data-value)

照会する PIPELINE の名前を指定します。この名前は、8 文字以内の長さにす
ることができます。

SHELF(data-area)

シェルフ・ディレクトリーの名前を戻します。この名前は、255 文字以内の長さ
にすることができます。

WSDIR(data-area)

Web サービス・バインディング・ディレクトリー (ピックアップ・ディレクト
リーとも呼ばれる) の名前を戻します。この名前は、255 文字以内の長さにする
ことができます。

INQUIRE WORKREQUEST コマンド

INQUIRE WORKREQUEST コマンドの WORKTYPE オプションに、以下の新しい
値が追加されました。

SOAP
Web サービス要求のために実行される処理を指定します。

PERFORM PIPELINE コマンド
PERFORM PIPELINE コマンドは、PIPELINE に関連付けられている Web サービ
ス・バインディング・ファイルのスキャンを開始する目的で使用します。
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PERFORM PIPELINE
�� PERFORM PIPELINE(name)

ACTION(cvda)
SCAN

��

スキャンされる Web サービス・バインディング・ファイルは、PIPELINE 定義の
WSBIND 属性で指定されたディレクトリー内にあります。WSBIND 属性を指定し
なかった場合、スキャンするものはなく、制御はユーザーのプログラムに戻りま
す。

指定されたディレクトリー・ロケーションが有効な場合、CICS は、そのディレクト
リー内の Web サービス・バインディング・ファイルを調べて、これらをシステム
にインストールするかどうかを判別します。

v まだインストールされていないファイルが見つかった場合、CICS はこれらのフ
ァイルをすべてインストールします。

v ファイルが既にインストールされているが、ディレクトリー内のファイルが現在
使用中のファイルよりも新しい場合、使用中のファイルが廃棄され、代わりに新
しいファイルがインストールされます。

何らかの理由で CICS が個々の Web サービス・バインディング・ファイルのイン
ストールに失敗した場合、ディレクトリー内の残りのファイルで処理が続けられま
す。スキャンが完了すると、正常にインストールされたすべてのバインディング・
ファイルが PIPELINE で使用可能です。

オプション

ACTION(cvda)

PIPELINE に対して実行する処理を示す CVDA 値を指定します。CVDA 値は、
以下のとおりです。

SCAN PIPELINE の Web サービス・バインディング・ディレクトリーをスキ
ャンします。

PIPELINE(name)

この PIPELINE の名前を指定します。

PERFORM STATISTICS RECORD コマンド

このコマンドは、以下の新しいオプションをサポートします。

PIPELINE
PIPELINE に関連する統計を記録します。これには、HFS ファイルに関する情
報が含まれます。

SET PIPELINE コマンド

SET PIPELINE コマンドは、インストール済み PIPELINE の状況を変更するために
使用します。

PIPELINE(data-value)

照会する PIPELINE の 8 文字の名前を指定します。
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ENABLESTATUS(cvda)

PIPELINE の状況を指定します。

ENABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求は通常どおりに処理されま
す。

DISABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求は拒否されます。

SET WORKREQUEST コマンド

SET WORKREQUEST コマンドの WORKTYPE オプションに、以下の新しい値が
追加されました。

SOAP
Web サービス要求のために実行される処理を指定します。

INQUIRE WEBSERVICE
INQUIRE WEBSERVICE コマンドは、インストール済み WEBSERVICE に関する
情報を取得するために使用します。

ブラウズ

INQUIRE WEBSERVICE コマンドでブラウズ・オプション (START、NEXT、およ
び END) を使用することにより、システムにインストールされているすべての
WEBSERVICE をブラウズできます。

オプション

BINDING(data-area )

WEBSERVICE によって表現される WSDL バインディングを戻します。このバ

INQUIRE WEBSERVICE

�� �INQUIRE WEBSERVICE(name)
BINDING(data-area)
CONTAINER(data-area)
ENDPOINT(data-area)
LASTMODTIME(data-area)
PGMINTERFACE(cvda)
PIPELINE(data-area)
PROGRAM(data-area)
STATE(cvda)
URIMAP(data-area)
VALIDATIONST(cvda)
WSBIND(data-area)
WSDLFILE(data-area)

��

条件: NOTAUTH、NOTFND
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インディングは、WSDL ファイルに出現する (潜在的に) 多数のバインディング
のうちの 1 つです。この名前は、255 文字以内の長さにすることができます。

CONTAINER(data-area )

PGMINTERFACE が値 CHANNEL を戻す場合、使用されているコンテナーの名
前を戻します。この名前は、16 文字以内の長さにすることができます。

ENDPOINT(data-area )

リモートの WEBSERVICE のエンドポイント URI を戻します。これは、リモ
ートの Web サービスの WSDL ファイルに指定されているエンドポイント URI

です。CICS アプリケーション・プログラムがサービス・プロバイダーの場合、
ENDPOINT は空になります。URI は、255 文字以内の長さにすることができま
す。

LASTMODTIME(data-area )

HFS 上に配置されている WSBind ファイルが最後に更新された時刻を、1900

年 1 月 1 日 00:00 からのミリ秒で戻します。これは、WEBSERVICE リソー
スがインストールまたは更新されたときに CICS が更新する読み取り専用の値
です。最終更新時刻は、ピックアップ・ディレクトリー内の WSBind ファイル
が最後に更新された後に CICS 自体がリフレッシュされたかどうかを判別する
ために使用できます。

v 動的にインストールされた WEBSERVICEs (CICS スキャン・メカニズムによ
りインストールされたもの) の場合、LASTMODTIME の値は、
WEBSERVICE 定義が最後にインストールまたは更新されたときに WSBind

定義によって指し示されていた HFS ファイルのタイム・スタンプです。

v 静的にインストールされた WEBSERVICE (CSD から、または CREATE

WEBSERVICE によりインストールされたもの) の場合、LASTMODTIME の
値は、WEBSERVICE がインストールされたときに WEBSERVICE 定義によ
って指し示されていた WSBind HFS ファイルのタイム・スタンプです。

新たにインストールまたは更新された WEBSERVICE が完全に初期化される前
に INQUIRE WEBSERVICE コマンドを発行すると、戻される LASTMODTIME

値はゼロになります。

値は、8 バイトのパック 10 進数の形式で戻されます。EXEC CICS

FORMATTIME コマンドを使用して、必要な日時形式に LASTMODTIME 値を
変換することができます。

PGMINTERFACE(cvda )

Web サービスをインプリメントしている CICS プログラムが、チャネルでの入
力を予期するか、または COMMAREA での入力を予期するかを示す CVDA を
戻します。

CHANNEL
プログラムは、チャネルでの入力を予期します。

COMMAREA
プログラムは、COMMAREA での入力を予期します。

PIPELINE(data-area )

WEBSERVICE をインストールする PIPELINE の名前 (すなわち、この
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WEBSERVICE リソースを含む PIPELINE リソースの名前) を戻します。この
名前は、8 文字以内の長さにすることができます。

PROGRAM(data-area )

Web サービスをインプリメントしている CICS プログラムの名前を戻します。
この WEBSERVICE がリモートの Web サービスを表現している (すなわち、
CICS はサービス・プロバイダーではない) 場合、PROGRAM は空になります。
この名前は、8 文字以内の長さにすることができます。

STATE(cvda )

WEBSERVICE の状態を示す CVDA を戻します。

DISCARDING
この WEBSERVICE の DISCARD が進行中です。

INITING
Web サービス・バインディング・ファイルおよび WSDL ファイルをシェ
ルフにコピー中です。

INSERVICE
シェルフ上の WSBIND ファイルのコピーの解決が成功し、WEBSERVICE

が使用可能です。

UNUSABLE
シェルフへの WSBIND ファイルのコピーが失敗し、WEBSERVICE は使用
不能です。

DISCARDING
この WEBSERVICE のために DISCARD コマンドが発行されました。
WEBSERVICE は、廃棄される前に静止しています。新規作業は受け入れて
いませんが、現在実行中の作業は完了できます。

URIMAP(data-area )

この WEBSERVICE が URIMAP に関連付けられている場合、動的にインスト
ールされた URIMAP の名前を戻します。WEBSERVICE が PIPELINE リソー
スの SCAN 機能を実行することによってインストールされなかった場合、ある
いは WEBSERVICE がリモートの Web サービスを表現している場合は、
URIMAP は空になります。この名前は、8 文字以内の長さにすることができま
す。

VALIDATIONST(cvda)

この WEBSERVICE に対して、SOAP メッセージの完全妥当性検査が現在使用
可能に設定されているかどうかを示す CVDA を戻します。

VALIDATION
完全妥当性検査は使用可能です。

DISABLED
完全妥当性検査は使用不可です。

WEBSERVICE(name)

照会する WEBSERVICE の名前を指定します。この名前は、32 文字以内の長さ
にすることができます。
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WSBIND(data-area )

Web サービス・バインディング・ファイルの名前を戻します。この名前は、255

文字以内の長さにすることができます。

WSDLFILE(data-area )

WEBSERVICE リソースに関連付けられている Web サービス・バインディン
グ・ファイルの名前を戻します。この名前は、255 文字以内の長さにすることが
できます。

SET WEBSERVICE
SET WEBSERVICE コマンドは、インストール済み WEBSERVICE の状況を変更す
るために使用します。

オプション

WEBSERVICE(name)

WEBSERVICE の名前を指定します。

VALIDATIONST(cvda)

WEBSERVICE のための完全妥当性検査が使用可能かどうかを指定します。
CVDA 値は、以下のとおりです。

VALIDATION
完全妥当性検査は使用可能です。

NOVALIDATION
完全妥当性検査は使用不可です。

CEMT の変更点
CEMT DISCARD WEBSERVICE

DISCARD WEBSERVICE コマンドは、CICS 領域から WEBSERVICE を除去する
ために使用します。

CEMT DISCARD PIPELINE

DISCARD PIPELINE は、CICS 領域から PIPELINE を除去するために使用します。

SET WEBSERVICE
�� SET WEBSERVICE(name)

VALIDATIONST(cvda)
VALIDATION
NOVALIDATION

��

条件: INVREQ、NOTAUTH、NOTFND

第 2 章 CICS における Web サービス 61



CEMT INQUIRE WEBSERVICE

INQUIRE WEBSERVICE コマンドは、インストール済み WEBSERVICE に関して
以下の情報を表示するために使用します。

�� CEMT INQUIRE WEBSERVICE
ALL

(value) BINDING(value)
�

�
DATESTAMP(value) DISCARDING

INITING
INSERVICE
UNUSABLE

ENDPOINT(value)
�

�
PIPELINE(value) PORTTYPE(value) PROGRAM(value)

�

�
TIMESTAMP(value) URIMAP(value) VALIDATION

NOVALIDATION

�

�
WSBIND(value) WSDLFILE(value)

��

BINDING(value)

WEBSERVICE によって示される WSDL バインディングを表示します。このバ
インディングは、WSDL ファイルに (潜在的に) 多数出現するバインディングの
うちの 1 つです。

DATESTAMP(value)

WEBSERVICE が最後に更新された日付を yyyymmdd の形式で表示します。こ
れは、WEBSERVICE リソースがインストールまたは更新されたときに CICS

が更新する読み取り専用の値です。

COMMAREA
プログラムは、COMMAREA で入力を受信することを予期します。

CONTAINER
プログラムは、CONTAINER で入力を受信することを予期します。

DISCARDING
この WEBSERVICE のために DISCARD 操作が進行中です。

ENDPOINT(value)

リモートの WEBSERVICE のエンドポイント URI を表示します。これは、リ
モートの Web サービスの WSDL ファイルに指定されているエンドポイント
URI です。CICS アプリケーション・プログラムがサービス・プロバイダーの場
合、ENDPOINT は空になります。

INITING
WSBind ファイルおよび WSDL ファイルをシェルフにコピー中です。
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INSERVICE
シェルフ上の WSBind ファイルのコピーの解決が成功し、WEBSERVICE が使
用可能です。

NOVALIDATION
完全妥当性検査は使用不可です。

PIPELINE(value)

WEBSERVICE をインストールする PIPELINE の名前 (すなわち、この
WEBSERVICE リソースを含む PIPELINE リソースの名前) を表示します。

PORTTYPE(value)

この WEBSERVICE リソースによって示される WSDL 文書内の <portType>

エレメントの内容を表示します。

PROGRAM(value)

CICS がサービス・プロバイダーであるときに、WSDL <portType> をインプリ
メントする CICS プログラムの名前を表示します。

TIMESTAMP(value)

WEBSERVICE が最後に更新された時刻を hh:mm:ss の形式で表示します。これ
は、WEBSERVICE リソースがインストールまたは更新されたときに CICS が
更新する読み取り専用の値です。

URIMAP(value)

この WEBSERVICE に関連付けられた、動的にインストールされた URIMAP

がある場合、その名前を表示します。WEBSERVICE が PIPELINE リソースの
SCAN 機能を実行することによってインストールされなかった場合、あるいは
WEBSERVICE がリモートの Web サービスを表現している場合は、URIMAP

は空になります。

UNUSABLE
シェルフへの WSBind ファイルのコピーが失敗し、WEBSERVICE は使用不能
です。

VALIDATION
完全妥当性検査は使用可能です。

WSBIND(value)

HFS 上の WSBind ファイルの 1 から 255 文字の完全修飾ファイル名を戻しま
す。

WSDLFILE(value)

HFS 上の WSDL ファイルの 1 から 255 文字の完全修飾ファイル名を戻しま
す。

CEMT INQUIRE WORKREQUEST

INQUIRE WORKREQUEST コマンドの WORKTYPE オプションに、以下の新しい
値が追加されました。

PIPE
Web サービス要求のために実行される処理を指定します。
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CEMT INQUIRE PIPELINE

インストール済み PIPELINE に関する情報を表示するには、INQUIRE PIPELINE コ
マンドを使用します。

CEMT INQUIRE PIPELINE
�� CEMT INQUIRE PIPELINE(value)

ENABLED
DISABLED

HFSFILE(value)
�

�
PICKUPDIR(value) SHELF(value)

��

PIPELINE(value)

照会する PIPELINE の 8 文字の名前を指定します。

HFSFILE(value)

サービス要求および応答に対して作用する処理ノードに関する情報が格納されて
いる HFS ファイルの名前を戻します。

ENABLESTATUS(cvda)

PIPELINE の状況を戻します。

ENABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求は通常どおりに処理されま
す。

DISABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求は拒否されます。

PICKUPDIR(value)

HFS 上のピックアップ・ディレクトリーの 1 から 255 文字の完全修飾名を戻
します。

SHELF(value)

HFS 上のシェルフ・ディレクトリーの 1 から 255 文字の完全修飾名を戻しま
す。

CEMT PERFORM STATISTICS

このコマンドは、以下の新しいオプションをサポートします。

PIPELINE
PIPELINE に関連する統計は、即時に SMF データ・セットに書き込まれます。
統計には、HFS ファイルに関する情報が含まれます。

WEBSERVICE
WEBSERVICE に関連する統計は、即時に SMF データ・セットに書き込まれま
す。

CEMT PERFORM PIPELINE

CEMT PERFORM PIPELINE コマンドは、PIPELINE の HFSFILE 属性で指定され
たディレクトリーのスキャンを開始するために使用します。

64 リリース・ガイド



CEMT SET WEBSERVICE

SET WEBSERVICE コマンドは、インストール済み WEBSERVICE の状況を変更す
るために使用します。

��
ALL

CEMT SET WEBSERVICE
(value) VALIDATION

NOVALIDATION

��

Validation
完全妥当性検査は使用可能です。

Novalidation
完全妥当性検査は使用不可です。

CEMT SET WORKREQUEST コマンド

SET WORKREQUEST コマンドの WORKTYPE オプションに、以下の新しい値が
追加されました。

PIPE
Web サービス要求のために実行される処理を指定します。

CEMT SET PIPELINE

SET PIPELINE コマンドは、インストール済み PIPELINE の状況を変更するために
使用します。

CEMT SET PIPELINE

��
ALL

CEMT SET PIPELINE
(value) ENABLED

DISABLED

��

PIPELINE(value)

この PIPELINE の 8 文字の名前を指定します。

ENABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求は通常どおりに処理されます。

DISABLED
この PIPELINE のインバウンド・サービス要求が拒否されることを指定しま
す。

JCICS API の変更点

以下のコマンドに相当する JCICS コマンドがあります。

EXEC CICS FAULT ADD

EXEC CICS FAULT CREATE
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EXEC CICS FAULT DELETE

EXEC CICS INVOKE WEBSERVICE

CICS 提供トランザクションの変更点

注: CEMT の変更点については、 61ページの『CEMT の変更点』で説明していま
す。

CETR の変更点

トランザクション CETR で、PI ドメインがサポートされるようになりました。

統計の変更点

以下の新しい DSECT が提供されます。

DFHPIPDS
PIPELINE リソースの統計を提供します。

DFHPIWDS
WEBSERVICE リソースの統計を提供します。

サンプル・プログラムの変更点

以下のプログラムが、PIPELINE および WEBSERVICE リソースをサポートするよ
うになりました。

DFH0STAT (サンプルの統計プログラム)

DFH$FORA (DB2® フォーマット・サンプル・プログラム (アセンブラー))

DFH$FORP (DB2 フォーマット・サンプル・プログラム (PL/I))

DFH0FORC (DB2 フォーマット・サンプル・プログラム (COBOL))

DFH$DB2T (DFH$FORA、DFH$FORP、および DFH0FORC 用の DB2 テーブル
定義)

DFH$SQLT (DB2 テーブル・ロード・ユーティリティーの入力)

CICS ユーティリティーの変更点
統計ユーティリティー・プログラム DFHSTUP

DFHSTUP は、『統計の変更点』で説明している統計に対する変更をサポートしま
す。

DFHSTUP の SELECT TYPE および IGNORE TYPE 制御パラメーターでコーディ
ングできるリソース・タイプに、以下が追加されました。

v WEBSERVICE

v PIPELINE
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問題判別の変更点

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、以下の新しいド
メインが追加されました。

コンポーネント ID 説明

PI パイプライン・マネージャー・ドメイン

新しいドメインをサポートするために、以下の変更が行われました。

v CICS トレース機能 (CETR、トレース関連のシステム初期設定パラメーター、お
よびトレース・ユーティリティー・プログラムを含む) は、示されたコンポーネ
ント ID をサポートするようになりました。

v CICS システム・ダンプには、新しいドメインのための制御ブロックが含まれま
す。CICS 提供ダンプ出口ルーチンは、ダンプ出力に含める制御ブロックを指定
するために、示されたコンポーネント ID の使用をサポートします。

v 上記に示したドメインにより発行された CICS メッセージでは、
DFHcomponent-ID の形式のメッセージ接頭語を使用します。

セキュリティー

新しい SPI および CEMT コマンドのためのセキュリティー

新しい定義済み RACF® リソース名は、SPI および CEMT を使用して、以下のリ
ソースへのアクセスを制御します。

PIPELINE

WEBSERVICE

新しいカテゴリー 1 トランザクション

以下の新しいトランザクションは CICS 内部で使用されるものです。ユーザー端末
からは呼び出さないでください。セキュリティー上の目的のために、これらはカテ
ゴリー 1 トランザクションに含まれています。

CPIH

CPIQ

CPIL

CWSQ

マイグレーション
このトピックでは、CICS における Web サービス が、CICS Transaction Server for

z/OS バージョン 3 へのマイグレーションにどのように影響するかについて説明し
ます。

既存の機能のマイグレーション
SOAP for CICS 機能を使用する場合は、いくつかの作業を行い、この機能を使用す
るアプリケーションをマイグレーションする必要があります。CICS Transaction
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Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 で提供される Web サービスのサポート
は、この機能で提供されるサポートとは大幅に異なっています。

SOAP for CICS 機能は、かなりの範囲がユーザー作成コードに依存しているため、
段階的マイグレーション・タスクを設定することができません。ただし、考慮の必
要がある事項をいくつか示します。

v Web サービス・アシスタントを使用して SOAP メッセージを作成および構文解
析することを検討してください。 そのようにすると決定した場合、アダプター内
のコードの相当の部分を再利用できる可能性は低いため、既存のメッセージ・ア
ダプターを破棄し、新規のラッパー・プログラムを設計してそれらを置き換える
ことをお勧めします。

v SOAP メッセージを使用するが、Web サービス・アシスタントを使用しないと決
定した場合は、メッセージの作成と構文解析のために既存のコードを再利用でき
ます。 ただし、CICS 提供 SOAP メッセージ・ハンドラーを使用するかどうか
を検討する必要があります。それらのハンドラーが、SOAP 1.1 および SOAP 1.2

メッセージを処理するように設計されているためです。

v コンテナーの使用を見直してください。 SOAP for CICS 機能では、BTS コンテ
ナーを使用しますが、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1

はチャネル・コンテナーを使用します。プログラムを見直し、この機能が必要と
する BTS 関連コマンドを変更する必要があります。各コンテナーの名前および
使用法についても、ほとんどが変更されているため、見直す必要があります。

v パイプライン・プログラムで提供していた機能のマイグレーション方法を検討し
てください。 SOAP for CICS 機能内のパイプラインには、それぞれ指定された
目的を持つ、固定数のユーザー作成プログラムが含まれます。これらのプログラ
ムの一部によって提供される機能が、CICS 提供 SOAP メッセージ・ハンドラー
によって、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 で提供さ
れるため、これらのプログラムがまったく不要となる場合があります。

一方、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、パイプ
ライン内で必要な数だけプログラムを定義することができます。そのため、パイ
プライン・プログラムによって実行される機能を、新しいフレームワークを利用
するように再構築すべきであるかどうかを検討する必要があります。

どのような場合でも、パイプライン・プログラムが CICS と通信する方法および
パイプライン・プログラムが相互に通信する方法が変更されたため、これらのプ
ログラムを見直し、新しい環境で再利用できるかどうかを調べる必要がありま
す。

SOAP for CICS 機能では、すべてのサービス・プロバイダー・アプリケーション
に対してパイプラインを 1 つのみ、およびすべてのサービス・リクエスターに対
してパイプラインを 1 つのみ持つことができます。CICS Transaction Server for

z/OS バージョン 3 リリース 1 では、多数の異なるパイプラインを構成すること
ができます。そのため、あるアプリケーションを別のアプリケーションと区別す
るためにパイプライン・プログラムで提供するロジックを、CICS リソース定義
によって置き換えることが可能となります。例えば、サービス・プロバイダーで
は、URI に基づいてアプリケーションを区別するコードは、適切な URIMAP リ
ソースのセットで置き換えることができます。
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共存

SOAP for CICS 機能を使用している場合は、引き続き使用可能です。この機能は、
CICS における Web サービスとは関係なく、引き続き CICS Transaction Server for

z/OS バージョン 3 リリース 1 で完全にサポートされています。SOAP for CICS

機能は、CICS TS for z/OS バージョン 3.1 での Web サービスのサポートと相互運
用できます。この機能は、サービス・リクエスターになることも、サービス・プロ
バイダーになることもできます。

CICSPlex SM サポート

CICS で Web サービスをサポートするため、CICSPlex SM ビューおよびリソー
ス・テーブルに対していくつかの変更が行われました。

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

以下のリソース・テーブルが新しく導入されました。

v 『PIPEDEF リソース・テーブル』

v 『PIPELINE リソース・テーブル』

v 70ページの『WEBSVDEF リソース・テーブル』

v 70ページの『WEBSERV リソース・テーブル』

PIPEDEF リソース・テーブル

PIPEDEF リソース・テーブルには、以下の RDO 属性が含まれています。

PIPELINE
パイプライン定義名

STATUS
PIPELINE を ENABLED (デフォルト) の状態でインストールするか、
DISABLED の状態でインストールするかを示す CVDA 値を示します。

CONFIGFILE
HFS 上のこのパイプライン用の構成ファイルの 255 文字から成る完全修飾
名です。

SHELF
WSBind ディレクトリー (シェルフ) の 255 文字の完全修飾名です。

WSDIR
HFS 上の WSBind (ピックアップ) ディレクトリーの 255 文字の名前で
す。

PIPELINE リソース・テーブル

PIPELINE リソース・テーブルには、以下の SPI 属性が含まれています。

PIPELINE
パイプライン定義名
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ENABLESTATUS
パイプラインの ENABLE 状況を示す CVDA 値です。

PIPEUSECOUNT
パイプラインの使用回数

CONFIGFILE
HFS 上のこのパイプライン用の構成ファイルの 255 文字から成る完全修飾
名です。

SHELF
WSBind ファイル用のディレクトリー (シェルフ) の 255 文字の名前です。

WSDIR
HFS 上の WSBind (ピックアップ) ディレクトリーの 255 文字の名前で
す。

WEBSVDEF リソース・テーブル

WEBSVDEF リソース・テーブルには、以下の RDO 属性が含まれています。

WEBSERVICE
WEBSERVICE 定義名

PIPELINE
この Web サービスがインストールされるパイプラインです。

WSBIND
HFS 上の WSBind ファイルの 255 文字の完全修飾名です。

WSDLFILE
HFS 上の WSDL ファイルの 255 文字の完全修飾名です。

VALIDATION
WSDL SOAP メッセージの完全な妥当性検査を実行するかどうかを示す
CVDA 値 (YES または NO) を表示します。

WEBSERV リソース・テーブル

WEBSERV リソース・テーブルには、以下の SPI 属性が含まれています。

WEBSERVICE
WEBSERVICE 名

PIPELINE
この Web サービスがインストールされるパイプラインです。

WSBIND
HFS 上の WSBind ファイルの 255 文字の完全修飾名です。

WSDLFILE
HFS 上の WSDL ファイルの 255 文字の完全修飾名です。

URIMAP
この Web サービスに関連付けられている、動的にインストールされた
URIMAP です。

BINDING
この Web サービスが表す WSDL バインディングです。
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ENDPOINT
リモートの Web サービスのエンドポイント URI です。

PROGRAM
この Web サービスをインプリメントする CICS アプリケーション・プログ
ラムの 8 文字の名前です。

PGMINTERFACE
指定された PROGRAM が入力を期待する場所を示す CVDA 値
(CHANNEL または COMMAREA) です。

CONTAINER
PGMINTERFACE が CHANNEL の場合に使用されるコンテナーの名前で
す。

VALIDATIONST
WSDL SOAP メッセージの完全な妥当性検査を実行するかどうかを示す
CVDA 値 (VALIDATION または NOVALIDATION) です。

LASTMODTIME
HFS 上に配置されている WSBind ファイルが最後に更新された時刻です。

STATE
Web サービスの状態を示す CVDA 値
(DISCARDING、INITING、INSERVICE、UPDATING、または UNUSABLE)

です。

WEBUSECOUNT
Web サービスの使用回数です。

変更されたリソース・テーブル

以下のリソース・テーブルが変更されました。

v 『WORKREQ』

WORKREQ

WORKREQ リソース・テーブルに、以下の属性が含まれるようになりました。

WORKTYPE
実行される処理のタイプを示します。使用可能なタイプは CVDA IIOP タ
イプおよび SOAP タイプのみです。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点
新規 WUI ビュー

以下の WUI ビューが導入されました。

v 72ページの『パイプライン定義ビュー』

v 72ページの『パイプライン・ビュー』

v 72ページの『Web サービス定義ビュー』

v 73ページの『Web サービス・ビュー』
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パイプライン定義ビュー

「パイプライン定義」という、新しい PIPEDEF リソース・テーブルに関連した定
義ビュー・セットが新しく導入されました。この表形式のビューの名前は、
EYUSTARTPIPEDEF.TABULAR です。既存の EYUSTARTADMRES メニューが拡
張され、このビューを含むようになりました。

「パイプライン定義」ビューをオープンするには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「管理ビュー」をクリックします。

2. 「ベーシック CICS リソース管理ビュー」をクリックします (あるいは、「完全
に機能しているビジネス・アプリケーション・サービス (BAS) 管理ビュー」を
クリックします)。

3. 「CICS リソース定義」をクリックします。

4. スクロールダウンして、「パイプライン定義」をクリックします。

「パイプライン定義」ビューが表示されます。このビューには、以下の 5 つのアク
ション・ボタンがあります。

v 作成

v 更新

v 除去

v インストール

v リソース・グループへの追加

フィールドの詳細については、 69ページの『PIPEDEF リソース・テーブル』に記
載されている PIPEDEF リソース・テーブルの属性を参照してください。

パイプライン・ビュー

「パイプライン」という、新しい PIPELINE リソース・テーブルに関連したビュー
が新しく導入されました。この表形式のビューの名前は
EYUSTARTPIPELINE.TABULAR です。既存の EYUSTARTTCPIPS メニューが拡張
されてこのビューを含むようになりました。

「パイプライン」ビューをオープンするには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. スクロールダウンして、「TCP/IP サービス操作ビュー」をクリックします。

3. 「パイプライン」をクリックします。

「パイプライン」ビューが表示されます。

フィールドの詳細については、 69ページの『PIPELINE リソース・テーブル』に記
載されている PIPELINE リソース・テーブルの属性の詳細を参照してください。

Web サービス定義ビュー

「Web サービス定義」という、新しい WEBSVDEF リソース・テーブルに関連し
た定義ビュー・セットが新しく導入されました。この表形式ビューのビュー名は、
EYUSTARTWEBSVDEF.TABULAR です。既存の EYUSTARTADMRES メニューが
拡張され、このビューを含むようになりました。
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「Web サービス定義」ビューをオープンするには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「管理ビュー」をクリックします。

2. 「ベーシック CICS リソース管理ビュー」をクリックします (あるいは、「完全
に機能しているビジネス・アプリケーション・サービス (BAS) 管理ビュー」を
クリックします)。

3. 「CICS リソース定義」をクリックします。

4. スクロールダウンして、「Web サービス定義」をクリックします。

「Web サービス定義」ビューが表示されます。このビューには以下の 5 つのアク
ション・ボタンがあります。

v 作成

v 更新

v 除去

v インストール

v リソース・グループへの追加

フィールドの詳細については、 70ページの『WEBSVDEF リソース・テーブル』に
記載されている WEBSVDEF リソース・テーブルの属性を参照してください。

Web サービス・ビュー

「Web サービス」という、新しい WEBSERV リソース・テーブルに関連した表形
式のビューが新しく導入されました。この表形式ビューのビュー名は
EYUSTARTWEBSERV.TABULAR です。既存の EYUSTARTTCPIPS メニューが拡
張されて、このビューを含むようになりました。

「Web サービス」ビューをオープンするには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. スクロールダウンして、「TCP/IP サービス操作ビュー」をクリックします。

3. 「Web サービス」をクリックします。

「Web サービス」ビューが表示されます。

フィールドの詳細については、 70ページの『WEBSERV リソース・テーブル』に記
載されている WEBSERV リソース・テーブルの属性を参照してください。

変更された WUI ビュー

以下の WUI ビューが変更されました。

v 『処理要求ビュー』

処理要求ビュー

タスク操作ビュー内部の「処理要求」ビューに、以下の属性が追加されました。

WORKTYPE
実行される処理のタイプを示します。使用可能なタイプは、IIOP および
SOAP のみです。
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第 3 章 CICS アプリケーションからの HTTP クライアント要求
のサポート

EXEC CICS コマンドを使用して、HTTP クライアントとしての CICS を介して
CICS アプリケーションからのアウトバウンド要求を作成できるようになりました。

HTTP クライアントとして動作する CICS の機能は、CICS Web サポートに完全に
統合されました。CICS アプリケーション・プログラムで EXEC CICS コマンドを
使用して、サーバーとの HTTP 接続をオープンしたり、要求を行ったり、アプリケ
ーション・プログラムで処理するために応答を受信することができます。このため
にいくつかの新しい EXEC CICS コマンドが導入され、一部の既存のコマンドに
は、アウトバウンド・オプションおよびインバウンド・オプションが提供されまし
た。

CICS アプリケーションからの HTTP クライアント要求のサポートの利点

HTTP クライアントとしての CICS の EXEC CICS コマンドは、以下の目的で
CICS アプリケーション・プログラムを作成できることを意味します。

v 企業間通信用の一般的なプロトコルを使用する。

v HTTP プロトコルを使用してハードウェアまたはソフトウェアを制御する (例え
ば、この方法でプリンターを制御できる場合があります)。

v 情報 (例えば、株価) のための項目を提供する HTTP アプリケーションにアクセ
スしてこの情報を取得し、アプリケーションで使用する。

CICS Web サポート・プロセスのグローバル・ユーザー出口ルーチンを使用する
と、CICS からのアウトバウンド HTTP 要求のためにプロキシー・サーバーの使用
を指定したり、セキュリティー・ポリシーを適用することができます。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』

HTTP クライアントとしての CICS に対する HTTP 要求と応答の処理
HTTP クライアントとしての CICS の場合、CICS は Web クライアントであり、
HTTP サーバーと通信します。ユーザー作成のアプリケーション・プログラムは、
要求を CICS を介して HTTP サーバーに送信し、HTTP サーバーから応答を受信し
ます。CICS は、このサーバーとの持続接続を維持します。セッション・トークン
は、接続を識別するため、アプリケーション・プログラムによって発行されたコマ
ンドで使用されます。

HTTP 要求を実行して応答を受信するアプリケーション・プログラムは、EXEC

CICS WEB API コマンドを使用してサーバーとの対話を明示的に指示する必要があ
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ります。Web 対応アプリケーション・プログラムを使用すると、HTTP 要求を実行
し、その結果を処理して Web 対応以外のアプリケーションに情報を提供すること
ができます。

HTTP クライアント要求の場合、CICS は、要求と応答のコード・ページ変換を実行
できます。しかし、これとは別に、CICS は、HTTP クライアントとしての CICS

に送信されるデータを分析または変換する特別な処理を実行するわけではありませ
ん (この特別な処理は、HTTP サーバーとしての CICS に対しては実行されます)。
HTTP 要求を開始するアプリケーション・プログラムは、この要求に対する応答時
に CICS がサーバーから受信する内容をすべて処理するように設計されている必要
があります。この内容としては、エラー応答、別の URL へのリダイレクト、埋め
込みハイパーテキスト・リンク、HTML フォーム、イメージ・ソース、またはアプ
リケーション・プログラムからのアクションを要求するその他の項目などが考えら
れます。

HTTP クライアントとしての CICS に対する処理は、以下のように実行されます。

1. アプリケーション・プログラムは、CICS を介して HTTP サーバーとの接続を
開始します。 アプリケーション・プログラムは、WEB OPEN コマンドを発行
することによってこの操作を実行します。作成した URIMAP リソース定義を
参照すると、この接続のスキームおよびホスト名を指定できます。あるいは、
アプリケーション・プログラムがこの情報を提供する場合もあります。

2. CICS は、サーバーとの接続を確立します。アプリケーション・プログラムに
よって提供された情報を使用することにより、CICS は、ソケット上で TCP/IP

接続を開始し、サーバーと通信します。TCP/IP 接続が確立されると、CICS は
セッション・トークンをアプリケーション・プログラムに戻し、この接続を一
意的に識別します。このセッション・トークンは、この接続に関してアプリケ
ーション・プログラムが発行した残りのコマンドすべてに使用されます。

3. アプリケーション・プログラムは、その要求時に HTTP ヘッダーを書き込む場
合があります。ユーザー作成の HTTP ヘッダーは、WEB WRITE

HTTPHEADER コマンドを使用すると作成でき、送信可能な状態で格納できま
す。

4. アプリケーション・プログラムは、要求行のコンポーネントを指定します。要
求メソッド、パス情報、および照会ストリングは、WEB SEND コマンドまた
は WEB CONVERSE コマンドを使用して指定します。要求の HTTP 版は、
CICS によって提供されます。

5. アプリケーション・プログラムは、その要求時にエンティティー本体を生成す
る場合があります。 要求の内容は、WEB SEND コマンドまたは WEB

CONVERSE コマンドで指定します。

6. アプリケーション・プログラムが要求の送信を開始します。 アプリケーショ
ン・プログラムが WEB SEND コマンドまたは WEB CONVERSE コマンドを
発行すると、要求は CICS に渡され、セッション・トークンによって指定され
た接続を介した送信に備えます。

7. CICS は、必要な HTTP ヘッダーをいくつか生成してこれを要求に追加し、要
求をサーバーに送信します。

8. サーバーは要求を受信して処理し、応答を戻します。CICS は、応答をアプリケ
ーション・プログラムに渡します。
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9. アプリケーション・プログラムは、応答の内容を確認します。WEB READ

HTTPHEADER コマンド、つまり HTTP ヘッダーのブラウズ・コマンドを使用
すると、応答のヘッダーを確認できます。WEB RECEIVE コマンドまたは
WEB CONVERSE コマンドを実行すると、アプリケーション・プログラムで処
理できる応答の本文 (存在する場合) や、応答の状況コードおよび状況テキスト
を受信します。

10. アプリケーション・プログラムは、追加の要求および応答を開始できます。サ
ーバーが持続接続をサポートしている場合、セッション・トークンによって示
されている接続は、その後の要求に備えて接続状態が維持されます。

11. アプリケーション・プログラムは、サーバーへの接続の終了処理を開始しま
す。すべての要求および応答が完了すると、アプリケーション・プログラムは
WEB CLOSE コマンドを発行し、CICS は、TCP/IP 接続の終了時に終了しま
す。アプリケーション・プログラムが WEB CLOSE コマンドを発行しなかっ
た場合、接続はタスクの終了時に終了します。

この処理中、コード・ページ変換が必要になるのは、通常、メッセージが CICS 環
境に出入りするときであるため、CICS Web サポート処理およびユーザー作成アプ
リケーション (通常は EBCDIC エンコードを使用) は、HTTP サーバー (通常は
ASCII エンコードを使用) と通信できます。

セッション・トークン
セッション・トークンとは、HTTP クライアントとしての CICS と HTTP サーバー
間の接続を一意的に識別する 8 バイトのバイナリー値のことです。接続ごとにセッ
ション・トークンを使用すると、CICS Web サポートは、サーバーへの複数の接続
を異なるタスクごとに管理でき、またアプリケーション・プログラムは複数の接続
を制御できます。

接続は、ユーザー・アプリケーション・プログラムによって発行された WEB

OPEN コマンドに応答して開始されます。セッション・トークンは、WEB OPEN

コマンドが正常に実行されると戻され、対象の接続に関するアプリケーション・プ
ログラムによって発行されたすべての EXEC CICS WEB コマンドで使用されま
す。この接続を使用すると、ユーザー・アプリケーション・プログラムは、HTTP

クライアント要求をサーバーに対して実行でき、サーバーから応答を受信できま
す。この接続では、アプリケーション・プログラムまたはサーバーが接続の終了を
選択するまで、要求と応答のやり取りを複数回持続できます。 112ページの『CICS

Web サポートでの持続接続の処理方法』には、CICS Web サポートが持続接続を処
理する仕組みや、持続接続が終了する仕組みの詳細が説明されています。

HTTP クライアントとしての CICS を対象として使用され、この目的のためにセッ
ション・トークンを必要とするコマンドは、次のとおりです。

v WEB SEND コマンド。このコマンドは、HTTP クライアント要求を作成して、
それをサーバーに送信します。

v WEB RECEIVE コマンド。このコマンドは、サーバーから応答を受信します。

v WEB CONVERSE コマンド。このコマンドは、WEB SEND コマンドと WEB

RECEIVE コマンドの処理を組み合わせます。
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v HTTP ヘッダーを操作する以下のコマンド: WEB READ HTTPHEADER、WEB

WRITE HTTPHEADER、WEB STARTBROWSE HTTPHEADER、WEB

READNEXT HTTPHEADER、WEB ENDBROWSE HTTPHEADER。

v WEB CLOSE コマンド。このコマンドは、接続を終了します。

サーバーが接続を終了すると、アプリケーション・プログラムは、それ以降、この
接続を使用して要求を送信できなくなりますが、サーバーが接続を終了する前に送
信した応答は読み取ることができます。セッション・トークンは、対象のデータに
アクセスするためのコマンドで使用する場合には、アプリケーションが WEB

CLOSE コマンドを発行するまで有効な状態が維持されます。WEB CLOSE コマン
ドが発行されると、この接続に適用されているセッション・トークンは無効になり
ます。アプリケーション・プログラムが WEB CLOSE コマンドを発行しなかった
場合、接続はタスクの終了時に終了します。

CICS 外部インターフェースの変更点

リソース定義の変更点
URIMAP 定義は、HTTP クライアントとしての CICS を通して HTTP 要求を行う
ための便利な方法として使用できます。

HTTP クライアントとしての CICS 用の URIMAP 定義

URIMAP 定義は、HTTP クライアント要求を行うアプリケーション・プログラムの
URL や証明書ラベルなどの情報の指定を回避するために使用されます。URIMAP

定義の属性は、 134ページの『リソース定義の変更点』でリストします。HTTP ク
ライアントとしての CICS の URIMAP 定義は、USAGE(CLIENT) とともに定義さ
れ、SCHEME 、HOST、PATH、CERTIFICATE、および CIPHERS 属性を指定でき
ます。アプリケーション・プログラムは、WEB OPEN および WEB SEND コマン
ドで URIMAP 定義を指定すれば、その定義からの関連情報を使用できます。

URIMAP 定義は、HTTP サーバーとしての CICS、および Web サービスにも使用
されます。

モニター管理テーブル DFHMCT の変更点

パフォーマンス・クラス・レコードの DFHWEBB グループの新規モニター・フィ
ールド 331 から 338 がモニター管理テーブルに追加されました。これらのフィー
ルドは、HTTP クライアントとしての CICS のアクションをモニターします。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点 (HTTP ク
ライアント要求)

新しいコマンドと変更されたコマンド

HTTP クライアントとしての CICS に対して、以下の新しい EXEC CICS WEB コ
マンドが提供されています。

v EXEC CICS WEB OPEN

v EXEC CICS WEB CONVERSE
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v EXEC CICS WEB CLOSE

HTTP クライアントとしての CICS で使用される場合、以下の EXEC CICS WEB

コマンドにはさまざまな新規オプションがあります。

v EXEC CICS WEB SEND

v EXEC CICS WEB RECEIVE

以下の新規 EXEC CICS コマンドは、HTTP クライアントとしての CICS および
HTTP サーバーとしての CICS の両方で使用できます。これらについては、 145ペ
ージの『アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点 (汎用
CICS Web サポート拡張)』で説明します。

v EXEC CICS WEB PARSE URL

v EXEC CICS CONVERTTIME

残りのほとんどの EXEC CICS WEB コマンドで使用可能なオプションに対して変
更が行われました。変更されたコマンドは、HTTP クライアントとしての CICS お
よび HTTP サーバーとしての CICS の両方で使用できます。以下のコマンドの変更
点については、このセクションで説明します。

v EXEC CICS WEB WRITE HTTPHEADER

v EXEC CICS WEB READ HTTPHEADER

v EXEC CICS WEB STARTBROWSE HTTPHEADER

v EXEC CICS WEB READNEXT HTTPHEADER

v EXEC CICS WEB ENDBROWSE HTTPHEADER

以下のコマンドの変更点については、 145ページの『アプリケーション・プログラ
ミング・インターフェースの変更点 (汎用 CICS Web サポート拡張)』で説明しま
す。

v EXEC CICS WEB EXTRACT

v EXEC CICS FORMATTIME

WEB FORMFIELD コマンドおよび WEB RETRIEVE コマンドは、HTTP クライア
ントとしての CICS では使用できません。

WEB OPEN
HTTP クライアントとしての CICS のサーバーへの接続を開始します。
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説明

WEB OPEN を使用すると、アプリケーション・プログラムが CICS Web サポート
を通して、インターネット上の HTTP サーバーで指定されたホストとの接続を開始
することができます。ホスト名とスキームは、事前に設定された URIMAP 定義か
ら使用することができます。この定義には、要求に対するデフォルトのパスも指定
されます。

接続が開始されると、アプリケーション・プログラムは、サーバーに対する HTTP

クライアント要求を作成し、サーバーから応答を受信することができます。接続が
開始されると、CICS はサーバーの HTTP バージョンを照会し、この情報を以降の
通信に使用します。CICS は、ユーザーが HTTP ヘッダーの記述やチャンク化され
た情報の送信を計画しているかどうかを確認するために、HTTP バージョン情報を
アプリケーション・プログラムにも戻します。

WEB OPEN コマンドは、XWBOPEN ユーザー出口を動作させます。このユーザー
出口は、必要であれば、プロキシー・サーバーを経由したサーバーとの接続を可能
にします。

オプション

CERTIFICATE(data-value)

SSL ハンドシェーク時に SSL クライアント証明書として使用する X.509 証明
書のラベルを指定します。証明書のラベルは、32 文字以内の英数字で指定でき
ます。このオプションが関連するのは、SCHEME(HTTPS) を指定した場合に限
られます。SCHEME(HTTPS) を指定し、CERTIFICATE オプションを省略した
場合は、CICS 領域ユーザー ID の鍵リングに定義されているデフォルトの証明
書が使用されます。証明書は、外部セキュリティー・マネージャーのデータベー
ス内の鍵リングに保管する必要があります。

CIPHERS(data-value)

28 個以内の 2 桁の暗号スイート・コードのリストとして解釈される 56 個以内
の 16 進数字のストリングを指定します。接続で SSL がアクティブの場合、暗
号スイート・コードが使用されるため、このオプションは、SCHEME(HTTPS)

が指定されている場合にのみ関係します。暗号スイート・コードは、この接続で
使用される暗号化の方式を示します。

WEB OPEN
�� WEB OPEN �

� URIMAP(data-value)
HOST(data-value) HOSTLENGTH(data-value) PORTNUMBER(data-value) SCHEME(cvda)

�

�
CERTIFICATE(data-value) CIPHERS(data-value) NUMCIPHERS(data-value)

�

�
CODEPAGE(data-value)

SESSTOKEN(data-area) HTTPVNUM(data-area) HTTPRNUM(data-area) ��

条件: IOERR、INVREQ、LENGERR、NOTFND、NOTAUTH、TIMEDOUT

このコマンドはスレッド・セーフです。
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NUMCIPHERS オプションを使用して、リスト中の暗号スイート・コードの番号
を指定します。実際に使用されるコードは、ENCRYPTION システム初期設定パ
ラメーターに指定された暗号化レベルにより異なります。アクティブ暗号化レベ
ルのデフォルト・リストにない暗号コードが指定されると、そのコードは無視さ
れます。

CIPHERS オプションが必要ない場合には、URIMAP オプションを指定すると、
既存の URIMAP 定義を基に、この情報を直接使用できます。CIPHERS オプシ
ョンが指定されていると、このオプションで指定するコードによって URIMAP

定義の設定が無効になります。

CODEPAGE(data-value)

コード・ページを指定します。通常の場合、アプリケーション・プログラムに適
した EBCDIC を指定します。コード・ページ名は、8 文字以内の英数字で指定
できます。デフォルトは、LOCALCCSID システム初期設定パラメーターに指定
されているように、ローカル CICS 領域のデフォルトのコード・ページです。
コード・ページは、この接続の存続時間中に適用されます。サーバーが HTTP

要求に対する応答を戻すと、変換が要求されている場合 (デフォルトの設定)、
CICS が要求本体をこのコード・ページに変換してからアプリケーションに渡し
ます。

HOST(data-value)

接続先にするサーバーのホスト名を指定します。

ホスト名として IPv4 アドレスを使用できますが、IPv6 アドレスはサポートさ
れていません。

ポート番号が必要な場合、ホスト名と組み合わせて指定することはしないでくだ
さい。ポート番号を指定するには、PORTNUMBER オプションを使用します。

HOSTLENGTH(data-value)

ホスト名の長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

HTTPRNUM(data-area)

サーバーの HTTP バージョンのリリース番号をハーフワード・バイナリー値で
戻します。(HTTPVNUM はバージョン番号を戻します。) 例えば、サーバーが
HTTP/1.0 レベルであれば、HTTPRNUM は 0 を戻します。

HTTPVNUM(data-area)

サーバーの HTTP バージョンのバージョン番号をハーフワード・バイナリー値
で戻します。(HTTPRNUM はリリース番号を戻します。) 例えば、サーバーが
HTTP/1.0 レベルであれば、HTTPVNUM は 1 を戻します。

CICS は、リモート・サーバーとの接続を開始すると、HTTP バージョン情報を
取得します。リモート・サーバーが HTTP バージョン情報を通知しない場合、
CICS は、リモート・サーバーが HTTP/1.0 レベルに位置すると想定します。

アプリケーション・プログラムが HTTP/1.0 レベルのサーバーに適さない可能
性のある HTTP ヘッダーを書き込む場合、またはチャンク化されたメッセージ
をサーバーに送信する予定の場合 (チャンク化されたメッセージは HTTP/1.0 レ
ベルのサーバーは受信できない) は、アプリケーション・プログラムは HTTP

のバージョン情報も調べる必要があります。
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注: CICS では、HTTP/1.0 レベルに達しないサーバーに対して、特殊な方法は
一切実行されません。CICS は、これらのサーバーのレベルが HTTP/1.0 で
あるかのように動作し、HTTP バージョンとして HTTP/1.0 を戻します。

NUMCIPHERS(data-value)

CIPHERS オプションに指定した暗号スイート・コードの番号をハーフワード・
バイナリー値で指定します。

PORTNUMBER(data-value)

ポート番号をフルワード・バイナリー値で指定します。ポート番号が指定したス
キームのデフォルトでない場合にのみ、ポート番号を指定する必要があります。
HTTP の場合、デフォルトのポート番号は 80 であり、HTTPS の場合、デフォ
ルトのポート番号は 443 です。

SCHEME(cvda)

サーバーへの接続に使用するスキームを指定します。SSL の有無は関係ありま
せん。CVDA 値は、以下のとおりです。

HTTP SSL を備えていない HTTP プロトコルのことです。

HTTPS
SSL を備えた HTTP である HTTPS プロトコルのことです。HTTPS を
使用する場合、SSL で、CICS アドレス・スペースが使用可能である必
要があります。

SESSTOKEN(data-area)

CICS とサーバー間のこの接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であ
るセッション・トークンを戻します。セッション・トークンは、接続が正常に開
始されると戻ります。このセッション・トークンを、この接続に関連するすべて
の CICS WEB コマンドで使用する必要があります。 77ページの『セッショ
ン・トークン』 には、セッション・トークンの使用法が説明されています。

URIMAP(data-value)

以下の情報を提供する URIMAP 定義の名前 (8 文字以内) を指定します。

v サーバーへの接続に使用するスキーム。

v 接続先サーバーのホスト名。

v ポート番号 (必要な場合)。

v URI のパス部分。アクセス先にするサーバーのリソースを表します。このパ
スは、この接続に関連するWEB SEND コマンドまたは WEB CONVERSE コ
マンドのデフォルトのパスになりますが、WEB SEND コマンドまたは WEB

CONVERSE コマンドで別のパスを指定することにより、このパスを指定変更
することができます。

v SSL クライアント証明書として使用する X.509 証明書のラベル (必要な場
合)。

v 接続で使用可能な暗号スイート・コード。

URIMAP オプションを指定する場合は、CERTIFICATE、HOST、
HOSTLENGTH、PORTNUMBER、PORTLENGTH、または SCHEME オプショ
ンを指定しないでください。CIPHERS オプションおよび NUMCIPHERS オプ
ションは、省略することも、コマンドで指定することもできます。指定される
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と、URIMAP 定義の設定は無効になります。URIMAP 定義は、
(USAGE(CLIENT) が指定された) HTTP クライアントとしての CICS に指定す
る必要があります。

WEB CLOSE
HTTP クライアントとしての CICS のサーバーへの接続を終了します。

説明

WEB CLOSE を使用すると、アプリケーション・プログラムによってサーバーとの
接続を終了できます。セッション・トークンは、終了の対象となる接続を示してい
ます。接続が終了すると、このセッションに適用されているセッション・トークン
は無効になり、使用できなくなります。サーバーからの応答を受信し、応答の
HTTP ヘッダーを読み取るには、セッション・トークンが必須のため、リモート・
サーバーとの対話およびサーバーが送信した応答との対話がすべて完了するまで、
WEB CLOSE コマンドは発行しないでください。このコマンドにより、接続に関連
する CICS リソースが開放されます。

WEB CLOSE コマンドでは、接続の終了の指示が CICS からサーバーに通知される
ことはありません。このコマンドの機能により、CICS はクライアント・サイドの接
続のみを終了します。この接続を使用して行う最後の要求時に、WEB SEND コマ
ンドまたは WEB CONVERSE コマンドで CLOSESTATUS(CLOSE) オプションを指
定する必要があります。このオプションを指定すると、CICS が要求に Connection:

close ヘッダーを書き込みます。HTTP/1.0 レベルのサーバーの場合は、Connection:

Keep-Alive ヘッダーを省略します。ヘッダー内の情報は、サーバーが最終応答を送
信した後即時に (ユーザーがタイムアウト前にさらに要求を送信するかどうかの確
認のため待機するのではなく)、ユーザーとの接続を終了できることを意味します。

接続は、WEB CLOSE コマンドが発行される前に、サーバーの要求により終了する
可能性もあります。サーバーが接続の終了を要求したかどうかをテストする必要が
ある場合は、WEB READ HTTPHEADER コマンドを使用して、サーバーからの最
後のメッセージに存在する Connection: close ヘッダーを探します。

サーバーが接続の終了を要求した場合にも、その接続に関連するデータは、WEB

CLOSE コマンドが発行されるまで CICS 内部で使用可能になっています。使用可
能なデータには、サーバーから受け取った最新メッセージ、および接続のオープン
に使用するパラメーター (サーバーのスキームまたはホスト名など) が含まれます。
サーバーが接続を終了させると、アプリケーション・プログラムは以下の処理を実
行できなくなります。

WEB CLOSE
�� WEB CLOSE SESSTOKEN(data-value) ��

条件: NOTOPEN

このコマンドはスレッド・セーフです。
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v WEB SEND または WEB CONVERSE コマンドを使用した、該当接続上での追
加要求の送信

v WEB WRITE HTTPHEADER コマンドを使用した HTTP ヘッダーの書き込み

ただし、アプリケーション・プログラムは以下の処理を実行できます。

v WEB RECEIVE コマンドを使用した応答の受信

v WEB READ HTTPHEADER コマンドおよび HTTP ヘッダー・ブラウズ・コマン
ドを使用した HTTP ヘッダーの検査

v WEB EXTRACT コマンドを使用した接続情報の抽出

WEB CLOSE コマンドを発行すると、接続に関連するデータは消去されます。

アプリケーション・プログラムによって WEB CLOSE コマンドが発行されていな
い場合、CICS はタスクの終了時に接続に関連するデータを消去し、接続が終了され
ていなければそれを終了します。

オプション

SESSTOKEN(data-value)

CICS とサーバー間の接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であるセ
ッション・トークンを指定します。この値は、WEB OPEN コマンドによって、
HTTP クライアントとしての CICS に戻されます。セッション・トークンで識
別された接続に対して WEB CLOSE コマンドを発行すると、CICS がその接続
を終了し、接続に関連したデータを消去します。また、アプリケーション・プロ
グラムがその後使用しないように、セッション・トークンを無効にします。 77

ページの『セッション・トークン』 には、セッション・トークンの使用法が説
明されています。

WEB SEND (クライアント)
CICS Web サポートを使用して、HTTP クライアントとしての CICS による HTTP

要求を送信します。
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説明

HTTP クライアントとしての CICS の WEB SEND は、サーバーに HTTP 要求を
送信するために使用されます。このコマンドには、セッション・トークンを指定す
る必要があります。

ヒント: HTTP クライアントとしての CICS では、WEB SEND コマンドに続いて
WEB RECEIVE コマンドを発行する代わりに CONVERSE コマンドを使用
することができます。ただし、WEB CONVERSE コマンドは、チャンク形
式転送コーディングをサポートしていないことを念頭に置いてください。
これは、この処理には一連の送信操作が必要であり、WEB CONVERSE コ
マンドが実行できるのは単一の送信操作であるためです。

オプション

ACTION(cvda)

このオプションの使用目的は、メッセージを外部へ送信する方法を指定すること
です。HTTP クライアントとしての CICS に適用できる CVDA 値は以下のと
おりです。

EXPECT
このオプションを指定すると、CICS は、Expect ヘッダーのほかに、要
求行と要求のヘッダーを送信し、100-Continue 応答を待ってから、メッ
セージ本文をサーバーに送信するようになります。100-Continue 以外の
応答を受信した場合、CICS はアプリケーション・プログラムに通知
し、送信を取り消します。待機期間後に応答を受信しなかった場合、
CICS は、メッセージ本文を送信します。

このオプションは、要求にメッセージ本文が含まれている場合にのみ使
用してください。

CHARACTERSET(data-value)

CICS が要求のエンティティー本体を送信前に変換する場合、変換後の文字セッ
トを指定します。文字セットの名前には、適切な句読点を含む 40 文字以内の英

WEB SEND (HTTP クライアントとしての CICS)
�� WEB SEND SESSTOKEN(data-value) METHOD(cvda)

PATH(data-area) PATHLENGTH(data-value)
URIMAP(data-value)

�

�
QUERYSTRING(data-area) QUERYSTRLEN(data-value)

�

�
MEDIATYPE(data-value)

DOCTOKEN(data-value)
FROM(data-area) FROMLENGTH(data-value)

CHUNKING(cvda)

�

�
CLIENTCONV(cvda) CHARACTERSET(data-value) ACTION(cvda) CLOSESTATUS(cvda)

��

条件:
IOERR、INVREQ、LENGERR、NOTFND、NOTAUTH、NOTOPEN、TOKENERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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数字を指定することができます。CICS では、IANA によって指定されるすべて
の文字セットがサポートされるわけではありません。

エンティティー本体の変換を実行するには、CLIENTCONV オプションに
CLICONVERTを指定 (またはデフォルトとして許容) する必要があります。
NOCLICONVERT を指定すると、エンティティー本体は変換されなくなりま
す。変換が要求された場合、CHARACTERSET 属性が指定されていないと、デ
フォルトとして ISO-8859-1 が使用されます。

CHUNKING(cvda)

メッセージがチャンク形式で送信されている場合 (チャンク形式転送コーディン
グと呼ばれる) のメッセージの制御に使用されます。オプションが指定されてい
ない場合のデフォルトでは、チャンク形式転送コーディングは未使用です。

アプリケーション・プログラムにとって最も便利な方法を使用して、チャンク化
メッセージの内容をチャンクに分割することができます。チャンク化メッセージ
の本文は、CICS 文書から直接形成できません。このため、DOCTOKEN オプシ
ョンは使用できません。

メッセージのチャンクごとに、CHUNKING(CHUNKYES) が指定された個別の
WEB SEND コマンドを使用します。FROM オプションを使用してデータのチ
ャンクを指定し、FROMLENGTH オプションを使用してチャンクの長さを指定
します。シーケンスの最初の WEB SEND コマンドでは、メッセージに対して
CLOSESTATUS オプションのようなその他のオプションを指定しますが、後続
のコマンドでは指定しません。データの最後のチャンクを送信し終えたら、
CHUNKING(CHUNKEND) が指定された追加の WEB SEND コマンドを指定し
ます。FROM オプションまたは FROMLENGTH オプションは指定しません。
その後 CICS は、空のチャンクを受信側に送信して、チャンク化メッセージを
終了します。

CVDA 値は、以下のとおりです。

CHUNKNO
メッセージにチャンク形式転送コーディングは使用されません。
CHUNKING オプションが指定されていない場合、これがデフォルトで
す。

CHUNKYES
チャンク形式転送コーディングが実行中です。FROM オプションで指定
されたデータは、メッセージのチャンクを表します。

CHUNKEND
チャンク形式転送コーディングが完了しました。この送信にはデータは
指定されません。CICS は空のチャンクを受信側に送信して、チャンク
化メッセージを終了します。

注:

1. メソッド (METHOD オプション) が、チャンク形式転送コーディングに
適合している必要があります。

2. チャンク化メッセージの一部の送信を開始すると、アプリケーション・
プログラムは、最後の空チャンクが送信されてチャンク化メッセージが
完成するまで、その他のメッセージを送信したり項目を受信したりする
ことはできません。
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CLOSESTATUS(cvda)

「close」接続オプションを指定した Connection ヘッダー (Connection: close)

を、メッセージに挿入するかどうかを指定します。デフォルトの設定では、ヘッ
ダーは記述されません。CVDA 値は、以下のとおりです。

CLOSE
CICS がこの要求の Connection: close ヘッダーに書き込みを行います。
このヘッダーによって、サーバーが要求に対する応答を送信した後に接
続を終了することがサーバーに通知されます。(HTTP/1.0 レベルのサー
バーの場合、CICS は Connection: Keep-Alive ヘッダーを省略すること
によって、同じ効果を得ます。)

チャンク形式転送コーディングが使用中の場合は、メッセージの最初の
チャンクに CLOSESTATUS(CLOSE) オプションを指定することによ
り、サーバーに、チャンク化メッセージが完成し、応答が送信されたら
接続を終了することを通知することができます。

チャンク形式転送コーディングが使用中ではなく、WEB SEND コマン
ドに CLOSESTATUS(CLOSE) オプションが指定されている場合は、新
規の接続が確立されるまで、サーバーに追加メッセージを送信すること
はできません。

NOCLOSE
この要求では、Connection: close ヘッダーが使用されないことを意味し
ます。サーバーが HTTP/1.0 と識別された場合、CICS は、
「Keep-Alive」接続オプションを指定した Connection ヘッダー
(Connection: Keep-Alive) を送信して、持続接続が求められることを通知
します。

CLIENTCONV(cvda)

CICS が、HTTP 要求のエンティティー本体を、送信前にアプリケーションが使
用するコード・ページから受信側に適した文字セットに変換するかどうかを指定
します。このオプションを省略した場合、テキスト以外のメディア・タイプが指
定されていない限り、デフォルトでエンティティー本体は変換されます。CVDA

値は、以下のとおりです。

CLICONVERT
CICS は、HTTP 要求のエンティティー本体を、アプリケーションが使
用するコード・ページから、サーバー用に指定された文字セットに変換
します。このコマンドの CHARACTERSET オプションを使用して、使
用する文字セットを指定することができます。変換が必要で、文字セッ
トが指定されていない場合、デフォルトで、CICS はエンティティー本
体を ISO-8859-1 文字セットに変換します。(アプリケーションが使用す
るコード・ページは、当該接続の WEB OPEN コマンドに指定されてい
ます。)

NOCLICONVERT
HTTP 要求のエンティティー本体は、CICS で変換されずに、WEB

OPEN コマンドの接続で指定されているとおりに、アプリケーションで
使用されるコード・ページでサーバーに送信されます。

DOCTOKEN(data-value)

メッセージ本文として送信される文書の 16 バイトのバイナリー・トークンを指
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定します。この文書は、CICS Document インターフェース (EXEC CICS

DOCUMENT CREATE、INSERT、および SET コマンド) を使用して作成する
必要があります (「CICS Application Programming Guide」に説明されていま
す)。FROM オプションを指定すると、メッセージ本文を作成するための別の方
法を使用できます。

チャンク化メッセージの本文は、CICS 文書からは形成できません。このため、
チャンク形式転送コーディングでは DOCTOKEN オプションを使用できませ
ん。

CICS の文書は UTF-8 および UTF-16 文字エンコードに変換することはできま
せん。

FROM(data-area)

メッセージ本文を保持するデータのバッファーを指定します。メッセージ本文
は、アプリケーション・プログラムによって作成されます。FROM オプション
を指定する場合は、FROMLENGTH オプションを使用してデータのバッファー
長を指定します。DOCTOKEN オプションを指定すると、メッセージ本文を作成
するための別の方法を使用できますが、このオプションをチャンク化メッセージ
の本文に使用することはできません。

FROMLENGTH(data-value)

FROM オプションで指定したデータ (メッセージ本文) のバッファーの長さを、
フルワード・バイナリー値として指定します。この値のデータ長が誤っている
と、メッセージの受信側で問題が起きる可能性があるため、値を正しく指定する
ことが重要です。

MEDIATYPE(data-value)

提供されるメッセージ本文のデータ内容 (例: text/xml) を指定します。メディ
ア・タイプは、適切な句読点を含む 56 文字以内の英数字です。CICS ではメデ
ィア・タイプのフォーマットが正しいかどうかは検査されますが、データの内容
に対するメディア・タイプの妥当性は検査されません。

本文を必要とする要求では、MEDIATYPE オプションを指定する必要がありま
す。また、デフォルトはありません。

METHOD(cvda)

要求の HTTP メソッドを指定します。

このコマンドでは、GET、HEAD、POST、PUT、TRACE、OPTIONS、DELETE

の各メソッドがサポートされています。ただし、一部の HTTP サーバー、特に
HTTP/1.0 サーバーでは、これらのメソッドの一部をインプリメントしないこと
があります。

CICS は、メソッドに対してメッセージ本文の送信が適切でない場合、送信され
ないようにし、適切な場合にメソッドに対してメッセージ本文の送信を要求しま
す。チャンク形式転送コーディングは、要求本体のないメソッドには関係ありま
せん。CVDA 値は、以下のとおりです。

GET サーバーからリソースを取得します。要求本体は許可されません。

HEAD リソースの HTTP ヘッダーを取得します (応答本体は取得しません)。
要求本体は許可されません。

POST サーバーにデータを送信します。要求本体が必要です。
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PUT サーバー上のリソースを作成または変更します。要求本体が必要です。

TRACE
サーバーに対する要求の経路をトレースします。要求本体は許可されま
せん。

OPTIONS
サーバーに関する情報を取得します。要求本体は許可されますが、本体
の目的が定義されていません。要求本体を使用する場合は、メディア・
タイプを指定する必要があります。

DELETE
サーバー上のリソースを削除します。要求本体は許可されません。

PATH(data-area)

アプリケーションによるアクセスが必要なサーバー内部に存在する特定のリソー
スのパス情報を指定します。

この接続の WEB OPEN コマンドに既存の URIMAP 定義を指定するために
URIMAP オプションを使用した場合は、その URIMAP 定義に指定されている
パスが WEB SEND コマンドのデフォルトのパスになります。この環境では、
WEB SEND コマンドにパス情報を指定しなかった場合、この URIMAP 定義の
パスが使用されます。URIMAP 定義に指定されているパスとは異なるパスを指
定すると、この指定によって URIMAP 定義のパスは変更されます。

WEB OPEN コマンドで URIMAP オプションを使用しなかった場合は、デフォ
ルトのパスが存在しないため、パス情報を入力する必要があります。パス情報
は、WEB PARSE URL コマンドを使用して、既知の URL から抽出されます。

PATH オプションを使用してパス情報を入力する代わりに、WEB SEND コマン
ドの URIMAP オプションを使用すると、パス情報の取得元から直接 URIMAP

定義を指定できます。

PATHLENGTH(data-value)

パスの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。PATH オプションを使
用してパス情報を入力する場合は、PATHLENGTH オプションを指定する必要
があります。WEB PARSE URL コマンドを使用して URL を解析すると、パス
長の情報が戻されます。

QUERYSTRING(data-area)

要求の一環としてサーバーに入力する照会ストリングを指定します。照会ストリ
ングの先頭に疑問符 (?) を記述する必要はありません。記述しなかった場合
は、要求の構成時に CICS によって自動的に付加されます。照会ストリングに
エスケープ文字を挿入すると、CICS は、エスケープ文字をエスケープ形式でサ
ーバーに渡します。

QUERYSTRLEN(data-value)

QUERYSTRING オプションで指定された照会ストリングの長さをフルワード・
バイナリー値で指定します。

SESSTOKEN(data-value)

CICS とサーバー間の接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であるセ
ッション・トークンを指定します。この値は、WEB OPEN コマンドによって、
HTTP クライアントとしての CICS に戻されます。
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URIMAP(data-value)

アプリケーションがアクセスする必要のあるサーバー内部に存在する特定のリソ
ースのパス情報を提供する URIMAP 定義の名前 (8 文字以内) を指定します。
URIMAP 定義は、(USAGE(CLIENT) が指定された) HTTP クライアントとして
の CICS を対象にする必要があります。その HOST 属性は、この接続の WEB

OPEN コマンドに指定されていた URIMAP 定義の HOST 属性と同じにする
か、またはこの接続の WEB OPEN コマンドで HOST オプションに指定されて
いるホスト名と同じにする必要があります。WEB SEND コマンドに指定されて
いる URIMAP 定義は、この要求にのみ適用されます。

URIMAP オプションを指定する場合は、PATH オプションや PATHLENGTH

オプションを指定しないでください。

WEB RECEIVE (クライアント)
HTTP クライアントとしての CICS の HTTP 応答を受信します。

説明

HTTP クライアントとしての CICS の WEB RECEIVE では、サーバーが作成した
HTTP 応答の本文が受信されます。HTTP 応答のヘッダーは、WEB READ

HTTPHEADER コマンドまたは HTTP ヘッダーのブラウズ・コマンドを使用して別
個に調べることができます。このコマンドには、セッション・トークンを指定する
必要があります。

着信メッセージのコード・ページ変換は、このコマンドで指定できます。

注: ユーザー・アプリケーションを始動するトランザクションに指定された
RTIMOUT 値は、着信メッセージを受信するためにアプリケーションが待機す
る準備時間を示します (RTIMOUT はトランザクション・プロファイル定義に指
定されます)。RTIMOUT によって指定されている時間が経過すると、CICS に

WEB RECEIVE (HTTP クライアントとしての CICS)
�� WEB RECEIVE SESSTOKEN(data-value)

MEDIATYPE(data-area)
�

�
STATUSCODE(data-value)

�

�
STATUSTEXT(data-area) STATUSLEN(data-value)

INTO(data-area)
SET(ptr-ref)

�

� LENGTH(data-area)
MAXLENGTH(data-value) NOTRUNCATE

�

�
CLIENTCONV(cvda)

��

条件: INVREQ、LENGERR、NOTOPEN、IOERR、TIMEDOUT

このコマンドはスレッド・セーフです。
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よって TIMEDOUT 応答がアプリケーションに戻されます。RTIMOUT 値がゼ
ロの場合は、アプリケーションが待機する準備時間が無期限であることを示し
ています。トランザクション・プロファイル定義での RTIMOUT のデフォルト
設定はゼロであるため、HTTP クライアント要求を作成するアプリケーション
で、その設定を検査し、変更することは重要です。

ヒント: HTTP クライアントとしての CICS では、WEB SEND コマンドに続いて
WEB RECEIVE コマンドを発行する代わりに CONVERSE コマンドを使用
することができます。

オプション

CLIENTCONV(cvda)

CICS が、応答のエンティティー本体を、サーバーが使用する文字セットからア
プリケーションに適したコード・ページに変換するかどうかを指定します。デフ
ォルトでは、エンティティー本体は変換されます。

CLICONVERT
CICS は、応答のエンティティー本体を、サーバーが使用する文字セッ
トからアプリケーション用に指定されたコード・ページに変換します。

NOCLICONVERT
CICS は、応答のエンティティー本体を変換しないため、応答はサーバ
ーが使用する文字セットでアプリケーションに渡されます。

HTTP クライアントとしての CICS の WEB RECEIVE コマンドでは、文字セ
ットやアプリケーション・コード・ページを指定する必要はありません。コー
ド・ページ変換が必要な場合、CICS は、メッセージの Content-Type ヘッダー
を検査することにより、サーバーで使用される文字セットを識別します。ヘッダ
ーにこの情報が含まれていない場合、または指定された文字セットが CICS の
コード・ページ変換でサポートされていない場合は、ISO-8859-1 文字セットが
使用されます。アプリケーションのコード・ページでは、ローカルの CICS 領
域のデフォルトのコード・ページ (LOCALCCSID システム初期設定パラメータ
ーで指定) が使用されるか、WEB OPEN コマンドで指定した別の EBCDIC コ
ード・ページが使用されます。

INTO(data-area)

受信するデータを格納するためのバッファーを指定します。

LENGTH(data-area)

CICS からアプリケーションに戻されたデータ量に設定されるフルワード・バイ
ナリー変数が指定されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されていない場合、メッセージ内に存在す
る追加データは廃棄されています。追加データが存在していた場合、RESP2

値に 57 が設定された LENGERR 応答が戻されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されている場合、追加データは保存されま
す。追加データが使用可能な場合、RESP2 値に 36 が設定された LENGERR

応答が戻されます。この場合に実行すべき操作は、NOTRUNCATE オプショ
ンの説明で示しています。

MAXLENGTH(data-value)

CICS によってアプリケーションに渡されるデータの最大量をフルワード・バイ
ナリー値として指定します。MAXLENGTH オプションは、データを受信すると
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きに INTO オプションまたは SET オプションのいずれかを指定すると適用さ
れます。チャンク形式転送コーディングを使用してデータを送信すると、CICS

は大量のデータを 1 つのメッセージに組み立ててからアプリケーションに送信
するため、MAXLENGTH オプションは、個々のチャンク (まとまり) に対して
ではなく、チャンク化メッセージの全長に対して適用されます。コード・ページ
の変換が実行された後のデータが測定されます。

MEDIATYPE(data-area)

本文のメディア・タイプ (すなわち、データ内容のタイプ) を受信するための
56 文字のデータ域を指定します (例: text/xml)。

NOTRUNCATE
使用可能なデータが、MAXLENGTH オプションで要求されている長さを超えた
場合、残りのデータを即座には廃棄せず、保存して後続の RECEIVE コマンド
による検索に備えることを指定します。(RECEIVE コマンドがその後発行され
なかった場合は、トランザクションの終了時にデータは廃棄されます。)

SET オプションを指定し、MAXLENGTH オプションを指定せずに単一の
RECEIVE コマンドを実行すると、長さに関係なく、残りのデータすべてが受信
されます。あるいは、一連の RECEIVE コマンドに NOTRUNCATE オプション
を指定して実行し、残りのデータを該当するチャンク (まとまり) として受信す
ることができます。LENGERR 応答を取得しなくなるまで、RECEIVE コマンド
を発行し続けます。

SET(ptr-ref)

受信したデータのアドレスの設定先となるポインター参照を指定します。ポイン
ター参照は、次の RECEIVE コマンドまたはタスクの終了まで有効です。

SESSTOKEN(data-value)

CICS とサーバー間の接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であるセ
ッション・トークンを指定します。この値は、WEB OPEN コマンドによって、
HTTP クライアントとしての CICS に戻されます。

STATUSCODE(data-value)

サーバーによって送信された HTTP 状況コードを受信するためのデータ域を指
定します。このコードは、バイナリーのハーフワード値です。例として、200

(通常) や 404 (検出されない) があります。状況コードの受信はオプションです
が、以下の状況では、必ず状況コードを受信し、検査する必要があります。

v サーバーに対して、現在、または将来の接続中に同一の要求を作成する予定
がある場合。

v サーバーに対して、この接続を使用してさらに要求を作成する予定がある場
合。

v アプリケーションが応答として受信した情報によって異なる処理をその後実
行する場合。

STATUSTEXT(data-area)

状況コードを記述するためにサーバーによって戻されるテキストを受信するため
のデータ域を指定します。このテキストは、理由句と呼ばれています。例とし
て、「了解」(状況コード 200 と共に戻される) や「不正な要求 (Bad

Request)」(状況コード 400 と共に戻される) があります。STATUSLEN オプシ
ョンでは、このテキストに指定できる長さを指定します。
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STATUSLEN(data-value)

状況コードを記述するためにサーバーによって戻されるテキストの受信用のデー
タ域 (STATUSTEXT オプションで指定) の長さを、フルワード・バイナリー値
で指定します。このテキストは、理由句と呼ばれています。HTTP で推奨される
ほとんどの理由句は短い句ですが、サーバーが推奨される理由句をより詳細な情
報で置き換える場合は、ここで 256 文字のデータ域の長さを指定するように推
奨されています。

WEB CONVERSE
1 つのコマンドで、HTTP クライアントとしての CICS による HTTP 要求を送信
し、サーバーから応答を受信します。HTTP クライアントとしての CICS に対する
WEB SEND コマンドと WEB RECEIVE コマンドの代わりとなるコマンドです。

WEB CONVERSE
�� WEB CONVERSE SESSTOKEN(data-value) �

�
PATH(data-area) PATHLENGTH(data-value)
URIMAP(data-value)

METHOD(cvda) �

�
MEDIATYPE(data-area)

�

�
QUERYSTRING(data-area) QUERYSTRLEN(data-value)

�

�
DOCTOKEN(data-value)
FROM(data-area) FROMLENGTH(data-value)

ACTION(cvda)
�

�
CLOSESTATUS(cvda)

INTO(data-area)
SET(ptr-ref)

TOLENGTH(data-area) �

�
MAXLENGTH(data-value) NOTRUNCATE STATUSCODE(data-area)

�

�
STATUSTEXT(data-area) STATUSLEN(data-value)

�

�
CHARACTERSET(data-value) CLIENTCONV(cvda)

��

条件:
IOERR、INVREQ、LENGERR、NOTAUTH、NOTFND、NOTOPEN、TIMEDOUT、
TOKENERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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説明

WEB CONVERSE を使用すると、アプリケーション・プログラムは、HTTP クライ
アント要求の構成および送信を実行し、サーバーから応答を受け取ることができま
す。このコマンドには、セッション・トークンを指定する必要があります。

v HTTP クライアント要求は、WEB OPEN コマンドを使用してオープンされた接
続を使用して作成されます。WEB SEND コマンドの代わりに WEB CONVERSE

を使用して、要求を構成および送信できます。

v サーバーからの応答は、CICS Web サポートによって受信され、アプリケーショ
ンに渡されます。WEB RECEIVE コマンドの代わりに WEB CONVERSE コマン
ドを使用して、アプリケーション・プログラムを待機させ、HTTP 応答を受け取
ることができます。HTTP 応答のヘッダーは、WEB READ HTTPHEADER コマ
ンドまたは HTTP ヘッダーのブラウズ・コマンドを使用して別個に調べることが
できます。

注: ユーザー・アプリケーションを始動するトランザクションに指定された
RTIMOUT 値は、着信メッセージを受信するためにアプリケーションが待機
する準備時間を示します (RTIMOUT はトランザクション・プロファイル定
義に指定されます)。RTIMOUT によって指定されている時間が経過すると、
CICS によって TIMEDOUT 応答がアプリケーションに戻されます。
RTIMOUT 値がゼロの場合は、アプリケーションが待機する準備時間が無期
限であることを示しています。トランザクション・プロファイル定義での
RTIMOUT のデフォルト設定はゼロであるため、HTTP クライアント要求を
作成するアプリケーションで、その設定を検査し、変更することは重要で
す。

WEB CONVERSE コマンドは、要求に対してチャンク形式転送コーディングをサポ
ートしていません。この処理には一連の送信アクションが必要であるが、WEB

CONVERSE コマンドが実行できるのは単一の送信アクションであるためです。チャ
ンク化メッセージを送信する場合は、WEB SEND コマンドを使用して送信し、
WEB RECEIVE コマンドを使用して受信してください。サーバーがチャンク化応答
を送信した場合、WEB CONVERSE コマンドを使用して受信することができます。

WEB CONVERSE コマンドは、サーバーへの接続が終了した後は使用できません。
サーバーが接続の終了を要求したかどうかをテストする必要がある場合は、WEB

READ HTTPHEADER コマンドを使用して、サーバーからの最後のメッセージに存
在する Connection: close ヘッダーを探します。

WEB CONVERSE コマンドは、単一の送信操作と単一の受信操作を実行するため、
WEB SEND コマンドと WEB RECEIVE コマンドの代用として設計されています。
WEB SEND コマンドと WEB RECEIVE コマンドは、WEB CONVERSE コマンド
と同じ接続に関連して (つまり、同じ SESSTOKEN を使用して) 使用できます。た
だし、要求をパイプライン化 (一連の要求を応答を待たずに送信すること) する場合
は、WEB SEND コマンドを実行した後、WEB CONVERSE コマンドを実行しない
でください。CICS は、プログラムの実行時に各 WEB SEND コマンドの後、WEB

CONVERSE コマンドが発行されてから WEB RECEIVE コマンドが発行されるかど
うかを検査します。例えば、WEB SEND コマンドを 3 度使用してパイプライン化
された一連の要求を発行する場合、WEB RECEIVE コマンドを 3 度使用して、こ
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れらの要求に対する応答を受信してから、WEB CONVERSE コマンドを使用するこ
とができます。

HTTP クライアント要求の送信オプション

ACTION(cvda)

このオプションの使用目的は、メッセージを外部へ送信する方法を指定すること
です。HTTP クライアントとしての CICS に適用できる CVDA 値は以下のと
おりです。

EXPECT
このオプションを指定すると、CICS は、Expect ヘッダーのほかに、要
求行と要求のヘッダーを送信し、100-Continue 応答を待ってから、メッ
セージ本文をサーバーに送信するようになります。100-Continue 以外の
応答を受信した場合、CICS はアプリケーション・プログラムに通知
し、送信を取り消します。待機期間後に応答を受信しなかった場合、
CICS は、メッセージ本文を送信します。

このオプションは、要求にメッセージ本文が含まれている場合にのみ使
用してください。

CLOSESTATUS(cvda)

「close」接続オプションを指定した Connection ヘッダー (Connection: close) を
要求に挿入するかどうかを指定します。デフォルトの設定では、ヘッダーは記述
されません。CVDA 値は、以下のとおりです。

CLOSE
CICS がこの要求の Connection: close ヘッダーに書き込みを行います。
このヘッダーによって、サーバーが要求に対する応答を送信した後に接
続を終了することがサーバーに通知されます。(HTTP/1.0 レベルのサー
バーの場合、CICS は Connection: Keep-Alive ヘッダーを省略すること
によって、同じ効果を得ます。)

NOCLOSE
この要求では、Connection: close ヘッダーが使用されないことを意味し
ます。サーバーが HTTP/1.0 と識別された場合、CICS は、
「Keep-Alive」接続オプションを指定した Connection ヘッダー
(Connection: Keep-Alive) を送信して、持続接続が求められることを通知
します。

DOCTOKEN(data-value)

メッセージ本文として送信される文書の 16 バイトのバイナリー・トークンを指
定します。この文書は、CICS Document インターフェース (EXEC CICS

DOCUMENT CREATE、INSERT、および SET コマンド) を使用して作成する
必要があります (「CICS Application Programming Guide」に説明されていま
す)。FROM オプションを指定すると、メッセージ本文を作成するための別の方
法を使用できます。

CICS の文書は UTF-8 および UTF-16 文字エンコードに変換することはできま
せん。

FROM(data-area)

メッセージ本文を保持するデータのバッファーを指定します。メッセージ本文
は、アプリケーション・プログラムによって作成されます。FROM オプション
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を指定する場合は、FROMLENGTH オプションを使用してデータのバッファー
長を指定します。DOCTOKEN オプションを指定すると、メッセージ本文を作成
するための別の方法を使用できます。

FROMLENGTH(data-area)

FROM オプションで指定したデータ (メッセージ本文) のバッファーの長さを、
フルワード・バイナリー値として指定します。この値のデータ長が誤っている
と、メッセージの受信側で問題が起きる可能性があるため、値を正しく指定する
ことが重要です。

MEDIATYPE(data-area)

要求本体のデータ内容 (例: text/xml) を指定します。メディア・タイプは、適
切な句読点を含む 56 文字以内の英数字です。 CICS ではメディア・タイプの
フォーマットが正しいかどうかは検査されますが、データの内容に対するメディ
ア・タイプの妥当性は検査されません。

本文を必要とする要求では、MEDIATYPE オプションを指定する必要がありま
す。また、デフォルトはありません。

MEDIATYPE オプションは、WEB CONVERSE コマンドの送信機能と受信機能
の両方で使用されます。このオプションを値を指定して使用した場合、その値は
要求内で Content-Type ヘッダーの構成のために使用され、同じフィールドがサ
ーバーによって戻される応答のメディア・タイプを受信するために使用されま
す。値なしで使用した場合は、応答のメディア・タイプの受信のみに使用されま
す。

METHOD(cvda)

要求の HTTP メソッドを指定します。

このコマンドでは、GET、HEAD、POST、PUT、TRACE、OPTIONS、DELETE

の各メソッドがサポートされています。ただし、一部の HTTP サーバー、特に
HTTP/1.0 サーバーでは、これらのメソッドの一部をインプリメントしないこと
があります。

CICS は、メソッドに対してメッセージ本文の送信が適切でない場合、送信され
ないようにし、適切な場合にメソッドに対してメッセージ本文の送信を要求しま
す。CVDA 値は、以下のとおりです。

GET サーバーからリソースを取得します。要求本体は許可されません。

HEAD リソースの HTTP ヘッダーを取得します (応答本体は取得しません)。
要求本体は許可されません。

POST サーバーにデータを送信します。要求本体が必要です。

PUT サーバー上のリソースを作成または変更します。要求本体が必要です。

TRACE
サーバーに対する要求の経路をトレースします。要求本体は許可されま
せん。

OPTIONS
サーバーに関する情報を取得します。要求本体は許可されますが、本体
の目的が定義されていません。要求本体を使用する場合は、メディア・
タイプを指定する必要があります。
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DELETE
サーバー上のリソースを削除します。要求本体は許可されません。

PATH(data-area)

アプリケーションによるアクセスが必要なサーバー内部に存在する特定のリソー
スのパス情報を指定します。

この接続の WEB OPEN コマンドに既存の URIMAP 定義を指定するために
URIMAP オプションを使用した場合は、その URIMAP 定義に指定されている
パスが WEB SEND コマンドのデフォルトのパスになります。この環境では、
WEB SEND コマンドにパス情報を指定しなかった場合、この URIMAP 定義の
パスが使用されます。URIMAP 定義に指定されているパスとは異なるパスを指
定すると、この指定によって URIMAP 定義のパスは変更されます。

WEB OPEN コマンドで URIMAP オプションを使用しなかった場合は、デフォ
ルトのパスが存在しないため、パス情報を入力する必要があります。パス情報
は、WEB PARSE URL コマンドを使用して、既知の URL から抽出されます。

PATH オプションを使用してパス情報を入力する代わりに、WEB CONVERSE

コマンドの URIMAP オプションを使用すると、パス情報の取得元から直接
URIMAP 定義を指定できます。

PATHLENGTH(data-value)

パスの長さをフルワード・バイナリー値で指定します。PATH オプションを使
用してパス情報を入力する場合は、PATHLENGTH オプションを指定する必要
があります。WEB PARSE URL コマンドを使用して URL を解析すると、パス
長の情報が戻されます。

QUERYSTRING(data-area)

要求の一環としてサーバーに入力する照会ストリングを指定します。照会ストリ
ングの先頭に疑問符 (?) を記述する必要はありません。記述しなかった場合
は、要求の構成時に CICS によって自動的に付加されます。照会ストリングに
エスケープ文字を挿入すると、CICS は、エスケープ文字をエスケープ形式でサ
ーバーに渡します。

QUERYSTRLEN(data-value)

QUERYSTRING オプションで指定された照会ストリングの長さをフルワード・
バイナリー値で指定します。

SESSTOKEN(data-value)

CICS とサーバー間のこの接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であ
るセッション・トークンを指定します。この値は、WEB OPEN コマンドによっ
て、HTTP クライアントとしての CICS に戻されます。 77ページの『セッショ
ン・トークン』には、セッション・トークンの使用法が説明されています。

URIMAP(data-value)

アプリケーションがアクセスする必要のあるサーバー内の特定のリソースに関す
るパス情報を提供する URIMAP 定義の名前 (8 文字以内) を指定します。
URIMAP 定義は、(USAGE(CLIENT) が指定された) HTTP クライアントとして
の CICS を対象にする必要があります。その HOST 属性は、この接続の WEB

OPEN コマンドに指定されていた URIMAP 定義の HOST 属性と同じにする
か、またはこの接続の WEB OPEN コマンドで HOST オプションに指定されて
いるホスト名と同じにする必要があります。WEB CONVERSE コマンドに指定
されている URIMAP 定義は、この要求にのみ適用されます。
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URIMAP オプションを指定する場合は、PATH オプションや PATHLENGTH

オプションを指定しないでください。

サーバーの応答の受信オプション

INTO(data-area)

受信するデータを格納するためのバッファーを指定します。

MAXLENGTH(data-value)

CICS によってアプリケーションに渡されるデータの最大量をフルワード・バイ
ナリー値として指定します。MAXLENGTH オプションは、データを受信すると
きに INTO オプションまたは SET オプションのいずれかを指定すると適用さ
れます。チャンク形式転送コーディングを使用してデータを送信すると、CICS

は大量のデータを 1 つのメッセージに組み立ててからアプリケーションに送信
するため、MAXLENGTH オプションは、個々のチャンク (まとまり) に対して
ではなく、チャンク化メッセージの全長に対して適用されます。コード・ページ
の変換が実行された後のデータが測定されます。

MEDIATYPE(data-area)

本文のメディア・タイプ (すなわち、データ内容のタイプ) を受信するための
56 文字のデータ域を指定します (例: text/xml)。

MEDIATYPE オプションは、WEB CONVERSE コマンドの送信機能と受信機能
の両方で使用されます。このオプションを値を指定して使用した場合、その値は
要求内で Content-Type ヘッダーの構成のために使用され、同じフィールドがサ
ーバーによって戻される応答のメディア・タイプを受信するために使用されま
す。値なしで使用した場合は、応答のメディア・タイプの受信のみに使用されま
す。

NOTRUNCATE
使用可能なデータが、MAXLENGTH オプションで要求されている長さを超えた
場合、残りのデータを即座には廃棄せず、保存して後続の RECEIVE コマンド
による検索に備えることを指定します。(RECEIVE コマンドがその後発行され
なかった場合は、トランザクションの終了時にデータは廃棄されます。)

SET オプションを指定し、MAXLENGTH オプションを指定せずに単一の
RECEIVE コマンドを実行すると、長さに関係なく、残りのデータすべてが受信
されます。あるいは、一連の RECEIVE コマンドに NOTRUNCATE オプション
を指定して実行し、残りのデータを該当するチャンク (まとまり) として受信す
ることができます。LENGERR 応答を取得しなくなるまで、RECEIVE コマンド
を発行し続けます。

SET(ptr-ref)

受信したデータのアドレスの設定先となるポインター参照を指定します。ポイン
ター参照は、次の RECEIVE コマンドまたはタスクの終了まで有効です。

STATUSCODE(data-area)

サーバーによって送信された HTTP 状況コードを受信するためのデータ域を指
定します。このコードは、バイナリーのハーフワード値です。例として、200

(通常) や 404 (検出されない) があります。状況コードの受信はオプションです
が、以下の状況では、必ず状況コードを受信し、検査する必要があります。

v サーバーに対して、現在、または将来の接続中に同一の要求を作成する予定
がある場合。
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v サーバーに対して、この接続を使用してさらに要求を作成する予定がある場
合。

v アプリケーションが応答として受信した情報によって異なる処理をその後実
行する場合。

STATUSTEXT(data-area)

状況コードを記述するためにサーバーによって戻されるテキストを受信するため
のデータ域を指定します。このテキストは、理由句と呼ばれています。例とし
て、「了解」(状況コード 200 と共に戻される) や「不正な要求 (Bad

Request)」(状況コード 400 と共に戻される) があります。STATUSLEN オプシ
ョンでは、このテキストに指定できる長さを指定します。

STATUSLEN(data-value)

状況コードを記述するためにサーバーによって戻されるテキストの受信用のデー
タ域 (STATUSTEXT オプションで指定) の長さを、フルワード・バイナリー値
で指定します。このテキストは、理由句と呼ばれています。HTTP で推奨される
ほとんどの理由句は短い句ですが、サーバーが推奨される理由句をより詳細な情
報で置き換える場合は、ここで 256 文字のデータ域の長さを指定するように推
奨されています。

TOLENGTH(data-area)

CICS からアプリケーションに戻されたデータ量に設定されるフルワード・バイ
ナリー変数が指定されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されていない場合、メッセージ内に存在す
る追加データは廃棄されています。追加データが存在していた場合、RESP2

値に 57 が設定された LENGERR 応答が戻されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されている場合、追加データは保存されま
す。追加データが使用可能な場合、RESP2 値に 36 が設定された LENGERR

応答が戻されます。この場合に実行すべき操作は、NOTRUNCATE オプショ
ンの説明で示しています。

このオプションは、WEB RECEIVE の LENGTH オプションに相当します。

送信および受信した項目を変換するためのオプション

CHARACTERSET(data-value)

CICS が HTTP 要求のエンティティー本体を送信前に変換する場合、変換後の
文字セットを指定します。文字セットの名前には、適切な句読点を含む 40 文字
以内の英数字を指定することができます。CICS では、IANA によって指定され
るすべての文字セットがサポートされるわけではありません。

要求の本文の変換を実行するには、CLIENTCONV オプションをデフォルトの
CLICONVERT にするか、または NOINCONVERT に指定する必要がありま
す。NOCLICONVERT または NOOUTCONVERT を指定すると、要求の本文の
変換が抑制されます。変換が要求された場合、CHARACTERSET 属性が指定さ
れていないと、デフォルトとして ISO-8859-1 が使用されます。

CLIENTCONV(cvda)

CICS が、送信前の HTTP 要求の本文を変換するかどうか、およびサーバーの
応答のエンティティー本体を変換するかどうかを指定します。デフォルトでは、
要求が外部に送信されるときと、応答が受信されるときに、エンティティー本体
が変換されます (CLICONVERT)。
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v 要求の本文の場合、このコマンドの CHARACTERSET オプションを使用し
て、サーバーに適した文字セットを指定できます。変換が要求されていて (ま
たはデフォルトで実行されて) 文字セットが指定されていない場合、デフォル
トで CICS はエンティティー本体を ISO-8859-1 文字セットに変換します。

v 応答の本文の場合、サーバーで使用する文字セットを指定する必要はありま
せん。CICS は、メッセージの Content-Type ヘッダーを検査することによっ
てこれを識別します。ヘッダーにこの情報が含まれていない場合、または指
定された文字セットが CICS のコード・ページ変換でサポートされていない
場合は、ISO-8859-1 文字セットが使用されます。

v アプリケーションのコード・ページでは、ローカルの CICS 領域のデフォル
トのコード・ページ (LOCALCCSID システム初期設定パラメーターで指定)

が使用されるか、WEB OPEN コマンドで指定した別の EBCDIC コード・ペ
ージが使用されます。

CVDA 値は、以下のとおりです。

CLICONVERT
CICS は、要求のエンティティー本体をサーバー用に指定された文字セ
ットに変換し、応答のエンティティー本体をアプリケーションに適した
コード・ページに変換します。

NOINCONVERT
CICS は、要求のエンティティー本体をサーバー用に指定された文字セ
ットに変換します。ただし、CICS は応答のエンティティー本体は変換
しないため、応答はサーバーが使用する文字セットでアプリケーション
に渡されます。

NOOUTCONVERT
CICS は要求のエンティティー本体を変換しないため、要求はアプリケ
ーションが使用するコード・ページの形式でリモート・サーバーに渡さ
れます。ただし、CICS は、応答のエンティティー本体をアプリケーシ
ョンに適したコード・ページに変換します。

NOCLICONVERT
CICS は要求のエンティティー本体を変換しないため、要求はアプリケ
ーションが使用するコード・ページの形式でリモート・サーバーに渡さ
れます。CICS は、応答のエンティティー本体を変換しないため、応答
はサーバーが使用する文字セットでアプリケーションに渡されます。

EXEC CICS WEB コマンドのオプションの変更点
HTTP ヘッダーの EXEC CICS WEB コマンドに SESSTOKEN オプションが追加さ
れたため、このコマンドは HTTP クライアントとしての CICS で使用できます。

以下のコマンドに SESSTOKEN オプションが追加されました。

v WEB WRITE HTTPHEADER

v WEB READ HTTPHEADER

v WEB STARTBROWSE HTTPHEADER

v WEB READNEXT HTTPHEADER

v WEB ENDBROWSE HTTPHEADER
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SESSTOKEN(data-value)

HTTP クライアントとしての CICS では、このオプションは必須です。CICS と
サーバー間の接続を一意に識別する 8 バイトのバイナリー値であるセッショ
ン・トークンを指定します。この値は、WEB OPEN コマンドによって、HTTP

クライアントとしての CICS に戻されます。 77ページの『セッション・トーク
ン』には、セッション・トークンの使用法が説明されています。

JCICS API の変更点

注: 以下の機能は、PTF XXXXX で使用できます。

JCICS アプリケーション・プログラミング・インターフェースが拡張され、以下の
CICS コマンドのクライアント機能をサポートするようになりました。

WEB OPEN

WEB CLOSE

WEB SEND

WEB RECEIVE

WEB CONVERSE

WEB READ HTTPHEADER

WEB WRITE HTTPHEADER

WEB STARTBROWSE HTTPHEADER

WEB READNEXT HTTPHEADER

WEB ENDBROWSE HTTPHEADER

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

HTTP クライアントとしての CICS には、WEB OPEN コマンドの XWBOPEN、お
よび WEB SEND コマンドの XWBSNDO という 2 つの新規グローバル・ユーザ
ー出口ルーチンがあります。(XWBSNDO は、WEB SEND コマンドが HTTP クラ
イアントとしての CICS で使用される場合にのみ適用されます。HTTP サーバーと
しての CICS の場合には適用されないので、注意してください。)

HTTP クライアントの開始出口 XWBOPEN
XWBOPEN を使用すると、システム管理者は、HTTP クライアントとしての CICS

による HTTP 要求に使用するプロキシー・サーバーを指定して、これらの要求に指
定されたホスト名にセキュリティー・ポリシーを適用できます。XWBOPEN は、サ
ーバーとの接続を開始するためにアプリケーション・プログラムによって使用され
る、EXEC CICS WEB OPEN コマンドの処理時に呼び出されます。

CICS 自体には、HTTP クライアントとしての CICS による HTTP 要求に対してプ
ロキシー・サーバーを使用する (または使用しない) ことに関する要件は存在しませ
ん。また、CICS は、これらの要求に対してはセキュリティー・ポリシーを適用しま
せん。お客様のシステムまたは組織がこれらの機能を必要としている場合、それを
セットアップするのはお客様の役割です。

EXEC CICS WEB OPEN コマンドを実行すると、CICS Web ドメインは、サーバー
との接続開始を指示されます。XWBOPEN は、接続が開始される前に呼び出されま
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す。接続のホスト名 (例えば、www.example.com) は、EXEC CICS WEB OPEN コ
マンドの HOST オプションによって指定されますが、検査のために UEPHOST パ
ラメーターとしてユーザー出口プログラムに渡されます。この時点で、ユーザー出
口プログラムは、次の 2 つの目的のために使用できます。

v HTTP 要求がプロキシー・サーバーを使用して、必要なプロキシー・サーバーの
名前を戻す必要があるかどうかを調べる。プロキシー・サーバーが必要な場合
は、戻りコード UERCPROX が使用され、プロキシー・サーバーの名前が
(UEPPROXY で指定されるバッファーにある) CICS Web ドメインに戻されて、
サーバーへの接続に使用されます。プロキシー・サーバーが必要でない場合は、
戻りコード UERCNORM が使用されます。

v ホスト名にセキュリティー・ポリシーを適用する。 戻りコード UERCBARR

は、ホストへのアクセスが許可されていないことを示しています。ホストへのア
クセスが許可されなかった場合は、WEB OPEN コマンドに INVREQ 応答が戻さ
れるため、アプリケーション・プログラマーは接続の開始を中止する必要があり
ます。ホストだけでなく個々のリソースに (またはホストの代わりに個々のリソ
ースに) セキュリティー・ポリシーを適用する場合は、EXEC CICS WEB SEND

コマンドや EXEC CICS WEB CONVERSE コマンドで XWBSNDO ユーザー出
口を使用すると、URL のパス部分にセキュリティー・ポリシーを適用できます。

サンプル・プログラム DFH$WBPI および DFH$WBEX、および関連のコピーブッ
ク DFH$WBGA では、グローバル作業域でプロキシー・サーバー情報またはセキュ
リティー・ポリシーをセットアップする方法を示します。例えば、使用している
CICS システムからのすべての要求に単一のプロキシー・サーバーを使用する場合
は、プロキシー・サーバー名を初期設定パラメーターとして指定できます。いくつ
かのプロキシー・サーバーを使用するか、またはセキュリティー・ポリシーをさま
ざまなホスト名に適用する場合は、ホスト名を該当のプロキシー・サーバーと突き
合わせるか除外対象としてマークするテーブルをロードまたは作成できますが、こ
のテーブルは、その後、EXEC CICS WEB OPEN コマンドの処理時にルックアッ
プ・テーブルとして使用できます。サンプル・プログラムは、プログラム・リス
ト・テーブル初期設定後 (PLTPI) 処理時か、または EXEC CICS WEB OPEN コマ
ンドの使用が予想される前の任意の時点で実行できます。これらは、サンプル・プ
ログラム DFH$PCPI および DFH$PCEX や、サンプル・コピーブック DFH$PCGA

がベースになっています。

出口 XWBOPEN

呼び出し時
EXEC CICS WEB OPEN コマンドの処理時。

出口固有のパラメーター

UEPHOST
WEB OPEN コマンドの HOST オプションに指定されているホスト名
が格納されているフィールドのアドレス。

注: ホスト名は、このフィールドで保管されると大文字に変換されま
す。ユーザー出口プログラムは、ホスト名と突き合わせるときに、
このことを考慮に入れます。

UEPHOSTL
ホスト名のハーフワード長が格納されているフィールドのアドレス。
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UEPPROXY
プロキシー・サーバー名を指すアドレスが格納されているフィールドの
アドレス。

UEPPROXYL
プロキシー・サーバー名のハーフワード長が格納されているフィールド
のアドレス。

戻りコード

UERCNORM
この HTTP 要求にプロキシー・サーバーは必要なく、このホスト名は
禁止されていません。

UERCPROX
この HTTP 要求にはプロキシー・サーバーが必要です。UEPPROXY は
必要なプロキシー・サーバーの名前に設定されており、UEPPROXYL は
そのプロキシー・サーバー名の長さに設定されています。

UERCBARR
サーバーのホスト名は禁止されています。

UERCERR
出口の処理中にエラーが発生しました。

HTTP クライアントの送信出口 XWBSNDO
XWBSNDO を使用すると、システム管理者は、HTTP クライアントとしての CICS

による HTTP 要求にセキュリティー・ポリシーを指定できます。XWBSNDO が呼
び出されるのは、EXEC CICS WEB SEND コマンドまたは EXEC CICS WEB

CONVERSE コマンドの処理を実行するときです。ホスト名およびパス情報は、この
出口に渡されるため、セキュリティー・ポリシーは、これらのコンポーネントのい
ずれかまたは両方に適用できます。

HTTP クライアントとしての CICS による HTTP 要求に対して、CICS 自体がセキ
ュリティー・ポリシーを適用することはありません。したがって、お客様のシステ
ムまたは組織がこの機能を必要とする場合、それをセットアップするのはお客様の
役割です。

WEB OPEN コマンドで XWBOPEN 出口を使用すると、ホスト全体へのアクセスを
禁止できます。また、XWBSNDO 出口を使用すると、ホスト全体へのアクセスを禁
止することも、ホスト内部の特定のパスへのアクセスを禁止することもできます。
ホスト全体へのアクセスを禁止する場合は、XWBOPEN 出口を組み合わせてこれを
行うと時間を節約できます。アプリケーション・プログラムは接続を開始すること
ができないため、送信予定の要求を作成する時間を浪費せずに済むからです。
XWBSNDO 出口にホスト名を指定するのは、異なるホストが使用する同一のパスを
区別することがその主な目的です。

HTTP 要求にチャンク形式転送コーディングを使用する場合、チャンク化メッセー
ジを対象とする最初の WEB SEND コマンドでは、XWBSNDO のみが呼び出され
ます。

ホストは UEPHOST パラメーターとしてユーザー出口プログラムに渡され、パスは
UEPPATH パラメーターとして渡されます。戻りコード UERCNORM は、パスが許
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可されていることを示しており、戻りコード UERCBARR は、パスが許可されてい
ないことを示しています。パスが許可されなかった場合は、WEB SEND コマンド
または WEB CONVERSE コマンドに INVREQ 応答が戻されるため、アプリケーシ
ョン・プログラマーは WEB CLOSE コマンドを使用して接続を終了することによ
り、これを処理する必要があります。

出口 XWBSNDO

呼び出し時
HTTP クライアントとしての CICS による HTTP 要求を対象として、
EXEC CICS WEB SEND コマンドまたは EXEC CICS WEB CONVERSE

コマンドの処理を実行するとき。クライアント要求は、WEB SEND コマン
ドに SESSTOKEN パラメーターが使用されていることで示されます。

出口固有のパラメーター

UEPHOST
特定の接続での WEB OPEN コマンドの HOST オプションに指定され
ているホスト名が格納されているフィールドのアドレス。

注: ホスト名は、このフィールドで保管されると大文字に変換されま
す。ユーザー出口プログラムは、ホスト名と突き合わせるときに、
このことを考慮に入れます。

UEPHOSTL
ホスト名のハーフワード長が格納されているフィールドのアドレス。

UEPPATH
WEB SEND コマンドの PATH オプションに指定されているパスが格
納されているフィールドのアドレス。

UEPPATHL
パスのハーフワード長が格納されているフィールドのアドレス。

戻りコード

UERCNORM
パスは許可されています。

UERCBARR
パスが許可されていません。

モニターの変更点

パフォーマンス・クラス・モニター・レコードの DFHWEBB グループに、以下の
フィールドが追加されました。

331 (TYPE-A, ’WBREDOCT’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート READ HTTPHEADER 要求の数。

332 (TYPE-A, ’WBWRTOCT’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート WRITE HTTPHEADER 要求の数。
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333 (TYPE-A, ’WBRCVIN1’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート RECEIVE および CONVERSE 要求の数。

334 (TYPE-A, ’WBCHRIN1’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート RECEIVE および CONVERSE 要求によって受信
されるバイト数。

335 (TYPE-A, ’WBSNDOU1, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート SEND および CONVERSE 要求の数。

336 (TYPE-A, ’WBCHROU1’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート SEND および CONVERSE 要求によって送信さ
れるバイト数。

337 (TYPE-A, ’WBPARSCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された CICS Web サポート PARSE URL

要求の数。

338 (TYPE-A, ’WBBRWOCT’, 4 BYTES)
CICS が HTTP クライアントの場合に、ユーザー・タスクによって発行さ
れた CICS Web サポート BROWSE HTTPHEADER 要求
(STARTBROWSE、READNEXT、および ENDBROWSE) の数。

注: WEB CONVERSE コマンドを使用して要求が行われた場合、これによって
Send および Receive 要求数 (WBSNDOU1 および WBRCVIN1) 並びに送信お
よび受信文字数 (WBCHRIN1 および WBCHROU1) が増分します。
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第 4 章 HTTP/1.1 への CICS Web サポートのアップグレード

CICS Web サポートは HTTP/1.1 をサポートするようになりました。

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 以前の CICS のリリー
スでは、HTTP/1.0 がサポートされていました。CICS Web サポートが拡張されて、
HTTP/1.1 仕様の機能 (チャンク形式転送コーディング、パイプライン化、および持
続接続を含む) を処理し提供するようになりました。

CICS Web サポートは、Internet Society and IETF (Internet Engineering Task Force)

の Request for Comments 文書 RFC 2616、「Hypertext Transfer Protocol -

HTTP/1.1」に記述されている HTTP/1.1 仕様に条件付きで準拠しています。(RFC

2616 は http://www.ietf.org/rfc/rfc2616.txt からダウンロードできます。) HTTP/1.1 仕
様への条件付き準拠は、CICS が、HTTP/1.1 仕様に記述されているすべての必須
「MUST」レベルの要件を満たしているものの、推奨「SHOULD」レベルの要件を
完全には満たしていないことを意味します。ここでいう要件とは、CICS 自体で実際
に提供される機能に関連する要件を指します。ご使用のユーザー・アプリケーショ
ン・プログラムが実行する処理における準拠についてはそのユーザー・アプリケー
ション・プログラムも責任を共有します。このためのガイドラインが提供されてお
り、これを行う準備ができたら、このガイドラインを使用してアプリケーション・
プログラムを準拠させることができます。

CICS TS バージョン 3 の新規動作

v CICS はインバウンド・メッセージが HTTP/1.1 に準拠しているかを検査して、
非準拠のメッセージを処理または拒否します。

v CICS は、URL を比較するために HTTP/1.1 の規則に準拠します。

v CICS はアウトバウンド・メッセージの開始行に適切な HTTP バージョン番号を
提供します。

v アウトバウンド HTTP/1.1 メッセージでは、CICS は、HTTP/1.1 に準拠するメッ
セージに通常あるべき以下の HTTP ヘッダーを提供します。

– Content-Length (クライアント要求またはサーバー応答の場合)。

– Content-Type (クライアント要求またはサーバー応答の場合)。

– Date (クライアント要求またはサーバー応答の場合)。

– Host (クライアント要求の場合)。

– Last-Modified (HFS ファイルによる静的サーバー応答の場合のみ)。

– Server (サーバー応答の場合)。

– TE (クライアント要求の場合)。

– Transfer-Encoding (クライアント要求またはサーバー応答の場合)。

– User-Agent (クライアント要求の場合)。

v CICS はインバウンド要求とアウトバウンド要求の両方で Expect ヘッダーに関す
る処理を行います。

v CICS は Web クライアントからの OPTIONS 要求を処理して、適切な応答を行
います。
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v CICS は Web クライアントからの TRACE 要求を処理して、適切な応答を行い
ます。

v CICS はチャンク形式転送コーディングによるインバウンド・メッセージを受け
入れて、それらを組み立てます。さらに、ユーザーがチャンク形式転送コーディ
ングを使用してアウトバウンド・メッセージを送信できるようにします。

v CICS は、インバウンド・メッセージとアウトバウンド・メッセージの両方でパ
イプライン化をサポートします。

v CICS は、URIMAP 定義に基づいて仮想ホスティング (複数のホスト名が同じ IP

アドレスを持つ) をサポートします。

CICS TS バージョン 2 から変更された動作

v 接続は、デフォルトで持続接続になります。

v CICS が処理するエラー状態および非サポート・メッセージの範囲が広くなりま
した。

CICS Web サポートでサポートされない HTTP 機能

HTTP/1.1 仕様 (RFC 2616) には、HTTP プロトコルを使用する通話者のさまざまな
役割が定義されています。CICS Web サポートは、起点サーバー、クライアント、
およびユーザー・エージェント (ただし人間のユーザーはどの HTTP クライアント
要求にも関係しない) に対して、適切な HTTP サービスを提供します。

HTTP/1.1 仕様には、CICS Web サポートとは関係のない役割に関する要件も含まれ
ますが、これらは無視することができます。

v CICS はプロキシーの役割を果たしません。

v CICS はゲートウェイ (他のサーバーの仲介) またはトンネル (HTTP 接続間の中
継) の役割を果たしません。

v CICS はキャッシング機能を提供しません。ユーザー作成のキャッシング機能も
サポートしません。

v CICS は Web ブラウザーとしての用途向けには設計されていません。

HTTP/1.1 への CICS Web サポートのアップグレードの利点

HTTP/1.1 への CICS Web サポートのアップグレードによって、以下の利点が得ら
れます。

v HTTP/1.1 仕様 (RFC 2616) への条件付き準拠とは、CICS Transaction Server for

z/OS バージョン 3 リリース 1 がインターネット上のより広範なサービスおよび
クライアントと、簡単かつ正確に対話できることを意味します。

v CICS とサーバーまたは Web クライアントとの間の接続は、持続接続がデフォル
トになりました。持続接続では、要求ごとに新規の接続を確立する必要がないた
め、ネットワークのパフォーマンスが向上します。

v パイプライン化のサポートは、CICS アプリケーションが、一連の複数の要求
を、それぞれの項目ごとに肯定応答を待機せずにサーバーに送信できることを意
味します。CICS Web サポートも、Web クライアントから CICS へのパイプラ
イン化された要求が正しく処理されることを保証します。
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v チャンク形式転送コーディング (略してチャンク化と呼ばれる) を使用すると、動
的に生成されたコンテンツ、または大量のコンテンツを扱いやすいセグメントに
して転送することが可能であり、一方、受信側は完全なメッセージを受信したこ
とを検査できます。CICS はこの方法で送信された項目を受信することができ、
ユーザー作成アプリケーション・プログラムはこの方法で項目を送信することが
できます。

v CICS は、ユーザーの URIMAP 定義を使用して仮想ホストを自動的に作成するた
め、同じ IP アドレスで複数のホスト名を提供することができます。

v CICS は、HTTP/1.1 仕様によって定義されるすべての HTTP メソッドに関する
Web クライアントおよび CICS アプリケーションからの要求をサポートします。
さらに、OPTIONS および TRACE メソッドに関する Web クライアントからの
要求に対して自動処理および応答を提供します。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』

新しい HTTP 機能
CICS Web サポートには、新しい領域の機能が含まれます。

v チャンク形式転送コーディング、またはチャンク化

v パイプライン化

v 持続接続

v 仮想ホスティング

チャンク形式転送コーディング
チャンク形式転送コーディング (チャンク化としても呼ばれる) では、メッセージの
本文を、それぞれに独自のチャンク・サイズ・ヘッダーを持つ一連のチャンクとし
て転送する必要があります。メッセージの末尾は、長さがゼロのチャンクとブラン
ク行で示されます。

この定義済みプロセスは、アプリケーション生成のエンティティー本体または大規
模なエンティティー本体を、適当なサイズのセグメント単位で送信できるという意
味になります。クライアントまたはサーバーは、長さゼロのチャンクを受信する
と、チャンク化メッセージが完了したことを認識します。

チャンク化メッセージの本文の後には、オプションのトレーラーが置かれる場合が
あります。ここには、末尾ヘッダーと呼ばれる補足の HTTP ヘッダーが格納されて
います。クライアントおよびサーバーはトレーラーを受け入れる必要はないため、
補足の HTTP ヘッダーが提供する情報は、クライアントがトレーラーを受け入れる
ことをサーバーが認識していない限り、重要な情報にはなりません。

チャンク形式転送コーディングを使用するには、クライアントとサーバーの両方が
HTTP/1.1 バージョンになっている必要があります。チャンク化メッセージを
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HTTP/1.0 クライアントに送信できません。チャンク形式転送コーディングに適用さ
れる要件とトレーラーの使用法については、HTTP/1.1 仕様書 (RFC 2616) に定義さ
れています。RFC 2616 は、http://www.ietf.org/rfc/rfc2616.txt から入手できます。

CICS Web サポートでのチャンク形式転送コーディングの処理方法
チャンク形式転送コーディングを使用したメッセージは、CICS によって送信および
受信できます。HTTP サーバーとしての CICS は、チャンク化されたメッセージを
要求として受信するか、または応答として送信することができます。HTTP クライ
アントとしての CICS は、チャンク化されたメッセージを要求として送信するか、
または応答として受信することができます。

CICS Web サポートでは、さまざまな事例が以下のように処理されます。

v HTTP サーバーとしての CICS が、チャンク化されたメッセージを HTTP 要求
として受信すると、CICS Web サポートは、チャンク化エンコードを認識しま
す。CICS は、すべてのチャンクを受信する (長さがゼロのチャンクを受信するこ
とで通知される) まで待機し、そのチャンクを組み立ててメッセージを完成させ
ます。組み立て済みのメッセージ本文は、WEB RECEIVE コマンドを使用して、
ユーザー・アプリケーション・プログラムによって受信できます。

– 要求が到着するポートが関連先になっている TCPIPSERVICE リソース定義の
MAXDATALEN オプションを使用すると、CICS が 1 つのチャンク化メッセ
ージとして許容できるデータ量の合計を制限できます。

– CICS が HTTP サーバーである場合、チャンク化メッセージを受信する場合の
タイムアウト値は、TCPIPSERVICE 定義の SOCKETCLOSE 属性によって設定
されます。

– チャンク化メッセージの末尾ヘッダーは、HTTP ヘッダー・コマンドを使用し
て読み取ることができます。Trailer ヘッダーは、末尾ヘッダーとして存在した
ヘッダーの名前を示します。要求の処理経路にアナライザー・プログラムを使
用している場合、末尾ヘッダーは、メインの要求ヘッダーと共にアナライザ
ー・プログラムに渡されないことに注意してください。

v HTTP クライアントとしての CICS が、アプリケーション・プログラムの要求に
対する応答としてチャンク化メッセージを受信すると、チャンクも、アプリケー
ション・プログラムにエンティティー本体として渡される前に組み立てられ、末
尾ヘッダーは HTTP ヘッダー・コマンドを使用して読み取ることができます。ア
プリケーションが応答を受信するまでの待機時間を指定するには、アプリケーシ
ョン・プログラムに関連するトランザクション ID に対応するトランザクショ
ン・プロファイル定義の RTIMOUT 属性を使用します。

v CICS が HTTP サーバー (応答) または HTTP クライアント (要求) としてチャ
ンク化メッセージを送信すると、アプリケーション・プログラムは、メッセージ
のチャンクごとに WEB SEND コマンドの CHUNKLENGTH オプションを使用
することにより、チャンク形式転送コーディングを指定できます。メッセージ
は、方法の内容を問わず、アプリケーション・プログラムに最も都合の良い方法
で分割できます。例えば、その他の多数のアプリケーション・プログラムからの
出力を、出力されたままの状態で送信したり、表の各列からのデータを個別に読
み取って送信したりすることができます。CICS は、メッセージの各チャンクに
適切な HTTP ヘッダーを追加して送信し、チャンク化エンコードが使用されるこ
とを受信側に示します。アプリケーション・プログラムは、CHUNKLENGTH(0)

とブランク・データが指定された WEB SEND を発行して、メッセージの末尾を
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示します。次に、CICS は、(ブランク行が入っている) 空のチャンクを送信し、
要求されているトレーラー (末尾ヘッダー) を付加してチャンク化エンコードを終
了します。

パイプライン化
パイプライン化では、クライアントが複数の HTTP 要求を、応答を待つことなくサ
ーバーに送信する必要があります。応答は、要求を受信したときと同じ順序でリモ
ート・サーバーから戻す必要があります。

要求がべき等になっていることを確認するのは、要求側の役割です。べき等とは、
一連の要求のすべてまたは一部が繰り返された場合、必ず同じ結果が得られるとい
う意味です。このようになっていると、サーバーとの接続時にエラーがあった場
合、サーバーにおける要求の実装状態が、すべて、一部、またはなしのいずれに該
当するか不明な場合でも、クライアントは一連の要求を再試行できます。

HTTP/1.1 仕様書 (RFC 2616) には、HTTP 要求のべき等に関する規則が定義されて
います。 RFC 2616 は、http://www.ietf.org/rfc/rfc2616.txt から入手できます。簡単に
説明すると、大半の要求メソッドは、それが単独で使用されている場合はべき等で
す。これは、要求メソッドが使用されるたびに同じ結果が得られるからです (POST

メソッドは、サーバーのリソースを変更するため、例外です)。ただし、要求シーケ
ンスがパイプライン化時に送出されると、このシーケンスは、特にリソースが変更
される場合にべき等ではなくなる可能性があります。

要求をパイプライン化する予定の場合は、要求シーケンスを任意の時点で終了でき
ることと、論理エラーを発生させることなく先頭から再開できることを確認してく
ださい。パイプライン化する予定のない場合は、要求を個別に実行し、各要求の実
行後の確認を待ってください。

CICS Web サポートでのパイプライン化の処理方法
パイプライン化された要求シーケンスは、CICS によって送信および受信できます。
HTTP サーバーとしての CICS は、パイプライン化された要求シーケンスを Web

クライアントから受信でき、HTTP クライアントとしての CICS は、パイプライン
化された要求シーケンスをサーバーに送信できます。

CICS Web サポートでは、パイプライン化された要求シーケンスとそれに対する応
答が、以下のように処理されます。

v HTTP サーバーとしての CICS が、パイプライン化された HTTP 要求シーケン
スを受信すると、要求は逐次処理されます。各トランザクションでは、1 つの要
求が処理され、1 つの応答が得られます。パイプライン化されたメッセージ・シ
ーケンス内の残りの要求は、前の要求に対する応答が送信されるまで CICS によ
って保持され、その後、追加の要求をそれぞれ処理するために新しいトランザク
ションが開始されます。つまり、要求はそれぞれ異なるアプリケーション・プロ
グラムか、同じプログラムの異なるインスタンスによって処理されます。

v HTTP クライアントとしての CICS が、パイプライン化された要求シーケンスを
送信すると、パイプライン化は自動的に使用可能になります。各 HTTP 要求は即
時に送信されるため、アプリケーション・プログラムは、応答を受信する前に複
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数の HTTP 要求を送信できます。パイプライン化されたシーケンス内の最後のメ
ッセージが送信されると、アプリケーションは応答の受信を開始できるようにな
ります。

v HTTP クライアントとしての CICS が、パイプライン化された要求シーケンスに
対する HTTP 応答を受信すると、アプリケーション・プログラムに戻される応答
の順序は、CICS がサーバーから応答を受信する順序になります。

HTTP クライアントとしての CICS の場合、要求のパイプライン化シーケンスが必
ずべき等になるようにするのは、アプリケーション・プログラムの役割です。べき
等の説明については、

持続接続
持続接続とは、要求と応答を複数回やり取りするために再利用が可能な、Web クラ
イアントとサーバー間の接続のことです。

HTTP/1.0 では、サーバーが Web クライアントから要求を受信して応答を送信した
場合、サーバーのデフォルトのアクションは、接続を終了することでした。Web ク
ライアントは、サーバーによる接続の維持を必要とした場合、要求時に Connection:

Keep-Alive ヘッダーを送信する必要がありました。

HTTP/1.1 では、持続接続がデフォルトになっています。Web クライアントとサー
バー間で接続が確立されると、サーバーは、デフォルトで接続を維持します。接続
が終了するのは、Web クライアントが Connection: close ヘッダーを送信して終了
を要求した場合、サーバーのタイムアウト設定に到達した場合、またはサーバーが
エラーを検出した場合のいずれかに限られます。

持続接続では、要求ごとに新規の接続を確立する必要がないため、ネットワークの
パフォーマンスが向上します。新規の接続を確立する場合は、既存の接続を使用し
て要求を実行する場合と比較して、追加のネットワーク・リソースが大幅に消費さ
れます。

CICS Web サポートでの持続接続の処理方法
持続接続は、CICS Web サポート機能のデフォルトの動作です。

CICS TS 3.1 以前での接続の動作では、Web クライアントが Connection:

Keep-Alive ヘッダーを送信していない限り、データが Web クライアントから受信
されると、CICS は、通常、接続を終了していました。

今回からは、HTTP サーバーとしての CICS と Web クライアントとの間や、HTTP

クライアントとしての CICS とサーバーとの間で接続を確立すると、CICS はデフ
ォルトで接続を開始しようとするようになりました。

CICS が HTTP サーバーである場合、持続接続が終了する条件は次のとおりです。

v 要求を処理しているユーザー作成アプリケーションが、(WEB SEND コマンドで
CLOSESTATUS(CLOSE) オプションを指定することにより) 接続を終了する場
合。

v Web クライアントが接続を終了した場合 (Connection: close ヘッダーによって通
知)。
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v Web クライアントが、Connection: Keep-Alive ヘッダーを送信しない HTTP/1.0

クライアントである場合。

v タイムアウト期間が満了した場合 (接続に障害が発生したこと、または Web ク
ライアントが意図的に接続を終了したことを表示)。

その他の場合、CICS は、Web クライアントが追加の要求を送信できるように、持
続接続状態を維持します。

CICS Web サポートの TCPIPSERVICE リソース定義を使用する場合は、
TCPIPSERVICE 定義の SOCKETCLOSE 属性をゼロに指定しないでください。
SOCKETCLOSE をゼロに設定することは、後続に待機しているデータがない限り、
HTTP サーバーとしての CICS は Web クライアントからのデータ受信直後に接続
を終了するという意味になります。つまり、持続接続を維持することができませ
ん。

CICS が HTTP クライアントである場合、持続接続が終了する条件は次のとおりで
す。

v サーバーが接続を終了した場合 (Connection: close ヘッダーを送信している
HTTP/1.1 サーバー、または Connection: Keep-Alive ヘッダーを送信できない
HTTP/1.0 サーバーによって通知された接続)。

v ユーザー・アプリケーション・プログラムが接続を終了した場合 (WEB SEND ま
たは WEB CONVERSE コマンドに CLOSESTATUS(CLOSE) オプションを指定
するか、または WEB CLOSE コマンドを発行して実行)。

v タスクの終わりに到達したが、接続が終了していない場合。

仮想ホスティング
HTTP には、同じ IP アドレスにある複数のホストを 1 つの HTTP サーバーが代
表できるという、仮想ホスティングの概念が導入されています。

DNS サーバーは、複数の異なるホスト名を同一の IP アドレスに割り振ることがで
きます。HTTP クライアントは、特定のホストに対して要求を行う場合、DNS サー
バーを使用してこのホスト名に対応する IP アドレスを検索し、この IP アドレスに
要求を送信します。

HTTP/1.0 では、HTTP メッセージ内にホスト名は存在しません。ホスト名は IP ア
ドレスの解決後に失われるためです。つまり、IP アドレスで表されるサーバーに複
数の組のリソースが保持されていたとすると、サーバーはどのリソースがどのホス
トに属しているか区別するのが困難になっていたという意味です。

ただし、HTTP/1.1 要求では、要求の中にホスト名が存在します (通常は Host ヘッ
ダー内)。メッセージ内にホスト名が存在すると、HTTP サーバーは、異なるホスト
名が記述された複数の要求をホストごとに適切なリソースに送信できます。HTTP

のこの機能は、仮想ホスティングと呼ばれています。

仮想ホスティングの管理
CICS は、URIMAP リソース定義オブジェクトを介した仮想ホスティングをサポー
トします。
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HTTP サーバーとしての CICS を対象として (URIMAP 定義の USAGE(SERVER)

を使用して) セットアップした各 URIMAP 定義には、Web クライアントがこの要
求に入力することが予想されるホスト名が記述されています。CICS では、同じホス
ト名と同じ TCPIPSERVICE 定義を指定する CICS 領域に存在するすべての
URIMAP 定義を 1 つのデータ構造にまとめることにより、仮想ホストが自動的に
作成されます。TCPIPSERVICE 定義を指定しない URIMAP 定義は、すべての
TCPIPSERVICE に適用されることになるため、一致するホスト名を指定するすべて
のデータ構造に追加されます。このため、これらの URIMAP 定義は複数のデータ
構造の一部になる可能性があります。この結果、これらの URIMAP 定義グループ
のそれぞれは、1 つの単位として管理できる仮想ホストを形成します。

以下の CICS コマンドを使用すると、URIMAP 定義を基に CICS で作成した仮想
ホストを管理できます。

v INQUIRE HOST コマンドは、仮想ホストの状況を調べるときに使用します。こ
のコマンドを実行すると、仮想ホストのホスト名、仮想ホストの関連先の
TCPIPSERVICE 定義 (または、仮想ホストが CICS 領域のすべての
TCPIPSERVICE 定義と関連しているかどうか)、および仮想ホストの状況 (使用可
能または使用不可) が通知されます。

v SET HOST コマンドは、仮想ホストの状況を使用可能または使用不可に設定しま
す。仮想ホストを使用不可に設定することは、仮想ホストを構成するすべての
URIMAP 定義にアプリケーションがアクセスできなくなることを意味します。仮
想ホストを使用不可にすると、CICS は、Web クライアントに HTTP 503 応答
(サービスが利用不可) を戻します。

v 仮想ホストのブラウズ・コマンドは、CICS システムに存在する仮想ホストをブ
ラウズするときに使用します。

統計プログラム DFH0STAT には、CICS が作成した仮想ホストを示すレポートが組
み込まれています。

CICS では、仮想ホストを構成するすべての URIMAP 定義が削除されると、仮想ホ
ストが自動的に削除されます。CICS によって作成された仮想ホストを使用しない場
合は、仮想ホストを無視して、使用している URIMAP 定義のレベルで管理すれば
済みます。

アナライザー・プログラムを使用して、仮想ホストを管理することもできます。
HTTP 要求のホスト名はアナライザー・プログラムに渡されるため、要求に対して
ホスト依存の応答を戻すプログラムをコーディングできます。ただし、この方法で
セットアップした仮想ホストは、INQUIRE HOST、SET HOST の各コマンドや仮想
ホストのブラウズ・コマンドを使用して管理することはできません。

CICS 外部インターフェースの変更点

リソース定義の変更点
TCPIPSERVICE リソース定義の変更点

TCPIPSERVICE には、以下の新規属性があります。
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MAXDATALEN(32|number)

HTTP プロトコルまたは USER プロトコルで、HTTP サーバーとしての CICS

が受信できるデータの最大長を定義します。デフォルト値は 32K です。最小値
は 3K、最大値は 524288K です。CICS Web サポートのセキュリティーを向上
させるには、HTTP プロトコルのすべての TCPIPSERVICE 定義でこのオプショ
ンを指定します。大量のデータ送信を伴うサービス妨害攻撃からの保護に役立ち
ます。

PROTOCOL 属性で新しい USER オプションが使用可能になりました。すべての非
HTTP 要求の処理は USER プロトコルのもとで実行しなければならなくなりまし
た。USER プロトコルで受信したメッセージに対して構文解析は実行されず、ネッ
トワーク経由での送信のために分割された要求は自動的には組み立てられません。
これは、以前の CICS リリースで非 HTTP メッセージを処理するときと同じ動作で
す。

PROTOCOL(ECI|HTTP|IIOP|USER)

TCP/IP ポートで使用されるアプリケーション・レベルのプロトコルを指定しま
す。

ECI CICS ECI プロトコルを使用します。

HTTP HTTP プロトコルを使用します。HTTP プロトコルは、CICS Web サポ
ートによって処理されます。CICS は、このプロトコルを使用して送受
信されるメッセージに対して、基本的な受け入れ検査を実行します。こ
のプロトコルは、ウェルノウン・ポート 80 (SSL を備えていない
HTTP に使用される) および 443 (SSL を備えた HTTP に使用される)

に必要です。

IIOP IIOP プロトコルを使用します。Enterprise Bean に対するインバウンド
要求を受信する TCPIPSERVICE の場合は、IIOP を指定します。

USER ユーザー定義プロトコルを使用します。メッセージは、非 HTTP メッ
セージとして処理されます。メッセージには、非 HTTP のフラグが立
てられ、TCPIPSERVICE のためのアナライザー・プログラムに未変更の
まま渡されます。CICS Web サポート機能は要求の処理に使用されます
が、このプロトコルを使用して送受信されたメッセージに対して受け入
れ検査は実行されません。すべての非 HTTP 要求の処理は USER プロ
トコルのもとで実行しなければならないので、非 HTTP 要求は、HTTP

プロトコルを使用した要求に対して CICS が実行する基本的な受け入れ
検査から保護されます。HTTP メッセージが USER プロトコルによっ
て処理される場合は、ユーザーがその妥当性を検査する責任がありま
す。

PROTOCOL を USER に設定した場合に使用される TCPIPSERVICE リソース定義
の属性は、PROTOCOL を HTTP に設定した場合に使用される属性と同じです。
URIMAP 定義は USER プロトコルと一緒には使用しません。

CICS 提供の新規トランザクション CWXU (CICS Web ユーザー定義プロトコル接
続トランザクション) は、プロトコルが USER として定義された場合のデフォルト
です。CWXU はプログラム DFHWBXN を実行します。
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SOCKETCLOSE 属性は、以下のように記述されるようになりました。HTTP プロト
コルの場合は、SOCKETCLOSE を 0 と指定しないでください。

SOCKETCLOSE(NO|hhmmsss)

ソケットでの着信データに対して RECEIVE を発行した後で、CICS がそのソケ
ットをクローズするまで待機するかどうか、および待機する期間を指定します。

NO ソケットは、クライアントによってクローズされるか、CICS のユーザ
ー・アプリケーション・プログラムによってクローズされるまで、オー
プンしたままになります。

hhmmss

CICS によってソケットがタイムアウトになるまでの時間 (HHMMSS 形
式)。クライアントの応答性およびネットワークの信頼性に適した値を選
択してください。000000 を指定した場合、最初の RECEIVE 以外の
RECEIVE に対して利用可能なデータがないときは、ソケットは即時に
クローズされます。

HTTP プロトコルを指定した CICS Web サポートで TCPIPSERVICE を使用し
ている場合、SOCKETCLOSE(0) は指定しないでください。SOCKETCLOSE を
ゼロに設定することは、後続のデータが待機していないかぎり、Web クライア
ントからデータを受信した直後に CICS が接続をクローズすることを意味しま
す。つまり、持続接続を維持することができません。

PROTOCOL(ECI) を指定する場合は、SOCKETCLOSE(NO) を指定する必要があ
ります。

SOCKETCLOSE 属性は、接続が確立された後で最初に発行される RECEIVE に
は適用されません。HTTP、USER および ECI プロトコルの場合、この最初の
RECEIVE 要求に対して、CICS はソケットをクローズする前に 30 秒間データ
を待機します。IIOP プロトコルの場合、CICS は無期限に待機します。

TCPIPSERVICE をインストールした後は、CEMT を使用してこの値を変更する
ことはできません。TCPIPSERVICE をサービス休止に設定してから、変更済み
定義を指定して TCPIPSERVICE を再インストールする必要があります。

アプリケーション・プログラミング・インターフェース (HTTP/1.1 サポー
ト) の変更点

新しいコマンドと変更されたコマンド

HTTP サーバーとしての CICS で使用される場合について、以下の EXEC CICS

WEB コマンドが拡張されました。

v EXEC CICS WEB SEND

v EXEC CICS WEB RECEIVE

CICS Web サポートは、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース
1 よりも前にこれらのコマンドを使用していた Web 対応アプリケーション・プロ
グラムが未変更のままで動作できるように設計されているので、これらのプログラ
ムをマイグレーションして現在使用可能な拡張を利用することに決めるまでは、そ
のまま使用できます。
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CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 より前に WEB SEND

コマンドで使用可能だったオプションは
CLNTCODEPAGE、DOCTOKEN、LENGTH、STATUSCODE および STATUSTEXT

です。CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 での変更点は以
下のとおりです。

v オプション DOCTOKEN、STATUSCODE、および STATUSTEXT の名前と機能
は変更されていません。

v オプション CLNTCODEPAGE および LENGTH は、マイグレーションの目的で
のみサポートされるようになり、これらのオプションの機能はそれぞれ、新しい
オプション CHARACTERSET および STATUSLEN に置き換えられました。

v 機能性を拡張するため、いくつかの新しいオプションが使用可能になりました。

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 より前に WEB

RECEIVE コマンドで使用可能だったオプションは CLNTCODEPAGE、
HOSTCODEPAGE、INTO、LENGTH、MAXLENGTH、NOTRUNCATE、 SET、およ
び TYPE です。CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 での変
更点は以下のとおりです。

v オプション INTO、LENGTH、MAXLENGTH、NOTRUNCATE、SET、および
TYPE の名前と機能は変更されていません。

v オプション HOSTCODEPAGE は現在も使用できますが、必要ではなくなりまし
た。このオプションを指定しない場合は、CICS によってデフォルトが提供され
ます。

v オプション CLNTCODEPAGE はマイグレーションの目的でのみサポートされる
ようになり、このオプションの機能は新しいオプション CHARACTERSET に置
き換えられました。

v 機能性を拡張するため、いくつかの新しいオプションが使用可能になりました。

HTTP クライアントとしての CICS で使用される場合も、EXEC CICS WEB SEND

および WEB RECEIVE コマンドにはさまざまな新規オプションがあります。これ
については、 78ページの『アプリケーション・プログラミング・インターフェース
の変更点 (HTTP クライアント要求)』で説明します。

以下の EXEC CICS コマンドは、HTTP サーバーとしての CICS および HTTP ク
ライアントとしての CICS の両方に対して提供または拡張されました。

v EXEC CICS WEB PARSE URL

v EXEC CICS WEB EXTRACT

v EXEC CICS CONVERTTIME

v EXEC CICS FORMATTIME

これらのコマンドについては、 145ページの『アプリケーション・プログラミン
グ・インターフェースの変更点 (汎用 CICS Web サポート拡張)』で説明します。

EXTRACT TCPIP コマンドに新規 MAXDATALEN オプションが追加されました。

MAXDATALEN(data-area)
HTTP サーバーとしての CICS が受信できるデータの最大長の設定が格納され
るフルワード・バイナリー・フィールドを指定します。
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WEB SEND (サーバー)
HTTP 応答または非 HTTP メッセージを送信します。

説明

HTTP サーバーとしての CICS の WEB SEND では、CICS Web サポートまたは
CICS ビジネス・ロジック・インターフェースごとにデリバリー項目を選択し、選択
した項目を送信するためのオプションを指定します。項目の内容は次のとおりで
す。

v Web クライアントによって HTTP サーバーとしての CICS に対して出された
HTTP 要求に対する応答。

v CICS Web サポート機能によって処理される非 HTTP メッセージ。
TCPIPSERVICE 定義にユーザー定義の (USER) プロトコルが指定されます。

v CICS HTTP リスナー経由ではなく、CICS ビジネス・ロジック・インターフェー
スを使用して直接アプリケーション・プログラムにアクセスした別のプログラム
からの応答。

1 つのタスクの実行中に送信できる応答は 1 つだけです。これは、1 つの WEB

SEND コマンドを使用した標準の応答である場合もあれば、一連の WEB SEND コ
マンドを使用したチャンク化された応答である場合もあります。

WEB SEND (HTTP サーバーとしての CICS)
�� WEB SEND �

� DOCTOKEN(data-value)
FROM(data-area) FROMLENGTH(data-value)

CHUNKING(cvda)

�

�
MEDIATYPE(data-value) SERVERCONV(cvda)

�

�
CHARACTERSET(data-value)
CLNTCODEPAGE(data-value)

HOSTCODEPAGE(data-value)
�

�
STATUSCODE(data-value)

�

�
STATUSTEXT(data-area) STATUSLEN(data-value)

LENGTH(data-value)
ACTION(cvda)

�

�
CLOSESTATUS(cvda)

��

条件: IOERR、INVREQ、NOTFND

このコマンドはスレッド・セーフです。
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CICS は、Web クライアントからの要求を受信するたびに、要求を処理する新しい
タスクを開始します。

オプション

ACTION(cvda)

メッセージの送信方法を指定します。HTTP サーバーとしての CICS に適用さ
れる CVDA 値は、次のとおりです。

IMMEDIATE
Web クライアントに即時に応答を送信します。CHUNKING が指定され
ていると、IMMEDIATE オプションが想定されます。チャンク形式転送
コーディングを使用しないメッセージ送信では EVENTUAL がデフォル
トです。これにより、応答はタスクの終わりに送信されます。

EVENTUAL
タスクの終了時に Web クライアントに応答を送信します。CHUNKING

が指定されていると、EVENTUAL オプションは無視されます。このオ
プションを指定すると、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3

リリース 1 より前のリリースの CICS Web サポートと同じ動作が生成
されます。このオプションは、HTTP サーバーとしての CICS のデフォ
ルトの設定です。

CHARACTERSET(data-value)

CICS が、コマンドから送信された項目のエンティティー本体を送信前に変換す
る際の変換後の文字セットを指定します。文字セットの名前には、適切な句読点
を含む 40 文字以内の英数字を指定することができます。CICS では、IANA に
よって指定されるすべての文字セットがサポートされるわけではありません。

CHARACTERSET オプションが指定されていると
SERVERCONV(SRVCONVERT) が想定されるため、エンティティー本体のコー
ド・ページ変換が実行されます。文字セットを自分で指定する代わりに、
SERVERCONV(SRVCONVERT) か HOSTCODEPAGE (許可されている場合)、
またはその両方を指定して CHARACTERSET を省略すると、CICS は、メッセ
ージ本文に適した文字セットを決定します。

すべてのコード・ページ変換オプションを省略すると、コード・ページ変換は実
行されません。

CHUNKING(cvda)

メッセージがチャンク形式で送信されている場合 (チャンク形式転送コーディン
グと呼ばれる) のメッセージの制御に使用されます。オプションが指定されてい
ない場合のデフォルトでは、チャンク形式転送コーディングは未使用です。チャ
ンク形式転送コーディングは HTTP/1.1 クライアントでのみ許容されます。
HTTP/1.0 クライアントまたは非 HTTP メッセージでは使用できません。

アプリケーション・プログラムにとって最も便利な方法を使用して、チャンク化
メッセージの内容をチャンクに分割することができます。チャンク化メッセージ
の本文は、CICS 文書から直接形成できません。このため、DOCTOKEN オプシ
ョンは使用できません。

メッセージのチャンクごとに、CHUNKING(CHUNKYES) が指定された個別の
WEB SEND コマンドを使用します。FROM オプションを使用してデータのチ
ャンクを指定し、FROMLENGTH オプションを使用してチャンクの長さを指定
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します。シーケンスの最初の WEB SEND コマンドでは、メッセージに対して
CLOSESTATUS オプションのようなその他のオプションを指定しますが、後続
のコマンドでは指定しません。データの最後のチャンクを送信し終えたら、
CHUNKING(CHUNKEND) が指定された追加の WEB SEND コマンドを指定し
ます。FROM オプションまたは FROMLENGTH オプションは指定しません。
その後 CICS は、空のチャンクを受信側に送信して、チャンク化メッセージを
終了します。

CVDA 値は、以下のとおりです。

CHUNKNO
メッセージにチャンク形式転送コーディングは使用されません。
CHUNKING オプションが指定されていない場合、これがデフォルトで
す。

CHUNKYES
チャンク形式転送コーディングが実行中です。FROM オプションで指定
されたデータは、メッセージのチャンクを表します。

CHUNKEND
チャンク形式転送コーディングが完了しました。この送信にはデータは
指定されません。CICS は空のチャンクを受信側に送信して、チャンク
化メッセージを終了します。

CLNTCODEPAGE(data-value)

このオプションがサポートされるのは、マイグレーションを目的とする場合のみ
です。このオプションは、CHARACTERSET によって置き換えられます。どち
らのキーワードを使用しても CICS によって実行されるアクションは同じで
す。これはつまり、SERVERCONV オプションが指定されていなくても、
CLNTCODEPAGE が指定されているとコード・ページ変換が実行されることを
意味します。すべてのコード・ページ変換オプションが省略されると、コード・
ページ変換は実行されません。

CLOSESTATUS(cvda)

CICS がメッセージを送信した後、接続を終了するかどうかを指定します。デフ
ォルトは、接続を終了しないことです。CVDA 値は、以下のとおりです。

CLOSE
CICS は、この応答に対して「close」接続オプション (Connection: close)

が指定された接続ヘッダーを作成し、応答を送信した後、Web クライア
ントとの接続をクローズします。このヘッダーによって、Web クライア
ントにクローズが通知されます。(HTTP/1.0 レベルの Web クライアン
トの場合、CICS は Connection: Keep-Alive ヘッダーを省略することに
よって、同じ効果を得ます。)

チャンク形式転送コーディングが使用中の場合は、メッセージの最初の
チャンクに CLOSESTATUS(CLOSE) オプションを指定することによ
り、Web クライアントに、チャンク化メッセージが完了したら接続を終
了することを通知することができます。

NOCLOSE
この応答で Connection: close ヘッダーを使用せず、接続をオープンの
まま維持することを意味します。Web クライアントが HTTP/1.0 と識
別され、Keep-Alive」接続オプションを指定した Connection ヘッダー
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(Connection: Keep-Alive) を送信している場合、CICS は、同じヘッダー
を送信して、持続接続が維持されることを通知します。

DOCTOKEN(data-value)

メッセージ本文として送信される文書の 16 バイトのバイナリー・トークンを指
定します。この文書は、CICS Document インターフェース (EXEC CICS

DOCUMENT CREATE、INSERT、および SET コマンド) を使用して作成され
ます (「CICS Application Programming Guide」に説明があります)。FROM オプ
ションを指定すると、メッセージ本文を作成するための別の方法を使用できま
す。

チャンク化メッセージの本文は、CICS 文書からは形成できません。このため、
チャンク形式転送コーディングでは DOCTOKEN オプションを使用できませ
ん。

CICS の文書は UTF-8 および UTF-16 文字エンコードに変換することはできま
せん。

FROM(data-area)

完全なメッセージ本文、またはメッセージ本文のチャンクを保持するデータのバ
ッファーを指定します。メッセージ本文は、アプリケーション・プログラムによ
って作成されます。FROM オプションを指定する場合は、FROMLENGTH オプ
ションを使用してデータのバッファー長を指定します。DOCTOKEN オプション
を指定すると、メッセージ本文を作成するための別の方法を使用できますが、こ
のオプションをチャンク化メッセージの本文に使用することはできません。

FROMLENGTH(data-value)

FROM オプションで指定したデータのバッファーの長さを、フルワード・バイ
ナリー値として指定します。この値のデータ長が誤っていると、メッセージの受
信側で問題が起きる可能性があるため、値を正しく指定することが重要です。

HOSTCODEPAGE(data-value)

アプリケーション・プログラムが応答のエンティティー本体に使用した CICS

(ホスト) コード・ページの 8 文字の名前を指定します。HOSTCODEPAGE オ
プションが指定されていると SERVERCONV(SRVCONVERT) が想定されるた
め、エンティティー本体のコード・ページ変換が実行されます。
SERVERCONV(SRVCONVERT) か CHARACTERSET、またはその両方を指定し
て HOSTCODEPAGE を省略すると、CICS がホスト・コード・ページを識別し
ます。

CICS 文書を使用して応答本文を形成する場合、HOSTCODEPAGE オプション
を指定しないでください。CICS は、文書のホスト・コード・ページの CICS 文
書ドメインのレコードからホスト・コード・ページを識別するためです。

データのバッファーを使用して応答本文を形成する (FROM オプション) 場合、
HOSTCODEPAGE を指定する必要があります。このオプションを指定しない場
合のデフォルトは、LOCALCCSID システム初期設定パラメーターに指定されて
いるローカル CICS 領域のデフォルトのコード・ページです。コード・ページ
変換が必要で、アプリケーションで異なるコード・ページが使用されている場
合、HOSTCODEPAGE を使用してコード・ページを指定します。

LENGTH(data-value)

このオプションがサポートされるのは、マイグレーションを目的とする場合のみ
です。このオプションは、STATUSLEN によって置き換えられます。
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MEDIATYPE(data-value)

メッセージ本文のデータ内容 (例: text/xml) を指定します。メディア・タイプ
は、適切な句読点を含む 56 文字以内の英数字です。CICS ではメディア・タイ
プのフォーマットが正しいかどうかは検査されますが、データの内容に対するメ
ディア・タイプの妥当性は検査されません。CICS ではデフォルトは提供されま
せん。

SERVERCONV(cvda)

CICS が、このコマンドによって送信される項目のエンティティー本体を、送信
前にアプリケーションが使用するコード・ページから受信側に適した文字セット
に変換するかどうかを指定します。このコマンドの CHARACTERSET オプショ
ンおよび HOSTCODEPAGE オプションを使用して、使用する文字セットおよび
コード・ページを指定できます。これらのオプションのどちらかを指定すると、
コード・ページ変換 (SRVCONVERT) が想定されます。その代わりに、これら
のオプションの片方または両方を省略して SERVERCONV(SRVCONVERT) を指
定すると、CICS が適切な文字セットとコード・ページを決定します。

SRVCONVERT
CICS により、メッセージのエンティティー本体が変換されます。

NOSRVCONVERT
CICS は HTTP 要求のエンティティー本体を変換しないため、要求はア
プリケーションが使用するコード・ページの形式でリモート・サーバー
に送信されます。NOSRVCONVERT を指定すると、CHARACTERSET

オプションや HOSTCODEPAGE オプションは指定できません。

注: すべてのコード・ページ変換オプション
(SERVERCONV、CLNTCODEPAGE、CHARACTERSET、HOSTCODEPAGE)

を省略すると、コード・ページ変換は実行されません。

STATUSCODE(data-value)

アプリケーション・プログラムによって判別された標準の HTTP 状況コードを
指定します。この状況コードは、HTTP 応答の状況表示行に挿入されます。この
コードは、ハーフワード・バイナリー値です。例として、200 (通常応答) や
404 (検出されない) などがあります。このオプションを指定しなかった場合、
CICS はデフォルトの 200 を提供します。

状況コード 204、205、および 304 では、メッセージ本文の指定が許可されない
ため、メッセージ本文を挿入しようとすると、CICS がコマンドにエラー応答を
戻します。これ以外では、CICS は状況コードの使用法が適切かどうかの検査を
行いません。

STATUSLEN(data-value)

STATUSTEXT オプションで指定したストリングの長さを、フルワード・バイナ
リー値として指定します。

STATUSTEXT(data-area)

状況コードの理由を記述するために人間が読めるテキストを格納するデータ域を
指定します。このテキストは、理由句と呼ばれています。例として、「了解」
(状況コード 200 と共に戻される) や「不正な要求 (Bad Request)」(状況コード
400 と共に戻される) があります。
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WEB RECEIVE (サーバー)
HTTP 要求または非 HTTP メッセージを受信します。

説明

WEB RECEIVE により、HTTP 要求の本文、または非 HTTP メッセージのすべて
のデータがアプリケーション提供のバッファーに受信されます。HTTP 要求のヘッ
ダーは、WEB HTTPHEADER コマンドを使用して個別に調べることができます。
WEB RECEIVE コマンドによって受信できる項目は、次のとおりです。

v HTTP サポートとしての CICS に対して Web クライアントが行った HTTP 要求
の本文。

v CICS Web サポート機能によって処理される非 HTTP メッセージ。
TCPIPSERVICE 定義にユーザー定義の (USER) プロトコルが指定されます。

v CICSHTTP リスナー経由ではなく、CICS ビジネス・ロジック・インターフェー
スを使用して直接アプリケーション・プログラムにコンタクトした別のプログラ
ムからの要求。

データは、そのエスケープ形式で戻されます。CICS アプリケーション・プログラム
が受信した着信データに使用するコード・ページ変換のタイプを、このコマンドで
指定することができます。

オプション

CHARACTERSET(data-value)

受信した項目のエンティティー本体に関して、Web クライアントが使用した文
字セットを指定します。文字セットの名前には、適切な句読点を含む 40 文字以
内の英数字を指定することができます。CICS では、IANA によって指定される
すべての文字セットがサポートされるわけではありません。

CHARACTERSET オプションが指定されていると
SERVERCONV(SRVCONVERT) が想定されるため、エンティティー本体のコー

WEB RECEIVE (HTTP サーバーとしての CICS)
�� WEB RECEIVE INTO(data-area)

SET(ptr-ref)
LENGTH(data-area) �

�
MAXLENGTH(data-value) NOTRUNCATE TYPE(cvda)

�

�
SERVERCONV(cvda) CHARACTERSET(data-value)

CLNTCODEPAGE(data-value)

�

�
HOSTCODEPAGE(data-value)

��

条件: INVREQ、LENGERR、NOTFND

このコマンドはスレッド・セーフです。
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ド・ページ変換が実行されます。文字セットを自分で指定する代わりに、
SERVERCONV(SRVCONVERT) か HOSTCODEPAGE、またはその両方を指定し
て CHARACTERSET を省略すると、CICS はメッセージ本文の文字セットを識
別します。

CLNTCODEPAGE(data-value)

このオプションがサポートされるのは、マイグレーションを目的とする場合のみ
です。このオプションは、CHARACTERSET によって置き換えられます。どち
らのキーワードを使用しても CICS によって実行されるアクションは同じで
す。これはつまり、SERVERCONV オプションが指定されていなくても、
CLNTCODEPAGE または HOSTCODEPAGE が指定されていると、コード・ペ
ージ変換が実行されることを意味します。すべてのコード・ページ変換オプショ
ンが省略されると、コード・ページ変換は実行されません。

HOSTCODEPAGE(data-value)

アプリケーション・プログラムが使用する CICS (host) コード・ページの 8 文
字の名前を指定します。このコード・ページ形式は、受信した項目のエンティテ
ィー本体を文字セット (Web クライアントから受信した形式) から変換した後
の形式になります。HOSTCODEPAGE オプションが指定されていると
SERVERCONV(SRVCONVERT) が想定されるため、エンティティー本体のコー
ド・ページ変換が実行されます。SERVERCONV(SRVCONVERT) か
CHARACTERSET、またはその両方を指定して HOSTCODEPAGE を省略する
と、CICS がホスト・コード・ページを決定します。

このオプションを指定しない場合のデフォルトは、LOCALCCSID システム初期
設定パラメーターに指定されている、ローカル CICS 領域のデフォルトのコー
ド・ページです。

INTO(data-area)

受信するデータを格納するためのバッファーを指定します。

LENGTH(data-area)

CICS からアプリケーションに戻されたデータ量に設定されるフルワード・バイ
ナリー変数が指定されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されていない場合、メッセージ内に存在す
る追加データは廃棄されています。追加データが存在していた場合、RESP2

値に 57 が設定された LENGERR 応答が戻されます。

v NOTRUNCATE オプションが指定されている場合、追加データは保存されま
す。追加データが使用可能な場合、RESP2 値に 36 が設定された LENGERR

応答が戻されます。この場合に実行すべき操作は、NOTRUNCATE オプショ
ンの説明で示しています。

MAXLENGTH(data-value)

CICS によってアプリケーションに渡されるデータの最大量をフルワード・バイ
ナリー値として指定します。MAXLENGTH オプションは、データを受信すると
きに INTO オプションまたは SET オプションのいずれかを指定すると適用さ
れます。チャンク形式転送コーディングを使用してデータを送信すると、CICS

は大量のデータを 1 つのメッセージに組み立ててからアプリケーションに送信
するため、MAXLENGTH オプションは、個々のチャンク (まとまり) に対して
ではなく、チャンク化メッセージの全長に対して適用されます。コード・ページ
の変換が実行された後のデータが測定されます。
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NOTRUNCATE
使用可能なデータが、MAXLENGTH オプションで要求されている長さを超えた
場合、残りのデータを即座には廃棄せず、保存して後続の RECEIVE コマンド
による検索に備えることを指定します。(RECEIVE コマンドがその後発行され
なかった場合は、トランザクションの終了時にデータは廃棄されます。)

SET オプションを指定し、MAXLENGTH オプションを指定せずに単一の
RECEIVE コマンドを実行すると、長さに関係なく、残りのデータすべてが受信
されます。あるいは、一連の RECEIVE コマンドに NOTRUNCATE オプション
を指定して実行し、残りのデータを該当するチャンク (まとまり) として受信す
ることができます。LENGERR 応答を取得しなくなるまで、RECEIVE コマンド
を発行し続けます。

SERVERCONV(cvda)

CICS が、受信した項目のエンティティー本体を、Web クライアントが使用す
る文字セットからアプリケーションに適したコード・ページに変換するかどうか
を指定します。このコマンドの CHARACTERSET オプションおよび
HOSTCODEPAGE オプションを使用して、使用する文字セットおよびコード・
ページを指定できます。これらのオプションのどちらかを指定すると、コード・
ページ変換 (SRVCONVERT) が想定されます。その代わりに、これらのオプシ
ョンの片方または両方を省略して SERVERCONV(SRVCONVERT) を指定する
と、CICS が適切な文字セットとコード・ページを決定します。

SRVCONVERT
CICS により、メッセージのエンティティー本体が変換されます。

NOSRVCONVERT
CICS は、項目のエンティティー本体を変換しないため、項目は Web

クライアントが使用する文字セットでアプリケーションに渡されます。
NOSRVCONVERT を指定すると、CHARACTERSET オプションや
HOSTCODEPAGE オプションは指定できません。

注: すべてのコード・ページ変換オプション
(SERVERCONV、CLNTCODEPAGE、CHARACTERSET、HOSTCODEPAGE)

を省略すると、コード・ページ変換は実行されません。

SET(ptr-ref)

受信したデータのアドレスの設定先となるポインター参照を指定します。ポイン
ター参照は、次の RECEIVE コマンドまたはタスクの終了まで有効です。

TYPE(cvda)

受信した要求のタイプを戻します。CVDA 値は、以下のとおりです。

HTTPYES
HTTP 要求を示します。

HTTPNO
HTTP 以外の要求を示します。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点

CREATE TCPIPSERVICE、INQUIRE TCPIPSERVICE、および SET TCPIPSERVICE

コマンドに MAXDATALEN オプションが追加されました。
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MAXDATALEN(32|number)

HTTP サーバーとしての CICS が受信できるデータの最大長 (キロバイト単位)

を指定します。デフォルト値は 32 です。最小値は 3 最大値は 524288 です。

CREATE TCPIPSERVICE および INQUIRE TCPIPSERVICE コマンドでも、
PROTOCOL 属性の新しいオプション USER (ユーザー定義プロトコルを意味する)

が使用可能になりました。

プロトコルを USER として定義した場合、新しい CICS 提供のトランザクション
CWXU (CICS Web ユーザー定義プロトコル接続トランザクション) が、トランザ
クションとして指定されます。CWXU はプログラム DFHWBXN を実行します。

HTTP プロトコルの場合は、CREATE TCPIPSERVICE コマンドで SOCKETCLOSE

オプションに 0 を指定しないでください。この設定にすると持続接続を維持できな
くなります。

仮想ホストを管理するために、以下のコマンドが提供されています。

v INQUIRE HOST

v SET HOST

CICS では、ご使用の CICS 領域の URIMAP 定義に基づいて、仮想ホストの作成
と削除を自動的に管理します。

INQUIRE HOST
ローカル・システム内の仮想ホストに関する情報を取得します。

説明

INQUIRE HOST コマンドを使用すると、ローカル CICS 領域内の特定の仮想ホス
トに関する情報を取得できます。仮想ホストについては、 113ページの『仮想ホス
ティング』で説明しています。仮想ホストは、URIMAP リソース定義オブジェクト
に基づいています。CICS では、同じホスト名と同じ TCPIPSERVICE を指定する
CICS 領域に存在するすべての URIMAP 定義を 1 つのデータ構造にまとめること
により、仮想ホストが自動的に作成されます。TCPIPSERVICE を指定しない
URIMAP は、すべての TCPIPSERVICE に適用されることになるため、一致するホ
スト名を指定するすべてのデータ構造に追加されます。このため、これらの
URIMAP 定義は複数のデータ構造の一部になる可能性があります。

INQUIRE HOST
�� INQUIRE HOST(data-area)

ENABLESTATUS(cvda)
�

�
TCPIPSERVICE(data-area)

��

条件: INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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ブラウズ

INQUIRE HOST コマンドでブラウズ・オプション (START、NEXT、および END)

を使用することにより、領域内に存在するすべての仮想ホストをブラウズすること
もできます。

オプション

HOST(data-value)

仮想ホストの名前を指定します。各仮想ホストの名前は、仮想ホストを構成する
URIMAP 定義で指定されたホスト名から取得されます。例えば、CICS 領域の
URIMAP 定義でホスト名 www.example.com が指定されている場合、CICS は
www.example.com という名前の仮想ホストを作成します。URIMAP 定義には、
ホスト名を 120 文字以内で指定できます。

ENABLESTATUS(cvda)

この仮想ホストの状況を示す CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下のとお
りです。

ENABLED
仮想ホストは使用可能です。

DISABLED
仮想ホストは使用不可です。アプリケーションは、仮想ホストを構成す
る URIMAP 定義にアクセスできません。

TCPIPSERVICE(data-area)

この仮想ホストに関連するインバウンド・ポートを指定する TCPIPSERVICE 定
義の 1 から 8 文字の名前を戻します。この定義が指定されなかった場合、仮想
ホストはすべての TCPIPSERVICE 定義に関連付けられます。

SET HOST
仮想ホストの状況を使用可能または使用不可に設定します。

説明

SET HOST コマンドは、仮想ホストの状況を使用可能または使用不可に設定しま
す。仮想ホストを使用不可に設定することは、仮想ホストを構成するすべての
URIMAP 定義にアプリケーションがアクセスできなくなることを意味します。仮想
ホストを使用不可にした場合、CICS は Web クライアントに対して、503 (サービ
スが利用不可能) 状況コードを含む HTTP 応答を戻します。

SET HOST
�� SET HOST(data-area)

ENABLESTATUS(cvda)
��

条件: INVREQ

このコマンドはスレッド・セーフです。
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INQUIRE URIMAP コマンドを使用して個々の URIMAP 定義について照会する
と、仮想ホストが使用不可であることを示す特殊な状況 DISABLEDHOST が戻され
ます。URIMAP 定義の使用不可状況を個別に変更する必要はありません。SET

HOST コマンドを使用すれば、仮想ホストを構成するすべての URIMAP 定義を再
び使用可能にすることができます。ただし、DISABLEDHOST 状況の URIMAP 定
義は廃棄できないので、注意してください。定義を廃棄したい場合は、(SET

URIMAP コマンドを使用して) 個別に廃棄する必要があります。

オプション

ENABLESTATUS(cvda)

CVDA 値は、以下のとおりです。

ENABLED
アプリケーションは、仮想ホストを構成する URIMAP 定義にアクセス
できます。

DISABLED
アプリケーションは、仮想ホストを構成する URIMAP 定義にアクセス
できません。

CEMT の変更点

CEMT INQUIRE および SET HOST コマンドが CEMT トランザクションに追加さ
れました。「CICS Supplied Transactions」に、これらのコマンドについての情報が
記載されています。

統計の変更点

新規の統計 Maxdata (フィールド名 SOR_MAXDATA_LENGTH) が TCP/IP サービ
ス・リソース統計に追加されます。この統計は、TCPIPSERVICE 定義の
MAXDATALEN 設定を表示します。TCP/IP サービス・リソース統計は、
TCPIPSERVICE キーワードを使用して COLLECT STATISTICS コマンドによって
収集され、DFHSORDS DSECT によってマップされます。

統計プログラム DFH0STAT には、CICS が URIMAP 定義から作成した仮想ホスト
を示す新規レポートが組み込まれています。仮想ホスト・レポートには、各仮想ホ
ストの名前、それが使用可能か使用不可か、および関連付けられている
TCPIPSERVICE 定義の名前が表示されます。TCPIPSERVICE 定義が表示されない場
合、その仮想ホストは CICS 領域内のあらゆる TCPIPSERVICE 定義に関連付けら
れています。
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第 5 章 CICS Web サポートの一般拡張

CICS Web サポートの拡張には、CICS が HTTP サーバーの場合の HTTP 要求お
よび応答処理に関する機能の改良や、CICS Web サポートによるコード・ページ変
換の処理方法の改良、およびより適切な HTTP 日時形式のサポートが含まれます。

HTTP 要求および応答処理のサポートの改良

URIMAP 定義は、CICS が HTTP サーバーの場合の HTTP 要求および応答処理に
関して改良されてより強力になった機能を提供する、新しい CICS リソースです。
新しい URIMAP リソース定義によって、以下が可能になります。

v アプリケーション・プログラムを使用して Web クライアントに動的応答を提供
するだけでなく、HFS ファイルまたは CICS 文書テンプレートの内容を使用して
静的応答を提供できます。

v より透過的に HTTP 要求を処理できます。

v HTTP 要求のオンライン管理を実行できます。

v HTTP 要求の処理にアナライザー・プログラムを使用するかどうかはオプション
です。

HTTP 要求および応答を分析するための CICS API サポートが拡張されました。
EXEC CICS WEB EXTRACT コマンドは、より多くの情報を要求から抽出するよう
に拡張されました。また、新規 EXEC CICS WEB PARSE URL コマンドによっ
て、任意の URL を分析して再利用のための情報を抽出できるようになりました。

HTTP サーバーとしての CICS で使用される EXEC CICS WEB SEND および
WEB RECEIVE コマンドが拡張されて、Web クライアントから要求を受信した
り、応答を送信したりするときの制御や機能が向上しました。例えば、応答のメッ
セージ本体を提供するのに (CICS 文書を使用する代わりに) データのバッファーを
使用できるようになりました。また、応答がいつ送信されるかを決定するオプショ
ンや、応答受信後に CICS がクライアントに接続を終了するよう信号を送るかどう
かを決定するオプションを指定できます。これらのコマンドの変更点については、
107ページの『第 4 章 HTTP/1.1 への CICS Web サポートのアップグレード』で
説明します。

コード・ページのサポートの改良

CICS Web サポートのコード・ページ変換が改良されたため、CICS Web サポート
用のコード・ページ変換テーブル (DFHCNV) をセットアップする必要がなくなりま
した。

CICS では、コード・ページ変換に UTF-8 および UTF-16 文字エンコードを使用で
きるようになりました。

HTTP 日時形式のサポート

新しい CICS API コマンド CONVERTTIME は、インターネットで使用される一般
的な日時スタンプ形式を CICS ABSTIME 形式に変換します。EXEC CICS

FORMATTIME コマンドには、ABSTIME 形式をインターネットでの使用に適した
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日時スタンプ・ストリングに変換するためのオプションが追加されました。

CICS Web サポート拡張の利点

CICS Web サポートの拡張によって、以下の利点が得られます。

v HTTP サーバーとしての CICS は、アナライザー・プログラムの代わりに、ある
いはこれに加えて、URIMAP リソース定義を使用することによって、より簡単に
管理できます。URIMAP 定義は、HTTP 要求をユーザー・アプリケーション・プ
ログラムに直接割り当てるのに使用できます。この URIMAP 定義はユーザーが
オンラインで管理できます。

v URIMAP 定義を使用すると、CICS が Web クライアントに対して自動的に静的
応答を提供するようにすることができるため、このタイプの応答を提供するアプ
リケーション・プログラムを作成して呼び出す必要がありません。静的応答は、
CICS 文書テンプレートまたは z/OS UNIX® システム・サービス HFS ファイル
から形成することが可能であり、この応答は Web クライアントの照会ストリン
グからデータを組み込むことができます。

v コード・ページ変換に UTF-8 および UTF-16 文字エンコードを使用できます。
CICS Web サポートのコード・ページ変換プロセスが改良されたため、CICS

Web サポート用にコード・ページ変換テーブル (DFHCNV) をセットアップする
必要がなくなりました。

v CICS API は、インターネットで使用される日時スタンプ形式と CICS ABSTIME

形式の間の変換をサポートします。

用語
以下の用語は、CICS Web サポートの拡張に関連して使用されます。

HTTP サーバーとしての CICS
CICS が Web クライアントから HTTP 要求を受信し、応答を送信するプロ
セス。ユーザー・アプリケーション・プログラムを使用して要求を処理し、
応答を提供するか、URIMAP 定義を使用して静的応答を指定することがで
きます。

HTTP クライアントとしての CICS
ユーザー・アプリケーション・プログラムが CICS を介して HTTP サーバ
ーに要求を送信し、応答を受信するプロセス。

静的応答
CICS が、URIMAP 定義によって指定された文書テンプレートまたは HFS

ファイルから構成する HTTP 応答。

アプリケーションにより生成される応答
ユーザー・アプリケーション・プログラムによって動的に作成される HTTP

応答。これは、Web 対応アプリケーション・プログラムでも Web 非対応
アプリケーション・プログラムでも構いません。

Web 対応アプリケーション・プログラム
EXEC CICS WEB アプリケーション・プログラミング・インターフェー
ス・コマンドを使用して Web クライアントの要求を受信し、HTTP 応答を
送信するアプリケーション・プログラム。
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Web 非対応アプリケーション・プログラム
CICS Web サポートで、EXEC CICS WEB アプリケーション・プログラミ
ング・インターフェース・コマンドを使用しないアプリケーション・プログ
ラム。このようなプログラムを Web に対応できるようにするには、コンバ
ーター・プログラムを使用して、Web クライアントの要求を受け入れ可能
な入力に変換し、HTTP 応答をプログラムの出力に基づいて構成します。

Web クライアント
HTTP サーバーとしての CICS に対して HTTP 要求を行うクライアント・
アプリケーション。これは、ユーザー (人間) や自動ユーザー・エージェン
ト (検索エンジン用の情報収集機能など)、あるいはアプリケーション・プロ
グラム (HTTP クライアント要求を行う CICS アプリケーションなど) への
応答を表示する Web ブラウザーである場合があります。

チャンク形式転送コーディング (チャンク化とも呼ばれる)
HTTP メッセージの本文が一連のチャンク (それぞれに固有のチャンク・サ
イズ・ヘッダーが付いている) として転送されるプロセス。

パイプライン化
クライアントが複数の HTTP 要求を、応答を待たずにサーバーに送信する
プロセス。応答は、要求を受信したときと同じ順序でリモート・サーバーか
ら戻す必要があります。

べき等 個別 HTTP メソッド、またはパイプライン化された一連の要求のプロパテ
ィー。メソッドがべき等である場合、そのメソッドで同じ要求を繰り返すと
必ず同じ結果が得られます。要求シーケンスがべき等である場合、一連の要
求の全部または一部が繰り返されると必ず結果が得られます。

持続接続
要求と応答の交換を複数回行う場合に再利用できる、Web クライアントと
HTTP サーバー間の接続。

URL URL (Uniform Resource Locator) は、特定のタイプの URI (Universal

Resource Identifier) です。URI は、どのようなリソースでも指定することが
できますが、URL は通常インターネット上の既存のリソースの位置を指定
します。

仮想ホスティング
同じ IP アドレスにある複数のホストを 1 つの HTTP サーバーが代表でき
る状態。この方法で提供される各ホスト名は、仮想ホストとして認識されま
す。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』
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HTTP サーバーとしての CICS に対する HTTP 要求と応答の処理
HTTP サーバーとしての CICS に対する HTTP 要求は、CICS への要求を行う
Web クライアントによって開始されます。CICS は、Web クライアントからの要求
の応答を Web クライアントに戻します。応答は、URIMAP リソース定義に指定さ
れている静的文書を基にして作成するか、またはユーザーのアプリケーション・プ
ログラムによって動的に作成できます。

HTTP サーバーとしての CICS に対する処理は、以下のように実行されます。

1. CICS が TCP/IP 接続の要求を受信します。CICS Sockets ドメインは、ポート
の TCPIPSERVICE リソース定義を使用して、要求が CICS Web サポートによ
って処理されることを決定します。

2. CICS は、要求の URL を (使用可能な場合) URIMAP 定義と突き合わせます。
一致する定義が検出された場合は、その URIMAP 定義によって要求の処理方法
が CICS に通知されます。

3. URIMAP 定義がリダイレクトを指定している場合、CICS は Web クライアン
トの URL から指定の URL にリダイレクトします。CICS は、リダイレクト・
メッセージを作成して、これを Web クライアントに送信します。

4. URIMAP 定義によって静的応答が指定されている場合、CICS は応答を生成し
て出力します。CICS は、文書テンプレートまたは z/OS UNIX System Services

HFS ファイルのいずれかと適切な HTTP ヘッダーを組み合わせて使用すること
により、HTTP 応答を生成します。この応答には、適切なコード・ページ変換が
実行され、その後 CICS によって Web クライアントに送信されます。

5. アナライザー・プログラムの使用が URIMAP 定義に指定されている場合や、一
致する URIMAP 定義が見つからなかった場合は、アナライザー・プログラムが
実行される場合があります。 アナライザー・プログラムは、要求を動的に解釈
できます。または、アナライザー・プログラムをモニターや監査の目的に使用す
ることもできます。

6. アプリケーション・プログラムを実行して、要求を処理します。 アプリケーシ
ョン・プログラムを指定するには、URIMAP 定義、アナライザー・プログラム
のいずれかを使用します。EXEC CICS WEB および EXEC CICS DOCUMENT

アプリケーション・プログラミング・インターフェースを使用する Web 対応ア
プリケーション・プログラムを使用すると、要求を処理して応答を構成できま
す。非 Web 対応アプリケーション・プログラムを Web に対応できるようにす
るには、コンバーター・プログラム (Web クライアントの要求を受け入れ可能な
入力に変換し、プログラムの出力に基づいて HTTP 応答を作成するプログラム)

か、非 Web 対応プログラムを呼び出してその出力を使用する Web 対応アプリ
ケーション・プログラムのいずれかを使用します。

7. CICS は、必要な HTTP ヘッダーをいくつか生成して、これをメッセージに追
加します。 応答の HTTP バージョンに応じて、適切なヘッダーが生成されま
す。

8. CICS は、完全な HTTP 応答を Web クライアントに送信します。 Web クラ
イアントが持続接続をサポートする場合、CICS は、ユーザー・アプリケーショ
ンまたは Web クライアントが終了を要求するか、またはタイムアウト期間に到
達するまで接続を維持し、その後の HTTP 要求に備えます。
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この処理中、コード・ページ変換が必要になるのは、通常、メッセージが CICS 環
境に出入りするときであるため、CICS Web サポート処理およびユーザー作成アプ
リケーション (通常は EBCDIC エンコードを使用) は、Web クライアント (通常は
ASCII エンコードを使用) と通信できます。

CICS Web サポートでの Unicode UTF-8 および UTF-16 コード・ページ
変換

CICS Web サポートは、Unicode UTF-8 文字エンコードおよび UTF-16 文字エンコ
ードとの間のコード・ページ変換を処理できるようになりました。

UTF-8 および UTF-16 のコード・ページ変換では、z/OS が提供する変換サービス
を使用します。「z/OS Support for Unicode: Using Conversion Services」の説明に従
い、ご使用の z/OS システムで変換機能を使用可能にする必要があります。

コード・ページ変換は通常は、CICS Web サポート処理およびユーザー作成のアプ
リケーション (一般に EBCDIC エンコードが使用される) が、Web クライアント
(一般に ASCII エンコードが使用される) と通信できるようにするために必要です。
インバウンド・メッセージは、アプリケーションが処理できるよう EBCDIC エンコ
ードに変換され、アプリケーションが生成したアウトバウンド・メッセージは、
EBCDIC エンコードから、Web クライアントに適した文字セットに変換されます。

UTF-8 および UTF-16 文字エンコードを、CICS がインターネットとの間で送受信
する項目のメッセージ本体に使用することができます。CICS がサポートする任意の
EBCDIC コード・ページを使用して、UTF-8 および UTF-16 文字エンコードとの間
の変換を実行できます。

CICS 文書および文書テンプレートは、UTF-8 および UTF-16 文字エンコードに変
換できないため、注意してください。これらの文字エンコードでアウトバウンド・
メッセージを送信したい場合は、DOCTOKEN オプションを使用して CICS 文書を
指定するのではなく、WEB SEND または WEB CONVERSE コマンドで FROM オ
プションを使用して、メッセージ本体を形成するデータのバッファーを指定しま
す。

HTTP 日時スタンプ・フォーマットの処理
CICS を介して Web と対話するアプリケーション・プログラムは、適切な日時スタ
ンプ・フォーマットを HTTP ヘッダーに生成する必要があります。また、アプリケ
ーション・プログラムは、Web から受信した日時スタンプ情報を処理できなくては
なりません。CONVERTTIME および FORMATTIME コマンドを使用すると、HTTP

で使用される一般的な設計済み日時スタンプ・ストリング・フォーマットを処理で
きます。

CONVERTTIME コマンドを使用すれば、設計済み日時スタンプ・ストリングを
ABSTIME に変換できます。日時スタンプのフォーマットをユーザーが識別する必
要はありません。CONVERTTIME コマンドは、インターネットで一般に使用されて
いる 3 つの異なる日時スタンプ・フォーマットを認識および変換します。
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FORMATTIME コマンドを使用すれば、現在日付および時刻 (ABSTIME フォーマ
ット) またはアプリケーション・プログラムによって生成された日時 (有効期限日付
など) を RFC 1123 フォーマットに変換できます。

CICS 外部インターフェースの変更点

リソース定義の変更点
DOCTEMPLATE リソース定義の新しい属性 HFSFILE

この属性を使用すると、z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイルを文書テン
プレートとして使用できます。

HFSFILE(hfsfile)
テンプレートが z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイル内にある場合
は、HFS ファイルの完全修飾 (絶対) 名または相対名を指定します。名前は、す
べてのディレクトリーが含まれ、スラッシュで始まっている絶対名 (例え
ば、/u/facts/images/bluefish.jpg) として指定することができます。あるい
は、CICS 領域ユーザー ID の HOME ディレクトリーに対する相対名 (例え
ば、facts/images/bluefish.jpg) として指定することもできます。最大 255 文
字まで使用できます。CICS 領域には、z/OS UNIX へのアクセス権が必要であ
り、このファイルが含まれる HFS ディレクトリーや、ファイル自体へのアクセ
ス権も必要です。

URIMAP リソース定義
URIMAP 定義は、HTTP または Web サービス要求の URI と一致するリソース定
義であり、要求を処理する方法に関する情報を提供します。

URIMAP 定義は、CICS における次の 3 つの異なる Web 関連機能を提供するため
に使用されます。

1. HTTP サーバーとしての CICS への Web クライアントからの要求。 HTTP サ
ーバーとしての CICS に対する要求のための URIMAP 定義は、USAGE 属性と
して SERVER が設定されています。これらの URIMAP 定義は、CICS が Web

クライアントから受信することを予期する HTTP 要求の URL と一致し、各要
求に対して CICS から応答を提供する方法を定義します。URIMAP 定義を使用
して、CICS に対して次のことを指示できます。

v 文書テンプレートまたは z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイルを使
用して、HTTP 要求に対して静的応答を提供する。

v アプリケーション・プログラムを使用して、HTTP 要求に対して動的応答を提
供する。

2. HTTP クライアントとしての CICS からサーバーへの要求。HTTP クライアン
トとしての CICS からの要求の URIMAP 定義では、USAGE 属性として
CLIENT が設定されています。これらの URIMAP 定義は、Web クライアント
として機能するユーザー・アプリケーションが HTTP サーバーに対する CICS

Web サポートを通じて要求を行う際に使用する URL を指定します。この目的
のために URIMAP 定義をセットアップすると、アプリケーション・プログラム
での URL の識別を避けることができます。
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3. Web サービス要求。 Web サービス要求のための URIMAP 定義では、USAGE

属性として PIPELINE が設定されています。これらの URIMAP 定義は、インバ
ウンド Web サービス要求 (すなわちクライアントが CICS で Web サービスを
呼び出す要求) の URI を、実行される処理を指定する PIPELINE または
WEBSERVICE リソースに関連付けます。

HTTP サーバーとしての CICS の場合、URIMAP 定義には、以前は
TCPIPSERVICE 定義に関連付けられたアナライザー・プログラムによって提供され
ていた機能のほとんどが組み込まれています。必要に応じて、やはり処理のパスで
アナライザー・プログラムを関与させることができます。

URIMAP 定義属性:
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�� URIMAP(name) GROUP(groupname)
DESCRIPTION(text)

�

�
STATUS(ENABLED)

STATUS(DISABLED)
HOST(hostname) PATH(path)

SCHEME(HTTP)

SCHEME(HTTPS)
�

�
USAGE(SERVER) SERVER attributes

USAGE(CLIENT) CLIENT attributes
USAGE(PIPELINE) PIPELINE attributes

��

SERVER

TCPIPSERVICE(name)
�

�
MEDIATYPE(type) CHARACTERSET(characterset) HOSTCODEPAGE(codepage) TEMPLATENAME(name)

HFSFILE(name)
ANALYZER(YES)

ANALYZER(NO) CONVERTER(name) TRANSACTION(name) PROGRAM(name) USERID(id)

�

�
REDIRECTTYPE(NONE)

LOCATION(url)
REDIRECTTYPE(TEMPORARY)
REDIRECTTYPE(PERMANENT)

CLIENT

CERTIFICATE(label) CIPHERS(value)

PIPELINE
PIPELINE(name)

WEBSERVICE(name) TCPIPSERVICE(name)
�

�
TRANSACTION(name) USERID(id)

�

�
REDIRECTTYPE(NONE)

LOCATION(url)
REDIRECTTYPE(TEMPORARY)
REDIRECTTYPE(PERMANENT)

ANALYZER({NO|YES})

この属性は、アプリケーションにより生成される応答が提供される
USAGE(SERVER) で使用します。(USAGE(CLIENT) または
USAGE(PIPELINE) の場合、この属性は強制的に NO になります。) HTTP 要
求の処理にアナライザー・プログラムを使用するかどうかを指定します。この属
性を使用して実行できるアナライザーは、この URIMAP 定義が関連している
TCPIPSERVICE 定義 (複数可) に関連付けられているアナライザーです。(アナ
ライザー・プログラムはローカル CICS 領域に存在している必要があります。)

YES の場合、アナライザーが実行されます。NO は、アナライザーが使用され
ないことを意味します。
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CERTIFICATE(label)

この属性は、USAGE(CLIENT) で使用します。 SSL ハンドシェーク時に SSL

クライアント証明書として使用する X.509 証明書のラベルを指定します。証明
書ラベルは、32 文字以内の長さにすることができます。この属性は、URIMAP

定義によって指定される URI が、クライアントとしての CICS によって行われ
る HTTPS 要求で使用される場合にのみ必要です。SSL クライアント証明書を
要求するかどうかはサーバー次第ですが、証明書が要求された場合、CICS で
は、URIMAP 定義で指定された証明書ラベルを提供します。この属性を省略し
た場合は、CICS 領域ユーザー ID の鍵リングに定義されているデフォルトの証
明書が使用されます。証明書は、外部セキュリティー・マネージャーのデータベ
ース内の鍵リングに保管する必要があります。

CIPHERS(value)

この属性は、USAGE(CLIENT) で使用します。

28 個以内の 2 桁の暗号スイート・コードのリストとして解釈される 56 個以内
の 16 進数字のストリングを指定します。属性値には、ENCRYPTION システム
初期化パラメーターで指定した暗号化のレベルに応じて、許容されるコードのリ
ストが自動的に取り込まれます。

v ENCRYPTION=WEAK の場合、デフォルト値は 03060102 です。

v ENCRYPTION=MEDIUM の場合、デフォルト値は 0903060102 です。

v ENCRYPTION=STRONG の場合、デフォルト値は 0504352F0A0903060102 で
す。

暗号コードを再配列したり、デフォルト・リストから除去することができます。
ただし、特定の暗号化レベルのデフォルト・リストにない暗号コードを新たに追
加することはできません。値をコードのデフォルト・リストにリセットするに
は、すべての暗号スイート・コードを削除します。これにより、フィールドにデ
フォルト・リストが再び自動的に取り込まれます。

CHARACTERSET(characterset)

この属性は、静的な応答が提供される USAGE(SERVER) で使用します。Web

クライアントに送信される応答のエンティティー本体を CICS が変換する変換
先文字セットの 1 から 40 文字の名前を指定します。CICS では、IANA によ
って指定されるすべての文字セットがサポートされるとは限りません。この属性
の値は、応答の Content-Type ヘッダーに組み込まれます。

静的応答が提供されていて、MEDIATYPE 属性がテキスト・タイプを指定して
いる場合は、CHARACTERSET を指定する必要があります。

CONVERTER(name)

この属性は、アプリケーションにより生成される応答が提供される
USAGE(SERVER) で使用します。要求および応答に対して変換またはその他の
処理を行うために実行するコンバーター・プログラムの 1 から 8 文字の名前を
指定します。一般に、コンバーター・プログラムは、HTTP 要求をアプリケーシ
ョン・プログラムが使用できる COMMAREA に変換し、その出力を HTTP 応
答に変換します。コンバーター・プログラムには、ローカル CICS 領域で使用
可能な任意のコンバーター・プログラムを指定できます。

DESCRIPTION(text)

このフィールドには、定義するリソースの記述を提供することができます。記述
テキストは、58 文字以内の長さにすることができます。使用できる文字につい
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ての制限はありません。ただし、括弧を使用する場合は、それぞれの左括弧ごと
に、対応する右括弧が必要です。CREATE コマンドを使用する場合は、テキス
ト内のそれぞれの単一アポストロフィごとに、2 つのアポストロフィをコーディ
ングしてください。

GROUP(groupname)

各リソース定義には、GROUP 名が必要です。リソース定義はグループのメンバ
ーになり、グループがインストールされるときに CICS システムにインストー
ルされます。

許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

小文字を入力した場合は、大文字に変換されます。

GROUP 名は、8 文字以内の長さにすることができます。小文字は大文字として
扱われます。DFH で始まるグループ名は使用しないでください。これらの文字
は CICS が使用するために予約済みです。

HFSFILE(name)

この属性は、静的な応答が提供される USAGE(SERVER) で使用します。Web

クライアントからの HTTP 要求に対して送信される静的応答の本体を形成する
z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイルの完全修飾 (絶対) 名または相対
名を指定します。名前は、すべてのディレクトリーが含まれ、スラッシュで始ま
っている絶対名 (例えば、/u/facts/images/bluefish.jpg) として指定すること
ができます。あるいは、CICS 領域ユーザー ID の HOME ディレクトリーに対
する相対名 (例えば、facts/images/bluefish.jpg) として指定することもでき
ます。最大 255 文字まで使用できます。

注: リソース・レベル・セキュリティーは、静的応答として引き渡される項目に
は適用されません。この方法で引き渡された項目に対してユーザー ID に基
づくアクセス制御を適用する必要がある場合は、代わりに、そのデータをア
プリケーション生成の応答として引き渡す必要があります。

パス・マッチングを使用するには、HFS ファイルのパスの末尾と、PATH 属性
で指定されているパスの末尾に、ワイルドカード文字としてアスタリスクを記述
します。CICS では、各 HTTP 要求のパスの中からワイルドカード文字で指定
される部分を取り出し、これをファイル・パスの最後の部分として置き換えま
す。

例えば、PATH 属性を

findout/pictures/*

と指定し、HFSFILE 属性を以下のように指定した URIMAP 定義を作成できま
す。

/u/facts/images/*

この URIMAP 定義は、以下の着信 HTTP 要求を処理するために使用されま
す。

http://www.example.com/findout/pictures/bluefish.jpg
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CICS では、URIMAP 定義で指定された HFS ファイル・パスにアスタリスクの
代わりに bluefish.jpg を付加します。これにより、

/u/facts/images/bluefish.jpg

が静的応答として使用されます。

注: HFSFILE の指定には、アスタリスクを単独で使用することはできません。
ディレクトリー構造のレベルは、1 つ以上指定する必要があります。

照会ストリングを HFS ファイルに置換することはできません (HFS ファイルを
CICS 文書テンプレートとして定義せず、HFSFILE オプションの代わりに
TEMPLATENAME オプションを使用して指定しなかった場合)。

HOST(hostname)

この属性は、すべての USAGE オプションで使用します。 URIMAP 定義が適
用される URI のホスト部分を 116 文字以内で指定します。ホスト名の例とし
ては、www.example.com を挙げることができます。

HOST 属性が定義されている必要があります。ホスト属性には、英数字、ハイ
フン (-) またはピリオド (.) のみを含めることができます。ホスト名には、16

進数のエスケープ・シーケンスを使用できません。CICS は、これを定義時に検
証します。ホスト名は大文字でも小文字でも入力できますが、URIMAP 定義で
はこれは小文字に変換されます。

ホスト名として IPv4 アドレスを使用できますが、IPv6 アドレスはサポートさ
れていません。

HTTP サーバーとしての CICS に関連する URIMAP 定義の場合、HOST 属性
の代わりに、単一のアスタリスクを使用できます。これにより、URIMAP 定義
は任意のホスト名と一致します。アスタリスクは、HOST 属性でその他の文字
と一緒にワイルドカードとして使用することはできません。

HOSTCODEPAGE(codepage)

この属性は、静的な応答が提供される USAGE(SERVER) で使用します。静的
応答を形成するテキスト文書のエンコードに使用する IBM® コード・ページ
(EBCDIC) の 1 から 10 文字の名前を指定します。この情報は、静的応答のエ
ンティティー本体のコード・ページ変換を実行するために、CICS で必要となり
ます。

静的応答が提供されていて、MEDIATYPE 属性がテキスト・タイプを指定して
いる場合は、HOSTCODEPAGE を指定する必要があります。

LOCATION(url)

この属性は、USAGE(SERVER) および USAGE(PIPELINE) で使用します。ク
ライアントの要求のリダイレクト先の URL を 255 文字以内で指定します。こ
れは、スキーム部分、ホスト部分、パス部分、および適切な区切り文字を含む完
全な URL である必要があります。CICS では URL が有効であるかは検査され
ないため、宛先が存在すること、およびその URL が正しく指定されていること
をユーザーが確認する必要があります。

リダイレクトのタイプを指定するために、REDIRECTTYPE 属性が使用されま
す。一時リダイレクトまたは永続リダイレクトが指定された場合、LOCATION

属性内の URL がリダイレクトに使用されます。リダイレクトが指定されない場
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合、LOCATION 属性内の URL は無視されます。SET URIMAP コマンドを使
用して、REDIRECTTYPE 属性および LOCATION 属性を変更することができま
す。

MEDIATYPE(type)

この属性は、静的な応答が提供される USAGE(SERVER) で使用します。HTTP

要求に対して CICS が提供する静的応答のメディア・タイプ (データ・コンテ
ンツ) を指定します (例えば、image/jpg、text/html、text/xml など)。最大 56

文字まで使用できます。メディア・タイプには、スラッシュ (/) が 1 つのみ含
まれていなければなりません。メディア・タイプは大文字でも小文字でも入力で
きますが、URIMAP 定義ではこれは小文字に変換されます。

正式に認められた各データ・コンテンツ・タイプの名前は、IANA によって定義
されています。リストは http://www.iana.org/assignments/media-types/ で参照でき
ます。CICS では、この属性の値を使用して、応答の Content-Type ヘッダーを
作成します。

この属性にはデフォルト値がないため、値を指定する必要があります。
MEDIATYPE 属性でテキスト・タイプ (text/ で始まるタイプや、+xml を含む
タイプなど) を指定する場合は、CHARACTERSET 属性および
HOSTCODEPAGE 属性も指定して、コード・ページ変換を実行できるようにし
なければなりません。テキスト・メディア・タイプは、RFC 3023 によって示さ
れています。RFC 3023 は、http://www.ietf.org/rfc/rfc3023.txt から入手可能で、
RFC 2376 を置き換えます。

動的 (アプリケーションによって生成される) 応答の場合、この属性は使用され
ません。応答のメディア・タイプは、WEB SEND コマンドによって指定されま
す。

PATH(path)

この属性は、すべての USAGE オプションで使用します。 URIMAP 定義が適
用される URI のパス部分を 255 文字以内で指定します。パスの例としては、
software/htp/cics/index.html を挙げることができます。指定可能な最短のパ
スは / (スラッシュ) であり、指定されたホスト名の URL 構造のルートを表し
ます。

PATH 属性は大/小文字混合で指定します。大/小文字は、URIMAP 定義で保持
されます。PATH 属性には、URI で許可されている文字のみを含める必要があ
ります。具体的には、文字 < > # % “ { } | \ ^ [ ] ` および組み込みブランク
は除外する必要があります (% は有効な 16 進数のエスケープ・シーケンスを
採用する場合、すなわち、大文字または小文字の有効な 2 桁の 16 進数字が続
く場合にのみ許可されます)。CICS 内で波形記号 (~) を指定することはできな
いため、波形記号は対応する 16 進数のエスケープ・シーケンス (%7E) に置き
換える必要があります。CICS は、定義時に文字の使用を検証します。

HTTP サーバーおよび Web サービスとしての CICS に関連する URIMAP 定義
では、複数のパスに URIMAP 定義を一致させる必要がある場合は、パスの最後
にワイルドカード文字としてアスタリスクを使用できます。例えば、パス
/software/htp/cics/* を指定した場合、URIMAP 定義は、アスタリスクの左の
ストリングで始まるパスを持つすべての要求に一致します。パス /* を指定した
場合、URIMAP 定義は HOST 属性に指定されているホストに送信される任意の
要求に一致します。複数の URIMAP 定義が HTTP 要求に一致する場合は、最
も具体的な一致が採用されます。
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query (照会) 部分が存在する場合、その特定の照会のみに URIMAP 定義を適用
させる必要があるときは、パス部分の一部としてこれを含めることができます。
疑問符 (?) はストリングの先頭に含めてください。照会ストリングには、URI

で許可されている文字のみを使用する必要があります。照会ストリング自体には
ワイルドカードとしてアスタリスクを含めることができませんが、ワイルドカー
ドとしてアスタリスクを含むパスの後に続けて指定することはできます。
URIMAP 定義に照会ストリングを含めなかった場合、HTTP 要求内の照会スト
リングはマッチングの目的としては自動的に無視されます。

HTTP クライアントとしての CICS 用の URIMAP 定義の場合は、ワイルドカ
ードとしてアスタリスクを使用できません。要求の完全なパスを指定する必要が
あります。WEB OPEN コマンドで URIMAP 定義が参照された場合、このパス
がその接続に関連する WEB SEND コマンドのデフォルト・パスになります。
WEB SEND コマンドで URIMAP 定義が参照された場合、このパスがその
WEB SEND コマンドで使用されます。ただし、その URIMAP 定義の HOST

属性は、接続の WEB SEND コマンドで指定されたホストと一致する必要があ
ることに注意してください。

PIPELINE(name)

この属性は、USAGE(PIPELINE) で使用します。クライアントが、この
URIMAP 定義によって指定された URI を使用して CICS に対するインバウン
ド Web サービス要求を生成した場合、PIPELINE は、その Web サービスの
PIPELINE リソース定義の 1 から 8 文字の名前を指定します。PIPELINE リソ
ース定義は、クライアントからのサービス要求に対して作動するメッセージ・ハ
ンドラーに関する情報を提供します。

PROGRAM(name)

この属性は、アプリケーションにより生成される応答が提供される
USAGE(SERVER) で使用します。HTTP 応答を作成するユーザー・アプリケー
ション・プログラムの 1 から 8 文字の名前を指定します。HTTP サーバーとし
ての CICS では、アナライザーまたはコンバーター・プログラムが指定されて
いるか、テンプレート名または HFS ファイルが指定されているか、あるいはリ
ダイレクトが指定されている場合を除き、この属性は必須です。

REDIRECTTYPE({NONE|TEMPORARY|PERMANENT})

この属性は、USAGE(SERVER) および USAGE(PIPELINE) で使用します。こ
の URIMAP 定義に一致する要求のリダイレクトのタイプを指定します。必要な
場合、LOCATION 属性によって指定される URL がリダイレクトに使用されま
す。

v NONE は、要求がリダイレクトされないことを意味します。LOCATION 属性
によって URL が指定されていても無視されます。

v TEMPORARY は、要求が一時的にリダイレクトされることを意味します。
LOCATION 属性によって指定される URL がリダイレクトに使用され、応答
に使用される状況コードは 302 (検出) です。

v PERMANENT は、要求が永続的にリダイレクトされることを意味します。
LOCATION 属性によって指定される URL がリダイレクトに使用され、応答
に使用される状況コードは 301 (永続的に移動しました) です。

SET URIMAP コマンドを使用して、REDIRECTTYPE 属性および LOCATION

属性を変更することができます。
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SCHEME({HTTP|HTTPS})

この属性は、すべての USAGE オプションで使用します。 URIMAP 定義が適
用される URI のスキーム部分を、HTTP (SSL を指定しない) または HTTPS

(SSL を使用する) として指定します。URI のスキーム部分の後に続く区切り文
字 :// (コロンと 2 つのスラッシュ) を含めないでください。

注: HTTP スキームが指定された URIMAP は、HTTP スキームまたは HTTPS

スキームを使用して行われた Web クライアント要求を受信します。HTTPS

スキームが指定された URIMAP は、HTTPS スキームを使用して行われた
Web クライアント要求のみを受信します。

STATUS({ENABLED|DISABLED})

この属性は、すべての USAGE オプションで使用します。 URIMAP 定義を使
用可能状態でインストールするか使用不可状態でインストールするかを指定しま
す。デフォルトは使用可能です。

TCPIPSERVICE(name)

この属性は、USAGE(SERVER) および USAGE(PIPELINE) で使用します。
PROTOCOL(HTTP) 付きで、この URIMAP 定義が関連するインバウンド・ポー
トが定義された TCPIPSERVICE リソース定義の 1 から 8 文字の名前を指定し
ます。この属性を指定しなかった場合、URIMAP 定義は任意のインバウンド・
ポートでの要求に適用されます。

スキームとして HTTPS が指定された URIMAP 定義と、Web クライアントが
行う要求とが一致する場合、CICS は、その要求で使用されるインバウンド・ポ
ートが SSL を使用しているかを検査します。ポートに SSL が指定されていな
い場合、要求は 403 (禁止) 状況コードで拒否されます。URIMAP 定義がすべ
てのインバウンド・ポートに適用される場合は、この検査を行うことによって、
Web クライアントはセキュア・リソースへのアクセス時に非セキュア・ポート
を使用できないことが保証されます。スキームとして HTTP が指定された
URIMAP 定義に対しては検査が実行されないため、Web クライアントはこれら
のリソースへのアクセス時に、非セキュア・ポートでもセキュア (SSL) ポート
でも使用できます。

TEMPLATENAME(name)

この属性は、静的な応答が提供される USAGE(SERVER) で使用します。Web

クライアントからの HTTP 要求に対して送信される静的応答の本体を形成する
CICS 文書テンプレートの 1 から 48 文字の名前を指定します。これは、
DOCTEMPLATE リソース定義を使用して定義する必要があり、このリソース定
義の TEMPLATENAME 属性は、URIMAP 定義で使用する名前を指定します。
CICS 文書テンプレートの形成方法については、「CICS Application

Programming Guide」を参照してください。

注: リソース・レベル・セキュリティーは、静的応答として引き渡される項目に
は適用されません。この方法で引き渡された項目に対してユーザー ID に基
づくアクセス制御を適用する必要がある場合は、代わりに、そのデータをア
プリケーション生成の応答として引き渡す必要があります。

パス・マッチングを使用するには、CICS 文書テンプレートの名前の末尾と、
PATH 属性で指定されているパスの末尾に、ワイルドカード文字としてアスタ
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リスクを記述します。CICS は、各 HTTP 要求のパスのうち、ワイルドカード
文字の適用範囲に相当する部分を取り込んで、これをテンプレート名の最後の部
分と置き換えます。

例えば、PATH 属性を

findout/about/*

と指定し、TEMPLATENAME 属性を以下のように指定した URIMAP 定義を作
成できます。

templates.facts.*

この URIMAP 定義は、以下の着信 HTTP 要求を処理するために使用されま
す。

http://www.example.com/findout/about/fish.html

CICS では、URIMAP 定義で指定されたテンプレート名にアスタリスクの代わ
りに fish.html を付加します。これにより、

templates.facts.fish.html

を使用して、静的応答が形成されます。

注: TEMPLATENAME 属性にアスタリスクを単独で指定すると、選択したテン
プレートの名前は、URL のうちで、PATH 属性のワイルドカード文字に対
応する部分と同じ名前になります。

TEMPLATENAME 属性を指定した場合、照会ストリングが URI に存在し、一
方 PATH 属性で使用されていないときは、CICS は自動的に照会ストリングの
内容を、指定された CICS 文書テンプレートにシンボル・リストとして渡しま
す。照会ストリングの内容を文書テンプレートで使用するには、文書テンプレー
トに適切な変数を指定して、この変数が照会ストリングの内容に置換されるよう
にする必要があります。

TRANSACTION(name)

この属性は、アプリケーションにより生成される応答が提供される
USAGE(SERVER)、および USAGE(PIPELINE) で使用します。HTTP 応答を
作成するユーザー・アプリケーションを実行するため、あるいはパイプラインを
開始するために使用される別名トランザクションの、1 から 4 文字の名前を指
定します。デフォルトの別名トランザクションは、USAGE(SERVER) の場合は
CWBA、USAGE(PIPELINE) の場合は CPIH です。セキュリティー、モニタ
ー、およびアカウンティングの目的で、あるいはトランザクション・クラスの制
限のために、別のトランザクション名を選択することができます。別名トランザ
クションとして選択した名前に関係なく、常に同じプログラムが実行されなけれ
ばならず、そのプログラムは USAGE 属性によって決定します。
USAGE(SERVER) の場合、プログラムは DFHWBA であり、URIMAP 定義の
PROGRAM 属性で指定されたアプリケーション・プログラム (またはアナライ
ザー・プログラムで指定されたアプリケーション・プログラム) にリンクしてい
ます。USAGE(PIPELINE) の場合は、プログラムは DFHPIDSH であり、
PIPELINE 属性で指定されたパイプライン (および指定されていれば
WEBSERVICE 属性で指定された Web サービス) を開始します。
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URIMAP(name)

この URIMAP 定義の名前を指定します。この名前は、8 文字以内の長さにする
ことができます。属性は大/小文字混合で指定します。大/小文字は、URIMAP 定
義で保持されます。

許容文字:

A-Z 0-9 $ @ #

USAGE({SERVER|CLIENT|PIPELINE})

この URIMAP 定義が、HTTP サーバーとしての CICS (SERVER) 用、HTTP

クライアントとしての CICS (CLIENT) 用、および Web サービス (PIPELINE)

用のいずれであるかを指定します。USAGE 属性によって、URIMAP 定義内の
その他の属性のうちのどれを使用できるかが決まります。

SERVER を指定すると、HTTP サーバーとしての CICS 用の URIMAP 定義が
作成されます。このタイプの URIMAP 定義は、Web クライアントからの 着信
HTTP 要求の URI を CICS リソースにマップするために使用されます。アプリ
ケーション生成の応答、または静的応答を提供できます。

CLIENT を指定すると、HTTP クライアントとしての CICS 用の URIMAP 定
義が作成されます。このタイプの URIMAP 定義は、CICS がサーバー上の
HTTP リソースに対する要求を行う場合に使用されます。これにより、ご使用の
アプリケーション・プログラムでの URI の識別を避けことができます。

PIPELINE を指定すると、Web サービス用の URIMAP 定義が作成されます。
このタイプの URIMAP 定義は、インバウンド Web サービス要求 (すなわち、
クライアントが CICS の Web サービスを呼び出すための要求) に使用されま
す。着信要求の URI は、メッセージで実行する処理を指定する WEBSERVICE

リソースおよび PIPELINE リソースに関連付けられます。

USERID(id)

この属性は、アプリケーションにより生成される応答が提供される
USAGE(SERVER)、および USAGE(PIPELINE) で使用します。別名トランザ
クションを接続する際に使用する 1 から 8 文字のユーザー ID を指定しま
す。URIMAP 定義に指定したユーザー ID は、接続用の TCPIPSERVICE 定義
の AUTHENTICATE 属性で指定された認証手続きを使用して、クライアントか
ら直接取得される任意のユーザー ID によってオーバーライドできます。
ANALYZER(YES) が指定された場合、URIMAP 定義またはクライアントから取
得したユーザー ID は、アナライザー・プログラムによって変更可能です。ア
ナライザー・プログラムがユーザー ID を設定することもできます。前述した
いずれの方法でもユーザー ID が指定されていない場合は、デフォルトのユー
ザー ID が CICS のデフォルト・ユーザーになります。

WEBSERVICE(name)

この属性は、USAGE(PIPELINE) で使用します。クライアントが、この
URIMAP 定義によって指定された URI を使用して CICS に対するインバウン
ド Web サービス要求を生成した場合、WEBSERVICE は、使用される
WEBSERVICE リソース定義の 1 から 8 文字の名前を指定します。このリソー
ス定義は、Web サービス設定で配置された CICS アプリケーション・プログラ
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ムのためのランタイム環境の特徴を定義します。この環境では、アプリケーショ
ン・データ構造と SOAP メッセージとの間のマッピングが、CICS 提供のツー
ルを使用して生成されます。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点 (汎用
CICS Web サポート拡張)

新しいコマンドと変更されたコマンド

HTTP クライアントとしての CICS に関して、新しい EXEC CICS WEB コマンド
が追加されました。また、いくつかのコマンドは、HTTP クライアントとしての
CICS に関しては変更されましたが、HTTP サーバーとしての CICS に関しては変
更されていません。新規および変更されたクライアント・コマンドについては、 78

ページの『アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点 (HTTP

クライアント要求)』で説明します。

EXEC CICS WEB SEND コマンドおよび EXEC CICS WEB RECEIVE コマンド
は、HTTP サーバーとしての CICS で使用される場合に HTTP/1.1 をサポートする
ように拡張されました。これについては、 116ページの『アプリケーション・プロ
グラミング・インターフェース (HTTP/1.1 サポート) の変更点』で説明します。

以下の新しい EXEC CICS コマンドは、HTTP サーバーとしての CICS および
HTTP クライアントとしての CICS の両方で使用できます。

v EXEC CICS WEB PARSE URL

v EXEC CICS CONVERTTIME

以下の EXEC CICS コマンドは、HTTP サーバーとしての CICS および HTTP ク
ライアントとしての CICS の両方で変更されました。

v EXEC CICS WEB EXTRACT

v EXEC CICS FORMATTIME

WEB PARSE URL
URL ストリングをその成分に分解します。
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説明

WEB PARSE URL を使用すると、URL ストリングをその部分、つまりスキーム、
ホスト、ポート、パス、および照会ストリングに分解できます。このプロセスを使
用して、URL の構造を検査し、コンポーネントに分離することができます。戻され
た情報を WEB OPEN コマンド内で使用して、URL で指定されたホストとのクラ
イアント接続を開始することができます。

URL に含まれるすべてのエスケープ・シーケンスの妥当性が検査されます。エスケ
ープ・シーケンスは、パーセント文字 (%) とその後に続く 2 つの 16 進文字で構
成されます。有効な 16 進文字の桁は 0 から 9 で、文字は A から F です。

WEB PARSE URL コマンドに入力されたストリングが URL で使用できる正しい
区切り文字で区切られている場合、コマンドにより、インターネット上に存在しな
いホスト名を指すホスト名や URL に許可されていない文字などの無効内容が検出
されません。

オプション

HOST(data-area)

URL のホスト部分を戻します。英数字のホスト名または数値の IP アドレスの
いずれかが戻されます。ポート番号が URL 内に明示的に指定してあった場合、
この部分は PORTNUMBER オプションとして別個に戻されます。

WEB OPEN コマンドには、ホスト名として IPv4 アドレスを使用できますが、
IPv6 アドレスはサポートされていません。IPv6 アドレスは予想される構造に適
合していないため、WEB PARSE URL コマンドでは無効として拒否されます。

HOSTLENGTH(data-area)

HOST オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイナリー変
数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータ (ホスト名) の実際
の長さに設定されます。このデータ域に指定する適切なサイズとして 116 文字
が推奨されています。データがバッファー長を超えると、LENGERR 条件が発
生し、データは切り捨てられます。

WEB PARSE URL
�� WEB PARSE URL(data-value) URLLENGTH(data-value) �

�
SCHEMENAME(data-area) HOST(data-area) HOSTLENGTH(data-area)

�

�
PORTNUMBER(data-area) PATH(data-area) PATHLENGTH(data-area)

�

�
QUERYSTRING(data-area) QUERYSTRLEN(data-area)

��

条件: INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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PATH(data-area)

URL のパス部分を戻します。

PATHLENGTH(data-area)

PATH オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイナリー変
数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータ (URL のパス部分)

の実際の長さに設定されます。このデータ域に指定する適切なサイズとして 256

文字が推奨されています。データがバッファー長を超えると、LENGERR 条件
が発生し、データは切り捨てられます。

PORTNUMBER(data-area)

URL に指定されている (または、その URL に対して適切な) ポート番号を (フ
ルワード・バイナリーのデータ域で) 戻します。ポート番号は、ホスト名に続い
て URL に明示的に指定される場合があります。ただし、サービスのウェルノウ
ン・ポート番号は、通常、URL から省略されます。URL にポート番号が存在し
ない場合、WEB PARSE URL コマンドは、スキームに基づいてポート番号を識
別し、戻します。HTTP の場合、ウェルノウン・ポート番号は 80 であり、
HTTPS の場合、ウェルノウン・ポート番号は 443 です。スキームのデフォル
ト以外のポート番号が戻る場合は、ポート番号を明示的に指定して、URL にア
クセスできるようにする必要があります (例えば、この情報を WEB OPEN コ
マンドに使用している場合など)。

QUERYSTRING(data-area)

URL から照会ストリングを戻します。照会ストリングとは、パスの末尾を区切
る疑問符 (?) の後にエンコードされている 1 つ以上の値のことです。照会スト
リングは、そのエスケープ形式で戻されます。

QUERYSTRLEN(data-area)

QUERYSTRING オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイ
ナリー変数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータ (照会のス
トリング) の実際の長さに設定されます。このデータ域に指定する適切なサイズ
として 256 文字が推奨されています。データがバッファー長を超えると、
LENGERR 条件が発生し、データは切り捨てられます。

SCHEMENAME(data-area)

URL のスキーム部分を 16 文字のデータ域として戻します。CICS では、HTTP

および HTTPS スキーム (SSL を使用する HTTP プロトコル、および SSL を
使用しない HTTP プロトコル) のみがサポートされるため、WEB OPEN コマ
ンドで使用できるのはこれらのスキームのみです。

URL(data-value)

完全な URL ストリングを指定します。

URLLENGTH(data-value)

URL ストリングを格納するバッファーの長さをフルワード・バイナリー値で指
定します。

WEB EXTRACT
HTTP サーバーとしての CICS に対して行われた HTTP 要求に関する情報、または
インターネット・サーバーと HTTP クライアントとしての CICS 間の接続に関する
情報を取得します。
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オプション

HOST(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションは、要求の Host ヘッダ
ー・フィールドまたは要求行 (要求に絶対 URI が使用されていた場合) のいず
れかに指定された URL のホスト部分を格納するバッファーを指定します。ポー
ト番号は、PORTNUMBER オプションを使用して個別に指定します。

WEB EXTRACT (HTTP サーバーとしての CICS)
�� WEB EXTRACT

SCHEME(cvda)
�

�
HOST(data-area) HOSTLENGTH(data-value)

�

�
HTTPMETHOD(data-area) METHODLENGTH(data-area)

�

�
HTTPVERSION(data-area) VERSIONLEN(data-area)

�

�
PATH(data-area) PATHLENGTH(data-area) PORTNUMBER(data-area)

�

�
QUERYSTRING(data-area) QUERYSTRLEN(data-area) REQUESTTYPE(cvda)

��

条件: ILLOGIC、INVREQ、LENGERR、NOTOPEN

このコマンドはスレッド・セーフです。

WEB EXTRACT (HTTP クライアントとしての CICS)
�� WEB EXTRACT SESSTOKEN(data-area)

SCHEME(cvda)
�

�
HOST(data-area) HOSTLENGTH(data-value)

�

�
HTTPVERSION(data-area) VERSIONLEN(data-area)

�

�
PATH(data-area) PATHLENGTH(data-area) PORTNUMBER(data-area)

�

�
URIMAP(data-area)

��

条件: ILLOGIC、INVREQ、LENGERR、NOTOPEN

このコマンドはスレッド・セーフです。
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HTTP クライアントとしての CICS (SESSTOKEN オプションが指定されている
場合) では、このオプションは SESSTOKEN オプションで指定された接続のサ
ーバーのホスト名を格納するバッファーを指定します。ポート番号は、
PORTNUMBER オプションを使用して個別に指定します。

HOSTLENGTH(data-area)

HOST オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイナリー変
数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータの実際の長さに設定
されます。このデータ域に指定する適切なサイズは、116 文字です。データがバ
ッファー長を超えると、LENGERR 条件が発生し、データは切り捨てられま
す。

HTTPMETHOD(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションはメッセージの要求行の
HTTP メソッドのストリングを格納するバッファーを指定します。

このオプションは、HTTP クライアントとしての CICS には適用されません。

HTTPVERSION(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションは、要求に示されている
Web クライアントの HTTP バージョンを格納するバッファーを指定します。

HTTP クライアントとしての CICS (SESSTOKEN オプションが指定されている
場合) では、このオプションは SESSTOKEN オプションで指定された接続のサ
ーバーの HTTP バージョンを格納するバッファーを指定します。

「1.1」は、HTTP/1.1 を示し、「1.0」は HTTP/1.0 を示します。

注: CICS では、HTTP/1.0 レベル以下のサーバーまたは Web クライアントに
対して特別な対応をしていません。CICS は、HTTP/1.0 レベルであるもの
として動作し、HTTP バージョンとして「1.0」を戻します。

アプリケーション・プログラムが HTTP/1.0 レベルの Web クライアントまたは
サーバーに適さない可能性のある HTTP ヘッダーを書き込む場合、または Web

クライアントまたはサーバーに、チャンク化された情報 (HTTP/1.0 レベルのク
ライアントまたはサーバーでは受信できない) を送信する予定の場合は、アプリ
ケーション・プログラムが HTTP バージョンの情報を検査する必要がありま
す。

METHODLENGTH(data-area)

HTTPMETHOD オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイ
ナリー変数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータの実際の長
さに設定されます。データがバッファー長を超えると、LENGERR 条件が発生
し、データは切り捨てられます。

PATH(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションは、メッセージの要求行
に指定されたパスを格納するバッファーを指定します。

HTTP クライアントとしての CICS (SESSTOKEN オプションが指定されている
場合) では、このオプションは、この接続を使用して作成された要求に適用され
るデフォルトのパスを格納するバッファーを指定します。接続に対する WEB
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OPEN コマンドに URIMAP 定義が指定されている場合、デフォルトのパスは
URIMAP 定義に指定されたパスになります。それ以外の場合、デフォルトのパ
スは 1 つのスラッシュになります。

PATHLENGTH(data-area)

PATH オプションで指定されたバッファーの長さをフルワード・バイナリー変
数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータの実際の長さに設定
されます。このデータ域に指定する適切なサイズは、256 文字です。データがバ
ッファー長を超えると、LENGERR 条件が発生し、データは切り捨てられま
す。

PORTNUMBER(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションを指定すると、メッセー
ジの要求行に指定されたポート番号を格納するデータ域が戻されます。

HTTP クライアントとしての CICS (SESSTOKEN オプションが指定されている
場合) では、このオプションを指定すると、SESSTOKEN オプションで指定され
た接続でサーバーにアクセスするためのポート番号を含むデータが戻されます。

データ域には、フルワード・バイナリー値が戻されます。

サービスのウェルノウン・ポート番号は、通常、URL から省略されます。URL

にポート番号が存在しない場合、WEB EXTRACT コマンドは、スキームに基づ
いてポート番号を識別し、戻します。HTTP の場合、ウェルノウン・ポート番号
は 80 であり、HTTPS の場合、ウェルノウン・ポート番号は 443 です。スキ
ームのデフォルト以外のポート番号が戻る場合は、ポート番号を明示的に指定し
て、URL にアクセスできるようにする必要があります (例えば、この情報を
WEB OPEN コマンドに使用している場合など)。

QUERYSTRING(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションは、メッセージの要求行
の照会ストリングを格納するバッファーを指定します。照会ストリングとは、パ
スの末尾を区切る疑問符 (?) の後にエンコードされている 1 つ以上の値のこと
です。照会ストリングは、そのエスケープ形式で戻されます。

このオプションは、HTTP クライアントとしての CICS には適用されません。

QUERYSTRLEN(data-area)

QUERY オプションで指定されたバッファーの長さを、フルワード・バイナリー
変数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータ (照会ストリン
グ) の実際の長さに設定されます。このデータ域に指定する適切なサイズは、
256 文字です。データがバッファー長を超えると、LENGERR 条件が発生し、
データは切り捨てられます。

REQUESTTYPE(cvda)

HTTP サーバーとしての CICS では、このオプションは受信される要求のタイ
プを指定します。このオプションは、HTTP クライアントとしての CICS には
適用されません。CVDA 値は、以下のとおりです。

HTTPYES
HTTP 要求を示します。

HTTPNO
HTTP 以外の要求を示します。
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SCHEME(cvda)

HTTP サーバーとしての CICS、および HTTP クライアントとしての CICS

(SESSTOKEN オプションが指定されている場合) のどちらの場合も、このオプ
ションを指定すると、CICS と Web クライアントまたはサーバー間の接続に使
用されたスキームが戻されます。CVDA 値は、以下のとおりです。

HTTP SSL を備えていない HTTP プロトコルのことです。

HTTPS
SSL を備えた HTTP である HTTPS プロトコルのことです。

SESSTOKEN(data-value)

HTTP クライアントとしての CICS では、このオプションは必須です。セッシ
ョン・トークンが指定されている場合、CICS とサーバー間の接続を一意に識別
する 8 バイトのバイナリー値です。この値は、WEB OPEN コマンドによっ
て、HTTP クライアントとしての CICS に戻されます。 77ページの『セッショ
ン・トークン』には、セッション・トークンの使用法が説明されています。
WEB EXTRACT コマンドでは、指定された接続に関する情報が戻されます。

このオプションは、HTTP サーバーとしての CICS には適用されません。

URIMAP(data-value)

HTTP クライアントとしての CICS (SESSTOKEN オプションが指定されている
場合) では、このオプションを指定すると、SESSTOKEN オプションで指定され
た接続を開始する WEB OPEN コマンドに指定されている URIMAP 定義の 8

文字の名前が戻されます。INQUIRE URIMAP コマンドを使用すると、この
URIMAP 定義の属性に関する情報を検索できます。

このオプションは、HTTP サーバーとしての CICS には適用されません。

VERSIONLEN(data-area)

HTTPVERSION オプションで指定されたバッファーの長さを、フルワード・バ
イナリー変数で指定します。また、アプリケーションに戻されたデータの実際の
長さに設定されます。

CONVERTTIME
設計済み日時スタンプ形式ストリングを ABSTIME 形式に変換します。

説明

CONVERTTIME は、インターネット上で一般的に使用される 3 つの異なる日時ス
タンプ形式を分析して、ABSTIME (絶対日時) 形式に変換します。

CONVERTTIME
�� CONVERTTIME DATESTRING(data-area) ABSTIME(data-area) ��

条件: INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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ABSTIME 形式では、1900 年 1 月 1 日 00:00 以降の時刻がパック 10 進数 (最も
近い 100 分の 1 秒の桁の値に丸められたミリ秒単位の値) で表現されます。この
形式は、FORMATTIME コマンドを使用すれば他の形式に変更できます。

CONVERTTIME コマンドによって認識される設計済み日時スタンプ・ストリング形
式は、以下のとおりです。

RFC 1123 形式
RFC 1123 に規定された HTTP プロトコルの日時スタンプの優先標準形
式。この形式での日時スタンプの例は、「Tue, 01 Apr 2003 10:01:02

GMT」です。

RFC 850 形式
インターネットでの旧式の日時スタンプ形式。この形式での日時スタンプの
例は、「Tuesday, 01-Apr-03 Apr 10:01:02 GMT」です。

重要: この形式では、年を 2 桁のみで表しているため、CICS では、年が
1970 年から 2069 年の範囲と見なされます。上記の例では、CICS は
文書の日付が 2003 年 4 月 1 日であったものと見なします。日時ス
タンプが「Thursday, 13-Feb-98 15:30:00 GMT」であるとすると、
CICS は文書の日付が 1998 年 2 月 13 日であったものと見なしま
す。日時スタンプをこの形式で受信することを考える場合は、アプリ
ケーションをコーディングする際に、この点に注意してください。

ASCtime 形式
C ASCtime 関数からの日時スタンプ形式出力。この形式での日時スタンプ
の例は、「Tue, 01 Apr 1 10:01:02 2003」です。

オプション

DATESTRING(data-area)

設計済み日時スタンプ・ストリングを格納するための 64 文字のデータ域を指定
します。ストリングは、このコマンドによって認識されるいずれかの形式で入力
できます。どの形式を使用するかを指定する必要もありません。

ABSTIME(data-area)

ABSTIME 形式に変換済みの日時スタンプを受け取るデータ域を指定します。こ
のデータ域の形式については、ASKTIME コマンドの説明を参照してください。
日時スタンプが認識される形式でなかった場合、ABSTIME 形式の値は戻りませ
ん。

EXEC CICS WEB コマンドのオプションの変更点
インターネットで使用するフォーマットの日時スタンプを戻すように、
FORMATTIME コマンドに DATESTRING および STRINGFORMAT オプションが
追加されました。

FORMATTIME

EXEC CICS FORMATTIME コマンドに DATESTRING および STRINGFORMAT

オプションが追加されました。これらのオプションを使用すると、ABSTIME フォ
ーマットの日時スタンプを、設計済み日時ストリングに変換することができます。
現在、STRINGFORMAT オプションで提供される唯一のフォーマットは、インター
ネットでの使用に適した RFC 1123 標準に準拠したフォーマットです。

152 リリース・ガイド



DATESTRING(data-area)

STRINGFORMAT オプションで指定されたフォーマットの設計済み日時スタン
プ・ストリングを CICS が戻す 64 文字のユーザー・フィールドを指定しま
す。STRINGFORMAT を指定しなかった場合、提供されるデフォルト・フォー
マットは RFC 1123 フォーマット (RFC1123) です。

STRINGFORMAT(cvda)

DATESTRING に戻される設計済み日時スタンプ・ストリングのフォーマットを
指定します。現在使用可能な唯一の CVDA 値は、以下のとおりです。

RFC1123
インターネットでの使用に適した RFC 1123 フォーマットを指定しま
す。この日時スタンプ・ストリングには、GMT で曜日、日付、および
24 時間クロック時刻が入ります。例えば、「Tue, 01 Apr 2003

10:01:02 GMT」のようになります。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点

INQUIRE DOCTEMPLATE および CREATE DOCTEMPLATE コマンドに HFSFILE

オプションが追加されました。

HFSFILE(filename)

テンプレートがある z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイルの、完全修
飾 (絶対) 名または相対名を指定します。255 文字以内の長さにすることができ
ます。

URIMAP 定義を管理するために、以下のコマンドが提供されています。

v CREATE URIMAP

v DISCARD URIMAP

v INQUIRE URIMAP

v SET URIMAP

CREATE URIMAP コマンド

CREATE URIMAP コマンドは、CICS 領域に URIMAP を動的に作成するために使
用します。このコマンドで指定できる属性については、 135ページの『URIMAP 定
義属性』で説明しています。

DISCARD URIMAP コマンド

DISCARD URIMAP は、CICS 領域から URIMAP を除去するために使用します。
URIMAP を廃棄する場合は、廃棄の前にこれを使用不可に設定する必要がありま
す。

INQUIRE URIMAP
ローカル・システム内の URIMAP リソースに関する情報を取得します。
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説明

INQUIRE URIMAP コマンドを使用すると、特定の URIMAP 定義に関する情報を
取得できます。URIMAP 定義の USAGE 属性は、その URIMAP 定義で指定される
その他の属性を決定し、場合によっては、特定の属性の意味を決定します。

ブラウズ

INQUIRE URIMAP コマンドでブラウズ・オプション (START、NEXT、および
END) を使用することにより、領域内にインストールされているすべての URIMAP

定義をブラウズできます。

オプション

URIMAP(data-value)

URIMAP 定義の 8 文字の名前を指定します。

ANALYZERSTAT(cvda)

TCPIPSERVICE に関連付けられているアナライザー・プログラムを実行するか
どうかを示す CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下のとおりです。

ANALYZER
アナライザー・プログラムを実行します。

INQUIRE URIMAP

�� INQUIRE URIMAP(data-area) �

ENABLESTATUS(cvda)
USAGE(cvda)
HOST(data-area)
PATH(data-area)
MEDIATYPE(data-area)
CHARACTERSET(data-area)
HOSTCODEPAGE(data-area)
TEMPLATENAME(data-area)
HFSFILE(data-area)
TCPIPSERVICE(data-area)
ANALYZERSTAT(cvda)
CONVERTER(data-area)
TRANSACTION(data-area)
PROGRAM(data-area)
PIPELINE(data-area)
WEBSERVICE(data-area)
USERID(data-area)
CERTIFICATE(data-area)
CIPHERS(data-area)
NUMCIPHERS(data-area)
REDIRECTTYPE(cvda)
LOCATION(data-area)

��

条件: INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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NOANALYZER
アナライザー・プログラムを実行しません。

この属性は、USAGE(SERVER) で使用します。その他の USAGE タイプの場合
は、強制的に NO になります。

CERTIFICATE(data-area)

HTTP クライアントとしての CICS による HTTP 要求のための SSL クライア
ント証明書として使用される証明書のラベルを含む 32 文字のデータ域を戻しま
す。この属性は、USAGE(CLIENT) で使用します。

CHARACTERSET(data-area)

静的応答に使用する文字セットの名前を含む 40 文字のデータ域を戻します。こ
の属性は、USAGE(SERVER) で使用します。

CIPHERS(data-area)

URIMAP 定義に指定された暗号スイートのリストを含む 56 文字のデータ域を
戻します。この暗号スイートのリストは、SSL 接続のネゴシエーションで使用
されます。この属性は、USAGE(CLIENT) で使用します。

CONVERTER(data-area)

HTTP サーバーとしての CICS に対する変換またはその他の処理を実行するコ
ンバーター・プログラムの 8 文字の名前を戻します。この属性は、
USAGE(SERVER) で使用します。

ENABLESTATUS(cvda)

この URIMAP 定義の状況を示す CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下の
とおりです。

ENABLED
URIMAP 定義は使用可能です。

DISABLED
URIMAP 定義は使用不可です。この状況を持つ URIMAP 定義は廃棄で
きます。

DISABLEDHOST
URIMAP 定義を使用している仮想ホストが使用不可になったため、その
定義は使用不可です。SET HOST コマンドを使用して、仮想ホストを構
成するすべての URIMAP 定義を再び使用可能にすることができます。
この状況を持つ URIMAP 定義は廃棄できません。

HFSFILE(data-area)

静的応答を形成する z/OS UNIX システム・サービス HFS ファイルの完全修飾
(絶対) 名または相対名を含む 255 文字のデータ域を戻します。この属性は、
USAGE(SERVER) で使用します。

HOST(data-area)

URIMAP 定義が適用される URI のホスト部分 (例えば、www.example.com) を
含む 116 文字のデータ域を戻します。この属性は、あらゆるタイプの USAGE

で使用します。

HOSTCODEPAGE(data-area)

静的応答を形成するテキスト文書のエンコードに使用する 1 文字から 10 文字

第 5 章 CICS Web サポートの一般拡張 155



の IBM コード・ページ (EBCDIC) の名前を含む 10 文字のデータ域を戻しま
す。この属性は、USAGE(SERVER) で使用します。

LOCATION(data-area)

Web クライアントからの一致する HTTP 要求がリダイレクトされる宛先の
URL を含む 255 文字の領域を戻します。REDIRECTTYPE オプションによって
指定された設定により、リダイレクトが活動化されます。この属性は、
USAGE(SERVER) または USAGE(PIPELINE) で使用します。

MEDIATYPE(data-area)

静的応答のデータ・コンテンツの説明を含む 56 文字のデータ域を戻します。こ
の属性は、USAGE(SERVER) で使用します。

NUMCIPHERS(data-area)

CIPHERS リスト内の暗号コードの数を含むハーフワード・バイナリー値を戻し
ます。暗号は、SSL ハンドシェークの一部としての暗号化レベルのネゴシエー
ションに使用されます。この属性は、USAGE(CLIENT) で使用します。

PATH(data-area)

URIMAP 定義が適用される URL のパス部分 (例えば、
software/htp/cics/index.html) を含む 255文字のデータ域を戻します。この属性
は、あらゆるタイプの USAGE で使用します。

PIPELINE(data-area)

Web サービスの PIPELINE リソース定義の 8 文字の名前を戻します。
PIPELINE リソース定義は、クライアントからのサービス要求に対して作動する
メッセージ・ハンドラーに関する情報を提供します。この属性は、
USAGE(PIPELINE) で使用します。

PROGRAM(data-area)

アプリケーションにより生成される HTTP 要求への応答を作成するアプリケー
ション・プログラムの 8 文字の名前を戻します。この属性は、
USAGE(SERVER) で使用します。

SCHEME(cvda)

URI のスキーム部分を示す CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下のとおり
です。

HTTP SSL を備えていない HTTP

HTTPS
SSL を使用した HTTP

この属性は、あらゆるタイプの USAGE で使用します。

TCPIPSERVICE(data-area)

この URIMAP 定義に関連するインバウンド・ポートを指定する
TCPIPSERVICE 定義の 1 から 8 文字の名前を戻します。この属性を指定しな
かった場合、URIMAP 定義は任意のインバウンド・ポートでの要求に適用され
ます。この属性は、USAGE(SERVER) または USAGE(PIPELINE) で使用しま
す。

TEMPLATENAME(data-area)

静的応答を形成するために使用される CICS 文書テンプレートの名前を含む 48

文字のデータ域を戻します。この属性は、USAGE(SERVER) で使用します。
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TRANSACTION(data-area)

HTTP 要求への応答を作成するユーザー・アプリケーションを実行する別名トラ
ンザクションの 4 文字の名前を戻します。この属性は、USAGE(SERVER) また
は USAGE(PIPELINE) で使用します。

REDIRECTTYPE(cvda)

この URIMAP 定義に一致する要求のリダイレクトのタイプを示す CVDA 値を
戻します。リダイレクトの URL は、LOCATION オプションで指定されます。
この属性は、USAGE(SERVER) または USAGE(PIPELINE) で使用します。
CVDA 値は、以下のとおりです。

NONE 要求はリダイレクトされません。LOCATION オプションによって URL

が指定されていても無視されます。

TEMPORARY
要求は一時的にリダイレクトされます。応答に使用される状況コードは
302 (検出) です。

PERMANENT
要求は永続的にリダイレクトされます。応答に使用される状況コードは
301 (永続的に移動しました) です。

USAGE(cvda)

この URIMAP 定義の目的を示す CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下の
とおりです。

SERVER
HTTP サーバーとしての CICS のための URIMAP 定義。このタイプの
URIMAP 定義は、Web クライアントからの着信 HTTP 要求の URL を
CICS リソースにマップするために使用されます。アプリケーション生
成の応答、または静的応答を提供できます。

CLIENT
HTTP クライアントとしての CICS のための URIMAP 定義。このタイ
プの URIMAP 定義は、CICS がサーバー上の HTTP リソースに対する
クライアント要求を行う場合に使用されます。

PIPELINE
Web サービスの URIMAP 定義。このタイプの URIMAP 定義は、クラ
イアントが CICS の Web サービスを呼び出すための要求で実行される
処理を指定するために使用されます。

USERID(data-area)

別名トランザクションを接続する際に使用する 8 文字のユーザー ID を戻しま
す。この属性は、USAGE(SERVER) または USAGE(PIPELINE) で使用します。

WEBSERVICE(data-area)

WEBSERVICE リソース定義の 8 文字の名前を戻します。このリソース定義
は、Web サービス設定で配置される CICS アプリケーション・プログラムのた
めのランタイム環境の特徴を定義します。この属性は、USAGE(PIPELINE) で使
用します。
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SET URIMAP
URIMAP 定義を使用可能または使用不可に設定し、URIMAP 定義のリダイレクトを
適用または除去します。

説明

SET URIMAP コマンドを使用すると、以下のことを行うことができます。

v URIMAP 定義を使用可能または使用不可に設定する。

v 一致する HTTP 要求のリダイレクトを設定し、要求がリダイレクトされる宛先の
URL を指定する。このコマンドを使用して、HTTP 要求に対して通常応答してい
るアプリケーションが使用不可な場合などに、既存の URIMAP 定義に対してリ
ダイレクトを適用することができます。このコマンドを使用して、URIMAP 定義
からリダイレクトを除去することもできます。

オプション

ENABLESTATUS(cvda)

URIMAP 定義を、使用可能状況または使用不可状況に設定します。CVDA 値
は、以下のとおりです。

ENABLED
アプリケーションは、URIMAP 定義にアクセスできます。

DISABLED
アプリケーションは、URIMAP 定義にアクセスできません。URIMAP

定義は、再インストールまたは廃棄する前に、使用不可にする必要があ
ります。

LOCATION(data-area)

Web クライアントからの一致する HTTP 要求をリダイレクト可能な宛先の
URL を、255 文字以内で指定します。これは、スキーム部分、ホスト部分、パ
ス部分、および適切な区切り文字を含む完全な URL である必要があります。
CICS では URL が有効であるかは検査されないため、宛先が存在すること、お
よびその URL が正しく指定されていることをユーザーが確認する必要がありま
す。

リダイレクトのタイプを指定するために、REDIRECTTYPE オプションが使用さ
れます。一時リダイレクトまたは永続リダイレクトが指定された場合、

SET URIMAP
�� SET URIMAP(data-area)

ENABLESTATUS(cvda)
�

�
REDIRECTTYPE(cvda) LOCATION(data-area)

��

条件: INVREQ

このコマンドはスレッド・セーフです。
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LOCATION 属性内の URL がリダイレクトに使用されます。NONE が指定され
た場合、LOCATION オプション内の URL は無視されます。

REDIRECTTYPE(cvda)

この URIMAP 定義に一致する要求のリダイレクトのタイプを指定します。リダ
イレクトの URL は、LOCATION オプションで指定されます。CVDA 値は、以
下のとおりです。

NONE 要求はリダイレクトされません。LOCATION オプションによって URL

が指定されていても無視されます。

TEMPORARY
要求は一時的にリダイレクトされます。応答に使用される HTTP 状況
コードは 302 (検出) です。

PERMANENT
要求は永続的にリダイレクトされます。応答に使用される HTTP 状況
コードは 301 (永続的に移動しました) です。

CEMT の変更点

以下の新規コマンドが CEMT トランザクションに追加されました。

v INQUIRE URIMAP

v SET URIMAP

v DISCARD URIMAP

v INQUIRE HOST

v SET HOST

以下のコマンドに対して変更が行われました。

v INQUIRE TCPIPSERVICE

v SET TCPIPSERVICE

v INQUIRE DOCTEMPLATE

「CICS Supplied Transactions」に、これらの新規および変更コマンドについての情
報が記載されています。

CICS 提供トランザクションの変更点
新しい CICS 提供のトランザクション CWXU

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、HTTP 要求の処
理と非 HTTP 要求の処理は分かれたままです。これにより、CICS は HTTP 要求や
応答に関して基本的な受け入れ検査を実行できること ( 107ページの『第 4 章
HTTP/1.1 への CICS Web サポートのアップグレード』 で説明します)、および非
HTTP 要求はこれらの検査の対象にはならないことが保証されます。非 HTTP 要求
の処理は、ユーザー定義 (USER) プロトコルのもとで実行しなければならなくなり
ました。このプロトコルは、要求を受信するポートの TCPIPSERVICE 定義で指定
されます。

CICS 提供の新規トランザクション CWXU (CICS Web ユーザー定義プロトコル接
続トランザクション) は、プロトコルが USER として定義された場合のデフォルト
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です。CWXU は CICS プログラム DFHWBXN を実行します。DFHCURDI サンプ
ルには、CWXU のサンプル定義が含まれています。DFHWBXN を実行する代替ト
ランザクションが使用される場合もあります。ただし、TCPIPSERVICE リソース定
義でプロトコルに対して定義されるその他のデフォルト・トランザクションは除き
ます。

CWXU は、RACF カテゴリー 1 トランザクションです。

CWXN の変更点

CICS 提供のトランザクション CWXN (Web 接続トランザクション) によって実行
される処理に対していくつかの変更点があります。主な変更点は、以下のとおりで
す。

v HTTP 要求に関して一致する URIMAP 定義が見つかった場合、CWXN は、
URIMAP 定義によって指示された場合にのみアナライザー・プログラムを呼び出
すようになりました。

v 要求の HTTP バージョンが HTTP/1.1 である場合、CWXN は、要求の基本的な
受け入れ検査を実行することにより、HTTP サーバーの責任の一部を担います。
これらの検査を受けて CWXN は、ユーザー作成のアプリケーション・プログラ
ムを必要とせずに、要求に対する応答を戻すための処理を行います。

v CWXN は、Web クライアントから受信したチャンク・メッセージおよびパイプ
ライン・メッセージを前処理するので、ユーザー作成のアプリケーションはこの
処理を実行する必要はありません。

– チャンク・メッセージでは、単一のメッセージが分割されて、より小さなメッ
セージ (チャンク) のシリーズとして送信されます。CWXN はメッセージのチ
ャンクを受信して組み立てることにより、単一の HTTP 要求を作成します。
CWXN はメッセージが完全であることを検査してから、それをユーザー・ア
プリケーションに渡します。これによりユーザー・アプリケーションは、この
要求を他の HTTP 要求と同様に処理できます。

– パイプライン・メッセージでは、複数のメッセージが順々に送信され、そのと
きに送信側は送信された各メッセージの応答を待ちません。サーバーは、これ
らのメッセージに対して、受信した順序で応答する必要があります。この処理
を確実に行うため、CWXN はパイプライン要求を保持し、それらを一度に 1

つずつユーザー・アプリケーションに解放します。ユーザー・アプリケーショ
ンは、最初の要求に対する応答を送信してから、次の要求を CWXN から受信
する必要があります。

v 持続接続は、デフォルトの動作になりました。接続がクローズされるのは、Web

クライアントがクローズを要求した場合、タイムアウト期間に達した場合、ある
いは Web クライアントが Keep-Alive ヘッダーを送信しない HTTP/1.0 クライア
ントである場合のみです。

v CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の前は、Web クライ
アントと CICS が持続接続されている場合、CWXN トランザクションはその持
続接続の間はシステムに残っていました。CWXN トランザクションは、Web ク
ライアントからの各要求が別名トランザクション (CWBA または別のトランザク
ション) に渡されるか、静的応答が引き渡されると、終了するようになりまし
た。ソケット・リスナー・タスクは、ソケットをモニターし、持続接続の各要求
ごとに CWXN の新規インスタンスを開始します。このような動作 (非同期受信
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として知られる) をすることにより、最大タスク仕様 (MXT) に到達した状態で
のデッドロックの可能性は回避されます。また、CICS と Web クライアントの間
の同時接続の最大数は、MXT 値によって制限されなくなり、理論的には 64000

まで可能になりました。システム・アクティビティーの観点からいえば、CICS

Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 以前で持続接続を使用して
いた場合は、トランザクション比率が増加し、同時タスク数が減少したことがわ
かります。

CICS Web サポート・トランザクション (CWXN、CWXU、CWBA、または他の別
名トランザクション) の優先順位

CWXN または CWXU トランザクションの優先順位を、アプリケーション生成の応
答 (CWBA など) に使用される別名トランザクションの優先順位よりも高く設定し
た場合は、受信したけれども未処理である要求が蓄積して、ストレージ不足の状態
になる可能性があります。

CWXN または CWXU トランザクションのデフォルト優先順位は 1 に設定され、
CICS 提供の CWBA トランザクションのデフォルト優先順位も 1 に設定されてい
ます。これらの優先順位は、作業負荷に応じて調整できます。アプリケーション生
成の応答 (CWBA など) に使用される別名トランザクションの優先順位が、Web 接
続タスク (CWXN や CWXU など) に関連付けられたトランザクションの優先順位
と等しいか、それ以上であることを確認してください。このことは、CICS 提供のデ
フォルトの代わりにユーザー独自のトランザクション定義をセットアップしている
場合にも注意してください。

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点
アナライザー・プログラムの変更点

個別 HTTP 要求のための CICS Web サポート処理でのアナライザー・プログラム
の使用は、オプションになりました。URIMAP 定義は、要求の URL と、それらを
処理するアプリケーション・プログラムとの突き合わせに使用したり、コンバータ
ー・プログラムや別名トランザクションの使用を指定したりできます。ご使用の既
存の CICS Web サポート・アーキテクチャーでアナライザー・プログラムが実行す
るタスクがこれらだけである場合、要求処理パスにおけるその機能を URIMAP 定
義で置き換えることができます。

以前の CICS リリースの既存のアナライザー・プログラムが、要求処理時に必要と
なる追加機能を提供している場合もあります (コンバーター・プログラムへのデー
タの引き渡し、あるいはコンバーター・プログラムを使用する Web 非対応アプリ
ケーション・プログラム用のコード・ページ変換の変更など)。この場合は、関連要
求の URIMAP 定義を使用せずにアナライザー・プログラムを引き続き使用した
り、(ANALYZER(YES) オプションを指定して) アナライザー・プログラムを
URIMAP 定義と組み合わせたりできます。

アナライザー・プログラムを URIMAP 定義と共に使用する場合、URIMAP 定義の
エレメント (要求を処理するアプリケーション・プログラムの名前など) が入力とし
てアナライザー・プログラムに渡されます。既存または新規のアナライザー・プロ
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グラムを使用して、これらのエレメントを動的に変更することができます。プロセ
スにモニターまたは監査アクションを導入するためにアナライザー・プログラムを
使用することもできます。

現在も、CICS Web サポートで使用される各 TCPIPSERVICE リソース定義ごと
に、アナライザー・プログラムを指定する必要があります。HTTP 要求に関して一
致する URIMAP 定義を CICS が検出しなかった場合は、TCPIPSERVICE 定義に指
定されたアナライザー・プログラムが呼び出されて、その要求が処理されます。こ
のような状態は、要求 URL 入力のユーザー・エラーによって生じるか、適切な
URIMAP 定義がインストールされていないことが原因で発生します。(URIMAP 定
義は存在するが使用不可になっている場合、要求はアナライザー・プログラムでは
なく、Web エラー・プログラムによって処理されます。)

アナライザー・プログラムの COMMAREA で指定される入力パラメーターおよび
出力パラメーターに、いくつかの変更が加えられました。

v 一致する URIMAP 定義が要求の処理パスに関わるタイミングを示すために、新
しい入力パラメーター wbra_urimap が提供されます。

v パラメーター wbra_alias_tranid、wbra_converter_program、
wbra_server_program、および wbra_userid は、出力パラメーターとしてだけで
はなく、入力パラメーターとしても使用されるようになりました。URIMAP 定義
が使用される場合、URIMAP 定義の TRANSACTION、CONVERTER、
PROGRAM、および USERID 属性 (それぞれ上述のパラメーターに対応する) は
アナライザー・プログラムにこれらの入力パラメーターとして渡され、アナライ
ザー・プログラムはこれらをオーバーライドすることができます。

v コード・ページ変換用に 2 つの新規出力パラメーターが提供されます。Web ク
ライアントによって使用される文字セットは wbra_characterset パラメーターで
指定でき、wbra_hostcodepage パラメーターには、アプリケーション・プログラ
ムに適したホスト・コード・ページを指定します。CICS は、これらのパラメー
ターを使用してコード・ページ変換を実行してから、要求をコンバーター・プロ
グラム (使用される場合) またはアプリケーションに渡します。出力パラメーター
は、既存の wbra_dfhcnv_key パラメーターと機能的に同等ですが、重要な違い
は、新規パラメーターを使用すれば、コード・ページ変換テーブル (DFHCNV)

のエントリーを作成する必要がないという点です。単に文字セットとホスト・コ
ード・ページを指定するだけで、適切な変換テンプレートが CICS によって決定
されます。既存のアナライザー・プログラムが wbra_dfhcnv_key パラメーターを
使用する場合は、新規パラメーターに変更するか、要求の処理パスからアナライ
ザー・プログラムを除去するまでは、マイグレーションの目的のために関連
DFHCNV エントリーを保持する必要があります。

v 新規出力パラメーター wbra_commarea は、EXEC CICS WEB API コマンドを使
用しないアプリケーションで CICS TS バージョン 3 以前のバージョンの互換性
処理が必要な場所を示すために提供されます。このフラグは、Web クライアント
が CICS TS バージョン 3 より前に受信した応答と同一の応答を必要とするよう
な場合に、既存のアプリケーションに対して使用します。このフラグを設定する
と、以下のようになります。

– CICS は、CICS TS バージョン 3 の前に使用されていなかった応答ヘッダー
をいっさい追加しません。
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– エラー処理が必要な場合、CICS は、Web クライアントの HTTP バージョン
にかかわらず、HTTP/1.0 応答に適したエラー応答を、HTTP/1.0 応答のラベル
付きで送信します。通常、CICS は HTTP/1.1 クライアントに対して HTTP/1.1

エラー応答を使って応答しますが、このようにすると、アプリケーションは
HTTP/1.1 レベルで正常に応答を送信するという誤解をクライアントに与えか
ねません。

URIMAP 定義は、要求に対してセットアップできますが、必ずアナライザー・プ
ログラムを指定しなければなりません。

CICS が HTTP クライアントの場合や、Web サービス処理用の場合、アナライザ
ー・プログラムを呼び出すことはできません。アナライザー・プログラムは、CICS

が HTTP サーバーの場合にのみ呼び出すことができます。

コンバーター・プログラム呼び出しの変更点

HTTP 要求のための CICS Web サポート処理でのコンバーター・プログラムの使用
は、オプションのままです。コンバーター・プログラムは、もともと Web 用にコ
ーディングされたものではないアプリケーション・プログラムで主に使用されるも
のであり、COMMAREA 形式で入力を受信する必要があります。コンバーター・プ
ログラムを使用すれば、このようなアプリケーション・プログラム (1 つまたは複
数) からの出力を HTTP メッセージに変換できます。EXEC CICS WEB および
EXEC CICS DOCUMENT アプリケーション・プログラミング・インターフェース
を使用してコーディングされた Web 対応アプリケーション・プログラムでは、こ
の変換を実行する必要はありません。

URIMAP 定義は、コンバーター・プログラムが HTTP 要求の関連処理を実行する
ように指定することができます。URIMAP 定義の PROGRAM 属性はコンバータ
ー・プログラムに渡され、コンバーター・プログラムでは、この属性をオーバーラ
イドすることを選択できます。CICS Web サポート処理でアナライザー・プログラ
ムを使用する場合は、アナライザー・プログラムがコンバーター・プログラムを呼
び出すこともでき、COMMAREA またはユーザー・トークンでコンバーター・プロ
グラムにデータを渡すことができます。既存のアナライザー・プログラムがこのよ
うにしてデータをコンバーター・プログラムに渡す場合は、URIMAP 定義によって
この機能を複製することはできないので、注意してください。

コンバーター・プログラムは、COMMAREA で受信した要求のコード・ページ変換
設定を指定することができません。URIMAP 定義内でコンバーター・プログラムが
指定され、Web クライアントの要求のヘッダーによりメッセージ本体がテキストで
あることが示されている場合、CICS は以下の標準設定を使用して、COMMAREA

で提供されるメッセージ本体を変換します。

v 文字セットでは、Web クライアントの要求に Content-Type ヘッダーがあり、そ
こで CICS がサポートする文字セットが指定されていれば、その文字セットが使
用されます。Web クライアントの要求に Content-Type ヘッダーが含まれていな
い、または指定された文字セットがサポートされていない場合、ISO-8859-1 文字
セットが使用されます。

v ホスト・コード・ページでは、CICS は、LOCALCCSID システム初期設定パラメ
ーターに指定されている、ローカル CICS 領域のデフォルトのコード・ページを
使用します。
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これらの標準設定が適切でない場合、またはコード・ページ変換が必要でない 場
合、処理パスでアナライザー・プログラムを使用して別の設定を指定する必要があ
ります。

CICS が HTTP クライアントの場合や、Web サービス処理用の場合、コンバータ
ー・プログラムを呼び出すことはできません。コンバーター・プログラムは、CICS

が HTTP サーバーの場合にのみ呼び出すことができます。

Web エラー・プログラムの変更点

HTTP サーバーとしての CICS の CICS Web サポート・プロセスで要求エラーま
たは異常終了が発生した場合、ユーザーが置換可能な Web エラー・プログラムが
Web クライアントにエラー応答を提供します。Web エラー・プログラムは、エラー
状態に関する情報、および CICS が Web クライアントに送信する予定のデフォル
ト HTTP 応答 (状況コードおよび状況テキストを含む) を受信します。このプログ
ラムは、応答をカスタマイズまたは新規作成して、それを送信のために CICS に戻
すことができます。

以前の CICS リリースで、Web エラー・プログラム DFHWBEP をカスタマイズし
ている場合があります。CICS で使用される状況コードが追加されており、一部の既
存状況コードについては使用される状態の範囲が広がりました。DFHWBEP を変更
して、各状況コードに関連する応答をカスタマイズした場合は、この点に気をつけ
てください。

EXEC CICS WEB および DOCUMENT アプリケーション・プログラミング・イン
ターフェースは、DFHWBEP からは使用できないので、注意してください。
DFHWBEP は、完全な HTTP 応答がデータのバッファーとして作成される
COMMAREA ベース・インターフェースを使用します。

統計の変更点

URIMAP リソース定義オブジェクトに関して、新しいグローバル統計およびリソー
ス統計が作成されます。グローバル統計は、動的または静的応答の、突き合せが成
功した試行と失敗した試行、リダイレクト、または配信など、URIMAP 定義を伴う
さまざまな CICS Web サポート操作の使用回数を示します。リソース統計は、個別
の URIMAP 定義について属性および関連する使用回数を表示します。

統計は、URIMAP キーワードを使用して、PERFORM STATISTICS および
EXTRACT STATISTICS コマンドによって収集されます。DSECT は DFHWBRDS

(リソース統計用) および DFHWBGDS (グローバル統計用) です。DFHSTUP およ
び DFH0STAT には、これらの統計のための新しいレポートが組み込まれます。

CICS ユーティリティーの変更点
統計ユーティリティー・プログラム DFHSTUP

DFHSTUP は、 66ページの『統計の変更点』で説明している統計に対する変更をサ
ポートします。

DFHSTUP の SELECT TYPE および IGNORE TYPE 制御パラメーターで URIMAP

リソース・タイプをコーディングできるようになりました。
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問題判別の変更点
CICS Web サポートの拡張に関して、新規のメッセージとトレース・ポイント、お
よび 1 つの新規異常終了コードが導入されました。CICS が HTTP メッセージの警
告ヘッダーとして受信するすべての情報は、収集されて、TD キュー CWBW に書
き込まれます。

HTTP ヘッダーの警告メッセージ

HTTP メッセージに警告ヘッダーがある場合、通常、その中にはユーザーが読むこ
とを意図した情報が含まれています。CICS Web サポートが警告ヘッダー付きのメ
ッセージを受信した場合は、ヘッダーに関連付けられたテキスト、および送信側の
IP アドレスが一時データ・キュー CWBW に書き込まれます。(CWBW は CSSL

に送られます。) 受信する警告ヘッダーが多すぎる場合は、CWBW 一時データ・キ
ューを除去すれば、これらのレコードを抑制できます。

メッセージ

CICS Web サポートの拡張の結果として、新規 DFHWBxxxx メッセージが導入され
ました。すべての新規メッセージと変更されたメッセージについては、「CICS

Messages and Codes」を参照してください。

異常終了コード

新しい異常終了コード AWBP が導入されました。このコードが使用されるのは、
HTTP サーバーとしての CICS 用の Web 対応アプリケーションがチャンク化メッ
セージを送信したが、最後の空チャンクの送信に失敗したためメッセージを完成で
きなかった場合です。

トレース

CICS Web サポートの拡張に関して、WB ドメイン・トレースに新規 CICS トレー
ス・ポイントが追加されました。新しいトレース・ポイントの範囲は、WB 0419 か
ら WB 0C07 です。

CICS トレース情報の出力を制御するには、通常の方法で CICS トレース制御を使
用します。

セキュリティー
新しい SPI および CEMT コマンドのためのセキュリティー

新しい定義済み RACF リソース名は、SPI および CEMT を使用して、以下のリソ
ースへのアクセスを制御します。

HOST

URIMAP

新しいカテゴリー 1 トランザクション

新しい CWXU トランザクションは CICS 内部で使用されるものです。ユーザー端
末からは呼び出さないでください。セキュリティー上の目的のために、これはカテ
ゴリー 1 トランザクションに含まれています。
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新規グローバル・ユーザー出口ルーチン

CICS が HTTP クライアントである場合、新規グローバル・ユーザー出口ルーチン
XWBOPEN (WEB OPEN コマンド上) および XWBSNDO (WEB SEND コマンド
上) によって、CICS からのアウトバウンド HTTP クライアント要求に指定された
ホスト名およびパスに、セキュリティー・ポリシーを適用することができます。
101ページの『グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点』で、これらの新規の出
口ルーチンについて説明しています。

HTTP サーバーとしての CICS による静的応答のセキュリティー

ユーザー作成アプリケーション・プログラムを呼び出さずに応答を提供する
URIMAP 定義をセットアップすることによって、CICS 文書および HFS ファイル
を、Web クライアントからの要求に対する静的応答として配信することができま
す。CICS は、HTTP 接続用に HTTP 基本認証をインプリメントできます。ユーザ
ーは、ここで外部セキュリティー・マネージャーに登録された ID およびパスワー
ドを入力する必要があります。ただし、ユーザー ID に基づくアクセス制御を使用
するリソース・レベル・セキュリティーは、静的応答として配信された項目には適
用されません。項目がこのレベルのセキュリティーを必要とする場合、アプリケー
ション生成した応答として情報を配信する必要があります。アプリケーションが生
成する応答が使用される場合、ユーザー作成アプリケーション・プログラムによる
処理を対象とする別名トランザクションにユーザー ID を適用することができるた
め、アプリケーション・プログラムが使用する特定のリソースおよびコマンドへの
アクセスを認可または拒否することができます。

マイグレーション

既存の CICS Web サポート・アプリケーションのマイグレーション

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 は、Web 対応と Web

非対応の両方のアプリケーション・プログラムに対して既存の CICS Web サポー
ト・アーキテクチャーをサポートするように設計されています。EXEC CICS WEB

API コマンドの変更点は、HTTP メッセージを送受信する既存の Web 対応アプリ
ケーション・プログラムが未変更のままで動作できるように設計されているので、
これらのプログラムをマイグレーションして現在使用可能な拡張を利用することに
決めるまでは、そのまま使用できます。既存の CICS Web サポート・アプリケーシ
ョンを使用し続ける場合は、マイグレーションに関して次の点に注意してくださ
い。

v 非 HTTP 要求の処理に CICS Web サポートを使用している場合は、これらの要
求用のポートを定義する TCPIPSERVICE 定義で新規 USER プロトコルを指定
してください。 これは、非標準の要求メソッドを持つ HTTP 要求にも該当しま
す。このような HTTP 要求を HTTP プロトコルで受信した場合、その要求は拒
否されるようになりました (以前はこれらの要求は受信され、非 HTTP として処
理されました)。 すべての非 HTTP 要求の処理は USER プロトコルのもとで実
行しなければならなくなったため、非 HTTP 要求は、HTTP プロトコルを使用し
た要求に対して CICS が実行する基本的な受け入れ検査の対象にはなりません。
これらの要求には、非 HTTP のフラグが立てられ、TCPIPSERVICE のためのア
ナライザー・プログラムに未変更のまま渡されます。CICS Web サポート機能は
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要求の処理に使用されますが、このプロトコルを使用して送受信されたメッセー
ジに対して受け入れ検査は実行されません。

注: 各ポートにはアクティブな TCPIPSERVICE 定義が 1 つしか存在しないの
で、非 HTTP 要求は HTTP 要求と同じポートを使用できなくなりました。
ウェルノウン・ポート番号 80 (HTTP 用) および 443 (HTTPS 用) は HTTP

プロトコルでなければならないため、非 HTTP 要求を受信することはできま
せん。Web クライアントは、要求のポートが変更された場合はそのポートを
URL に指定する必要があります。

v HTTP プロトコルを持つ TCPIPSERVICE リソース定義の設定を確認します。

1. SOCKETCLOSE 属性は、ゼロ設定 (SOCKETCLOSE(0)) にしないでくださ
い。 SOCKETCLOSE をゼロに設定することは、後続のデータが待機していな
いかぎり、Web クライアントからデータを受信した直後に CICS が接続をク
ローズすることを意味します。つまり、持続接続を維持することができませ
ん。 SOCKETCLOSE にゼロ以外を設定すれば、HTTP/1.1 クライアントおよ
び HTTP/1.0 クライアントの両方との持続接続が可能です (クライアントがこ
れをサポートしている場合)。

2. 新規 MAXDATALEN オプションを指定して、HTTP サーバーとしての CICS

が受信できるデータの最大長を制限する必要があります。 これを設定すれ
ば、大量のデータ送信を伴うサービス妨害攻撃からの保護に役立ちます。

3. SSL を使用している場合は、TCPIPSERVICE リソース定義で使用可能なセキ
ュリティー・オプションに対する変更があります。

v コード・ページ変換テーブル (DFHCNV) は、CICS Web サポートには必要なく
なりました。ただし、以前の CICS リリースでコーディングしたアナライザー・
プログラムを引き続き使用して DFHCNV を参照する場合は、コード・ページ変
換テーブルのエントリーを提供し続けるか、アナライザー・プログラムを変更し
なければなりません。 アナライザー・プログラムを変更する場合は、DFHCNV

エントリーの名前を指定した出力パラメーターの代わりに、クライアントおよび
サーバーのコード・ページを指定する 2 つの新規出力パラメーターをコーディン
グする必要があります。これを行う場合は、ご使用の DFHCNV エントリーをマ
イグレーションする必要はありません。

v ユーザーが置換可能な Web エラー・プログラム DFHWBEP を変更して、エラ
ー状態で提供される HTTP 応答をカスタマイズした場合は、CICS で使用される
状況コードが追加されたこと、および一部の既存状況コードについては使用され
る状態の範囲が広がったことに注意してください。

1. ご使用のプログラムは、カスタマイズ応答が適用される状態を識別する際に、
状況コードだけに頼るのではなく、適切な範囲の入力パラメーターを使用して
いることを確認してください。 HTTP 応答を引き起こした状態を識別するに
は、エラー・コード、異常終了コード、メッセージ番号、応答および理由コー
ド、またはプログラム名を使用できます。この確認を行わないと、CICS が状
況コードを新しい目的のために使用している場合、不適切なカスタマイズ応答
が戻される可能性があります。

2. ご使用のプログラムには、そのプログラムにとって未知の状況コードを持つ
HTTP 応答を未変更のままパススルーするロジックが組み込まれていることを
確認してください。
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v DFHWBCLI インターフェースは現在も CICS Transaction Server for z/OS バ
ージョン 3 リリース 1 でサポートされています。 拡張された機能性を確保する
には、DFHWBCLI インターフェースを使用した HTTP クライアント・アプリケ
ーションをマイグレーションすれば、クライアント要求に対して EXEC CICS

WEB API コマンドを (SESSTOKEN オプション付きで) 使用できます。 注意す
べき重要な違いは、EXEC CICS WEB API では、プロキシー・サーバーの使用は
WEB OPEN コマンドのユーザー出口 (XWBOPEN) によって指定され、プロキシ
ー・サーバーの URL はこのユーザー出口によって提供される、という点です。
75ページの『第 3 章 CICS アプリケーションからの HTTP クライアント要求の
サポート』で、HTTP クライアント要求が現在ではどのように行われるかについ
て説明します。

新規 CICS Web サポート機能へのマイグレーション

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の CICS Web サポー
トには、これまではユーザーが置換可能なプログラムによって処理されていた機能
を自動で管理制御するための拡張が多数あります。特に、CICS Web サポート・ア
ーキテクチャーの以下のエレメントについては、マイグレーションの可能性を調査
することをお勧めします。

v 通常、既存アナライザー・プログラムの要求処理機能は URIMAP リソース定義
に置き換えることができなければなりません。このリソース定義は、CICS シス
テム・プログラミング・コマンドを使用して変更および制御することができま
す。 URIMAP 定義は、要求の URL を突き合わせてそれらをアプリケーショ
ン・プログラムにマップしたり、コンバーター・プログラムおよび別名トランザ
クションを指定したりするのに使用できます。アナライザー・プログラムが追加
機能を提供するようにカスタマイズされている場合は、URIMAP 定義を使用せず
にアナライザー・プログラムを引き続き使用したり、アナライザー・プログラム
を URIMAP 定義と組み合わせたりできます。 URIMAP を使用するようにマイ
グレーションする場合の注意点を以下に示します。

1. 一度に少数の要求に関して徐々に URIMAP リソース定義を導入できます。
アナライザー・プログラムによって実行される処理のタイプ、および要求を処
理するアプリケーションのタイプに応じて、各要求ごとに処理パスでアナライ
ザー・プログラムを引き続き使用するかしないかを選択できます。

2. 既存の URL を保存するのではなく、URIMAP リソース定義によって処理さ
れる要求の新規 URL を選択して発行する方が好ましい場合もあります。 要
求の古い処理パスの使用を中止する準備ができたら、URIMAP 定義をセット
アップすれば、要求を古い URL から新しい URL へ永続的にリダイレクトで
きます。

3. 要求の処理パスに関係しなくなった場合でも、TCPIPSERVICE に指定された
アナライザー・プログラムには基本エラー処理プロシージャーがまだ含まれて
いることを確認してください。 アナライザー・プログラムはまだ置いておく
必要があります。URIMAP マッチングが失敗した場合は、アナライザー・プ
ログラムが要求を受信します。

v EXEC CICS WEB API コマンドを使用しないが COMMAREA で HTTP 応答を
作成するアプリケーション・プログラムの場合、CICS Web サポートは、メッセ
ージ構造の正しい組み立てを支援したり、応答に関する全範囲の検査を実行する
ことはできません。使用可能なすべての CICS Web サポート機能を利用するに
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は、これらのアプリケーションを、WEB API コマンドを使用する Web 対応ア
プリケーション・プログラムに変換するよう計画することをお勧めします。

v URIMAP リソース定義を使用すれば、CICS 文書または HFS ファイルの内容を
静的応答として引き渡したり、リダイレクト応答をユーザー作成のアプリケーシ
ョン・プログラムを必要とせずに引き渡したりできます。動的処理を必要としな
い単純な応答に対しては、アプリケーション・プログラムの代わりにこのメカニ
ズムを使用することも検討できます。

v コード・ページ変換が最も効率的な方法で実行されていることを確認します。 ア
プリケーションに小さな変更を加えれば、新規 CICS Web サポート機能を利用し
て以下の処理を実現できます。

– CICS Web サポートのコード・ページ変換テーブル (DFHCNV) のセットアッ
プおよび使用を回避する。

– Web クライアントのコード・ページ変換用文字セットを、ユーザーが指定する
のではなく、CICS が識別および使用できるようにする。

– アプリケーション・プログラムのコード・ページを、ユーザーが指定するので
はなく、ローカル・システムのデフォルト (LOCALCCSID システム初期設定
パラメーター) を使用して識別する。

– UTF-8 文字セットと UTF-16 文字セットの間で変換する。

CICSPlex SM サポート

CPSM Web ユーザー・インターフェース (WUI) には、Web ブラウザーでアクセス
します。このインターフェースは、HTTP/1.0 および HTTP/1.1 レベルの要求を受信
しますが、HTTP/1.0 応答のみを提供します。CPSM WUI へのアクセスに使用する
Web ブラウザーは、HTTP/1.0 応答を受信し、理解できなければなりません。

CICSPlex SM エンド・ユーザー・インターフェース・ビューの変更点

以下の EUI ビューに対して変更が加えられました。

v 『TCPDEF ビュー』

v 170ページの『DOCDEF ビュー』

v 170ページの『DOCTEMP ビュー』

TCPDEF ビュー

以下の属性が TCPDEF ビューに追加されました。

PROTOCOL CVDA (USER)
プロトコル

MAXDATALEN
インバウンド要求またはアウトバウンド要求への応答で受信できるデータの
最大長を定義します。

このビューの PRIVACY 属性は、CICS Transaction Server 3.1 では無効になったた
め、無視されます。
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DOCTEMP ビュー

以下の属性が DOCTEMP ビューに追加されました。

HFSFILE
文書テンプレートとして使用する UNIX システム・サービス HFS ファイ
ル。

TEMPLATETYPE CVDA (HFS)
文書テンプレート・タイプ

DOCDEF ビュー

DOCDEF ビューに、以下の新しい属性が追加されました。

HFSFILE
文書テンプレートとして使用する UNIX システム・サービス HFS ファイ
ル。

属性 TEMPLATETYPE は除去されました。

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

新規リソース・テーブル

以下のテーブルが導入されました。

v 『URIMAP リソース・テーブル』

v 172ページの『URIMPDEF リソース・テーブル』

v 174ページの『URIMPGBL リソース・テーブル』

v 174ページの『HOST リソース・テーブル』

URIMAP リソース・テーブル

URIMAP リソース・テーブルには、以下の SPI 属性があります。

URIMAP
URIMAP 名

ENABLESTATUS
マップを ENABLED または DISABLED のいずれの状態でインストールす
るかを示す CVDA 値を表示します。

USAGE
サーバー、クライアント、またはパイプラインの CVDA 値を表示します。
この値は、マップがそれぞれ HTTP サーバーとしての CICS 用、HTTP ク
ライアントとしての CICS 用、または Web サービス用のいずれであるかを
示します。

SCHEME
URI マップが適用される URI のスキーム部分が SSL を使用しない
(HTTP) か SSL を使用する (HTTPS) かを示す CVDA 値を表示します。

HOST マップが適用される URI の 116 文字のホスト部分を表示します。
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PATH マップが適用される URI の 225 文字のパス部分を表示します。

MEDIATYPE
インバウンド HTTP 要求に対して CICS が提供する静的応答の 56 文字の
データ・コンテンツを表示します。

CHARACTERSET
インバウンド HTTP 要求に対して送信される静的応答を CICS が変換する
文字セットの 40 文字の名前を表示します。

HOSTCODEPAGE
静的応答を形成するテキスト文書のエンコードに使用する IBM コード・ペ
ージ (EBCDIC) の 10 文字の名前を表示します。

TEMPLATENAME
静的応答を形成する CICS 文書テンプレートの 48 文字の名前を表示しま
す。

HFSFILE
インバウンド HTTP 要求に送信される静的応答を形成する UNIX システ
ム・サービス HFS ファイルの 255 文字の完全修飾名を表示します。

TCPIPSERVICE
URI マップが適用されるインバウンド・ポートを定義する TCPIPSERVICE

リソース定義の 8 文字の名前を表示します。

ANALYZER
アナライザー・プログラムがインバウンド HTTP 要求の処理に関与するか
どうかを示す CVDA 値 (YES または NO) を表示します。

CONVERTER
要求の内容を処理するコンバーター・プログラムの 8 文字の名前を表示し
ます。

TRANSACTION
応答を作成するユーザー・アプリケーションを実行するために使用される別
名トランザクションの 4 文字の名前を表示します。

PROGRAM
要求を処理するサービスを指定するユーザー・アプリケーション・プログラ
ムまたは XML サービスの 8 文字の名前を表示します。

PIPELINE
要求を処理するサービスを指定するパイプラインの 8 文字の名前を表示し
ます。

WEBSERVICE
要求を処理するサービスを指定する Web サービスの 32 文字の名前を表示
します。

USERID
別名トランザクションに接続するために使用する 8 文字のユーザー ID を
表示します。

CERTIFICATE
アウトバウンド HTTPS 要求で URI を使用するときに SSL クライアント
証明書として使用される証明書の 32 文字のラベルを表示します。
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CIPHERS
アウトバウンド SSL 要求に使用される 2 桁の暗号スイート・コード (最大
28 個) のリストとして解釈される 56 個以内の 16 進数字のストリングを
表示します。

NUMCIPHERS
SSL 暗号スイート・コードの数

LOCATION
インバウンド HTTP 要求のリダイレクト先となる 255 文字 の URI を表
示します。

REDIRECTTYPE
リダイレクトのタイプに対する CVDA 値 (NONE、TEMPORARY、または
PERMANENT) を表示します。

MAPREFCOUNT
URI マップ参照数

MATCHDISABLD
URI マップ・ホストまたはパスが使用不可

MATCHREDIREC
URI マップ・ホストまたはパスのリダイレクト

URIMPDEF リソース・テーブル

URIMPDEF リソース・テーブルには、以下の RDO 属性が含まれます。

URIMAP
URI マップ定義名

STATUS
マップを ENABLED または DISABLED のいずれの状態でインストールす
るかを示す CVDA 値を表示します。

USAGE
サーバー、クライアント、またはパイプラインの CVDA 値を表示します。
この値は、マップがそれぞれ HTTP サーバーとしての CICS 用、HTTP ク
ライアントとしての CICS 用、または Web サービス用のいずれであるかを
示します。

SCHEME
URI マップが適用される URI のスキーム部分が SSL を使用しない
(HTTP) か SSL を使用する (HTTPS) かを示す CVDA 値を表示します。

HOST マップが適用される URI の 116 文字のホスト部分を表示します。

PATH マップが適用される URI の 225 文字のパス部分を表示します。

MEDIATYPE
インバウンド HTTP 要求に対して CICS が提供する静的応答の 40 文字の
データ・コンテンツを表示します。

CHARACTERSET
インバウンド HTTP 要求に対して送信される静的応答を CICS が変換する
文字セットの 40 文字の名前を表示します。
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HOSTCODEPAGE
静的応答を形成するテキスト文書のエンコードに使用する IBM コード・ペ
ージ (EBCDIC) の 10 文字の名前を表示します。

TEMPLATENAME
静的応答を形成する CICS 文書テンプレートの 48 文字の名前を表示しま
す。

HFSFILE
インバウンド HTTP 要求に送信される静的応答を形成する UNIX システ
ム・サービス HFS ファイルの 255 文字の完全修飾名を表示します。

TCPIPSERVICE
URI マップが適用されるインバウンド・ポートを定義する TCPIPSERVICE

リソース定義の 8 文字の名前を表示します。

ANALYZER
アナライザー・プログラムがインバウンド HTTP 要求の処理に関与するか
どうかを示す CVDA 値 (YES または NO) を表示します。

CONVERTER
要求の内容を処理するコンバーター・プログラムの 8 文字の名前を表示し
ます。

TRANSACTION
応答を作成するユーザー・アプリケーションを実行するために使用される別
名トランザクションの 4 文字の名前を表示します。

PROGRAM
要求を処理するサービスを指定するユーザー・アプリケーション・プログラ
ムまたは XML サービスの 8 文字の名前を表示します。

PIPELINE
要求を処理するサービスを指定するパイプラインの 8 文字の名前を表示し
ます。

WEBSERVICE
要求を処理するサービスを指定する Web サービスの 32 文字の名前を表示
します。

USERID
別名トランザクションに接続するために使用する 8 文字のユーザー ID を
表示します。

CERTIFICATE
アウトバウンド HTTPS 要求で URI を使用するときに SSL クライアント
証明書として使用される証明書の 32 文字のラベルを表示します。

CIPHERS
アウトバウンド SSL 要求に使用される 2 桁の暗号スイート・コード (最大
28 個) のリストとして解釈される 56 個以内の 16 進数字のストリングを
表示します。

LOCATION
インバウンド HTTP 要求のリダイレクト先となる 255 文字 の URI を表
示します。
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REDIRECTTYPE
リダイレクトのタイプに対する CVDA 値 (NONE、TEMPORARY、または
PERMANENT) を表示します。

URIMPGBL リソース・テーブル

URIMPGBL リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

MAPREFCOUNT
URI マップ参照数

MATCHDISABLD
URI マップ・ホストまたはパスが使用不可

NOMATCHCOUNT
URI マップ・ホストまたはパスの不一致数

MATCHCOUNT
URI マップ・ホストまたはパスの一致数

MATCHREDIREC
URI マップ・ホストまたはパスのリダイレクト

MATCHANALYZE
URI マップ・ホストまたはパスの一致アナライザー

STATICONTENT
URI マップの静的コンテンツ

DYNAMCONTENT
URI マップの動的コンテンツ

PIPELINEREQS
URI マップのパイプライン要求

SCHEMEHTTP
URI マップのスキーム (HTTP) 要求

SCHEMEHTTPS
URI マップのスキーム (HTTPS) 要求

HOSTDISABLED
使用不可ホストの数

HOST リソース・テーブル

HOST リソース・テーブルには、以下の属性があります。

HOSTNAME
ホスト名

ENABLESTATUS
ホストを ENABLED または DISABLED のいずれの状態でインストールす
るかを示す CVDA 値を表示します。

リソース・テーブルの変更点

以下のテーブルに対して変更が加えられました。

v 175ページの『TCPDEF リソース・テーブル』
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v 『DOCTEMP リソース・テーブル』

v 『DOCDEF リソース・テーブル』

v 『TASK リソース・テーブル』

TCPDEF リソース・テーブル

TCPDEF リソース・テーブルには、以下の追加属性があります。

PROTOCOL CVDA (USER)
プロトコル

MAXDATALEN
送受信できるデータの最大長を定義します。

このリソース・テーブルの PRIVACY 属性は、CICS Transaction Server 3.1 (または
それ以降のバージョン) では無効になったため、無視されます。

DOCTEMP リソース・テーブル

DOCTEMP リソース・テーブルには、以下の追加属性があります。

HFSFILE
UNIX システム・サービスの階層ファイル・システムのテンプレート・ファ
イル

TEMPLATETYPE
文書テンプレート・タイプ

DOCDEF リソース・テーブル

DOCDEF リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

HFSFILE
階層ファイル・システムのテンプレート・ファイル

TASK リソース・テーブル

TASK リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

TMRWBRDL
リポジトリーから読み取られるデータのデータ長を表示します。

TMRWBWDL
リポジトリーに書き込まれるデータのデータ長を表示します。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点
新規 WUI ビュー

以下の WUI ビューが導入されました。

v 176ページの『URI マッピング定義ビュー』

v 176ページの『URI マップ・ビュー』

v 177ページの『URI マップ・グローバル・ビュー』

v 177ページの『ホスト・ビュー』
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URI マッピング定義ビュー

「URI マッピング定義」 という名前で、新規 URIMPDEF リソース・テーブルに関
連する定義ビュー・セットが導入されました。この表形式ビューのビュー名は
EYUSTARTURIMPDEF.TABULAR です。このビューを組み込むために、既存の
EYUSTARTADMRES メニューが拡張されました。

「URI マッピング定義」ビューを開くには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「管理ビュー」をクリックします。

2. 「ベーシック CICS リソース管理ビュー」をクリックします (あるいは、「完全
に機能しているビジネス・アプリケーション・サービス (BAS) 管理ビュー」を
クリックします)。

3. 「CICS リソース定義」をクリックします。

4. スクロールダウンして、「URI マッピング定義」をクリックします。

「URI マッピング定義」ビューが表示されます。このビューには、次の 5 つのアク
ション・ボタンが含まれます。

v 作成

v 更新

v 除去

v インストール

v リソース・グループへの追加

フィールド詳細については、 172ページの『URIMPDEF リソース・テーブル』にリ
ストされている URIMPDEF リソース・テーブルの属性を参照してください。

URI マップ・ビュー

「URI MAP」という名前で、新規 URIMAP リソース・テーブルに関連する新しい
ビューが導入されました。この表形式ビューのビュー名は
EYUSTARTURIMAP.TABULAR です。このビューを組み込むために、既存の
EYUSTARTTCPIPS メニューが拡張されました。

「URI MAP」ビューを開くには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. スクロールダウンして、「TCP/IP サービス操作ビュー」をクリックします。

3. 「URI MAP」 をクリックします。

「URI MAP」ビューが表示されます。このビューには、次の 4 つのアクション・
ボタンが含まれます。

v 設定属性

v 使用可能

v 使用不可

v 破棄

URIMAP リソース・テーブルの属性詳細については、 170ページの『URIMAP リソ
ース・テーブル』を参照してください。
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URI マップ・グローバル・ビュー

「URI マップ・グローバル (URI map global)」という名前で、新規 URIMPGBL

リソース・テーブルに関連する新しいビューが導入されました。この表形式ビュー
のビュー名は EYUSTARTURIMPGBL.DETAILED です。このビューを組み込むため
に、既存の EYUSTARTTCPIPS メニューが拡張されました。

「URI マップ・グローバル (URI map global)」ビューを開くには、以下の手順を
実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. スクロールダウンして、「TCP/IP サービス操作ビュー」をクリックします。

3. 「URI マップ・グローバル (URI map global)」をクリックします。

4. 「CICS システム名」を選択して、「URI マップ・グローバル (URI map
global)」の詳細ビューを開きます。

「URI マップ・グローバル (URI map global)」ビューが表示されます。
URIMPGBL リソース・テーブルの属性詳細については、 174ページの
『URIMPGBL リソース・テーブル』を参照してください。

ホスト・ビュー

「ホスト」という名前で、新規 HOST リソース・テーブルに関連する新しいビュー
が導入されました。この表形式ビューのビュー名は EYUSTARTHOST.TABULAR

です。このビューを組み込むために、既存の EYUSTARTTCPIPS メニューが拡張さ
れました。

「ホスト」ビューを開くには、以下の手順を実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. スクロールダウンして、「TCP/IP サービス操作ビュー」をクリックします。

3. 「ホスト」をクリックします。

「ホスト」ビューが表示されます。

HOST リソース・テーブルの属性詳細については、 174ページの『HOST リソー
ス・テーブル』を参照してください。

WUI ビューの変更点

以下のビューに対して変更が加えられました。

v 『TCP/IP サービス定義ビュー』

v 178ページの『文書テンプレート定義ビュー』

v 178ページの『文書テンプレート・ビュー』

v 178ページの『TCP/IP 使用ビュー』

TCP/IP サービス定義ビュー

TCPDEF (EYUSTARTTCPDEF) ビューに、以下の属性が追加されました。

PROTOCOL CVDA (USER)
プロトコル
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MAXDATALEN
インバウンド要求またはアウトバウンド要求への応答で受信できるデータの
最大長を定義します。

このビューの PRIVACY 属性は、CICS Transaction Server 3.1 では無効になったた
め、無視されます。

文書テンプレート定義ビュー

DOCDEF (EYUSTARTDOCDEF.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されまし
た。

HFSFILE
文書テンプレートとして使用する UNIX システム・サービス HFS ファイ
ル。

文書テンプレート・ビュー

DOCTEMP (EYUSTARTDOCTEMP.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されま
した。

HFSFILE
文書テンプレートとして使用する UNIX システム・サービス HFS ファイ
ル。

TEMPLATETYPE CVDA (HFS)
文書テンプレート・タイプ

TCP/IP 使用ビュー

タスク操作ビュー内のアクティブ・タスク・ビュー・セット
(EYUSTARTTASK.DETAIL7) の「TCP/IP 使用」ビューに、以下の属性が追加され
ました。

TMRWBRDL
リポジトリーから読み取られるデータのデータ長を表示します。

TMRWBWDL
リポジトリーに書き込まれるデータのデータ長を表示します。
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第 6 章 インターネット・セキュリティーの改善

セキュリティーの拡張の概要

セキュリティーの改善はさまざまな領域にわたっています。以下に要約を示しま
す。

v TLS 1.0 プロトコルおよび AES 暗号スイートのサポート

v 同時 SSL 接続数の増加によるスケーラビリティー

v 証明書取り消しリストのサポート

v シスプレックスの複数 CICS 領域間での SSL キャッシング

v 最小および最大暗号化ネゴシエーション・レベルの指定

注: このリリースでは、CICS は SSL と TLS の両方のセキュリティー・プロトコ
ルをサポートします。理解しやすくするため、本書では、SSL という用語は両
方のプロトコルを指すものとして使用します。ただし、どちらかのプロトコル
に関する特定の意味が必要とされる場合を除きます。

インターネット・セキュリティーの改善の利点

セキュリティーの改善により、さまざまな利点がもたらされます。

CICS は SSL 3.0 に加えて Transport Layer Security (TLS) 1.0 プロトコルをサポー
トするようになったため、128 ビット暗号化および 256 ビット暗号化を提供する新
しい AES 暗号スイートを使用できるようになりました。

SSL のパフォーマンスが向上し、Web サービスなどの新しい機能がサポートされる
ようになりました。システムで同時に使用できる同時 SSL 接続の数が増加したた
め、スループットが改善されています。

クライアントとサーバーの間での暗号化ネゴシエーションの制御における柔軟性が
増しました。特定ユーザーとのネゴシエーションのために、CICS で最小および最大
の暗号化レベルを指定できます。

CICS は、クライアントとのネゴシエーション時に証明書取り消しリスト (CRL) と
照らし合わせてすべての証明書を検査できるようになりました。取り消された証明
書を使用している接続は、即時にクローズされます。

SSL キャッシュを使用してシスプレックス全体でセッション ID を共用するかどう
かを指定できます。クライアントが以前に CICS とネゴシエーションしたことがあ
る場合、CICS は部分的な SSL ハンドシェークを実行します。複数の CICS 領域間
でキャッシュを共用すれば、SSL ネゴシエーションおよび接続スループットのパフ
ォーマンスが改善されます。

セキュリティー用語

以下の用語は、CICS でのインターネット・セキュリティーの拡張について説明する
場合に使用されます。
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Transport Layer Security (TLS)
インターネット上でセキュア通信を提供するために使用されるセキュリティ
ー・プロトコル。RFC2246 で仕様が文書化されています。

暗号スイート
SSL ハンドシェーク時にネゴシエーションされる、暗号化アルゴリズム、
暗号鍵の長さ、および MAC アルゴリズムの組み合わせ。

メッセージ確認コード (MAC)
SSL 接続経由で送信された各メッセージに関連付けられた、暗号によるセ
キュア・ハッシュ・コード。

MAC アルゴリズム
メッセージ確認コードを計算する暗号アルゴリズム。SSL では MD5 およ
び SHA アルゴリズムを使用します。

SSL キャッシュ
クライアントとの暗号化ネゴシエーションに関するセッション ID 情報を保
管するために SSL で使用するキャッシュ。クライアントが以前に SSL を
使用して CICS に安全に接続している場合は、部分的なハンドシェークの
みを実行して SSL 接続を確立します。

証明書取り消しリスト
認証局と呼ばれる独立した機関によって提供される取り消し済み証明書のリ
スト。証明書が撤回された場合、その証明書は証明書取り消しリストに追加
されます。これらのリストは、クライアントとサーバーが互いに認証を試み
る際の SSL ハンドシェーク・ネゴシエーション中に相互参照することがで
きます。

SP モード
ソケット pthread 専有タスクを所有する TCB モード。

SSL プール
CICS 領域の S8 TCB の保管および管理を行うプール。

SSL ハンドシェーク
接続確立時にクライアントとサーバーの間で行われる情報交換。ハンドシェ
ークには、使用する暗号化アルゴリズムのネゴシエーションおよび相互認証
が含まれます。

要件
ハードウェア

z/OS Integrated Cryptographic Facility (ICSF) に依存している SSL 暗号化のパフォ
ーマンス向上の恩恵を完全に受けるには、zSeries® 暗号ハードウェアが必要です。

ソフトウェア

128 ビット暗号化かそれ以上の暗号スイートを使用する場合は、z/OS の System

SSL セキュリティー・レベル 3 機能が必要です。
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Transport Layer Security プロトコル
Transport Layer Security (TLS) 1.0 プロトコルは、インターネット上の安全な通信を
提供する標準のセキュリティー・プロトコルです。

CICS では、インターネット経由で保護された通信を提供するのに使用する 2 つの
セキュリティー・プロトコルをサポートします。最初は、Secure Sockets Layer

(SSL) 3.0 プロトコルです。2 番目は、Transport Layer Security (TLS) 1.0 プロトコ
ルで、これは最新の業界標準 SSL プロトコルであり、SSL 3.0 に基づいています。
TLS 1.0 の仕様は、RFC2246 に文書化されており、インターネットで
www.rfc-editor.org/rfcsearch.html から参照できます。暗号化が必要な接続では、クラ
イアントが特に SSL 3.0 を必要としなければ、自動的に TLS が使用されます。

TLS の主な目的は、Secure Sockets Layer の保護性を強め、プロトコルの仕様を厳
密かつ完全にすることです。TLS では、SSL 3.0 と比較して以下の機能拡張が行わ
れています。

v

メッセージ認証のキー・ハッシュ
TLS は、メッセージ認証コード (HMAC) のキー・ハッシュを使用しま
す。これにより、インターネットのようなオープンなネットワークを通過
する間にレコードを変更することができなくなります。SSL バージョン
3.0 では、キー・メッセージ認証も提供されます。ただし、HMAC は、
SSL バージョン 3.0 で使用される MAC (メッセージ認証コード:

Message Authentication Code) 機能よりも安全であると考えられていま
す。

v

拡張疑似乱数関数 (PRF)
PRF は、キー・データの生成に使用されます。TLS では、PRF は
HMAC とともに定義されます。PRF は、2 つのハッシュ・アルゴリズム
を使用してセキュリティーを保証します。どちらかのアルゴリズムが公開
されている場合、2 番目のアルゴリズムが公開されない限り、データは保
護され続けます。

v

完了メッセージ検査の改良
TLS 1.0 と SSL 3.0 では、交換されたメッセージが変更されていないこ
とを認証する完了メッセージが両方のエンドポイントに提供されます。た
だし、TLS では、この完了メッセージは PRF および HMAC の値に基づ
いており、SSL バージョン 3.0 よりも安全です。

v

一貫性のある証明書処理
SSL 3.0 とは異なり、TLS では、TLS のインプリメンテーション間で交
換する必要のある証明書のタイプが指定されています。

v

特定の警告メッセージ
TLS では、セッション・エンドポイントのどちらかで検出された問題を
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示すために、特定の警告や追加の警告が提供されます。TLS では、特定
の警告がいつ送信されるかについても文書化されています。

SSL パフォーマンスの向上
CICS の SSL 接続数と SSL 接続のパフォーマンスの向上のため、S8 TCB のイン
プリメンテーションにいくつかの変更が行われました。

CICS はオープン・トランザクション環境 (OTE) を使用して、SSL 接続を管理しま
す。各 SSL 接続では、S8 TCB を使用します。この S8 TCB が、UNIX の pthread

として実行されるようになりました。ソケット pthread 専有タスクで使用される、
SP というオープン TCB モードも新しく追加されました。すべての S8 TCB は単
一エンクレーブ内で実行されます。このエンクレーブは、SP TCB によって所有さ
れ、SSL キャッシュも備えています。これにより、ストレージを標準以下に節約す
ることで、CICS の同時 SSL 接続数を以前のリリースより増やすことができます。

S8 TCB は、SSL プール内に格納されます。この SSL プールは、CICS ディスパッ
チャーによって管理されます。S8 TCB は、この新しい SSL プールから割り振られ
ますが、SSL 機能を実行する必要のある期間のみトランザクションに対してロック
されます。SSL ネゴシエーションが完了すると、TCB は解放されて SSL プールに
戻され、再利用できるようになります。MAXSSLTCBS システム初期設定パラメー
ターは、SSL プール内の S8 オープン TCB の最大数を指定します。デフォルト値
は 8 ですが、最大 1024 まで指定できます。

DFH0STAT および DFHSTUP からのディスパッチャー・レポートを使用して、SSL

プールおよび S8 TCB のパフォーマンスをモニターすることができます。この統計
には、S8 TCB の最大数に達した回数、TCB が割り振られるまでの遅延時間、およ
び SSL プール内の TCB の実際の数に関する情報が含まれます。

証明書取り消しリストの使用
証明書取り消しリスト (CRL) を使用するように CICS を構成して、SSL ネゴシエ
ーションで使用されるクライアント証明書の妥当性を検査することができます。

証明書取り消しリストを使用するには、LDAP サーバーをインストールし、構成す
る必要があります。この作業の実行方法の詳細は、「z/OS V1R4.0 Security Server

LDAP サーバー 管理および使用ガイド」にあります。

証明書取り消しリストは、Verisign などの認証局から入手できます。証明書取り消
しリストは、ワールド・ワイド・ウェブで利用可能な CRL リポジトリーに保管さ
れており、ダウンロードして LDAP サーバーに保管することができます。LDAP サ
ーバーにデータを取り込み証明書取り消しリストを更新するには、CICS 提供トラン
ザクション CCRL を指定します。CCRL トランザクションは、端末から、または
START コマンドを使用して実行できます。定期的な更新をスケジュールするには、
START コマンドを使用します。LDAP サーバーに CRL を組み込むには、以下の手
順を実行してください。

1. LDAP サーバーを構成して、使用する認証局を指定します。

2. CRLSERVER システム初期設定パラメーターに LDAP サーバーの名前を指定し
ます。
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3. CCRL トランザクションを実行します。

CCRL トランザクションを実行すると、CICS が指定した URL から CRL をダウン
ロードし、CRLSERVER システム初期設定パラメーターに指定された LDAP サー
バーにこれを保管します。

SSL キャッシュ
SSL キャッシュは、クライアントと CICS 間のネゴシエーションからのセッション
ID を保管するために使用します。

SSL キャッシュを使用すると、CICS は、以前に認証したことのあるクライアント
との部分的ハンドシェークを実行することができます。ローカルの CICS 領域で
は、SSL キャッシュは S8 TCB のためのエンクレーブの一部です。ご使用の CICS

システムで適切な場合は、SSL キャッシュをシスプレックス全体で共用することが
できます。複数の CICS ソケット専有領域が同じ IP アドレスで複数の SSL 接続
を受け入れる場合は、シスプレックス・キャッシングを使用できます。

複数の領域間でキャッシュを共用したい場合は、システム SSL 開始タスク
GSKSRVR を活動化し、システム初期設定パラメーター SSLCACHE を使用しま
す。デフォルトではローカル領域のキャッシュを使用しますが、オプション
SYSPLEX を指定することにより、これを変更できます。CICS は、代わりにカップ
リング・ファシリティーの SSL キャッシュを使用してセッション ID を保管するよ
うになります。

暗号化ネゴシエーションのカスタマイズ
暗号化ネゴシエーション・プロセスで使用する暗号スイートを選択し、暗号化の最
小レベルおよび最大レベルを設定することができます。

リソース定義 TCPIPSERVICE、CORBASERVER、および URIMAP の CIPHERS 属
性は、各暗号化レベルで使用できる暗号スイートを指定します。この属性のデフォ
ルト値は、暗号化ネゴシエーションで使用する 2 桁の暗号コードのリストです。こ
の暗号スイートのリストをカスタマイズして、CICS がクライアントをネゴシエーシ
ョンする暗号化レベルの優先順序を指定することができます。また、このリストか
ら暗号スイートを除去することを選択することもできます。これは、非常に高いレ
ベルの暗号化のみが使用されることを保証したい場合に特に便利です。これを行う
には、以下のようにします。

1. 変更するリソース定義を選択します。

2. CIPHERS 属性にデフォルト値が表示されます。例えば、システム初期設定パラ
メーター ENCRYPTION=STRONG の場合、デフォルト値は
0504352F0A0903060102 です。

3. 暗号スイートを除去または再配列するために属性値を編集します。例えば、
352F0A0504 と指定できます。

4. リソース定義を保管します。

352F0A0504 を指定した場合、これは、CICS がこのリソースを使用した接続で 128

ビット暗号化より下のレベルでネゴシエーションしないことを意味します。この属
性のそれぞれの 2 桁コード (例えば、35、2F、0A など) は、128 ビット暗号化以
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上の暗号スイートを表します。CICS は、AES 暗号スイート 35 および 2F を使用
してネゴシエーションを開始します。なぜなら、これらは、暗号コードのリストの
最初にあるからです。クライアントがこのレベルの暗号化を使用していない場合、
CICS は接続をクローズします。

暗号化レベルのデフォルト値にない暗号スイートを組み込むことはできないことに
注意してください。例えば、MEDIUM レベルの暗号化を指定した場合、CIPHERS

属性に AES 暗号スイート 35 および 2F を追加することはできません。

CICS 外部インターフェースの変更点

システム初期設定パラメーターの変更点

インターネット・セキュリティーの向上のために、新しいシステム初期設定パラメ
ーターが追加されました。また、一部のシステム初期設定パラメーターが変更され
ました。変更されたパラメーターは、次のとおりです。

ENCRYPTION={STRONG|WEAK|MEDIUM}
セキュア TCP/IP 接続のために CICS で使用する暗号スイートを指定します。
前のリリースとの互換性のために、ENCRYPTION=NORMAL は
ENCRYPTION=MEDIUM と等価として受け入れられます。

STRONG
CICS で以下の暗号スイートのみを使用することを指定します。

暗号スイート 暗号化
アルゴリズム

キーの長さ MAC アルゴリズム

01 暗号化なし MD5

02 暗号化なし SHA

03 RC4 40 ビット MD5

04 RC4 128 ビット MD5

05 RC4 128 ビット SHA

06 RC2 40 ビット MD5

09 DES 56 ビット SHA

0A Triple-DES 168 ビット SHA

2F AES 128 ビット SHA

35 AES 256 ビット SHA

この表で使用される用語は、以下のとおりです。

MD5 メッセージ・ダイジェスト・アルゴリズム

SHA セキュア・ハッシュ・アルゴリズム

RC2, RC4
Rivest 暗号化

DES データ暗号化基準

Triple-DES
DES 処理を 3 回行う

AES 拡張暗号化規格
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WEAK
CICS で以下の暗号スイートのみを使用することを指定します。

暗号スイート 暗号化
アルゴリズム

キーの長さ MAC アルゴリズム

01 暗号化なし MD5

02 暗号化なし SHA

03 RC4 40 ビット MD5

06 RC2 40 ビット MD5

この表で使用される用語は、以下のとおりです。

MD5 メッセージ・ダイジェスト・アルゴリズム

SHA セキュア・ハッシュ・アルゴリズム

RC2, RC4
Rivest 暗号化

MEDIUM
CICS で以下の暗号スイートのみを使用することを指定します。

暗号スイート 暗号化
アルゴリズム

キーの長さ MAC アルゴリズム

01 暗号化なし MD5

02 暗号化なし SHA

03 RC4 40 ビット MD5

06 RC2 40 ビット MD5

09 DES 56 ビット SHA

この表で使用される用語は、以下のとおりです。

MD5 メッセージ・ダイジェスト・アルゴリズム

SHA セキュア・ハッシュ・アルゴリズム

RC2, RC4
Rivest 暗号化

DES データ暗号化基準

パラメーター SSLTCBS は推奨されません。代わりに、以下の新しいパラメーター
を使用してください。

MAXSSLTCBS={8|number}
SSL プールで実行できる S8 TCB の最大数を指定します。デフォルトは 8 で
すが、最大 1024 個の TCB を指定できます。

新しいシステム初期設定パラメーターは、次のとおりです。

CRLSERVER=servername:port

証明書取り消しリスト (CRL) が置かれている LDAP サーバーの名前およびポ
ート番号を指定します。このパラメーターを指定すると、CICS は、SSL ネゴシ
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エーション時に各クライアント証明書について取り消し状況を検査します。証明
書が取り消されている場合、CICS は直ちに接続を閉じます。

SSLCACHE={CICS|SYSPLEX}
SSL でセッション ID のローカルまたはシスプレックスのキャッシングを使用
するかどうかを指定します。シスプレックス・キャッシングは、複数の CICS

ソケット専有領域が同じ IP アドレスで複数の SSL 接続を受け入れる場合に役
立ちます。

リソース定義の変更点
TCPIPSERVICE および CORBASERVER 定義

TCPIPSERVICE および CORBASERVER リソース定義に新しい属性 CIPHERS が追
加されました。この属性は、新しい URIMAP リソース定義に指定することもでき
ます。詳細については、 134ページの『URIMAP リソース定義』を参照してくださ
い。暗号スイート・コードの CIPHERS リストは、リソースのために確立されたソ
ケット接続で SSL または TLS セキュリティー・プロトコルを使用する場合にのみ
使用されます。TCPIPSERVICE 定義の場合、CIPHERS リストはインバウンド・ソ
ケット接続に使用されます。CORBASERVER 定義の場合、CIPHERS リストはアウ
トバウンド・ソケット接続に使用されます。

CIPHERS=value

この値は、28 個以内の 2 桁の暗号スイート・コードのリストとして解釈される
56 個以内の 16 進数字のストリングを指定します。受け入れ可能コードのリス
トは、ENCRYPTION システム初期設定パラメーターに依存します。

v ENCRYPTION=WEAK の場合、デフォルト値は 03060102 です。

v ENCRYPTION=MEDIUM の場合、デフォルト値は 0903060102 です。

v ENCRYPTION=STRONG の場合、デフォルト値は 0504352F0A0903060102 で
す。

暗号コードを再配列したり、デフォルト・リストから除去することができます。
ただし、特定の暗号化レベルのデフォルト・リストにない暗号コードを新たに追
加することはできません。ENCRYPTION システム初期設定パラメーターは、そ
れぞれの暗号化レベルごとに許可される暗号スイート・コードを決定します。

TCPIPSERVICE リソース定義の PRIVACY 属性は、CIPHERS 属性値によって
決定します。CIPHERS 属性のデフォルト値は暗号スイートの完全なリストなの
で、一部の暗号コードを除去すると、PRIVACY 属性が変更されます。

v CICS が暗号化処理を備えたクライアントとのみネゴシエーションするように
指定するために暗号スイート 01 および 02 を除去した場合、PRIVACY 属性
値は REQUIRED に変更されます。

v CICS が暗号化処理を備えていないクライアントとのみネゴシエーションする
ように指定するために暗号スイート 01 および 02 以外のすべての暗号スイ
ートを除去した場合、PRIVACY 属性は NOTSUPPORTED に変更されます。

v その他の組み合わせで暗号スイート (デフォルトを含む) を指定した場合、
PRIVACY 属性の値は SUPPORTED です。

CORBASERVER リソース定義の OUTPRIVACY 属性にも同様の制約が適用さ
れます。
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システム・プログラミング・インターフェースの変更点

EXEC CICS コマンド INQUIRE TCPIPSERVICE、INQUIRE CORBASERVER およ
び新しいコマンド INQUIRE URIMAP に、2 つのセキュリティー・オプションが組
み込まれました。

CIPHERS(char56)

リソース定義 TCPIPSERVICE、CORBASERVER、および URIMAP の属性
CIPHERS に指定されている暗号スイートのリストを戻します。この暗号スイー
トのリストは、SSL 接続のネゴシエーションで使用されます。例えば、弱い暗
号化を使用している場合、デフォルト値は 03060102 です。

NUMCIPHERS(halfword)

SSL ハンドシェークの一部としての暗号化レベルのネゴシエーションに使用さ
れる暗号スイートの数を戻します。

EXEC CICS コマンド INQUIRE TCPIP にも、2 つのセキュリティー・オプション
があります。

CRLSERVER(char255)

CRLSERVER システム初期設定パラメーターに指定された LDAP サーバーの名
前を戻します。LDAP サーバーは、証明書取り消しリストの保管に使用されま
す。

SSLCACHE(cvda)

セッション ID を保管するために SSL で使用されているキャッシュを示す
CVDA 値を戻します。CVDA 値は、以下のとおりです。

CICS
SSL は CICS 領域のためのローカル SSL キャッシュを使用しています。

SYSPLEX
SSL はカップリング・ファシリティーの SSL キャッシュを使用していま
す。

SSL TCB プールを処理するために、INQUIRE DISPATCHER および SET

DISPATCHER コマンドに対して変更が行われました。以下の 2 つのオプションが
追加されました。

MAXSSLTCBS(fullword)

MAXSSLTCBS システム初期設定パラメーターに指定されている、SSL プール
で可能な S8 TCB の最大数を戻します。

ACTSSLTCBS(fullword)

SSL プール内の S8 TCB の実際の数を戻します。

CICS 提供トランザクションの変更点
CCRL トランザクション

LDAP サーバーに保管されている証明書取り消しリスト (CRL) を作成および更新す
るには、CCRL トランザクションを使用します。CCRL を使用する必要があるの
は、CICS 領域に SSL をインプリメントする際に、各接続に関して取り消された証
明書がないかを SSL ハンドシェーク中に検査するようにしたい場合だけです。
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CCRL トランザクションは、ワールド・ワイド・ウェブでの CRL リポジトリーの
ロケーションを指定します。CICS は、指定された URL にある CRL リポジトリー
からリストをダウンロードして、それを LDAP サーバーに保管します。複数の
CRL リポジトリーにアクセスする必要がある場合は、複数の URL を指定できま
す。

CCRL トランザクションを実行する前に、CICS で以下のようにセットアップして
おく必要があります。

v LDAP サーバーはセットアップ済みで、証明書取り消しリストを保管できるよう
に構成されている。

v CRLSERVER システム初期設定パラメーターには、証明書取り消しリストを保管
する LDAP サーバーの名前が定義されている。

CCRL トランザクションは、端末から、または START コマンドから実行できま
す。定期的な更新をスケジュールしたい場合は、START コマンド・オプションを使
用してください。

トランザクションを端末から実行する場合は、ご使用の端末で大/小文字混合文字が
受け入れられることを確認してください。コマンド CCRL url-list を入力します。
ここで url-list は、ダウンロードする証明書取り消しリストが格納される URL をス
ペースで区切ったリストです。次に、LDAP サーバーの管理者識別名およびパスワ
ードを入力するよう求められます。これにより CICS は、LDAP サーバーの CRL

を、ダウンロードされた CRL に更新できます。

START コマンドからトランザクションを実行するには、以下の構文を使用します。
EXEC CICS START TRANSID(CCRL)
FROM(’admin://adminDN:adminPW url-list’)
LENGTH(url-list-length)
[INTERVAL(hhmmss)|TIME(hhmmss)]

ここで、adminDN:adminPW は LDAP サーバーの識別名およびパスワードで、
url-list は、ダウンロードする証明書取り消しリストが格納される URL をスペース
で区切ったリストです。また、url-list-length は LDAP admin の識別名およびパスワ
ードが含まれる URL リストの長さを表し、hhmmss は CCRL トランザクションの
実行がスケジュールされている間隔または有効期限時刻を表します。

例えば、次のように指定できます。
EXEC CICS START TRANSID(CCRL)
FROM(’admin://cn=ldapadmin:cics31ldap http://crl.CertificateAuthority.com/CRLList1.crl

http://crl.CertificateAuthority.com/CRLList2.crl’)
LENGTH(132) INTERVAL(960000)

このコマンドは、96 時間後に CCRL トランザクションを実行して、指定の 2 つの
URL から証明書取り消しリストをダウンロードするようスケジュールします。

CEMT の変更点

以下のコマンドに対して変更が行われました。

v INQUIRE TCPIPSERVICE

v INQUIRE CORBASERVER

v INQUIRE TCPIP
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v INQUIRE DISPATCHER

v SET DISPATCHER

「CICS Supplied Transactions」に、これらの変更されたコマンドについての情報が
記載されています。

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

グローバル・ユーザー出口ルーチン TCB 標識リストは、SP TCB モードのための
項目を含むようになりました。完全なリストについては、「Customization Guide」を
参照してください。

モニターの変更点

MAXSSLTCBS 遅延時間およびモード変更遅延時間をモニターするための新規モニ
ター・フィールドが追加されました。

DFHTASK

247 (TYPE-S, ’DSCHMDLY’, 8 BYTES)

ユーザー・タスクによって、またはユーザー・タスクに代わって発行された CICS

ディスパッチャー TCB モード変更要求の後に、ユーザー・タスクが再ディスパッ
チを待機する経過時間。例えば、CICS L8 または S8 モード TCB から CICS QR

モード TCB に戻す TCB モード変更要求は QR TCB 上で別のタスクが現在ディス
パッチされているために、QR TCB を待機しなければならない場合があります。

注: このフィールドは、タスク一時停止時間 SUSPTIME (014) フィールドのコンポ
ーネントです。

281 (TYPE-S, ’MAXSTDLY’, 8 BYTES)

CICS システムがシステム初期設定パラメーター MAXSSLTCBS によって設定され
た限界に達したため、CICS SSL TCB (S8 モード) を取得するためにユーザー・タ
スクが待機した経過時間。S8 モードのオープン TCB は、SSL pthread によって独
占的に使用されます。

注: このフィールドは、タスク一時停止時間 SUSPTIME (014) フィールドのコンポ
ーネントです。

統計の変更点

統計に対する変更点には、新しい SP TCB モードおよび新しい SSL TCB プールに
関するレポートが含まれます。統計ユーティリティー・プログラム DFHSTUP と、
統計サンプル・プログラム DFH0STAT および DFH0STXR にも変更点があり、こ
れによって、追加の TCB モードおよびプールが報告されます。TCPIP グローバル
統計では、SSL キャッシングがローカルで実行されるかシスプレックス全体で実行
されるかについても報告されます。
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CICS ユーティリティーの変更点

追加の TCB モードおよびプールの両方を報告するため、統計ユーティリティー・
プログラム DFHSTUP に対して変更が行われました。

問題判別の変更点

メッセージ DFHSO0123 には、暗号化ネゴシエーション時に CICS が取り消し済み
証明書を識別するとき使用される新しい挿入があります。CICS は、接続を即時にク
ローズし、このメッセージを発行します。

セキュリティー

新しい AES 暗号およびより長い暗号鍵長のサポートにより、セキュリティーが拡
張されました。SSL 接続で使用される暗号スイートのデフォルト値を編集すること
により、クライアントと CICS の間のネゴシエーションのための最小暗号化レベル
を制限することもできます。

ENCRYPTION システム初期設定パラメーターのデフォルト値が STRONG にな
り、SSL 使用時の CICS でのセキュリティーのレベルが高まりました。

CCRL トランザクションのためのセキュリティー・カテゴリーは、カテゴリー 2 で
す。

マイグレーション

既存の機能のマイグレーション

ENCRYPTION システム初期設定パラメーターのデフォルトの設定値が STRONG

に変更されました。高いレベルの暗号を解く鍵 (セキュリティー・レベル 3) が
z/OS にインストールされていない場合は、ENCRYPTION システム初期設定パラメ
ーターのデフォルトの設定値をダウングレードする必要があります。前のリリース
でデフォルトとして使用されていた NORMAL 設定は、このリリースの CICS では
MEDIUM に変更されました。マイグレーションの目的のために、NORMAL は
MEDIUM の代替として受け入れられます。

SSLTCBS システム初期設定パラメーターは使用されなくなり、MAXSSLTCBS に置
き換えられました。MAXSSLTCBS は、SSL のオープン・トランザクション環境
(OTE) TCB プールで並行して実行可能な S8 TCB の最大数を制御します。

新規機能へのマイグレーション

CIPHERS 属性を活用することで、CICS とクライアントの間の暗号化ネゴシエーシ
ョン・プロセスの制御が改善されます。CRLSERVER および SSLCACHE システム
初期設定パラメーターを使用して、SSL ハンドシェークで証明書を検査したり、
CICS 領域間の SSL キャッシュを共有することによりハンドシェークのパフォーマ
ンスを改善できます。
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共存

CICS は、新しい TLS 1.0 プロトコルと同様に SSL v3.0 を引き続きサポートしま
す。

CICSPlex SM サポート

新しい SSL 拡張のサポートに対応するために、CICSPlex SM インターフェースお
よび API に対していくつかの変更が行われました。

CICSPlex SM エンド・ユーザー・インターフェース・ビューの変更点

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 には、新しく追加され
たエンド・ユーザー・インターフェース・ビューはありませんが、以下のビューに
対して、SSL の新規サポートに一致するように変更が加えられました。

v 『EJCODEF ビュー』

v 『TCPDEF ビュー』

v 『EJCOSE ビュー』

v 192ページの『TCPIPS ビュー』

EJCODEF ビュー

EJCODEF ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

このビューの OUTPRIVACY 属性は、CICS Transaction Server 3.1 では無効になっ
たため、表示はされますが、この属性は無視されます。

TCPDEF ビュー

TCPDEF ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

このビューの PRIVACY 属性は、CICS Transaction Server 3.1 では無効になったた
め、表示はされますが、この属性は無視されます。

EJCOSE ビュー

EJCOSE ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数。
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TCPIPS ビュー

TCPIPS ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数。

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

以下のリソース・テーブルに対して変更が加えられました。

v 『EJCODEF リソース・テーブル』

v 『TCPDEF リソース・テーブル』

v 『EJCOSE リソース・テーブル』

v 『TCPIPS リソース・テーブル』

v 193ページの『TCPIPGBL リソース・テーブル』

v 193ページの『TASK リソース・テーブル』

v 193ページの『CICSRGN リソース・テーブル』

EJCODEF リソース・テーブル

EJCODEF リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コードを示す 56 文字のリストを表します。

TCPDEF リソース・テーブル

TCPDEF リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コードを示す 56 文字のリストを表します。

EJCOSE リソース・テーブル

EJCOSE リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コードを示す 56 文字のリストを表します。

NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数。

TCPIPS リソース・テーブル

TCPIPS リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コードを示す 56 文字のリストを表します。
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NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数。

TCPIPGBL リソース・テーブル

TCPIPGBL リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

CRLSERVER
証明書取り消しリスト (CRL) が格納される、56 文字の LDAP サーバー名
を表します。

SSLCACHE
SSL キャッシュ・タイプ (ローカルまたはシスプレックス)

TASK リソース・テーブル

TASK リソース・テーブルに、以下の新規属性が追加されました。

TMRSTDLY
ディスパッチャーの変更 TCB モードの要求が発行されてから再ディスパッ
チするまでタスクが待機した時間 (8 バイト) を表します。

TMRCMDLY
MAXSSLTCBS によって設定された限度に達したため、タスクが CICS SSL

TCB を取得するために待機した時間 (8 バイト) を表します。

CICSRGN リソース・テーブル

CICSRGN リソース・テーブルには、以下の SPI 属性が含まれています。

MAXSSLTCBS
SSL OTE プール内の TCB の現在の最大数を表します。

ACTSSLTCBS
現在割り振られている SSL プール TCB の数を表します。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点

以下のビューに対して変更が加えられました。

v 『CorbaServer 定義ビュー』

v 194ページの『TCP/IP サービス定義ビュー』

v 194ページの『CorbaServer ビュー』

v 194ページの『TCP/IP サービス・ビュー』

v 194ページの『TCP/IP グローバル状況ビュー』

v 194ページの『クロックとタイミング・ビュー』

v 195ページの『CICS 領域ビュー』

CorbaServer 定義ビュー

EJCODEF (EYUSTARTEJCODEF) ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード
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このビューの OUTPRIVACY 属性は、CICS TS 3.1 では無効になったため、表示は
されますが、この属性は無視されます。

TCP/IP サービス定義ビュー

TCPDEF (EYUSTARTTCPDEF) ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

このビューの PRIVACY 属性は、CICS TS 3.1 では無効になったため、表示はされ
ますが、この属性は無視されます。

CorbaServer ビュー

EJCOSE (EYUSTARTEJCOSE.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されまし
た。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数

TCP/IP サービス・ビュー

TCPIPS (EYUSTARTTCPIPS.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されました。

CIPHERS
SSL 暗号スイート・コード

NUMCIPHERS
暗号化レベルのネゴシエーションに使用される暗号スイートの数

TCP/IP グローバル状況ビュー

TCPIPGBL (EYUSTARTTCPIPGBL.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されま
した。

CRLSERVER
証明書取り消しリスト (CRL) が格納される LDAP サーバー名

SSLCACHE
SSL ではセッション ID のキャッシングをローカルで使用するか、シスプ
レックス全体にわたって使用するか

クロックとタイミング・ビュー

タスク操作ビュー内部のアクティブ・タスク・ビュー・セット
(EYUSTARTTASK.DETAIL2) の 1 つであるクロックとタイミング・ビューに、以
下の属性が追加されました。

TMRCMDLY
CICS TCB 変更モードの遅延時間

TMRSTDLY
CICS SSL TCB 最大遅延時間
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CICS 領域ビュー

CICSRGN (EYUSTARTCICSRGN.DETAILED) ビューに以下の統計属性が追加されま
した。

MAXSSLTCBS
SSL OTE プール内の TCB の現在の最大数を表します。

ACTSSLTCBS
現在割り振られている SSL プール TCB の数を表します。
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第 3 部 アプリケーション変換

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、最新のプログラ
ム言語、構成、ツールを使用した、既存のアプリケーションの拡張、および新規ア
プリケーションの作成を可能にする一連の新機能を提供します。
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第 7 章 プログラム間データ転送の拡張: 最新の COMMAREA と
してのチャネル

従来、CICS プログラムでは、データ交換のために通信域 (COMMAREA) を使用し
ていました。CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、チ
ャネルおよびコンテナーを使用することによってプログラム間のデータ転送方法が
改善されました。これにより、COMMAREA に適用される 32KB の制限をはるかに
超える量で転送できます。

v コンテナーとは、プログラム間で情報を受け渡すために作られた名前付きデー
タ・ブロックです。

v コンテナーは、チャネルと呼ばれるセットとしてグループ化されます。チャネル
は、CICS プログラム間でデータを交換するための標準のメカニズムであり、パ
ラメーター・リストと類似しています。チャネルは、
LINK、START、XCTL、RETURN コマンド上、およびローカル・トランザクショ
ンとリモート・トランザクションで使用することができます。チャネルに追加で
きるコンテナーの数に制限はなく、各コンテナーのサイズは、利用可能なストレ
ージの量によってのみ制限されます。

チャネルの利点

チャネル/コンテナー・モデルには、データ交換のために CICS プログラムで従来使
用されていた通信域 (COMMAREA) と比べて、いくつかの利点があります。以下に
例を示します。

v COMMAREA とは異なり、チャネルのサイズは 32KB に制限されません。チャ
ネルに追加できるコンテナーの数に制限はなく、個々のコンテナーのサイズは、
利用可能なストレージの量によってのみ制限されます。

v 1 つのチャネルは複数のコンテナーを含むことができるため、より構造化された
方法でデータを渡すことができます。これに対して、COMMAREA は一体構造の
データ・ブロックです。

v COMMAREA とは異なり、チャネルを使用するプログラムは、戻されるデータの
正確なサイズを知っている必要はありません。

v チャネルは、CICS プログラム間でデータを交換するための標準のメカニズムで
す。チャネルは、LINK、START、XCTL、および RETURN コマンドで渡すこと
ができます。分散プログラム・リンク (DPL) がサポートされており、START

CHANNEL コマンドおよび RETURN TRANSID コマンドによって開始されるト
ランザクションはリモート・トランザクションであってもかまいません。

注: リモート・プログラムまたはリモート・トランザクションにチャネルを渡す
場合、大量のデータを渡すとパフォーマンスに影響する可能性があります。
これは、ローカル領域とリモート領域が MRO ではなく ISC 接続で接続さ
れている場合に特に問題になります。

v チャネルは、CICS でサポートされる任意の言語で作成された CICS アプリケー
ション・プログラムで使用できます。例えば、ある CICS 領域上の Java クライ
アント・プログラムは、チャネルを使用して、バックエンドの AOR 上の
COBOL サーバー・プログラムとデータを交換することができます。
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v 複数のチャネルを処理するサーバー・プログラムを作成できます。これは、例え
ば、以下を行うことができます。
1. 呼び出し時に指定されたチャネルを動的に発見する
2. チャネル内のコンテナーをブラウズする
3. 渡されたチャネルに応じて処理を変更する

v 1 つ以上のチャネルを介して呼び出された関連するプログラム・セットから「コ
ンポーネント」を構築できます。

v クライアントとコンポーネント間の疎結合により、展開が容易になります。クラ
イアントおよびコンポーネントは、別々の時期にアップグレードできます。例え
ば、最初に、新規チャネルを処理するためにコンポーネントをアップグレード
し、その後で、この新規チャネルを使用するためにクライアント・プログラムを
アップグレードできます (あるいは新規クライアントを作成できます)。

v プログラマーは、ストレージ管理の問題から解放されます。CICS は、コンテナ
ーがスコープ外になると、そのコンテナー (およびそのストレージ) を自動的に破
棄します。

v チャネル・アプリケーションが使用するデータ変換モデルは、COMMAREA アプ
リケーションが使用するものと比べて極めて単純です。また、COMMAREA アプ
リケーションのデータ変換はシステム・プログラマーによって制御されるのに対
して、チャネル・アプリケーションの場合は、単純な API コマンドを使用してア
プリケーション・プログラマーによってデータ変換が制御されます。

v CICS ビジネス・トランザクション・サービス (BTS) の経験を持つプログラマー
にとって、非 BTS アプリケーションにおけるコンテナーの使用は容易です。

v コンテナーを使用するプログラムは、チャネル・アプリケーションおよび BTS

アプリケーションの両方から呼び出すことができます。

v コンテナーを使用する非 BTS アプリケーションは、完全な BTS アプリケーショ
ンにマイグレーションすることができます。(これらのアプリケーションは BTS

へのマイグレーション経路を形成します。)

用語
チャネル

プログラム間でのデータの受け渡しのために使用されるコンテナーのグルー
プ。チャネルは、パラメーター・リストに類似しています。

コンテナー
プログラム間での情報の受け渡しのために使用される名前付きデータ・ブロ
ック。これは、「名前付き通信域 (COMMAREA)」と考えることができま
す。プログラム間では、任意の数のコンテナーを渡すことができます。コン
テナーは、チャネルと呼ばれるセットとしてグループ化されます。

現行チャネル
これが存在する場合、プログラムの呼び出しに使用されるチャネル。特定プ
ログラムの特定の呼び出し用の現行チャネルは変更されません。

200 リリース・ガイド



チャネル: クイック・スタート

コンテナーおよびチャネル
コンテナーは、プログラム間での情報の引き渡しのために設計された名前付きデー
タ・ブロックです。これは、「名前付き通信域 (COMMAREA)」と考えることがで
きます。プログラム間で、任意の数のコンテナーを受け渡すことができます。コン
テナーのサイズは、利用可能なストレージの量によってのみ制限されます。

コンテナーは、チャネルと呼ばれるセットとしてグループ化されます。チャネル
は、パラメーター・リストに類似しています。

名前付きコンテナーを作成して、これをチャネルに割り当てるために、プログラム
では、EXEC CICS PUT CONTAINER(container-name) CHANNEL(channel-name) コ
マンドを使用します。これにより、EXEC CICS LINK、XCTL、START、または
RETURN コマンドの CHANNEL(channel-name) オプションを使用してチャネル (お
よびそのコンテナー) を 2 番目のプログラムに渡すことができます。

2 番目のプログラムは、EXEC CICS GET CONTAINER(container-name) コマンドを
使用して、渡されたコンテナーを読み取ることができます。このコマンドは、プロ
グラムの呼び出し時に指定されたチャネルに属する名前付きコンテナーを読み取り
ます。

2 番目のプログラムが LINK コマンドを使用して呼び出された場合、このプログラ
ムは、呼び出し側プログラムにコンテナーを戻すこともできます。これを行うに
は、新規コンテナーを作成するか、既存のコンテナーを再利用します。

チャネルとコンテナーは、これらを作成したプログラムおよびこれらを渡されたプ
ログラムからのみ可視です。これらのプログラムが終了すると、CICS では、コンテ
ナーおよびそのストレージを自動的に破棄します。

チャネルのコンテナーは、リカバリー可能ではありません。リカバリー可能なコン
テナーを使用する必要がある場合は、CICS ビジネス・トランザクション・サービス
(BTS) コンテナーを使用してください。チャネルと BTS コンテナーの関係は、
221ページの『チャネルと BTS アクティビティー』で説明しています。

基本的な例
203ページの図 16 は、以下を行う COBOL プログラム CLIENT1 を示しています。

1. PUT CONTAINER(container-name) CHANNEL(channel-name) コマンドを使用し
て、inqcustrec という名前のチャネルを作成して 2 つのコンテナー custno お
よび branchno をこれに追加します。これらには、それぞれ顧客番号と支店番号
が含まれています。

2. LINK PROGRAM(program-name) CHANNEL(channel-name) コマンドを使用して
プログラム SERVER1 にリンクし、inqcustrec チャネルを渡します。

3. GET CONTAINER(container-name) CHANNEL(channel-name) コマンドを使用し
て、SERVER1 から戻される顧客レコードを取得します。顧客レコードは、
inqcustrec チャネルの custrec コンテナーに入っています。
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クライアント・プログラムとサーバー・プログラムでは、同じ COBOL コピーブッ
ク INQINTC を使用していることに注意してください。コピーブックの行 3 および
行 5 から 7 は、INQUIRY-CHANNEL およびそのコンテナーを表しています。これら
の行は、プログラムの処理で必ずしも必要ではありません。なぜなら、コンテナー
およびチャネルは (例えば、PUT CONTAINER コマンドで) 単に指定する だけで
作成されるからです。定義する必要はありません。ただし、両方のプログラムが使
用するコピーブックにこれらの行を含めることにより、保守が容易になります。こ
れらは、使用されたコンテナーの名前を記録します。

推奨

チャネルを使用するクライアント/サーバー・アプリケーションの保守を容易にする
ために、使用するコンテナーの名前を記録してコンテナーにマップするデータ・フ
ィールドを定義するコピーブックを作成してください。コピーブックはクライアン
ト・プログラムとサーバー・プログラムの両方に組み込んでください。

注: この例では、2 つの COBOL プログラムを示します。CICS でサポートされる
他の任意の言語で同じ手法を使用できます。ただし、COBOL プログラムの場合
のみ、サーバー・プログラムが EXEC CICS GET CONTAINER コマンドで
(INTO の代わりに) SET オプションを使用する場合は、SET で指し示されるス
トレージの構造をプログラムの LINKAGE セクションに定義する必要がありま
す。これは、1 つではなく、2 つのコピーブックが必要になることを意味しま
す。最初のコピーブックは、プログラムの WORKING-STORAGE セクション
で、使用するチャネルおよびコンテナーを指定します。2 番目のコピーブック
は、LINKAGE セクションで、ストレージ構造を定義します。
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204ページの図 17 は、CLIENT1 によってリンクされている SERVER1 プログラムを
示しています。SERVER1 は、渡された custno および branchno コンテナーからデ
ータを取得し、これを使用してデータベース内で完全な顧客レコードを見つけま
す。次に、同じチャネルに新規コンテナー custrec を作成し、これに顧客レコード
を入れて戻します。

プログラマーは、SERVER1 の GET および PUT コマンドで CHANNEL キーワードを指
定していないことに注意してください。チャネルを明示的に指定しなかった場合

IDENTIFICATION DIVISION.
PROGRAM-ID. CLIENT1.

WORKING-STORAGE SECTION.

COPY INQINTC
* copybook INQINTC
* Channel name
* 01 INQUIRY-CHANNEL PIC X(16) VALUE ’inqcustrec’.
* Container names
* 01 CUSTOMER-NO PIC X(16) VALUE ’custno’.
* 01 BRANCH-NO PIC X(16) VALUE ’branchno’.
* 01 CUSTOMER-RECORD PIC X(16) VALUE ’custrec’.
* Define the data fields used by the program
* 01 CUSTNO PIC X(8).
* 01 BRANCHNO PIC X(5).
* 01 CREC.
* 02 CUSTNAME PIC X(80).
* 02 CUSTADDR1 PIC X(80).
* 02 CUSTADDR2 PIC X(80).
* 02 CUSTADDR3 PIC X(80).

PROCEDURE DIVISION.
MAIN-PROCESSING SECTION.

*
* INITIALISE CUSTOMER RECORD
*

... CREATE CUSTNO and BRANCHNO
*
* GET CUSTOMER RECORD
*

EXEC CICS PUT CONTAINER(CUSTOMER-NO) CHANNEL(INQUIRY-CHANNEL)
FROM(CUSTNO) FLENGTH(LENGTH OF CUSTNO)
END-EXEC

EXEC CICS PUT CONTAINER(BRANCH-NO) CHANNEL(INQUIRY-CHANNEL)
FROM(BRANCHNO) FLENGTH(LENGTH OF BRANCHNO)
END-EXEC

EXEC CICS LINK PROGRAM(’SERVER1’) CHANNEL(INQUIRY-CHANNEL) END-EXEC

EXEC CICS GET CONTAINER(CUSTOMER-RECORD) CHANNEL(INQUIRY-CHANNEL)
INTO(CREC) END-EXEC

*
* PROCESS CUSTOMER RECORD
*

... FURTHER PROCESSING USING CUSTNAME and CUSTADDR1 etc...

EXEC CICS RETURN END-EXEC

EXIT.

図 16. チャネルを作成してこれを 2 番目のプログラムに渡すプログラムの簡単な例

第 7 章 プログラム間データ転送の拡張: 最新の COMMAREA としてのチャネル 203



は、現行チャネル、すなわち、プログラムの呼び出し時に指定されたチャネルが使
用されます。

チャネルの使用: いくつかの典型的シナリオ
チャネルおよびコンテナーは、プログラム間でデータの受け渡しを行うための強力
な手段を提供します。このセクションでは、チャネルの使用方法についてのいくつ
かの例を示します。

1 つのチャネルと 1 つのプログラム
205ページの図 18 に、スタンドアロン・プログラムが 1 つのチャネルを持ち、こ
のチャネルでこのプログラムを呼び出すことができるという最も単純なシナリオを
示します。

IDENTIFICATION DIVISION.
PROGRAM-ID. SERVER1.

WORKING-STORAGE SECTION.

COPY INQINTC
* copybook INQINTC
* Channel name
* 01 INQUIRY-CHANNEL PIC X(16) VALUE ’inqcustrec’.
* Container names
* 01 CUSTOMER-NO PIC X(16) VALUE ’custno’.
* 01 BRANCH-NO PIC X(16) VALUE ’branchno’.
* 01 CUSTOMER-RECORD PIC X(16) VALUE ’custrec’.
* Define the data fields used by the program
* 01 CUSTNO PIC X(8).
* 01 BRANCHNO PIC X(5).
* 01 CREC.
* 02 CUSTNAME PIC X(80).
* 02 CUSTADDR1 PIC X(80).
* 02 CUSTADDR2 PIC X(80).
* 02 CUSTADDR3 PIC X(80).

PROCEDURE DIVISION.
MAIN-PROCESSING SECTION.

EXEC CICS GET CONTAINER(CUSTOMER-NO)
INTO(CUSTNO) END-EXEC

EXEC CICS GET CONTAINER(BRANCH-NO)
INTO(BRANCHNO) END-EXEC

... USE CUSTNO AND BRANCHNO TO FIND CREC IN A DATABASE

EXEC CICS PUT CONTAINER(CUSTOMER-RECORD)
FROM(CREC)
FLENGTH(LENGTH OF CREC) END-EXEC

EXEC CICS RETURN END-EXEC

EXIT.

図 17. 渡されたチャネルからデータを取得するリンク・プログラムの簡単な例： このプログ
ラムは、 203ページの図 16 に示したプログラム CLIENT1 によってリンクされています。
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1 つのチャネルと複数のプログラム (コンポーネント)
図 19 では、相互に関連する一連のプログラム内に最上位プログラムへの単一チャネ
ルがあります。陰影付きの領域内の一連のプログラムは、「コンポーネント」と見
なすことができます。クライアント・プログラムは、外部チャネルのみを「見る」
のであり、行われる処理やバックエンド・プログラムの存在を認識しません。

コンポーネント内部では、プログラムは互いにチャネルを渡すことができます。代
替として、コンポーネント・プログラムは、例えば、新規チャネルを作成し、元の
チャネルから 1 つ以上のコンテナーを追加することにより、元のチャネルのサブセ
ットを渡すことができます。

複数のチャネルと 1 つのコンポーネント
図 19 と同様に、1 つのコンポーネントと見なすことができる相互に関連した一連の
プログラムがあります。ただし、今回は、コンポーネントが呼び出すことのできる
2 つの代替の外部チャネルが存在します。コンポーネント内の最上位のプログラム

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll’)

PAYR program

図 18. 単一チャネルを持つスタンドアロン・プログラム

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll’)

CH

CH

CH

図 19. 「コンポーネント」 - 単一の外部チャネルを介して呼び出される一連の関連プログラム： 「CH」はコンポーネ
ント内のプログラムが相互にチャネルを渡すことができることを示す。
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は、EXEC CICS ASSIGN CHANNEL コマンドを発行し、このコマンドの呼び出し
に使用されたチャネルを判別し、それに応じてその処理を調整します。

クライアント・プログラムとコンポーネント間の「疎結合」により、展開が容易に
なります。すなわち、クライアントとコンポーネントは、別々の時期にアップグレ
ードすることができます。例えば、第 1 のチャネルとも第 2 のチャネルとも異な
るコンテナーのセットで構成される第 3 のチャネルを処理するためにプログラムを
アップグレードすることができます。次に、クライアント・プログラムをアップグ
レードして (あるいは新規クライアントを作成して)、第 3 のチャネルを渡すことが
できます。

複数の対話式コンポーネント
207ページの図 21 は、「Human resources」コンポーネントおよび「Payroll」コン
ポーネントを示しています。各コンポーネントはチャネルを持っており、これを使
って呼び出すことができます。Payroll コンポーネントは、スタンドアロン・プログ
ラムおよび Human resources コンポーネントの両方から呼び出すことができます。

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll ’)-2003

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll ’)-2004

CH

CH
CH

EXEC CICS ASSIGN

CHANNEL(ch-name)

:

:

図 20. 同じコンポーネントに対する複数の外部チャネル： 「CH」はコンポーネント内のプログラムが相互にチャネル
を渡すことができることを示す。
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チャネルの作成

チャネルを作成するには、以下のコマンドのいずれかでチャネル名を指定します。

EXEC CICS LINK PROGRAM CHANNEL

EXEC CICS MOVE CONTAINER CHANNEL TOCHANNEL

EXEC CICS PUT CONTAINER CHANNEL

EXEC CICS RETURN TRANSID CHANNEL

EXEC CICS START TRANSID CHANNEL

EXEC CICS XCTL PROGRAM CHANNEL

現在のプログラム・スコープ内にチャネルがまだ存在しない場合は、チャネルが作
成されます。

チャネルを作成してチャネルにデータのコンテナーを取り込むための最も簡単な方
法は、一連の EXEC CICS PUT CONTAINER(container-name)

CHANNEL(channel-name) FROM(data_area) コマンドを発行することです。最初の
PUT コマンドによって (チャネルがまだ存在しない場合は) チャネルが作成され、
これにコンテナーが追加されます。後続のコマンドによって、追加のコンテナーが
チャネルに追加されます。コンテナーが既に存在する場合、その内容が新しいデー
タで上書きされます。

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll’)

EXEC CICS PUT

CONTAINER...

EXEC CICS LINK

PROGRAM(’payr’)

CHANNEL(’payroll’)

Human resources component

Payroll component

CH

CHCH

CH

Containers

Containers

図 21. チャネルを介して相互作用する複数のコンポーネント
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チャネルにコンテナーを追加するための代替方法は、別のチャネルからコンテナー
を移動することです。このためには、以下のコマンドを使用します。

EXEC CICS MOVE CONTAINER(container-name) AS(container-new-name)
CHANNEL(channel-name1) TOCHANNEL(channel-name2)

注:

1. CHANNEL または TOCHANNEL オプションを指定しなかった場合、現行チャネ
ルが暗黙指定されます。『現行チャネル』を参照してください。

2. ソース・チャネルは、プログラム・スコープ内になければなりません。

3. 現在のプログラム・スコープ内にターゲット・チャネルがまだ存在しない場
合は、チャネルが作成されます。

4. ソース・コンテナーが存在しない場合は、エラーが発生します。

5. ターゲット・コンテナーがまだ存在しない場合は、これが作成されます。タ
ーゲット・コンテナーが既に存在する場合は、その内容が上書きされます。

チャネル間でより効率的にデータを転送する方法として、GET CONTAINER および
PUT CONTAINER の代わりに MOVE CONTAINER を使用できます。

以下のコマンドで指定されたチャネルが現在のプログラム・スコープ内にまだ存在
しない場合は、空の チャネルが作成されます。
v EXEC CICS LINK PROGRAM CHANNEL(channel-name)

v EXEC CICS RETURN TRANSID CHANNEL(channel-name)

v EXEC CICS START TRANSID CHANNEL(channel-name)

v EXEC CICS XCTL PROGRAM CHANNEL(channel-name)

現行チャネル
プログラムの現行チャネル は、プログラムの呼び出し時に指定されたチャネルです
(存在する場合)。プログラムは別のチャネルを作成できます。ただし、特定プログラ
ムの特定の呼び出し用の現行チャネルは変更されません。これは、パラメーター・
リストに類似しています。

現行チャネルの例 (LINK コマンドの場合)
210ページの図 22 は、プログラムの現行チャネルの起点を示しています。5 つの対
話式プログラムが示されています。プログラム A は最上位のプログラムであり、例
えば、端末のエンド・ユーザーによって開始されます。これはプログラムによって
開始されたものではなく、現行チャネルを持っていません。

B、C、D、および E は、それぞれ第 2 レベル、第 3 レベル、第 4 レベル、およ
び第 5 レベルのプログラムです。

プログラム B の現行チャネルはプログラム A が発行した EXEC CICS LINK コマ
ンドの CHANNEL オプションによって渡された X です。プログラム B は、ある
コンテナーを追加して別のコンテナーを削除することによりチャネル X を変更しま
す。

プログラム C の現行チャネルもまた、プログラム B が発行した EXEC CICS

LINK コマンドの CHANNEL オプションによって渡された X です。
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C はプログラム D に現行チャネルを渡さないため、D はチャネルを持っていませ
ん。

プログラム E の現行チャネルは、D が発行した EXEC CICS LINK コマンドの
CHANNEL オプションによって渡された Y です。
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211ページの表 1 は、図 22 に示した 5 つのプログラムのそれぞれについて、現行
チャネルが存在する場合はその名前を示しています。

LINK PROGRAM(E) INTERFACE(Y)

PROG A

Current CH: none

:

PUT CONTAINER(THREE) FROM(area-a)

DELETE CONTAINER(TWO)

LINK PROGRAM(C) CHANNEL(X)

:

:

RETURN

PROG B

Current CH: X

PROG D

:

PUT CONTAINER(first) CHANNEL(Y) FROM(a1)

PUT CONTAINER(second) CHANNEL(Y) FROM(a2)

LINK PROGRAM(E) CHANNEL(Y)

:

RETURN

Current CH: none

PROG C

Current CH: X

:

LINK PROGRAM(D)

:

:

RETURN

PROG E

Current CH: Y

:

:

RETURN

PUT CONTAINER(ONE) CHANNEL(X) FROM(area1)

PUT CONTAINER(TWO) CHANNEL(X) FROM(area2)

LINK PROGRAM(B) CHANNEL(X)

:

:

図 22. 現行チャネルの例 (LINK コマンドの場合)
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表 1. 対話式プログラムの現行チャネルの例 (LINK コマンドの場合)

プログ
ラム

現行チ
ャネル

発行するコマンド コメント

A None

.
EXEC CICS PUT CONTAINER(ONE)

CHANNEL(X) FROM(area1)
EXEC CICS PUT CONTAINER(TWO)

CHANNEL(X) FROM(area2)
EXEC CICS LINK PROGRAM(B) CHANNEL(X)
.

プログラム A はチャネル X を作成し、これを
プログラム B に渡します。

プログラム B がプログラム A に制御を戻すま
でに X チャネルは変更されていることに注意し
てください。X チャネルには、プログラム A

によって作成された時点と同じコンテナーのセ
ットは含まれていません。(プログラム B によ
ってコンテナー TWO が削除され、コンテナー
THREE が追加されています。)

B X

.
EXEC CICS PUT CONTAINER(THREE)

FROM(area-a)
EXEC CICS DELETE CONTAINER(TWO)
EXEC CICS LINK PROGRAM(C) CHANNEL(X)
.
.
EXEC CICS RETURN

プログラム B は、コンテナーを追加および削除
してチャネル X (自身の現行チャネル) を変更
し、変更済みチャネルをプログラム C に渡しま
す。

プログラム B は、PUT CONTAINER および
DELETE CONTAINER コマンドで CHANNEL

オプションを指定する必要がありません。なぜ
なら、自身の現行チャネルが暗黙指定されるか
らです。

C X

.
EXEC CICS LINK PROGRAM(D)
.
.
EXEC CICS RETURN

プログラム C はプログラムにリンクしますが、
チャネルは渡しません。

D None

.
EXEC CICS PUT CONTAINER(first)

CHANNEL(Y) FROM(a1)
EXEC CICS PUT CONTAINER(second)

CHANNEL(Y) FROM(a2)
EXEC CICS LINK PROGRAM(E) CHANNEL(Y)
.
.
EXEC CICS RETURN

プログラム D は新規チャネル Y を作成し、こ
れをプログラム E に渡します。

E Y
.
RETURN
.

プログラム E は渡されたデータに対して何らか
の処理を行い、処理済みデータを戻します。

現行チャネルの例 (XCTL コマンドの場合)
212ページの図 23 は、4 つの対話式プログラムを示しています。A1 は最上位のプ
ログラムであり、例えば、端末のエンド・ユーザーによって開始されます。これは
プログラムによって開始されたものではなく、現行チャネルを持っていません。
B1、B2、および B3 はすべて、第 2 レベルのプログラムです。

B1 の現行チャネルは、A1 が発行した EXEC CICS LINK コマンドの CHANNEL

によって渡された X です。

B1 は B2 に現行チャネルを渡さないため、B2 はチャネルを持っていません。
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B3 の現行チャネルは、B2 が発行した EXEC CICS XCTL コマンドの CHANNEL

オプションによって渡された Y です。

B3 が戻ると、チャネル Y とそのコンテナーは CICS によって削除されます。

表 2 は、図 23 に示した 4 つのプログラムのそれぞれについて、現行チャネルが存
在する場合はその名前を示しています。

表 2. 対話式プログラムの現行チャネルの例

プログラム 現行®チャネル 発行するコマンド

A1 None
.
EXEC CICS LINK PROGRAM(B1) CHANNEL(X)
.

B1 X
.
EXEC CICS XCTL PROGRAM(B2)
.

B2 None
.
EXEC CICS XCTL PROGRAM(B3) CHANNEL(Y)
.

B3 Y
.
EXEC CICS RETURN
.

現行チャネル: START コマンドおよび RETURN コマンド
EXEC CICS LINK および XCTL に加えて、プログラムを呼び出してチャネルを渡
すために使用できるコマンドがほかに 2 つあります。

PROG A1

Current CH: none

PROG B2

Current CH: none

PROG B3

Current CH: Y

LINK PROGRAM(B1) CHANNEL(X)

XCTL PROGRAM(B2)

XCTL PROGRAM(B3)

CHANNEL(Y)

RETURN

Current CH: X

PROG B1

図 23. 現行チャネルの例 (XCTL コマンドの場合)
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EXEC CICS START TRANSID(tranid) CHANNEL(channel-name)
開始済みのトランザクションを実装するプログラム (または、複数のプログラム
が存在する場合は最初のプログラム) にチャネルが渡され、このチャネルが現行
チャネルになります。

EXEC CICS RETURN TRANSID(tranid) CHANNEL(channel-name)
CHANNEL オプションは、以下の場合にのみ有効です。
v 疑似会話型 RETURN。すなわち、TRANSID オプションで、ユーザー端末で
実行する次のトランザクションを指定する RETURN コマンド。

v 最上位の論理レベルのプログラム (すなわち、CICS に制御を戻すプログラム)

によって発行された場合。

次のトランザクションをインプリメントするプログラムにチャネルが渡され、こ
のチャネルが現行チャネルになります。

チャネルのスコープ
チャネルのスコープ は、そのチャネルにアクセスできるコードです。

スコープの例 (LINK コマンドの場合)
214ページの図 24 は、 208ページの『現行チャネルの例 (LINK コマンドの場
合)』で説明したのと同じ 5 つの対話式プログラムを示しています。

X チャネルのスコープ (アクセス可能なコード) は、プログラム A、B、および C

です。

Y チャネルのスコープはプログラム D および E です。

プログラム B がプログラム A に制御を戻すまでには、X チャネルは変更されてい
ることに注意してください。X チャネルには、プログラム A がこれを作成した時
点と同じコンテナーのセットは含まれていません。
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215ページの表 3 は、図 24 に示した 5 つのプログラムのそれぞれについて、現行
チャネルが存在する場合はその名前とスコープを示しています。

LINK PROGRAM(E) INTERFACE(Y)

PUT CONTAINER(ONE) CHANNEL(X) FROM(area1)

PUT CONTAINER(TWO) CHANNEL(X) FROM(area2)

LINK PROGRAM(B) CHANNEL(X)

:

:

PROG A

Current Channel: none

:

PUT CONTAINER(THREE) FROM(area-a)

DELETE CONTAINER(TWO)

LINK PROGRAM(C) CHANNEL(X)

:

:

RETURN

PROG B

Current Channel: X

PROG D

:

PUT CONTAINER(first) CHANNEL(Y) FROM(a1)

PUT CONTAINER(second) CHANNEL(Y) FROM(a2)

LINK PROGRAM(E) CHANNEL(Y)

:

RETURN

Current Channel: none

Scope of Channel X

Scope of Channel Y

PROG C

Current Channel: X

:

LINK PROGRAM(D)

:

:

RETURN

PROG E

Current Channel: Y

:

:

RETURN

図 24. チャネルのスコープ: LINK コマンドの場合の例
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表 3. チャネルのスコープ: LINK コマンドの場合の例

プログラム 現行チャネル チャネルのスコープ

A None 適用されない

B X A、B、C

C X A、B、C

D None 適用されない

E Y D、E

スコープの例 (LINK および XCTL コマンドの場合)
216ページの図 25 は、 211ページの『現行チャネルの例 (XCTL コマンドの場
合)』で示したのと同じ 4 つの対話式プログラムと、プログラム B1 から EXEC

CICS LINK コマンドによって呼び出される第 3 レベルのプログラム C1 を示して
います。

X チャネルのスコープは A1 および B1 に制限されます。

Y チャネルのスコープは B2 および B3 です。

Z チャネルのスコープは B1 および C1 です。

プログラム B3 がプログラム A1 に制御を戻すまでには、X チャネルがプログラム
B1 によって変更されている可能性があることに注意してください。X チャネルに
は、プログラム A1 がこれを作成した時点と同じコンテナーのセットが含まれてい
ない可能性があります。
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表 4 は、図 25 に示した 5 つのプログラムのそれぞれについて、現行チャネルが存
在する場合はその名前とスコープを示しています。

表 4. チャネルのスコープ: LINK および XCTL コマンドの場合の例

プログラム 現行チャネル チャネルのスコープ

A1 None 適用されない

B1 X A1 および B1

B2 None 適用されない

B3 Y B2 および B3

C1 Z B1 および C1

PROG A1

Current CH: none

PROG B2

Current CH: none

PROG B3

Current CH: Y

LINK PROGRAM(B1) CHANNEL(X)

XCTL PROGRAM(B2)

LINK PROGRAM(C1) CHANNEL(Z)

XCTL PROGRAM(B3)

CHANNEL(Y)

RETURN

Current CH: Z

PROG C1

Channel X scope =

Channel Y scope =

Channel Z scope =

X and Z scope =

PROG B1

Current CH: X

図 25. チャネルのスコープ: LINK および XCTL コマンドの場合の例
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プログラムに渡されたコンテナーの発見
一般に、チャネルを交換するプログラムは、そのチャネルを処理するために作成さ
れます。すなわち、クライアント・プログラムとサーバー・プログラムの両方が、
チャネルの名前、およびチャネル内のコンテナーの名前と数を知っています。しか
し、例えば、複数のチャネルを処理するために 1 つのサーバー・プログラムまたは
コンポーネントが作成された場合、呼び出し時に渡されたチャネルがどれであるか
を発見する必要があります。

プログラムは、EXEC CICS ASSIGN CHANNEL コマンドを発行することにより、
その現行チャネル (呼び出し時に指定されたチャネル) を発見することができます。
(現行チャネルがない場合、コマンドはブランクを戻します。)

また、プログラムは、(必要な場合は) ブラウズして、現行チャネル内のコンテナー
の名前を取得することもできます。通常は、これは必要ありません。複数のチャネ
ルを処理するように作成されたプログラムは、多くの場合、考えられるそれぞれの
チャネル内のコンテナーの名前と数を認識するようにコーディングされています。

現行チャネル内のコンテナーの名前を取得するには、ブラウズ・コマンドを使用し
ます。
v EXEC CICS STARTBROWSE CONTAINER BROWSETOKEN(data-area)

v EXEC CICS GETNEXT CONTAINER(data-area) BROWSETOKEN(token)

v EXEC CICS ENDBROWSE CONTAINER BROWSETOKEN(token)

現行チャネルの名前および必要に応じてチャネル内のコンテナーの名前を取得後、
サーバー・プログラムは、渡されたデータの種類に合わせて処理を調整することが
できます。

リンクから戻されたコンテナーの発見
プログラムはチャネルを作成し、EXEC CICS LINK PROGRAM(program-name)

CHANNEL(channel-name) コマンドを使用して、これを 2 番目のプログラムに渡し
ます。2 番目のプログラムは、渡されたデータに対して何らかの処理を行い、同じ
チャネル (自身の現行チャネル) に結果を戻します。

戻り時に、最初のプログラムは、戻されたチャネルの名前を知っていますが、チャ
ネル内のコンテナーの名前は必ずしも知っているわけではありません。(戻されたチ
ャネルは渡されたチャネルと同じコンテナーを含む、あるいは 2 番目のプログラム
が一部のコンテナーを削除したり他のコンテナーを作成した可能性があります。)

この最初のプログラムは、ブラウズしてコンテナー名を発見することができます。
このためには、以下のコマンドを使用します。
v EXEC CICS STARTBROWSE CONTAINER BROWSETOKEN(data-area)

CHANNEL(channel-name)

v EXEC CICS GETNEXT CONTAINER(data-area) BROWSETOKEN(token)

v EXEC CICS ENDBROWSE CONTAINER BROWSETOKEN(token)
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CICS 読み取り専用コンテナー
CICS は、自身が使用するためにチャネルおよびコンテナーを作成し、これをユーザ
ー・プログラムに渡すことができます。場合によっては、CICS はこれらのコンテナ
ーに読み取り専用のマークを付け、ユーザー・プログラムから CICS に戻す必要が
あるデータをユーザー・プログラムが変更できないようにすることができます。

ユーザー・プログラムは読み取り専用コンテナーを作成できません。

読み取り専用コンテナーの上書き、移動、削除を行うことはできません。したがっ
て、PUT CONTAINER、MOVE CONTAINER、または DELETE CONTAINER コマ
ンドで読み取り専用コンテナーを指定すると、INVREQ 条件が発生します。

チャネルの設計: ベスト・プラクティス

通信域 (COMMAREA) で従来使用されていたのと同じ方法で、コンテナーを使用し
てデータを渡すことができます。ただし、チャネルには COMMAREA よりも優れ
た点がいくつかあり ( 199ページの『チャネルの利点』を参照)、独自のチャネルを
設計してこれらの改善点を最大限に利用することには、それだけの価値がありま
す。

サーバー・プログラムによって変更されなかった入力コンテナーは、DPL 呼び出し
の最後にクライアントに戻されません。内容がサーバー・プログラムによって変更
された入力コンテナー、およびサーバー・プログラムによって作成されたコンテナ
ーが戻されます。そのため、DPL のパフォーマンスを最大にするには、以下のよう
にします。
v 入力データと出力データに別個のコンテナーを使用する。
v クライアントではなく、サーバー・プログラムが出力コンテナーを作成する。
v 読み取り専用データと読み取り/書き込みデータに別個のコンテナーを使用する。
v 構造がオプションである場合、それを別個のコンテナーにする。
v エラー情報のために専用のコンテナーを使用する。

以下に、チャネルを設計する上でのいくつかの一般的なヒントを示します。最高の
DPL パフォーマンスを達成するための推奨事項が含まれます。

v 入力データと出力データに別個のコンテナーを使用する。これにより、以下がも
たらされます。

– データのカプセル化が向上し、プログラムの保守が容易になります。

– DPL 呼び出しでチャネルが渡されるときに、各方向に流れるコンテナーが小さ
くなるため、効率が上がります。

v クライアントではなく、サーバー・プログラムが出力コンテナーを作成する。ク
ライアントが作成した場合、空のコンテナーがサーバー領域に送られます。

v 読み取り専用データと読み取り/書き込みデータに別個のコンテナーを使用する。
これにより、以下がもたらされます。

– コピーブック構造が単純化され、プログラムが理解しやすくなります。

– REORDER オーバーレイに伴う問題が避けられます。

– サーバー領域に送られた読み取り専用コンテナーが戻されないため、CICS 領
域間の伝送効率が向上します。
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v それぞれの構造ごとに別個のコンテナーを使用する。これにより、以下がもたら
されます。

– データのカプセル化が向上し、プログラムの理解および保守が容易になりま
す。

– コンポーネント全体を再コンパイルする必要がないため、構造のうちの 1 つ
を変更するのが容易になります。

– MOVE CONTAINER コマンドを使用してチャネル間でコンテナーを移動する
ことにより、チャネルのサブセットをサブコンポーネントに渡すことができま
す。

v 構造がオプションである場合、それを別個のコンテナーにする。これにより、コ
ンテナーが存在する場合のみ構造が渡されるため、効率が高まります。

v エラー情報のために専用のコンテナーを使用する。これにより、以下がもたらさ
れます。

– エラー情報の説明の文書化が容易になります。

– 以下の理由により、効率が高まります。

1. エラーが発生した場合にのみエラー情報を含む構造が戻されます。

2. GET CONTAINER(known-error-container-name) コマンドを発行して (および
場合によっては NOTFOUND 条件を受信して) エラー・コンテナーの存在
を確認する方が、チャネル内のコンテナーのブラウズを開始するよりも効
率が良くなります。

v 異なるタイプ (例えば、バイナリー・データと文字データ) のデータを渡す必要が
あるときは、複雑な構造を持つ 1 つのコンテナーを使用するのではなく、それぞ
れのタイプごとに別個のコンテナーを使用する。これにより、異なるコード・ペ
ージ間を移動しやすくなります。

v 大量のデータを渡す必要があるときは、すべてのデータを 1 つのコンテナーに入
れるのではなく、データを複数のコンテナー間で分割する。

リモート・プログラムまたはリモート・トランザクションにチャネルを渡す場
合、大量のデータを渡すとパフォーマンスに影響する可能性がある。これは、ロ
ーカル領域とリモート領域が MRO ではなく ISC 接続で接続されている場合に
特に問題になります。

v 大容量のコンテナーを多数作成して、他のアプリケーションが使用可能なストレ
ージの量を制限してしまうことがないように注意する。

代わりに COMMAREA を用いてチャネルを使用するマイグレーション・プログラ
ムについては、 257ページの『COMMAREA からチャネルへのマイグレーション』
を参照してください。

チャネルの生成と使用: 例
220ページの図 26 は、以下を行う CICS クライアント・プログラムを示していま
す。

1. EXEC CICS PUT CONTAINER コマンドを使用して、コンテナーのセットを生
成する (およびこれにデータを書き込む)。コンテナーはすべて、同じ名前付きチ
ャネル「payroll-2004」の一部です。
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2. EXEC CICS LINK コマンドを発行して PAYR サーバー・プログラムを呼び出
し、これに payroll-2004 チャネルを渡す。

3. EXEC CICS GET CONTAINER コマンドを発行してサーバーのプログラム出力
を取得する。クライアント・プログラムは、これが payroll-2004 チャネルの
status コンテナーにあることを知っています。

221ページの図 27 は、クライアントによって呼び出された PAYR サーバー・プログ
ラムの一部を示しています。サーバー・プログラムには、以下のことが適用されま
す。

1. 呼び出しで指定されたチャネルを照会する。

2. EXEC CICS GET CONTAINER コマンドを発行して、payroll-2004 チャネルの
employee および wage コンテナーからの入力を取得する。

3. 入力データを処理する。

4. EXEC CICS PUT CONTAINER コマンドを発行して、その出力を payroll-2004

チャネルの status コンテナーに戻す。

* create the employee container on the payroll-2004 channel
EXEC CICS PUT CONTAINER(’employee’) CHANNEL(’payroll-2004’) FROM(’John Doe’)

* create the wage container on the payroll-2004 channel
EXEC CICS PUT CONTAINER(’wage’) CHANNEL(’payroll-2004’) FROM(’100’)

* invoke the payroll service, passing the payroll-2004 channel
EXEC CICS LINK PROGRAM(’PAYR’) CHANNEL(’payroll-2004’)

* examine the status returned on the payroll-2004 channel
EXEC CICS GET CONTAINER(’status’) CHANNEL(’payroll-2004’) INTO(stat)

図 26. クライアント・プログラムがチャネルを生成し、サーバー・プログラムにこれを渡して
サーバーの出力を取得する仕組み
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チャネルと BTS アクティビティー
チャネルの作成およびチャネルとの対話に使用される PUT、GET、MOVE、および
DELETE CONTAINER コマンドは、CICS ビジネス・トランザクション・サービス
(BTS) アプリケーションで使用されるこれらのコマンドと似ています。したがっ
て、BTS の経験を持つプログラマーにとって、非 BTS アプリケーションにおける
コンテナーの使用は容易です。さらに、コンテナーを使用するサーバー・プログラ
ムは、チャネル・アプリケーションおよび BTS アプリケーションの両方から呼び
出すことができます。この例を 222ページの図 28 に示します。

CICS COBOL サーバー・プログラム "PAYR"

* discover which channel I’ve been invoked with
EXEC CICS ASSIGN CHANNEL(ch_name)
:
WHEN ch_name ’payroll-2004’

* my current channel is "payroll-2004"
* get the employee passed into this program
EXEC CICS GET CONTAINER(’employee’) INTO(emp)
* get the wage for this employee
EXEC CICS GET CONTAINER(’wage’) INTO(wge)
:
* process the input data
:
:
* return the status to the caller by creating the status container

* on the payroll channel and putting a value in it
EXEC CICS PUT CONTAINER(’status’) FROM(’OK’)
:
:

WHEN ch_name ’payroll-2005’
* my current channel is "payroll-2005"
:
:
:

図 27. サーバー・プログラムが渡されたチャネルを照会し、チャネルのコンテナーからデータ
を取得して呼び出し元に出力を戻す仕組み
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コンテキスト
図 28 に示すように、CONTAINER コマンドを発行するプログラムは、変更せずに
そのままでチャネル・アプリケーションまたは BTS アクティビティーの一部とし
て使用できます。

チャネルおよび BTS の両方のコンテキストで使用するプログラムの場合、プログ
ラムが発行する CONTAINER コマンドでチャネルまたは BTS コマンドとして識別
されるオプションを指定することはできません。それぞれの CONTAINER コマンド
で避ける必要があるオプションは以下のとおりです。

* create the employee container

* on the payroll-2004 Channel

EXEC CICS PUT CONTAINER(’employee’)

CHANNEL(’payroll-2004’) FROM(’John Doe’)

* create the wage container

* on the payroll-2004 Channel

EXEC CICS PUT CONTAINER(’wage’)

CHANNEL(’payroll-2004’) FROM(’100’)

* invoke the payroll service,

* passing the payroll-2004 Channel

EXEC CICS LINK PROGRAM(’PAYR’)

CHANNEL(’payroll-2004’)

* examine the status returned on

* the payroll-2004 Channel

EXEC CICS GET CONTAINER(’status’)

CHANNEL(’payroll-2004’) INTO(stat)

CICS Channel program

* create the employee container

* on the payroll-2004 Channel

EXEC CICS PUT CONTAINER(’employee’)

ACTIVITY(’payroll-2004’) FROM(’John Doe’)

* create the wage container

* on the payroll-2004 Channel

EXEC CICS PUT CONTAINER(’wage’)

ACTIVITY(’payroll-2004’) FROM(’100’)

* invoke the payroll service,

* passing the payroll-2004 Channel

EXEC CICS LINK ACTIVITY(’payroll-2004’)

* examine the status returned on

* the payroll-2004 Channel

EXEC CICS GET CONTAINER(’status’)

ACTIVITY(’payroll-2004’) INTO(stat)

CICS BTS program

DEFINE ACTIVITY(’payroll’)

PROGRAM(’payact’)

Program PAYACT

EXEC CICS RETRIEVE EVENT(...

WHEN(’....

EXEC CICS LINK PROGRAM(’payr’)

Program PAYR

* get the employee passed into this program

EXEC CICS GET CONTAINER(’employee’)

INTO(emp)

:

:

* return the status to the caller

EXEC CICS PUT CONTAINER(’status’)

FROM(’OK’)

BTS event-driven wrapper controls

a more sophisticated application

Simple client uses a Channel to

pass containers to the service

Container-aware programs can

be called from both Channel

and BTS applications

図 28. チャネルと BTS アクティビティー
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DELETE CONTAINER
ACQACTIVITY (BTS 固有)

ACQPROCESS (BTS 固有)

ACTIVITY (BTS 固有)

CHANNEL (チャネル固有)

PROCESS (BTS 固有)

GET CONTAINER
ACQACTIVITY (BTS 固有)

ACQPROCESS (BTS 固有)

ACTIVITY (BTS 固有)

CHANNEL (チャネル固有)

INTOCCSID (チャネル固有)

PROCESS (BTS 固有)

MOVE CONTAINER
FROMACTIVITY (BTS 固有)

CHANNEL (チャネル固有)

FROMPROCESS (BTS 固有)

TOACTIVITY (BTS 固有)

TOCHANNEL (チャネル固有)

TOPROCESS (BTS 固有)

PUT CONTAINER
ACQACTIVITY (BTS 固有)

ACQPROCESS (BTS 固有)

ACTIVITY (BTS 固有)

CHANNEL (チャネル固有)

DATATYPE (チャネル固有)

FROMCCSID (チャネル固有)

PROCESS (BTS 固有)

CONTAINER コマンドの実行時、CICS はコマンドの処理方法を判別するために、
コマンドが発生したコンテキスト (チャネル、BTS、またはそのどちらでもない) を
分析します。コンテキストを判別するために、CICS は以下のテスト・シーケンスを
使用します。

1. チャネル: プログラムは現行チャネルを持っているか?

2. BTS: プログラムは BTS アクティビティーの一部か?

3. なし: プログラムは現行チャネルを持っておらず、BTS アクティビティーの一部
ではない。したがって、CONTAINER コマンドを実行するコンテキストを持って
いません。コマンドは、INVREQ 条件および RESP2 値 4 で拒否されます。

JCICS からのチャネルの使用
CICS では、チャネルの受け渡しのために CICS Java プログラムで使用できる以下
の JCICS クラスを提供しています。
v com.ibm.cics.server.Channel

v com.ibm.cics.server.Container

v com.ibm.cics.server.ContainerIterator
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また、CICS では、エラー処理のために以下の例外クラスを提供しています。
v com.ibm.cics.server.CCSIDErrorException

v com.ibm.cics.server.ChannelErrorException

v com.ibm.cics.server.ContainerErrorException

JCICS でのチャネルおよびコンテナーの作成
チャネルを作成するには、Task クラスの createChannel() メソッドを使用しま
す。以下に例を示します。

Task t=Task.getTask();
Channel custData = t.createChannel("Customer_Data");

createChannel メソッドに提供される String は、CICS が Channel オブジェクトを
認識するために使用する名前です。(CICS 命名規則に準拠するため、16 文字になる
ように名前にスペースが埋め込まれます。)

チャネルに新規コンテナーを作成するには、Channel の createContainer() メソッ
ドを使用します。以下に例を示します。

Container custRec = custData.createContainer("Customer_Record");

createContainer() メソッドに提供される String は、CICS が Container オブジェ
クトを認識するために使用する名前です。(CICS 命名規則に準拠するため、16 文字
になるように必要に応じて名前にスペースが埋め込まれます。) このチャネルに同
じ名前のコンテナーが既に存在する場合は、ContainerErrorException がスローさ
れます。

コンテナーへのデータの書き込み
Container オブジェクトにデータを書き込むには、Container.put() メソッドを使
用します。データは、バイト配列または String として Container に追加できま
す。以下に例を示します。

String custNo = "00054321";
byte[] custRecIn = custNo.getBytes();
custRec.put(custRecIn);

あるいは、単に以下のようにします。

custRec.put("00054321");

別のプログラムまたはタスクへのチャネルの引き渡し
プログラム・リンクまたはプログラム制御移転 (XCTL) 呼び出しでチャネルを渡す
には、Program クラスの link() および xctl() メソッドをそれぞれ使用します。

programX.link(custData);

programY.xctl(custData);

プログラム戻り呼び出しで次のチャネルを設定するには、
TerminalPrincipalFacility クラスの setNextChannel() メソッドを使用します。

terminalPF.setNextChannel(custData);

START 要求でチャネルを渡すには、StartRequest クラスの issue メソッドを使用
します。
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startrequest.issue(custData);

現行チャネルの受取
プログラムは、明示的に現行チャネルを受け取る必要がありません。『現行チャネ
ルのブラウズ』を参照してください。ただし、プログラムは現行タスクから現行チ
ャネルを取得することができます。これにより、コンテナーを名前で取り出すこと
ができるようになります。

Task t = Task.getTask();
Channel custData = t.getCurrentChannel();
if (custData != null) {

Container custRec = custData.getContainer("Customer_Record");
} else {

System.out.println("There is no Current Channel");
}

コンテナーからのデータの取得
コンテナーのデータをバイト配列に読み込むには、Container.get() メソッドを使
用します。

byte[] custInfo = custRec.get();

現行チャネルのブラウズ
チャネルを渡された JCICS プログラムは、明示的にチャネルを受信しなくても、す
べての Container オブジェクトにアクセスできます。このためには、
ContainerIterator オブジェクトが使用されます。(ContainerIterator クラスは、
java.util.Iterator インターフェースを実装しています。) 現在のタスクから
Task オブジェクトのインスタンスが生成されると、その containerIterator() メ
ソッドが現行チャネル用の Iterator (または現行チャネルがない場合はヌル) を戻
します。以下に例を示します。

Task t = Task.getTask();
ContainerIterator ci = t.containerIterator();
While (ci.hasNext()) {

Container custData = ci.next();
// Process the container...

}

JCICS の例
226ページの図 29 に、PAYR という COBOL サーバー・プログラムを呼び出す、
Payroll と呼ばれる Java クラスを示します。Payroll クラスは、JCICS

com.ibm.cics.server.Channel クラスおよび com.ibm.cics.server.Container クラ
スを使用して、非 Java クライアント・プログラムが EXEC CICS コマンドを使用
して実行する処理と同じ処理を実行します。
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チャネルを使用した動的ルーティング
COMMAREA またはチャネルのいずれかの受け渡しが可能な EXEC CICS LINK コ
マンドおよび EXEC CICS START コマンドは、動的にルーティングすることがで
きます。次のタイプのチャネル関連の要求を動的にルーティングすることができま
す。
v プログラム・リンク (DPL) 要求
v 端末関連の START 要求によって開始されるトランザクション
v 端末関連以外の START 要求

動的にルーティングされたプログラム・リンクまたは START コマンドに関連付け
られたチャネルがある場合は、チャネルの名前がルーティング・プログラムに渡さ
れ、その際に通信域の DYRCHANL フィールドが使用されます。DYRCHANL フィ
ールドは、上記の 3 つのタイプの要求にのみ適用されます。その他のタイプの要求
の場合、あるいは要求に関連付けられたチャネルがない場合、このフィールドはブ
ランクになります。

注: ルーティング・プログラムの通信域は、DFHDYPDS DSECT によってマップさ
れます。

import com.ibm.cics.server.*;
public class Payroll {

...
Task t=Task.getTask();

// create the payroll_2004 channel
Channel payroll_2004 = t.createChannel("payroll-2004");

// create the employee container
Container employee = payroll_2004.createContainer("employee");

// put the employee name into the container
employee.put("John Doe");

// create the wage container
Container wage = payroll_2004.createContainer("wage");

// put the wage into the container
wage.put("2000");

// Link to the PAYROLL program, passing the payroll_2004 channel
Program p = new Program();
p.setName("PAYR");
p.link(payroll_2004);

// Get the status container which has been returned
Container status = payroll_2004.getContainer("status");

// Get the status information
byte[] payrollStatus = status.get();
...

}

図 29. JCICS com.ibm.cics.server.Channel および com.ibm.cics.server.Container クラスを使用し
て COBOL サーバー・プログラムにチャネルを渡す Java クラス
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ルーティング・プログラムにはチャネルのアドレスではなく、名前 が渡されるの
で、DYRCHANL フィールドを使用してコンテナーの内容を検査したり、変更した
りできないことに注意してください。

LINK コマンドまたは START コマンドが、チャネルではなく COMMAREA を受
け渡す場合は、ルーティング・プログラムは、要求のタイプに応じて、
COMMAREA の内容を検査したり、変更したりすることができます。端末関連の
START 要求によって開始される LINK 要求およびトランザクション (動的 ルーテ
ィング・プログラムが処理する) では、ルーティング・プログラムの DFHDYPDS

の DYRACMAA フィールドに、アプリケーションの COMMAREA のアドレス が
渡されるため、その内容の検査と変更が可能です。ただし、端末関連以外の START

要求 (分散 ルーティング・プログラムが処理する) には当てはまりません。

ルーティング・プログラムにチャネルを使用して同種の機能を提供するために、チ
ャネルを使用するアプリケーションがチャネル内に、DFHROUTE という特殊なコ
ンテナーを作成することができます。アプリケーションが動的にルーティングされ
る LINK または端末関連の START 要求 (端末関連以外の START 要求ではなく)

を出すと、動的ルーティング・プログラムの DFHDYPDS の DYRACMAA フィー
ルドに DFHROUTE コンテナーのアドレスが渡されるため、動的ルーティング・プ
ログラムはその内容を検査および変更することができます。

COMMAREA ではなくチャネルを渡すようにプログラムを変更する場合は、既存の
COMMAREA 構造を使用して DFHROUTE をマップすることができます。

動的ルーティングおよび分散ルーティングの概説については、「CICS

Intercommunication Guide」を参照してください。動的ルーティング・プログラムま
たは分散ルーティング・プログラムの作成方法については、「CICS Customization

Guide」を参照してください。

データ変換

データ変換が必要な理由
データ変換が必要ないくつかの事例を以下に示します。

v 異なるエンコード規格 (例えば、EBCDIC と ASCII) を使用するプラットフォー
ム間で文字データの受け渡しを行う場合。

v 一部の文字データのエンコード方式を、あるコード化文字セット ID (CCSID) か
ら別の CCSID に変更したい場合。

チャネルを使用したデータ変換
チャネルを使用してデータを交換するアプリケーションは、単純なデータ変換モデ
ルを使用します。多くの場合、変換は必要ありませんが、変換が必要な場合は、単
一のプログラミング命令を使用して、CICS に自動的にこれを処理させることができ
ます。

以下の点に注意してください。

v 通常、(非 Java) CICS TS プログラムが別の (非 Java) CICS TS プログラムを呼
び出すときは、両方のプログラムが EBCDIC エンコードを使用するので、データ
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変換は必要ありません。例えば、C 言語の CICS TS プログラムが CICS TS

COBOL プログラムを呼び出して文字データを保持しているいくつかのコンテナ
ーを渡す場合、データの CCSID を変更したいという特別な理由がないかぎり、
データ変換を使用する必要はありません。

v チャネル・アプリケーションが使用するデータ変換モデルは、COMMAREA アプ
リケーションが使用するものと比べて極めて単純です。COMMAREA を使用して
データを交換するアプリケーションは、「CICS ファミリー: System/390®CICS か
らの通信」で説明している従来のデータ変換モデルを使用します。変換は、シス
テム・プログラマーの制御の下で、DFHCNV 変換テーブル、DFHCCNV 変換プ
ログラムおよび必要に応じてユーザーが置換可能な変換プログラム DFHUCNV

を使用して行います。

これに対して、チャネル・コンテナー内のデータは、アプリケーション・プログ
ラマーの制御の下で API コマンドを使用して変換されます。

v アプリケーション・プログラマーは、ユーザー・データ (自身のアプリケーショ
ン・プログラムによって作成されたコンテナー内のデータ) の変換についてのみ
責任を負います。システム・データは、必要に応じて CICS によって自動的に変
換されます。

v アプリケーション・プログラマーは、文字データの変換のみに関与します。(ビッ
グ・エンディアンとリトル・エンディアンとの間の) バイナリー・データの変換
はサポートされません。

v 文字データをあるコード・ページから別のコード・ページに変換するための単純
な方法として、アプリケーションでコンテナー API を使用することができます。
230ページの『コード・ページ変換を行うためのコンテナーの使用』を参照して
ください。

データ変換のために、CICS は 2 つのタイプのデータを認識します。

CHAR 文字データ、すなわち、テキスト・ストリング。コンテナー内のデータは、
これを取得するアプリケーションのコード・ページに (必要に応じて) 変換
されます。データを取得するアプリケーションが ASCII ベースのシステム
のクライアントである場合は、ASCII コード・ページに変換されます。
CICS Transaction Server for z/OS アプリケーションの場合は、EBCDIC コ
ード・ページに変換されます。

コンテナー内のすべてのデータは、単一の文字ストリングであるかのように
変換されます。1 バイト文字セット (SBCS) コード・ページの場合、複数の
文字フィールドで構成される構造は、1 バイト文字ストリングと等価です。
ただし、2 バイト文字セット (DBCS) コード・ページの場合はそうではあ
りません。DBCS コード・ページを使用する場合は、データ変換が適切に行
われるためには、それぞれの文字ストリングを別個のコンテナーに書き込む
必要があります。

BIT すべての非文字データ。すなわち、CHAR 型として指定されていないすべ
てのデータ。コンテナー内のデータを変換することはできません。これはデ
フォルト値です。

データ変換のために使用される API コマンドは、以下のとおりです。
v EXEC CICS PUT CONTAINER [CHANNEL] [DATATYPE] [FROMCCSID]

v EXEC CICS GET CONTAINER [CHANNEL] [INTOCCSID]
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PUT CONTAINER (CHANNEL) コマンドの詳細については、 237ページの『PUT

CONTAINER (CHANNEL)』を参照してください。GET CONTAINER (CHANNEL)

コマンドの詳細については、 233ページの『GET CONTAINER (CHANNEL)』を参
照してください。

CICS で文字データを自動的に変換する方法
1. クライアント・プログラム で、PUT CONTAINER コマンドの

DATATYPE(DFHVALUE(CHAR)) オプションを使用して、コンテナーに文字デー
タを格納することおよびデータが変換対象であることを指定します。 以下に例
を示します。

EXEC CICS PUT CONTAINER(cont_name) CHANNEL(’payroll’)
FROM(data1) DATATYPE(DFHVALUE(CHAR))

データがクライアント・プラットフォームのデフォルトの CCSID でない場合を
除き、FROMCCSID オプションを指定する必要はありません。(CICS TS 領域の
場合、デフォルトの CCSID は、LOCALCCSID システム初期設定パラメーター
で指定されます。) デフォルトの CCSID が暗黙指定されます。

2. サーバー・プログラム で、GET CONTAINER コマンドを発行して、プログラム
の現行チャネルからデータを取得します。

EXEC CICS GET CONTAINER(cont_name) INTO(data_area1)

データは、サーバー・プラットフォームのデフォルトの CCSID で戻されます。
デフォルトの CCSID 以外にデータを変換する必要がある場合を除き、
INTOCCSID オプションを指定する必要はありません。クライアント・プラット
フォームとサーバー・プラットフォームが異なる場合、データ変換は自動的に行
われます。

3. サーバー・プログラム で、PUT CONTAINER コマンドを発行して、クライアン
トに値を戻します。

EXEC CICS PUT CONTAINER(status) FROM(data_area2)
DATATYPE(DFHVALUE(CHAR))

DATATYPE(DFHVALUE(CHAR)) オプションは、コンテナーに文字データを格納
することおよびデータが変換対象であることを指定します。データがサーバー・
プラットフォームのデフォルトの CCSID でない場合を除き、FROMCCSID オプ
ションを指定する必要はありません。

4. クライアント・プログラム で、GET CONTAINER コマンドを発行して、サーバ
ー・プログラムから戻された状況を取得します。

EXEC CICS GET CONTAINER(status) CHANNEL(’payroll’)
INTO(status_area)

The status is returned in the default CCSID of the client platform. デフォルトの
CCSID 以外にデータを変換する必要がある場合を除き、INTOCCSID オプション
を指定する必要はありません。クライアント・プラットフォームとサーバー・プ
ラットフォームが異なる場合、データ変換は自動的に行われます。
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コード・ページ変換を行うためのコンテナーの使用

文字データをあるコード・ページから別のコード・ページに変換するための単純な
方法として、アプリケーションでコンテナー API を使用することができます。以下
の例では、codepage1 から codepage2 にデータを変換します。

EXEC CICS PUT CONTAINER(temp) DATATYPE(DFHVALUE(CHAR))
FROMCCSID(codepage1) FROM(input-data)

EXEC CICS GET CONTAINER(temp) INTOCCSID(codepage2)
SET(data-ptr) FLENGTH(data-len)

以下の例では、領域のデフォルトの EBCDIC コード・ページから、指定された
UTF8 コード・ページにデータを変換します。

EXEC CICS PUT CONTAINER(temp) DATATYPE(DFHVALUE(CHAR))
FROM(ebcdic-data)

EXEC CICS GET CONTAINER(temp) INTOCCSID(utf8_ccsid)
SET(utf8-data-ptr) FLENGTH(utf8-data-len)

コンテナー API をこのように使用する場合は、以下のことに留意してください。

v GET CONTAINER コマンドでは、変換後の長さがわかっている場合を除き、
INTO ではなく SET オプションを使用してください。(GET

CONTAINER(cont_name) NODATA FLENGTH(len) コマンドを発行することによ
り、変換されたデータの長さを取得できます。)

v ストレージのオーバーヘッドを避けるために、変換後に変換済みデータをコピー
して、コンテナーを削除してください。

v チャネルのシップを避けるために、一時チャネルを使用してください。

v all-to-all 変換はできません。すなわち、指定されたコード・ページとチャネルの
コード・ページがサポートされない組み合わせの場合、コード・ページ変換エラ
ーが発生します。

SOAP の例
CICS TS SOAP アプリケーションは、以下を行います。

1. ソケットまたは MQ メッセージ・キューから UTF8 または UTF16 メッセージ
を取得します。

2. メッセージを UTF8 フォーマットでコンテナーに書き込みます。

3. 同じチャネルの別のコンテナーに EBCDIC データ構造を書き込みます。

4. バックエンドの AOR のハンドラー・プログラムに対して分散プログラム・リン
ク (DPL) 呼び出しを行い、チャネルを渡します。

バックエンドのハンドラー・プログラム (これも CICS TS で稼働している) は、
EXEC CICS GET CONTAINER コマンドを使用して、EBCDIC データ構造またはメ
ッセージを取得することができます。ハンドラー・プログラムは、メッセージを
UTF8 または UTF16 で、あるいは自身または領域の EBCDIC コード・ページで取
得することができます。同様に、ハンドラー・プログラムは EXEC CICS PUT

CONTAINER コマンドを使用して、データを UTF8、UTF16、または EBCDIC でコ
ンテナーに書き込むことができます。

メッセージのうちの 1 つを領域の EBCDIC コード・ページで取得するために、ハ
ンドラーは、以下のコマンドを発行することができます。

EXEC CICS GET CONTAINER(input_msg) INTO(msg)
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INTOCCSID オプションが指定されていないため、メッセージ・データは自動的に
領域の EBCDIC コード・ページに変換されます。(これは、PUT CONTAINER コマ
ンドを使用して、DATATYPE を CHAR として指定したチャネルにメッセージ・デ
ータを保管したことが前提となっています。DATATYPE を BIT として指定した場
合 (デフォルト)、変換はできません。)

一部の出力を領域の EBCDIC コード・ページで戻すために、ハンドラーは以下のコ
マンドを発行することができます。

EXEC CICS PUT CONTAINER(output) FROM(output_msg)

CHAR が指定されていないため、データ変換は許可されません。FROMCCSID オプ
ションが指定されていないため、メッセージ・データは、領域の EBCDIC コード・
ページであると見なされます。

メッセージのうちの 1 つを UTF8 で取得するために、ハンドラーは、以下のコマ
ンドを発行することができます。

EXEC CICS GET CONTAINER(input_msg) INTO(msg) INTOCCSID(utf8)

INTOCCSID オプションは、データが領域の EBCDIC コード・ページに自動的に変
換されないようにするために必要です。

一部の出力を UTF8 で戻すために、サーバー・プログラムは以下のコマンドを発行
することができます。

EXEC CICS PUT CONTAINER(output) FROM(output_msg) FROMCCSID(utf8)

FROMCCSID オプションは、メッセージ・データが現在は UTF8 フォーマットであ
ることを指定します。CHAR が指定されていないため、データ変換は許可されませ
ん。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』

CICS 外部インターフェースの変更点

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点
新しいコマンド

コンテナーおよびチャネルを処理する 5 つの新規のコマンドがあります。詳しく
は、以下を参照してください。

232ページの『DELETE CONTAINER (CHANNEL)』

233ページの『GET CONTAINER (CHANNEL)』

235ページの『MOVE CONTAINER (CHANNEL)』

237ページの『PUT CONTAINER (CHANNEL)』
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240ページの『START CHANNEL』

変更されたコマンド

以下のアプリケーションのプログラミング・コマンドが変更されました。

EXEC CICS DELETE CONTAINER (BTS)

EXEC CICS ENDBROWSE CONTAINER

EXEC CICS GET CONTAINER (BTS)

EXEC CICS GETNEXT CONTAINER

EXEC CICS HANDLE ABEND

EXEC CICS LINK PROGRAM

EXEC CICS MOVE CONTAINER (BTS)

EXEC CICS PUT CONTAINER (BTS)

EXEC CICS RETURN

EXEC CICS STARTBROWSE CONTAINER

EXEC CICS XCTL

詳細については、 243ページの『変更された API コマンド』を参照してください。

新規 API コマンド

以下の新規アプリケーション・プログラミング・コマンドが導入されました。

v EXEC CICS DELETE CONTAINER (CHANNEL)

v EXEC CICS GET CONTAINER (CHANNEL)

v EXEC CICS MOVE CONTAINER (CHANNEL)

v EXEC CICS PUT CONTAINER (CHANNEL)

v EXEC CICS START CHANNEL

DELETE CONTAINER (CHANNEL):

指定されたチャネル・コンテナーを削除します。

説明

DELETE CONTAINER (CHANNEL) は、チャネルからコンテナーを削除し、コンテ
ナーに含まれているすべてのデータを廃棄します。

DELETE CONTAINER (CHANNEL)
�� DELETE CONTAINER(data-value)

CHANNEL(data-value)
��

条件: CHANNELERR、CONTAINERERR、INVREQ

このコマンドはスレッド・セーフです。
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コンテナーは、名前およびコンテナーのチャネル (コンテナーを「所有」している
チャネル) によって識別されます。コンテナーを所有しているチャネルは、以下の
ように識別されます。

v CHANNEL オプションを指定することにより明示的に。

v CHANNEL オプションを省略することにより暗黙的に。チャネルを省略した場
合、現行チャネルが暗黙指定されます。

オプション

CHANNEL(data-value)
コンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

CONTAINER(data-value)
削除するコンテナーの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

GET CONTAINER (CHANNEL):

指定されたチャネル・コンテナーからデータを取得します。

説明

GET CONTAINER (CHANNEL) は、指定されたチャネル・コンテナーに関連付けら
れたデータを読み取ります。

データを保持しているコンテナーは、名前およびコンテナーのチャネル (コンテナ
ーを「所有」しているチャネル) によって識別されます。コンテナーを所有してい
るチャネルは、以下のように識別されます。

v CHANNEL オプションを指定することにより明示的に。

v CHANNEL オプションを省略することにより暗黙的に。チャネルを省略した場
合、現行チャネルが暗黙指定されます。

オプション

CHANNEL(data-value)
コンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

CONTAINER(data-value)
取得するデータを保持するコンテナーの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

GET CONTAINER (CHANNEL)
�� GET CONTAINER(data-value)

CHANNEL(data-value)
�

� INTO(data-area)
SET(ptr-ref)
NODATA

FLENGTH(data-area) INTOCCSID(data-value)
��

条件: CCSIDERR、CHANNELERR、CONTAINERERR、INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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FLENGTH(data-area)
入力フィールドとしては、FLENGTH は、読み取るデータの長さをフルワー
ド・バイナリー値で指定します。出力フィールドとしては、FLENGTH は、コ
ンテナー内のデータの長さを戻します。FLENGTH が入力フィールドであるか
出力フィールドであるかは、INTO、SET、または NODATA オプションのいず
れを指定するかによって決まります。

INTO オプションを指定した場合
FLENGTH は入力フィールドと出力フィールドの両方です。

入力時は、FLENGTH はプログラムが受け入れるデータの最大長を指定
します。指定された値がゼロより小さい場合は、ゼロが指定されたと見
なされます。データの長さが指定された値を超える場合、データは指定
された値まで切り詰められ、LENGERR 条件が発生します。

INTO 変数からコンパイラーによって長さを生成できる場合は、
FLENGTH を指定する必要はありません。INTO および FLENGTH の
両方が指定された場合、FLENGTH はプログラムが受け入れるデータの
最大長を指定します。

出力時 (すなわち、取得操作の完了時) に、CICS は、データ域が指定さ
れている場合は、これをコンテナー内のデータの実際の長さに設定しま
す。ある CCSID から別の CCSID に変換された文字データがコンテナ
ー内にある場合、これは、変換後 のデータの長さです。

SET または NODATA オプションを指定した場合
FLENGTH は出力専用フィールドです。データ域として指定する必要が
あります。

取得操作の完了時、データ域は、コンテナー内のデータの実際の長さに
設定されます。ある CCSID から別の CCSID に変換された文字データ
がコンテナー内にある場合、これは、変換後 のデータの長さです。

INTO(data-area)
取得済みデータを入れるデータ域を指定します。

INTOCCSID(data-value)
コンテナー内の文字データの変換先のコード化文字セット ID (CCSID) をフル
ワード 10 進数で指定します。CICS Transaction Server for z/OS アプリケーシ
ョンの場合、これは通常は EBCDIC CCSID です。(ただし、例えば、ASCII デ
ータを自動的に EBCDIC に変換せずに取得したい場合は、ASCII CCSID を指
定することができます。)

INTOCCSID を指定しなかった場合、値はその領域の CCSID にデフォルトで設
定されます。領域のデフォルトの CCSID は、LOCALCCSID システム初期設定
パラメーターで指定されます。

変換できるのは文字データのみであり、コンテナーへのデータの書き込みに使用
される PUT CONTAINER コマンドで DATATYPE を CHAR に指定した場合
だけです。

チャネルを使用したデータ変換の詳細については、「CICS Application

Programming Guide」を参照してください。

CCSID の解説および、CICS でサポートされる CCSID のリストについては、
「CICS ファミリー: System/390CICS からの通信」を参照してください。
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NODATA
取得するデータがないことを指定します。このオプションを使用し、コンテナー
のデータの長さ (FLENGTH に戻される) を検出します。

データ変換が行われた場合、文字データの長さが変わる場合があります。したが
って、この領域の CCSID 以外の CCSID に文字データを変換する場合は、
NODATA を指定するときに INTOCCSID も指定する必要があります。これに
より、変換済みデータが正しい長さで FLENGTH に戻されることが保証されま
す。

SET(ptr-ref)
取得済みデータのアドレスを戻すデータ域を指定します。

データ域は、以下のいずれかが発生するまで、CICS によって自動的に保守され
ます。

v このストレージにアクセスできる任意のプログラムが、同じチャネル内の同
じコンテナーに対して SET オプションを指定した後続の GET CONTAINER

コマンドを発行した場合。

v DELETE CONTAINER コマンドによってコンテナーが削除された場合。

v MOVE CONTAINER コマンドによってコンテナーが移動された場合。

v チャネルが、プログラムのスコープ外となった場合。

他のプログラムへのリンクによって、上記コマンドのいずれかが発行される可能
性があることに注意してください。

このストレージを解放するために、FREEMAIN コマンドを発行しないで くだ
さい。

アプリケーションでデータを保持しておく必要がある場合は、独自のストレージ
にデータを移動してください。

MOVE CONTAINER (CHANNEL):

あるチャネルから別のチャネルへコンテナー (およびその内容) を移動します。
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説明

MOVE CONTAINER (CHANNEL) は、あるチャネルから別のチャネルにコンテナー
を移動します。移動後、ソース・コンテナーは存在しなくなります。

ソース・コンテナーおよびターゲット・コンテナーは、名前およびそのコンテナー
を所有しているチャネルによって識別されます。ソース・コンテナーを所有してい
るチャネルは、以下のように識別されます。

v CHANNEL オプションを指定することにより明示的に。

v CHANNEL オプションを省略することにより暗黙的に。チャネルを省略した場
合、現行チャネルが暗黙指定されます。

同様に、ターゲット・コンテナーを所有しているチャネルは、以下のように識別さ
れます。

v TOCHANNEL オプションを指定することにより明示的に。

v TOCHANNEL オプションを省略することにより暗黙的に。チャネルを省略した場
合、現行チャネルが暗黙指定されます。

コンテナーは、以下のように移動できます。
v あるチャネルから別のチャネルへ。
v 同じチャネル内で。例えば、現行チャネルから現行チャネルへ。これには、コン
テナーを名前変更するという効果があります。

チャネル間でより効率的にデータを転送する方法として、GET CONTAINER および
PUT CONTAINER の代わりに MOVE CONTAINER を使用できます。

注:

1. ソース・チャネルは、MOVE CONTAINER コマンドを発行するプログラム
のスコープ内でなければなりません。

2. MOVE CONTAINER コマンドを発行するプログラムのスコープ内にターゲ
ット・チャネルが存在しない場合は、ターゲット・チャネルが作成されま
す。

3. ソース・コンテナーが存在しない場合は、エラーが発生します。

MOVE CONTAINER (CHANNEL)
�� MOVE CONTAINER(data-value) AS(data-value)

CHANNEL(data-value)
�

�
TOCHANNEL(data-value)

��

条件: CHANNELERR、CONTAINERERR、INVREQ

このコマンドはスレッド・セーフです。

236 リリース・ガイド



4. ターゲット・コンテナーがまだ存在しない場合は、これが作成されます。タ
ーゲット・コンテナーが既に存在する場合は、直前の内容が上書きされま
す。

5. あるコンテナーをそのコンテナー自身で上書きしようとした場合は、何も処
理は行われません。すなわち、CONTAINER オプションと AS オプション
に同じ値を指定し、CHANNEL オプションと TOCHANNEL オプションを両
方とも省略した場合、あるいはこれらに同じ値を渡して同じチャネルを指定
した場合、ソース・コンテナーは変更も削除もされません。エラー状態は発
生しません。

オプション

AS(data-value)
ターゲット・コンテナーの名前 (1 から 16 文字) を指定します。ターゲット・
コンテナーが既に存在する場合は、その内容が上書きされます。

許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = ¬ , ; < > . - および _ で
す。先行ブランク文字および埋め込まれたブランク文字は許可されません。提供
された名前が 16 文字未満の場合は、16 文字になるように末尾ブランクで埋め
込まれます。

コンテナー名は常に EBCDIC です。上記に示したコンテナー名の許容文字セッ
トには、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しないいくつかの
文字が含まれています。したがって、領域間でコンテナーをシップする場合は、
命名で使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . - および _ に制限することを
推奨します。

CHANNEL(data-value)
ソース・コンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指定し
ます。このオプションを指定しなかった場合、現行チャネルが暗黙指定されま
す。

CONTAINER(data-value)
移動するソース・コンテナーの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

TOCHANNEL(data-value)
ターゲット・コンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指
定します。新規チャネルを指定する場合、許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / %

& ? ! : | ″ = ¬ , ; < > . - および _ であることに注意してください。先行ブ
ランク文字および埋め込まれたブランク文字は許可されません。提供された名前
が 16 文字未満の場合は、16 文字になるように末尾ブランクで埋め込まれま
す。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字セットに
は、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しないいくつかの文字
が含まれています。したがって、領域間でチャネルをシップする場合は、命名で
使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . - および _ に制限することを推奨し
ます。

このオプションを指定しなかった場合、現行チャネルが暗黙指定されます。

PUT CONTAINER (CHANNEL):

指定されたチャネル・コンテナーにデータを書き込みます。
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説明

PUT CONTAINER (CHANNEL) は、指定されたチャネルに関連付けられたコンテナ
ーにデータを書き込みます。

コンテナーは名前で識別されます。コンテナーを所有しているチャネルは、以下の
ように識別されます。

v CHANNEL オプションを指定することにより明示的に。

v CHANNEL オプションを省略することにより暗黙的に。チャネルを省略した場
合、現行チャネルが暗黙指定されます。

注:

1. チャネルに関連付けることができるコンテナーの数に制限はありません。

2. 個々のコンテナーのサイズは、使用可能なストレージの量によってのみ制限
されます。

注意:
大容量のコンテナーを多数作成して、他のアプリケーションが使用可能なス
トレージの量を制限してしまうことがないように注意してください。

3. 指定されたコンテナーがまだ存在しない場合は、これが作成されます。指定
されたコンテナーが既に存在する場合は、直前の内容が上書きされます。

4. 指定されたチャネルがまだ存在しない場合は、これが作成されます。

オプション

CHANNEL(data-value)
コンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指定します。許
容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = , ; < > . - および _ です。先
行ブランク文字および埋め込まれたブランク文字は許可されません。提供された
名前が 16 文字未満の場合は、16 文字になるように末尾ブランクで埋め込まれ
ます。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字セットに
は、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しないいくつかの文字

PUT CONTAINER (CHANNEL)
�� PUT CONTAINER(data-value)

CHANNEL(data-value)
FROM(data-area) �

�
FLENGTH(data-value)

BIT

DATATYPE(cvda)
CHAR

FROMCCSID(data-value)
��

条件: CCSIDERR、CHANNELERR、CONTAINERERR、INVREQ、LENGERR

このコマンドはスレッド・セーフです。
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が含まれています。したがって、領域間でチャネルをシップする場合は、命名で
使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . - および _ に制限することを推奨し
ます。

CONTAINER(data-value)
データの書き込み先のコンテナーの名前 (1 から 16 文字) を指定します。

許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = , ; < > . - および _ です。
先行ブランク文字および埋め込まれたブランク文字は許可されません。提供され
た名前が 16 文字未満の場合は、16 文字になるように末尾ブランクで埋め込ま
れます。

CICS によって要求された場合以外は、『DFH』で始まるコンテナー名を使用し
ないでください。

コンテナー名は常に EBCDIC です。上記に示したコンテナー名の許容文字セッ
トには、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しないいくつかの
文字が含まれています。したがって、領域間でコンテナーをシップする場合は、
命名で使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . - および _ に制限することを
推奨します。

DATATYPE(cvda)
コンテナーに書き込むデータのタイプを指定します。このオプションは、新しい
コンテナーにのみ適用されます。コンテナーが既に存在している場合、コンテナ
ーのデータ・タイプは作成時に設定されているため、変更できません。CVDA

値は、以下のとおりです。

BIT ビット・データ。コンテナー内のデータを変換することはできません。
FROMCCSID が指定されていない限り、これがデフォルト値です。

CHAR 文字データ。コンテナー内のデータは、チャネルを作成 したアプリケ
ーションのコード・ページに (必要に応じて)変換されます。ASCII ベー
スのシステムのクライアント・アプリケーションによってチャネルが作
成された場合は、ASCII コード・ページに変換されます。CICS

Transaction Server for z/OS アプリケーションによって作成された場合
は、EBCDIC コード・ページになります。変換は、クライアント・プロ
グラムとサーバー・プログラムが異なるプラットフォームで実行されて
いる場合にのみ必要です。

コンテナー内のすべてのデータは、単一の文字ストリングであるかのよ
うに変換されます。SBCS コード・ページの場合、複数の文字フィール
ドで構成される構造は、1 バイト文字ストリングと等価です。ただし、
DBCS コード・ページの場合はそうではありません。DBCS コード・ペ
ージを使用する場合は、データ変換が適切に行われるためには、それぞ
れの文字ストリングを別個のコンテナーに書き込む必要があります。

コンテナーに文字データが格納され、かつ、チャネルが CICS Transaction

Server for z/OS から ASCII システムに渡される場合は、DATATYPE を CHAR

に指定する必要があります。コンテナーにバイナリー・データが含まれている場
合、あるいはチャネルが ASCII システムに渡されない場合は、DATATYPE は
オプショナル・パラメーターです。

PUT CONTAINER コマンドを使用して、既存のコンテナーのデータ・タイプを
変更することはできません。例えば、コンテナーがデータ・タイプ BIT で作成
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されているときに、後続の PUT CONTAINER コマンドで同じコンテナーに対
してデータ・タイプ CHAR を指定した場合、INVREQ 条件が発生します。既
存のコンテナーを別のデータ・タイプのコンテナーで置き換える必要がある場合
は、まず既存のコンテナーを明示的に削除する必要があります。

チャネルを使用したデータ変換の詳細については、「CICS Application

Programming Guide」を参照してください。

FLENGTH(data-value)
データを読み取るデータ域の長さをフルワード・バイナリー値で指定します。

FROM(data-area)
データをコンテナーに書き込む際の書き込み元のデータ領域を指定します。

FROMCCSID(data-value)
コンテナーに書き込む文字データの現在のコード化文字セット ID (CCSID) を
フルワード 10 進数で指定します。CICS Transaction Server for z/OS アプリケ
ーションの場合、これは通常 EBCDIC CCSID になります。(ただし、例えば、
ASCII データを渡したい場合は、ASCII CCSID を指定することができます。)

FROMCCSID を指定した場合は、DATATYPE(DFHVALUE(CHAR)) が暗黙指定
されます。

FROMCCSID を指定しなかった場合、値はその領域の CCSID にデフォルトで
設定されます。領域のデフォルトの CCSID は、LOCALCCSID システム初期設
定パラメーターで指定されます。

CCSID の解説、および CICS でサポートされる CCSID のリストについては、
「CICS ファミリー: System/390CICS からの通信」を参照してください。

START CHANNEL:

タスクを開始し、このタスクにチャネルを渡します。

説明

START CHANNEL は、ローカルまたはリモート・システムでタスクを開始し、こ
のタスクにチャネルを渡します。

一般に、開始側タスクは、チャネルを使用して、開始されたタスクにデータを渡し
ます (ただし、場合によってはチャネルが空のこともあります。CHANNEL オプシ

START CHANNEL
�� START TRANSID(name) CHANNEL(name)

TERMID(name)
USERID(data-value)

�

�
SYSID(systemname)

��

条件: CHANNELERR、INVREQ、ISCINVREQ、NOTAUTH、RESUNAVAIL、
SYSIDERR、TERMIDERR、TRANSIDERR、USERIDERR
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ョンの説明を参照してください。) 開始側タスクは、開始されたタスクで基本機能
として使用する端末を指定することもできます。

開始されたタスクは、例えば、以下を行うことができます。

1. ASSIGN CHANNEL コマンドを使用して、渡されたチャネルの名前を発見する

2. STARTBROWSE CONTAINER CHANNEL および GETNEXT CONTAINER コマ
ンドを使用して、チャネル内のコンテナーをブラウズする

3. GET CONTAINER CHANNEL コマンドを使用して、コンテナー内のデータにア
クセスする

実行するトランザクションを開始できるようにするために、以下に示すいくつかの
制約を満たす必要があります。

v TERMID オプションを指定した場合、指定された端末が存在し、使用可能でなけ
ればなりません。指定された端末が存在しない場合、START は廃棄されます。

v START CHANNEL は IMS をサポートしません。すなわち、START CHANNEL

を使用してリモートの IMS システムでトランザクションを開始することはでき
ません。

各 START CHANNEL コマンドは、結果として別々のタスクを開始します。

START コマンドによって開始される動的にルーティングされるトランザクション

START コマンドのサブセットによって開始される一部のトランザクションは、動的
にリモート領域にルーティングすることができます。

例外条件なしの START 障害

START コマンドはエラーなしで実行されるにもかかわらず、開始済みトランザクシ
ョンが発生しない、以下のような状況があります。

v CICS がタスクの作成を試行したときに、トランザクションまたはその初期プロ
グラムが使用不可であった場合。

v CICS がタスクの作成を試行したときに、START で指定された端末が定義されて
いなかった (そして、XICTENF または XALTENF 出口がこの端末を見つけるこ
とができなかった) 場合。

v START 時に、要求された端末が存在しなかった場合は、TERMIDERR 状況を受
け取ります。ただし、端末が後で使用不可になった (ユーザーがログオフした) 場
合、START 要求は廃棄され、TERMIDERR は発生しません。

これらの障害は、START の実行とタスク作成時の間に遅延がある場合に発生しま
す。START が常に即時に行われる START CHANNEL 要求の場合にも、必要な端
末が空いていないためまたはその他のシステム制約により、CICS でタスク作成の遅
延が発生する場合があります。

INQUIRE コマンドを使用して、START コマンドの実行時にトランザクションおよ
びプログラムが使用可能であることを確認することはできますが、これらはどちら
もタスク作成時に使用不可になる可能性があります。
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オプション

CHANNEL(name)
開始されたタスクで使用可能なチャネルの名前 (1 から 16 文字) を指定しま
す。許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = ¬ , ; < > . - および _

です。先行ブランク文字および埋め込まれたブランク文字は許可されません。提
供された名前が 16 文字未満の場合は、16 文字になるように末尾ブランクで埋
め込まれます。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字セットに
は、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しないいくつかの文字
が含まれています。したがって、領域間でチャネルをシップする場合は、命名で
使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . - および _ に制限することを推奨し
ます。

START コマンドを発行するプログラムは、以下の可能性があります。
v 1 つ以上の PUT CONTAINER CHANNEL コマンドを使用してチャネルを作
成済みである

v 現行チャネルを名前で指定している
v 存在しないチャネルを指定している (この場合は新たに空のチャネルが作成さ
れます)

開始されたタスクには、チャネルのコンテナー (およびその中に含まれているデ
ータ) のコピー が渡されます。コピーは、START コマンドの発行時に作成され
ます。

SYSID(systemname)
要求の送信先システムの名前を指定します。

TERMID(name)
START コマンドの結果として開始されるトランザクションと関連付けられた基
本機能のシンボリック ID (1 から 4 文字の英数字) を指定します。この基本機
能は、端末 (通常の場合) または APPC セッションです。APPC セッションを
指定した場合は、端末 ID の代わりに接続 (またはモードセット) 名が使用され
ます。このオプションは、開始されるトランザクションが端末と通信しなければ
ならない場合に必要になります。その他の場合は、省略してください。

端末 ID は、START コマンドを実行するシステムのローカルまたはリモート端
末として定義する必要があります。

TRANSID(name)
START コマンドの結果として開始されるタスクによって実行されるトランザク
ションのシンボリック ID (1 から 4 文字) を指定します。

SYSID を指定し、リモート・システムを指定した場合、トランザクション定義
が PCT でリモートとして定義されているかどうかに関係なく、トランザクショ
ンはそのシステム上に存在すると見なされます。それ以外の場合は、トランザク
ション定義を使用して、トランザクションがローカル・システムとリモート・シ
ステムのどちらに存在するかが調べられます。

USERID(data-value)
開始されたトランザクションが端末と関連付けられていない (すなわち、
TERMID が指定されていない) 場合、開始されたトランザクションを実行する
権限を所有するユーザー ID を指定します。これを、userid1 と呼びます。
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TERMID および USERID のどちらも省略した場合、CICS では、この代わり
に、START コマンドを発行するトランザクションを実行するユーザー ID を使
用します。これを、userid2 と呼びます。

CICS は、userid1 または userid2 を使用して、開始されたトランザクションが
常に (開始されたトランザクションによって参照されるすべてのリソースに対す
る許可を持つ) 有効なユーザー ID で実行されることを保証します。

CICS は、userid2 に対して代理セキュリティー検査を実行して、このユーザー
が userid1 に対して許可されていることを検査します。userid2 が許可されてい
ない場合、CICS は NOTAUTH 条件を戻します。USERID を省略した場合、こ
こでは代理検査は行われません。

変更された API コマンド

以下のアプリケーションのプログラミング・コマンドが変更されました。

EXEC CICS ASSIGN
CHANNEL オプションが追加され、STARTCODE オプションに以下の変更が行
われました。

オプション

CHANNEL(data-area)
プログラムの現行チャネルが存在する場合、現行チャネルの 16 文字の
名前を戻します。存在しない場合は、ブランクです。

STARTCODE(data-area)
要求を出したトランザクションがどのように開始されたかを示す 2 文
字の値を戻します。以下の値が変更されました。

コード トランザクションを開始したコマンド

S FROM オプションにデータを渡さなかった START コマンド。
チャネルが渡されている場合も、渡されていない場合もありま
す。

SD FROM オプションにデータを渡した START コマンド。

EXEC CICS DELETE CONTAINER (BTS)
構文に変更はありません。コマンドが BTS のコンテナーのみに適用され、チャ
ネルのコンテナーには適用されないことを強調するために、説明が変更されまし
た。

EXEC CICS ENDBROWSE CONTAINER
構文に変更はありませんが、BTS のコンテナーだけでなく、チャネルのコンテ
ナーでもこのコマンドを使用できるようになりました。

EXEC CICS GET CONTAINER (BTS)
INVREQ 条件に新規 RESP2 値が追加されました。

条件

INVREQ
RESP2 値は以下のとおりです。

2 CHANNEL オプションを指定せずに INTOCCSID オプションが
指定されましたが、(コマンドを発行したプログラムが現行チャ
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ネルを渡さなかったため) 現行チャネルがありません。
INTOCCSID は、チャネルを (明示的または暗黙的に) 指定する
GET CONTAINER コマンドでのみ有効です。これは、GET

CONTAINER (BTS) コマンドでは無効です。

EXEC CICS GETNEXT CONTAINER
構文に変更はありませんが、BTS のコンテナーだけでなく、チャネルのコンテ
ナーでもこのコマンドを使用できるようになりました。

EXEC CICS HANDLE ABEND
現行チャネルが存在する場合、異常終了を処理するように指定されたプログラム
に現行チャネルが渡されます。あるいは、通信域 (COMMAREA) が確立されて
いる場合は、これが渡されます。従来は、COMMAREA のみを渡すことができ
ました。

EXEC CICS LINK PROGRAM
CHANNEL オプションおよび CHANNELERR 条件が追加されました。

オプション

CHANNEL(name)
呼び出されたプログラムで使用可能なチャネルの名前 (1 から 16 文字)

を指定します。許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = ¬ , ;

< > . - および _ です。先行ブランク文字および埋め込まれたブランク
文字は許可されません。提供された名前が 16 文字未満の場合は、16

文字になるように末尾ブランクで埋め込まれます。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字
セットには、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しな
いいくつかの文字が含まれています。したがって、領域間でチャネルを
シップする場合は、命名で使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . -

および _ に制限することを推奨します。

LINK コマンドを発行するプログラムは、以下の可能性があります。
v 1 つ以上の PUT CONTAINER CHANNEL コマンドを使用してチャ
ネルを作成済みである

v 現行チャネルを名前で指定している
v 存在しないチャネルを指定している (この場合は新たに空のチャネル
が作成されます)

条件

CHANNELERR
RESP2 値は以下のとおりです。

1 CHANNEL オプションで指定された名前には、正しくない文字
または文字の組み合わせが含まれています。

EXEC CICS MOVE CONTAINER (BTS)
構文に変更はありません。コマンドが BTS のコンテナーのみに適用され、
CHANNEL のコンテナーには適用されないことを強調するために、説明が変更
されました。

EXEC CICS PUT CONTAINER (BTS)
INVREQ 条件に 2 つの新規 RESP2 値が追加されました。
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条件

INVREQ
RESP2 値は以下のとおりです。

1 CHANNEL オプションを指定せずに DATATYPE オプションが
指定されましたが、(コマンドを発行したプログラムが現行チャ
ネルを渡さなかったため) 現行チャネルがありません。
DATATYPE は、チャネルを (明示的または暗黙的に) 指定する
PUT CONTAINER コマンドでのみ有効です。これは、PUT

CONTAINER (BTS) コマンドでは無効です。

2 CHANNEL オプションを指定せずに FROMCCSID オプション
が指定されましたが、(コマンドを発行したプログラムが現行チ
ャネルを渡さなかったため) 現行チャネルがありません。
FROMCCSID は、チャネルを (明示的または暗黙的に) 指定す
る PUT CONTAINER コマンドでのみ有効です。これは、PUT

CONTAINER (BTS) コマンドでは無効です。

EXEC CICS RETURN
CHANNEL オプションおよび CHANNELERR 条件が追加されました。

オプション

CHANNEL(name)
制御を受け取る次のプログラムで使用可能なチャネルの名前 (1 から 16

文字) を指定します。許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″
= ¬ , ; < > . - および _ です。先行ブランク文字および埋め込まれた
ブランク文字は許可されません。提供された名前が 16 文字未満の場合
は、16 文字になるように末尾ブランクで埋め込まれます。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字
セットには、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しな
いいくつかの文字が含まれています。したがって、領域間でチャネルを
シップする場合 (つまり、TRANSID オプションで指定されたトランザ
クションがリモートの場合) は、命名で使用する文字を A-Z 0-9 & : =

, ; < > . - および _ に制限することを推奨します。

RETURN コマンドを発行するプログラムは、以下の可能性がありま
す。
v 1 つ以上の PUT CONTAINER CHANNEL コマンドを使用してチャ
ネルを作成済みである

v 現行チャネルを名前で指定している
v 存在しないチャネルを指定している (この場合は新たに空のチャネル
が作成されます)

このオプションは、最上位のロジック・レベルのプログラム (すなわ
ち、CICS に制御を戻すプログラム) によって発行された RETURN コ
マンドでのみ有効です。

条件

CHANNELERR
RESP2 値は以下のとおりです。
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1 CHANNEL オプションで指定された名前には、正しくない文字
または文字の組み合わせが含まれています。

EXEC CICS STARTBROWSE CONTAINER
CHANNEL オプションおよび CHANNELERR 条件が追加されました。

オプション

CHANNEL(data-value)
ブラウズするコンテナーを所有しているチャネルの名前 (1 から 16 文
字) を指定します。これは、現行チャネルの名前、または
STARTBROWSE CONTAINER コマンドを発行したプログラムによって
作成されたチャネルの名前でなければなりません。

このオプションが指定されていない場合、現在のコンテキストがチャネ
ルであるときは、現行チャネルのコンテナーがブラウズされます。

条件

CHANNELERR
RESP2 値は以下のとおりです。

2 CHANNEL オプションで指定されたチャネルが見つかりません
でした。

EXEC CICS XCTL
CHANNEL オプションおよび CHANNELERR 条件が追加されました。

オプション

CHANNEL(name)
呼び出されたプログラムで使用可能なチャネルの名前 (1 から 16 文字)

を指定します。許容文字は A-Z a-z 0-9 $ @ # / % & ? ! : | ″ = ¬ , ;

< > . - および _ です。先行ブランク文字および埋め込まれたブランク
文字は許可されません。提供された名前が 16 文字未満の場合は、16

文字になるように末尾ブランクで埋め込まれます。

チャネル名は常に EBCDIC です。上記に示したチャネル名の許容文字
セットには、一部の EBCDIC コード・ページには同じ表現が存在しな
いいくつかの文字が含まれています。したがって、領域間でチャネルを
シップする場合は、命名で使用する文字を A-Z 0-9 & : = , ; < > . -

および _ に制限することを推奨します。

XCTL コマンドを発行するプログラムは、以下の可能性があります。
v 1 つ以上の PUT CONTAINER CHANNEL コマンドを使用してチャ
ネルを作成済みである

v 現行チャネルを名前で指定している
v 存在しないチャネルを指定している (この場合は新たに空のチャネル
が作成されます)

条件

CHANNELERR
RESP2 値は以下のとおりです。

1 CHANNEL オプションで指定された名前には、正しくない文字
または文字の組み合わせが含まれています。
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JCICS API の変更点

注: CICS Enterprise Bean を作成するときは、JCICS コマンド (チャネルおよびコン
テナー関連のコマンドを含む) を使用できます。ただし、CICS では、IIOP 要
求ストリームを介したチャネルの送信はサポートしません。これは、例えば、
リモート領域上の Enterprise Bean にチャネルを渡すことができないことを意味
します。

新規 JCICS クラス

以下の新規 JCICS クラスが導入されました。
v com.ibm.cics.server.CCSIDErrorException

v com.ibm.cics.server.Channel

v com.ibm.cics.server.ChannelErrorException

v com.ibm.cics.server.Container

v com.ibm.cics.server.ContainerErrorException

v com.ibm.cics.server.ContainerIterator

変更された JCICS クラス

以下の JCICS クラスが変更されました。
v Program

v StartRequest

v Task

v TerminalPrincipalFacility

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

グローバル・ユーザー出口ルーチン・プログラムは、アプリケーション・プログラ
ムによって作成されたコンテナーにアクセスできません。ただし、独自のチャネル
を作成して、呼び出し先プログラムにこれを渡すことができます。

以下の出口ルーチンに対する小さな変更については、「CICS Customization Guide」
に説明があります。
v XFCAREQ

v XFCAREQC

v XFCREQ

v XFCREQC

v XICEREQ

v XICEREQC

v XNQEREQ

v XNQEREQC

v XPCREQ

v XPCREQC

v XTDEREQ

v XTDEREQC

v XTSEREQ

v XTSEREQC
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タスク関連ユーザー出口の変更点

タスク関連ユーザー出口プログラム (TRUE) は、アプリケーション・プログラムに
よって作成されたコンテナーにアクセスできません。ただし、独自のチャネルを作
成して、呼び出し先プログラムにこれを渡すことができます。

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点

ユーザーが置換可能なプログラムは、アプリケーション・コードによって作成され
たコンテナーにアクセスできません。ただし、独自のチャネルを作成して、呼び出
し先プログラムにこれを渡すことができます。

動的および分散ルーティング・プログラム

動的および分散ルーティング・プログラムに渡される DFHDYPDS 通信域に対して
いくつかの変更が行われました。

DYRACMAA (既存のフィールド: 動的ルーティング・プログラム)
このフィールドは、以下の要求のルーティングに適用されます。
v 端末開始トランザクション
v 端末関連の START コマンドによって開始されるトランザクション
v プログラム・リンク (DPL) 要求

これらのタイプの要求のルーティングの場合、DYRACMAA に以下のいずれか
が格納されます。

v ユーザー・アプリケーションが通信域 (COMMAREA) を使用する場合は、ア
プリケーションの COMMAREA の 31 ビットのアドレス

v ユーザー・アプリケーションがチャネルを使用し、チャネル内に DFHROUTE

というコンテナーを作成している場合は、DFHROUTE コンテナーの 31 ビッ
トのアドレス

v ユーザー・アプリケーションに COMMAREA がなく、DFHROUTE コンテナ
ーもない場合は、ヌル文字

その他のすべてのタイプの要求のルーティングでは、DYRACMAA にヌル文字
が格納されます。

上記の 3 つのタイプの対象となる要求のルーティングでは、ユーザー・アプリ
ケーションが COMMAREA を使用する場合、以下のアドレスが格納されます。

v 動的ルーティング・プログラムがルーティングに対して呼び出される場合
(DYRFUNC=0)、アドレスは、入力 通信域 (存在する場合) のアドレスになり
ます。同様に、ルーティング・プログラムがルート選択エラーのため、また
は通知の目的で (それぞれ、DYRFUNC=1 および 3) 呼び出される場合、ア
ドレスは入力通信域のアドレスになります。

v 以前にルーティングしたトランザクションまたはリンク要求が正常に終了し
たためにルーティング・プログラムが呼び出される場合 (DYRFUNC=2) は、
アドレスは出力 通信域 (存在する場合) のアドレスになります。ルーティン
グされたアプリケーションは、そのアプリケーションの出力通信域を使用し
て、動的ルーティング・プログラムに情報を渡します。
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ルーティングされたトランザクションが異常終了したためにルーティング・プロ
グラムが呼び出される場合 (DYRFUNC=4)、通信域または DFHROUTE コンテ
ナー内の情報は、意味のある情報ではありません。

ルーティング・プログラムは、DYRACMAA でアドレス指定されたアプリケー
ションの通信域または DFHROUTE コンテナー内のデータを変更することがで
きます。

DYRACMAA (既存のフィールド: 分散ルーティング・プログラム (変更なし))
このフィールドは、分散ルーティング・プログラムでは使用されません。このフ
ィールドは、呼び出し時にゼロに設定されます。

DYRACMAL (既存のフィールド: 動的ルーティング・プログラム)
このフィールドは、以下の要求のルーティングに適用されます。
v 端末開始トランザクション
v 端末関連の START コマンドによって開始されるトランザクション
v プログラム・リンク (DPL) 要求

これらのタイプの要求のルーティングの場合、DYRACMAL に以下のいずれか
の数値が格納されます。

v ユーザー・アプリケーションが COMMAREA を使用する場合は、アプリケー
ションの COMMAREA の長さ (バイト単位)

v ユーザー・アプリケーションがチャネルを使用し、チャネル内に DFHROUTE

というコンテナーを作成している場合は、DFHROUTE コンテナー内のデータ
の長さ (バイト単位)

v ユーザー・アプリケーションに COMMAREA がなく、DFHROUTE コンテナ
ーもない場合は、ゼロ

その他のすべてのタイプの要求のルーティングでは、DYRACMAL にゼロが格
納されます。

DYRACMAL (既存のフィールド: 分散ルーティング・プログラム (変更なし))
このフィールドは、分散ルーティング・プログラムでは使用されません。このフ
ィールドは、呼び出し時にゼロに設定されます。

DYRCHANL (新規フィールド)
これは、プログラム・リンクまたは START コマンドに関連付けられたチャネ
ルの名前 (チャネルが存在する場合) です。このフィールドは、DPL 要求、非
端末関連 START 要求、および端末関連 START 要求によって開始されたトラ
ンザクションのルーティングにのみ適用されます。その他のタイプの要求の場
合、あるいはコマンドにチャネルが関連付けられていない場合、このフィールド
はブランクです。

ルーティング・プログラムにはチャネルのアドレスではなく、名前 が渡される
ので、このフィールドの内容を使用してコンテナーの内容を検査したり、変更し
たりできないことに注意してください。ルーティング・プログラムでアプリケー
ションのコンテナーの内容を検査または変更する方法については、 226ページの
『チャネルを使用した動的ルーティング』および DYRACMAA フィールドの説
明を参照してください。
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DYRLEVEL (既存のフィールド)
これは、ターゲットの AOR がルーティングされた要求を正常に処理するため
に必要な CICS のレベルです。以下の新しい値が追加されました。

X’03’ CICS TS for z/OS バージョン 3.1。現在は、以下に対してのみ設定でき
ます。
v チャネルが関連付けられている DPL 要求
v チャネルが関連付けられている START 要求
v Enterprise Bean および CORBA ステートレス・オブジェクトのため
のメソッド要求

DYRTYPE (既存のフィールド)
ルーティング・プログラムを呼び出した要求のタイプが入ります。以下の 3 つ
の新しい値が追加されました。

9 チャネルを使用したプログラム・リンク要求。

要求のルーティングのために、動的 ルーティング・プログラムが呼び
出されます。

A START に関連付けられたチャネルのある、端末関連 EXEC CICS

START コマンドによって開始されるトランザクション。

トランザクションのルーティングのために、動的 ルーティング・プロ
グラムが呼び出されます。

B チャネルを使用した非端末関連の START 要求。

要求のルーティングのために、分散 ルーティング・プログラムが呼び
出されます。

以下の既存の値の意味が変更されました。(既存の説明から変更された部分を太
字で示します)

2 START に関連付けられたデータおよびチャネルがない、端末関連
EXEC CICS START コマンドによって開始されるトランザクション。

3 START に関連付けられたデータはあるが、チャネルはない、端末関連
EXEC CICS START コマンドによって開始されるトランザクション。

4 チャネルを指定していないプログラム・リンク要求。

6 データが指定されているかまたは指定されていないが、チャネルは指定
されていない、非端末関連 START 要求。

DYRVER (既存のフィールド)
動的ルーティング・プログラム・インターフェースのバージョン番号。CICS
Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の場合、番号は
「10」です。

モニターの変更点

パフォーマンス・クラス・モニター・レコードのために、いくつかの新規フィール
ドが追加されました。1 つの新規グループ DFHCHNL が追加され、さらに、
DFHPROG および DFHTASK グループに対する追加が行われました。
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すべての新規フィールドは、モニター管理テーブル (MCT) に DFHMCT

TYPE=RECORD 項目をコーディングすることにより、モニター・レコードから除外
することができます。

グループ DFHCHNL のパフォーマンス・データ

グループ DFHCHNL には、以下のパフォーマンス・データが含まれます。

321 (TYPE-A, ’PGTOTCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、チャネル・コンテナーに対する CICS

要求の数。

322 (TYPE-A, ’PGBRWCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、チャネル・コンテナーに対する CICS

ブラウズ要求の数。

323 (TYPE-A, ’PGGETCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、チャネル・コンテナーに対する GET

CONTAINER 要求の数。

324 (TYPE-A, ’PGPUTCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、チャネル・コンテナーに対する PUT

CONTAINER 要求の数。

325 (TYPE-A, ’PGMOVCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、チャネル・コンテナーに対する MOVE

CONTAINER 要求の数。

326 (TYPE-A, ’PGGETCDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行されたすべての GET CONTAINER CHANNEL

コマンドのコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。

327 (TYPE-A, ’PGPUTCDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行されたすべての PUT CONTAINER CHANNEL

コマンドのコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。

グループ DFHPROG のパフォーマンス・データ

以下の新規フィールドが、グループ DFHPROG に追加されました。

286 (TYPE-A, ’PCDLCSDL’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたすべ
ての分散プログラム・リンク (DPL) 要求のコンテナー内のデータの全長 (バイ
ト数)。この合計には、データに対するすべてのヘッダーの長さが含まれます。

287 (TYPE-A, ’PCDLCRDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行されたすべての DPL RETURN CHANNEL コマ
ンドのコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。この合計には、データに対す
るすべてのヘッダーの長さが含まれます。

306 (TYPE-A, ’PCLNKCCT’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたロー
カル・プログラム LINK 要求の数。
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307 (TYPE-A, ’PCXCLCCT’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたプロ
グラム XCTL 要求の数。

308 (TYPE-A, ’PCDPLCCT’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたプロ
グラムの分散プログラム・リンク (DPL) 要求の数。

309 (TYPE-A, ’PCRTNCCT’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたリモ
ート疑似会話型 RETURN 要求の数。

310 (TYPE-A, ’PCRTNCDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行されたすべてのリモート疑似会話型 RETURN

CHANNEL コマンドのコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。この合計に
は、データに対するすべてのヘッダーの長さが含まれます。

グループ DFHTASK のパフォーマンス・データ

以下の新規フィールドが、グループ DFHTASK に追加されました。

065 (TYPE-A, ’ICSTACCT’, 4 BYTES)
CHANNEL オプションを指定して、ユーザー・タスクによって発行されたロー
カル・インターバル制御機能 START 要求の総数。

345 (TYPE-A, ’ICSTACDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、ローカルで実行されるすべての START

CHANNEL 要求のコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。この合計には、デ
ータに対するすべてのヘッダーの長さが含まれます。

346 (TYPE-A, ’ICSTRCCT’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、リモート・システムで実行されるインタ
ーバル制御機能 START CHANNEL 要求の総数。

347 (TYPE-A, ’ICSTRCDL’, 4 BYTES)
ユーザー・タスクによって発行された、リモートで実行されるすべての START

CHANNEL コマンドのコンテナー内のデータの全長 (バイト数)。この合計に
は、データに対するすべてのヘッダーの長さが含まれます。

統計の変更点

接続を経由したチャネル・データ・フローに関する新規の統計があります。これら
の統計は DFHA14DS DSECT によりマップされます。これらは DFHSTUP の
「ISC/IRC システム項目: リソース統計」レポート、および DFH0STAT の「接続お
よびモードネーム・レポート」に示されます。

表 5. 「接続およびモードネーム・レポート」の新規フィールド

フィールド・ヘッダー 説明

端末共用チャネル要求数 チャネルを使用した端末共用要求の数。

ソース・フィールド: A14ESTTC_CHANNEL
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表 5. 「接続およびモードネーム・レポート」の新規フィールド (続き)

フィールド・ヘッダー 説明

端末共用チャネル要求: 送信
済みバイト数

端末共用チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で
送信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTTC_CHANNEL_SENT

端末共用チャネル要求: 受信
済みバイト数

端末共用チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で
受信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTTC_CHANNEL_RCVD

チャネルを使用したプログラ
ム制御 LINK 要求数

接続全体で機能シップされた、チャネルを使用したプログラ
ム制御 LINK 要求の数。

ソース・フィールド: A14ESTPC_CHANNEL

LINK チャネル要求: 送信済
みバイト数

LINK チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で送
信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTPC_CHANNEL_SENT

LINK チャネル要求: 受信済
みバイト数

LINK チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で受
信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTPC_CHANNEL_RCVD

チャネルを使用したインター
バル制御機能 START 要求数

接続全体で機能シップされた、チャネルを使用したインター
バル制御機能 START 要求の数。

ソース・フィールド: A14ESTIC_CHANNEL

START チャネル要求: 送信済
みバイト数

START チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で
送信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTIC_CHANNEL_SENT

START チャネル要求: 受信済
みバイト数

START チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で
受信したデータの総量であり、制御情報を含みます。

ソース・フィールド: A14ESTIC_CHANNEL_RCVD

サンプル・プログラムの変更点

EXEC CICS LINK および RETURN コマンドでチャネルを渡す方法を示すために、
IIOP 銀行口座サンプル・アプリケーション (トランザクション BNKQ) の 2 つの
C 言語プログラムが変更されました。COMMAREA モデルではなくチャネル/コン
テナー・モデルを使用するために、最上位のプログラム DFH$IIBQ およびこのプロ
グラムがリンクするプログラム DFH$IICC が変更されました。コード内のコメント
は、変更点を示しています。

問題判別の変更点
問題判別の変更点
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メッセージ

拡張プログラム間データ転送の結果として、新規メッセージが導入されました。す
べての新規メッセージと変更されたメッセージについては、「CICS Messages and

Codes」を参照してください。

異常終了コード

いくつかの新しい異常終了コードが導入され、既存のコードの一部が除去されまし
た。

新しい異常終了コード:

AEYF (CICS TS for z/OS バージョン 3.1 のみ):
説明

CICS による記憶保護違反。

トランザクション自体がアクセスできないストレージ域に CICS がアクセスするよ
うに、トランザクションが要求しました。これは、PUT CONTAINER または GET

CONTAINER コマンドで、CICS に対して無効なストレージ域が渡されたときに発
生します。以下の場合に、エラーが発生する可能性があります。

v FROM または INTO アドレスが誤って指定された場合

v 指定された FLENGTH の値が大きく、トランザクションがアクセスできないスト
レージが領域に含まれることになる場合。

一般に、フルワード領域を指定すべき FLENGTH パラメーターにハーフワード領域
のアドレスを指定したことが、このエラーの原因になります。以前 COMMAREA

(長さがハーフワード) を使用したプログラムが、コンテナー (長さがフルワード)

を使用するように変更された場合に、このエラーが発生する可能性があります。

システム処置

トランザクションは、CICS トランザクション・ダンプを生成して異常終了します。

ユーザー応答

トレースを調べて、DFHEISR へのエントリーのトレース・エントリーを検出してか
ら、エラー状態のパラメーターを識別します。異常終了が処理された場合、EXEC

CICS ASSIGN ASRASTG、ASRAKEY、ASRASPC、および ASRAREGS によって、
異常終了に関する追加情報が得られます。異常終了の際には、障害の発生したスト
レージ域に 2 つのポイントを登録します。

ほとんどの場合、以下を実行する必要があります。

v EXEC CICS PUT CONTAINER または EXEC CICS GET CONTAINER コマンド
を発行した、エラー状態のプログラムを訂正します。プログラムが有効なストレ
ージ域のアドレスを提供し、ストレージ域にトランザクションがアクセス不能な
部分が含まれないように FLENGTH を提供していることを確認します。
FLENGTH がフルワードの長さを参照することを確認します。

以下の 1 つ以上の変更を検討することも必要になります。
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v ストレージ保護がアクティブな場合、EXEC CICS コマンドを発行したプログラ
ムの CEDA 定義で、EXECKEY オプションを USER から CICS に変更します。

v ストレージ保護がアクティブな場合、トランザクション定義の TASKDATAKEY

属性を CICS から USER に変更します。

v トランザクション分離がアクティブな場合、トランザクション定義の ISOLATE

属性を YES から NO に変更します。

モジュール

DFHSRP

AITI (CICS TS for z/OS バージョン 3.1 のみ):
説明

接続された CICS システムとの間でデータの受信または送信を試行中に、START

CHANNEL または LINK CHANNEL 要求を処理するミラー・トランザクションが
失敗しました。チャネルには大量のデータが含まれている可能性があるため、チャ
ネル・データを送信するには、端末管理に対する多数の呼び出しが必要になる場合
があります。DFHMIRS は、チャネル・データのすべてのシステム間送信を実行す
るために、プログラム DFHAPCR を呼び出します。端末管理は、これらの呼び出し
のうちの 1 つでエラーを検出しました。エラーは、読み取りタイムアウト、または
フロー内のより重大なエラーである可能性があり、これが原因で CICS によるデー
タの正常な処理が妨げられました。

システム処置

トランザクションは終了します。ミラー・タスクは、CICS トランザクション・ダン
プを生成して異常終了します。

ユーザー応答

エラーがタイムアウトだった場合は、リモート領域が応答しなかった理由を判別し
てください。トレースを調べて、GETMAIN が失敗した理由を判別してください。
CICS 領域がストレージ不足だった場合は、これを訂正するために必要な手順を実行
してください。領域がストレージ不足でなかった場合は、この問題を解決するため
に IBM の助けが必要な場合があります。

モジュール

DFHADDRM

AXGA (CICS TS for z/OS バージョン 3.1 のみ):
説明

プログラム DFHAPCR が、予期しない応答を戻しました。DFHAPCR は、以下の機
能を実行します。

v チャネルを構成するすべてのコンテナーの中身を取り出して、リモート・システ
ムにこれを送信する

v リモート・システムから受信したインバウンド・データからチャネルおよびコン
テナーを再作成する
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DFHAPCR が、チャネル・データの取り出し中または再作成中に、インバウンド・
データでエラーを検出したか、予期しない応答を受信しました。

システム処置

トランザクションは、CICS トランザクション・ダンプを生成して異常終了します。

ユーザー応答

関連する CICS メッセージおよび異常終了を調べて、コンテナーを管理しているプ
ログラム・マネージャーで直前にエラーが発生していないか判別してください。プ
ログラム・マネージャーまたは DFHAPCR の例外トレース・エントリーを調べて、
エラーの原因を判別してください。

モジュール

DFHXTP

AXTS (CICS TS for z/OS バージョン 3.1 のみ):
説明

疑似会話のトランザクション間でチャネルおよびコンテナー・データを渡す試みが
行われましたが、疑似会話の次のトランザクションは、チャネルおよびコンテナー
をサポートしない CICS 領域にあります。

システム処置

トランザクションは、CICS トランザクション・ダンプを生成して異常終了します。

ユーザー応答

ご使用のアプリケーションにおいて疑似会話のトランザクション間でチャネルおよ
びコンテナー・データを使用している場合は、疑似会話のすべてのトランザクショ
ンが CICS TS for z/OS バージョン 3.1 以降の領域にあることを確認してくださ
い。

モジュール

DFHXTP

AXTU (CICS TS for z/OS バージョン 3.1 のみ):
説明

プログラム DFHAPCR が、予期しない応答を戻しました。DFHAPCR は、以下の機
能を実行します。

v チャネルを構成するすべてのコンテナーの中身を取り出して、リモート・システ
ムにこれを送信する

v リモート・システムから受信したインバウンド・データからチャネルおよびコン
テナーを再作成する

DFHAPCR が、チャネル・データの取り出し中または再作成中に、インバウンド・
データでエラーを検出したか、予期しない応答を受信しました。
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システム処置

トランザクションは、CICS トランザクション・ダンプを生成して異常終了します。

ユーザー応答

関連する CICS メッセージおよび異常終了を調べて、コンテナーを管理しているプ
ログラム・マネージャーで直前にエラーが発生していないか判別してください。プ
ログラム・マネージャーまたは DFHAPCR の例外トレース・エントリーを調べて、
エラーの原因を判別してください。

モジュール

DFHXTP

その他の異常終了コード:

互換性の目的のため、新たに以下の異常終了コードが CICS TS for z/OS バージョ
ン 2.2 および CICS TS for z/OS バージョン 2.3 に追加されました。これらは
CICS TS for z/OS バージョン 3.1 には適用されません。将来、CICS TS for z/OS

バージョン 2.2 または CICS TS for z/OS バージョン 2.3 領域を CICS TS for

z/OS バージョン 3.1 にマイグレーションする場合は、これらの異常終了コードが
CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では発生しないことに注意してください。
v AXF9

v AXTT

トレース

新機能に関連する CICS トレース・ポイントは AP 0785 および AP 4E20 から AP

4E22 です。

CICS トレース情報の出力を制御するには、通常の方法で CICS トレース制御を使
用します。

COMMAREA からチャネルへのマイグレーション

既存の機能のマイグレーション
v 従来の通信域 (COMMAREA) を使用してデータ交換する CICS アプリケーショ
ン・プログラムは、これまでと同様に機能します。

v CICSPlex SM ではなく、ユーザー作成の動的または分散ルーティング・プログラ
ムをワークロード管理のために利用する場合は、プログラムを変更して、
DFHDYPDS 通信域の DYRLEVEL、DYRTYPE、および DYRVER フィールドで
渡される可能性のある新しい値を処理できるようにする必要があります。 248ペ
ージの『動的および分散ルーティング・プログラム』を参照してください。

新規機能へのマイグレーション

このセクションでは、通信域 (COMMAREA) の代わりにチャネルとコンテナーを使
用するために、いくつかのタイプの既存のアプリケーションをマイグレーションす
る方法について説明します。
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単一のコンテナーを持つチャネルによって、COMMAREA を置き換えることが可能
です。COMMAREA からチャネルおよびコンテナーに移動するには、これが最も簡
単な方法のように思われるかもしれませんが、これは良い方法ではありません。こ
の新規の機能を活用するようにアプリケーション・プログラムを変更するために時
間がかかるため、チャネルおよびコンテナー用に「ベスト・プラクティス」をイン
プリメントする必要があります。 218ページの『チャネルの設計: ベスト・プラクテ
ィス』を参照してください。チャネルには COMMAREA よりも優れた点がいくつ
かあり ( 199ページの『チャネルの利点』を参照)、独自のチャネルを設計してこれ
らの改善点を最大限に利用することには、それだけの価値があります。

COMMAREA を渡す LINK コマンドのマイグレーション

LINK コマンドで COMMAREA を使用して構造を交換している 2 つのプログラム
をマイグレーションするには、表 6 に示す命令を変更します。

表 6. COMMAREA を渡す LINK コマンドのマイグレーション
プログラム 変更前 変更後

PROG1 EXEC CICS LINK PROGRAM(PROG2)
COMMAREA(structure)

EXEC CICS PUT CONTAINER(structure-name)
CHANNEL(channel-name)
FROM(structure)

EXEC CICS LINK PROGRAM(PROG2)
CHANNEL(channel-name)

...
EXEC CICS GET CONTAINER(structure-name)

CHANNEL(channel-name)
INTO(structure)

PROG2 EXEC CICS ADDRESS
COMMAREA(structure-ptr)

...
RETURN

EXEC CICS GET CONTAINER(structure-name)
INTO(structure)

...
EXEC CICS PUT CONTAINER(structure-name)

FROM(structure)
RETURN

注: COMMAREA の例では、COMMAREA にデータを書き込んだ PROG2 で必要
な処理は、RETURN コマンドを発行して、データを PROG1 に戻すことだけで
す。チャネルの例では、データを戻すためには、PROG2 が RETURN の前に
PUT CONTAINER コマンドを発行する必要があります。

COMMAREA を渡す XCTL コマンドのマイグレーション

XCTL コマンドで COMMAREA を使用して構造を渡している 2 つのプログラムを
マイグレーションするには、表 7 に示す命令を変更します。

表 7. COMMAREA を渡す XCTL コマンドのマイグレーション
プログラム 変更前 変更後

PROG1 EXEC CICS XCTL PROGRAM(PROG2)
COMMAREA(structure)

EXEC CICS PUT CONTAINER(structure-name)
CHANNEL(channel-name)
FROM(structure)

EXEC CICS XCTL PROGRAM(PROG2)
CHANNEL(channel-name)

...

PROG2 EXEC CICS ADDRESS
COMMAREA(structure-ptr)

...

EXEC CICS GET CONTAINER(structure-name)
INTO(structure)

...
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RETURN コマンドでの疑似会話型 COMMAREA のマイグレーショ
ン

疑似会話の一部として COMMAREA を使用して構造を交換している 2 つのプログ
ラムをマイグレーションするには、表 8 に示す命令を変更します。

表 8. RETURN コマンドでの疑似会話型 COMMAREA のマイグレーション
プログラム 変更前 変更後

PROG1 EXEC CICS RETURN TRANSID(PROG2)
COMMAREA(structure)

EXEC CICS PUT CONTAINER(structure-name)
CHANNEL(channel-name)
FROM(structure)

EXEC CICS RETURN TRANSID(TRAN2)
CHANNEL(channel-name)

PROG2 EXEC CICS ADDRESS
COMMAREA(structure-ptr)

EXEC CICS GET CONTAINER(structure-name)
INTO(structure)

START データのマイグレーション

START データを使用して構造を交換している 2 つのプログラムをマイグレーショ
ンするには、表 9 に示す命令を変更します。

表 9. START データのマイグレーション
プログラム 変更前 変更後

PROG1 EXEC CICS START TRANSID(TRAN2)
FROM(structure)

EXEC CICS PUT CONTAINER(structure-name)
CHANNEL(channel-name)
FROM(structure)

EXEC CICS START TRANSID(TRAN2)
CHANNEL(channel-name)

PROG2 EXEC CICS RETRIEVE INTO(structure) EXEC CICS GET CONTAINER(structure-name)
INTO(structure)

新しいバージョンの PROG2 は、疑似会話型の例のものと同じです。

動的にルーティングされるアプリケーションのマイグレーション
COMMAREA またはチャネルのいずれかの受け渡しが可能な EXEC CICS LINK コ
マンドおよび EXEC CICS START コマンドは、動的にルーティングすることがで
きます。

LINK コマンドまたは START コマンドが、チャネルではなく COMMAREA を受
け渡す場合は、ルーティング・プログラムは、要求のタイプに応じて、
COMMAREA の内容を検査したり、変更したりすることができます。端末関連
START 要求 (動的 ルーティング・プログラムによって処理される) によって開始
された LINK 要求およびトランザクションの場合、ルーティング・プログラムに対
し、通信域の DYRACMAA フィールド内でアプリケーションの COMMAREA のア
ドレス が渡され、ルーティング・プログラムは、その内容を検査および変更するこ
とができます。ただし、非端末関連 START 要求 (分散 ルーティング・プログラム
によって処理される) の場合を除きます。

注: ルーティング・プログラムの通信域は、DFHDYPDS DSECT によってマップさ
れます。

動的にルーティングされた EXEC CICS LINK または START コマンドをマイグレ
ーションして、COMMAREA ではなくチャネルを使用する場合、ルーティング・プ
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ログラムは、DFHDYPDS の DYRCHANL フィールドでチャネルの名前を渡されま
す。ルーティング・プログラムにはチャネルのアドレスではなく、名前 が指定され
るので、DYRCHANL フィールドを使用してチャネルのコンテナーの内容を検査ま
たは変更することはできないことに注意してください。

ルーティング・プログラムにチャネルを使用して同種の機能を提供するために、チ
ャネルを使用するアプリケーションがチャネル内に、DFHROUTE という特殊なコ
ンテナーを作成することができます。アプリケーションが動的にルーティングされ
る LINK または端末関連の START 要求 (端末関連以外の START 要求ではなく)

を出すと、動的ルーティング・プログラムの DFHDYPDS の DYRACMAA フィー
ルドに DFHROUTE コンテナーのアドレスが渡されるため、動的ルーティング・プ
ログラムはその内容を検査および変更することができます。

COMMAREA ではなく、チャネルを渡すようにプログラムをマイグレーションする
場合、DFHROUTE へのマップに既存の COMMAREA 構造を使用することができま
す。

動的ルーティングおよび分散ルーティングの概説については、「CICS

Intercommunication Guide」を参照してください。動的ルーティング・プログラムま
たは分散ルーティング・プログラムの作成方法については、「CICS Customization

Guide」を参照してください。

共存
他の CICS 製品との共存

CICS TS 3.1 プログラムは、リモートの CICS 領域上のプログラムを呼び出して、
これにチャネルを渡すことができます。この処理が正常に実行されるようにするに
は、そのリモート領域も CICS TS 3.1 レベルでなければなりません。

CICS TS 3.1 よりも前の領域ではチャネルはサポートされていませんが、APAR を
適用することによって、これらの領域にチャネルを容認させることができます。
『容認』とは、バックレベル CICS 領域がチャネルを渡された場合に、意味のある
異常終了コードを戻す、という意味です。

適切な APAR が適用されたバックレベル領域に対して CICS TS 3.1 アプリケーシ
ョンがチャネルを送信しようとした場合、3.1 トランザクションは意味のある異常終
了コードで異常終了します。適切な APAR が適用されていない バックレベル領域
に対して CICS TS 3.1 アプリケーションがチャネルを送信しようとした場合、その
結果は予測不能です。

以下のリストは、チャネルを容認するバックレベル CICS 製品を、それぞれに適用
する必要がある APAR と共に示しています。

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 リリース 3
APAR PQ92437

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 リリース 2
APAR PQ92437

CICS Transaction Server for OS/390 バージョン 1 リリース 3
APAR PQ93048
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CICS Transaction Sever for VSE/ESA™ リリース 1.1
APAR PQ83049

CICSPlex SM サポート

通信域の DYRLEVEL、DYRTYPE、および DYRVER フィールドで渡される可能性
のある新しい値を処理するために、CICSPlex SM ルーティング・プログラム
EYU9XLOP が変更されました。 248ページの『動的および分散ルーティング・プロ
グラム』を参照してください。以下のいずれかのタイプの要求をルーティングする
ために呼び出されたときに、要求と関連付けられたチャネルがある場合、
EYU9XLOP は要求を CICS TS 3.1 領域にルーティングします (この領域が利用可
能な場合)。
v 端末関連の START コマンドが開始したトランザクション
v 非端末関連の START 要求
v プログラム・リンク要求

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

以下のテーブルに対して変更が加えられました。

v 『TASK リソース・テーブル』

v 262ページの『CONNECT リソース・テーブル』

TASK リソース・テーブル

新規モニターおよび統計属性を組み込むために TASK リソース・テーブルが以下の
ように拡張されました。

TMRPGCTC
チャネル・コンテナー・コマンドの総数

TMRPGBCC
BROWSE チャネル・コンテナー・コマンドの数

TMRPGGCC
GET チャネル・コンテナー・コマンドの数

TMRPGPCC
PUT チャネル・コンテナー・コマンドの数

TMRPGMCC
MOVE チャネル・コンテナー・コマンドの数

TMRPGGCL
すべての GET CONTAINER CHANNEL コマンドのコンテナー内のデータ
の全長 (バイト数)

TMRPGPCL
すべての PUT CONTAINER CHANNEL コマンドのコンテナー内のデータ
の全長 (バイト数)

TMRPGCCC
チャネル・コンテナー用に作成されたコンテナーの数
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TMRPCDLL
CHANNEL オプションを指定したすべての DPL 要求のコンテナー内のデー
タの全長 (バイト数)

TMRPCDRL
すべての DPL RETURN CHANNEL コマンドのコンテナー内のデータの全
長 (バイト数)

TMRPCLCC
CHANNEL オプションを指定したプログラム LINK 要求の数

TMRPCXCC
CHANNEL オプションを指定したプログラム XCTL 要求の数

TMRPCDCC
CHANNEL オプションを指定したプログラムの分散プログラム・リンク
(DPL) 要求の数

TMRPCRCC
CHANNEL オプションを指定した疑似会話型 RETURN 要求の数

TMRPCRCL
すべての疑似会話型 RETURN CHANNEL コマンドのコンテナー内のデー
タの全長 (バイト数)

TMRICSCC
CHANNEL オプションを指定して発行されたローカル・インターバル制御
機能 START 要求の総数

TMRICSCD
CHANNEL オプションを指定したすべてのローカル・インターバル制御機
能 START 要求のコンテナー内のデータの全長 (バイト数)

TMRICSRC
CHANNEL オプションを指定して発行されたリモート・インターバル制御
機能 START 要求の総数

TMRICSRD
CHANNEL オプションを指定したすべてのリモート・インターバル制御機
能 START 要求のコンテナー内のデータの全長 (バイト数)

CONNECT リソース・テーブル

新規モニターおよび統計属性を組み込むために CONNECT リソース・テーブルが以
下のように拡張されました。

ESTPCCHNL
チャネルを使用した機能シップのためのプログラム制御 LINK 要求の数。

ESTPCCHNSENT
LINK チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で送信したデータの
総量であり、制御情報を含みます。

ESTPCCHNRCVD
LINK チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で受信したデータの
総量であり、制御情報を含みます。
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ESTICCHNL
チャネルを使用した機能シップのためのインターバル制御機能 START 要求
の数。

ESTICCHNSENT
START チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で送信したデータ
の総量であり、制御情報を含みます。

ESTICCHNRCVD
START チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で受信したデータ
の総量であり、制御情報を含みます。

ESTTCCHNL
端末共用チャネル要求の数。

ESTTCCHNSENT
端末共用チャネル要求で送信したバイト数。これは、接続で送信したデータ
の総量であり、制御情報を含みます。

ESTTCCHNRCVD
端末共用チャネル要求で受信したバイト数。これは、接続で受信したデータ
の総量であり、制御情報を含みます。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点
新規 WUI ビュー

以下の WUI ビューが導入されました。

v 『チャネル使用ビュー』

v 『機能シップ・ビュー』

チャネル使用ビュー

「アクティブ・タスク」ビュー・セット内に、「チャネル使用」という新規の詳細
ビューがあります。これは、TASK リソース・テーブルに関連付けられています。

「チャネル使用」ビューを開くには、以下を実行します。

1. メインメニューから「アクティブ・タスク」をクリックします。

2. 「タスク ID」を選択して「アクティブ・タスク」詳細ビューを開きます。

3. スクロールダウンし、「チャネル使用」をクリックします。

新規の「アクティブ・タスク」ビューが表示されます。この「アクティブ・タス
ク」のビュー名は、EYUSTARTTASK.DETAIL10 です。「チャネル使用」ビュー内
で表示されるフィールドの属性の詳細については、 261ページの『TASK リソー
ス・テーブル』を参照してください。

機能シップ・ビュー

「ISC/MRO 接続」ビュー・セット内に、「機能シップ (Function ships)」という
新規の詳細ビューがあります。これは、CONNECT リソース・テーブルに関連付け
られています。
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「機能シップ (Function ships)」ビューをオープンするには、以下の手順を実行し
ます。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. 「接続操作ビュー」をクリックします。

3. 「ISC と MRO の接続」を選択します。

4. 接続 ID をクリックして、「ISC/MRO 接続」詳細ビューを開きます。

5. スクロールダウンして「機能シップ (Function ships)」をクリックします。こ
れにより、ISC/MRO 接続の新規ビューがオープンします。

この ISC/MRO 接続のビュー名は EYUSTARTCONNECT.DETAIL3 です。

変更された WUI ビュー

以下のビューに対して変更が加えられました。

ISC/MRO 接続ビュー

CONNECT リソース・テーブルに関連付けられた「ISC/MRO 接続」という既存の
詳細ビューに、いくつかの新規フィールドが追加されました。

新規フィールドを表示するには、以下を実行します。

1. メインメニューから「CICS 操作ビュー」をクリックします。

2. 「接続操作ビュー」をクリックします。

3. 「ISC と MRO の接続」を選択します。

4. 接続 ID をクリックして、「ISC/MRO 接続」詳細ビューを開きます。

追加された新規フィールドを表示する詳細ビューのビュー名は、
EYUSTARTCONNECT.DETAILED です。「ISC/MRO 接続」詳細ビューに表示され
る新規フィールドの属性の詳細については、 262ページの『CONNECT リソース・
テーブル』を参照してください。
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第 8 章 OPENAPI サポート

CICS では、OPENAPI アプリケーション・プログラムのサポートを提供することに
よって、オープン・トランザクション環境 (OTE) 機能の使用が拡張されました。こ
れまでは、OPENAPI 機能はタスク関連ユーザー出口 (TRUE) にのみ使用可能でし
た。

OPENAPI サポートによって、アプリケーションはそれ自体をスレッド・セーフとし
て定義できる (QR TCB でもオープン TCB でも、CICS が適切と判断する任意の
TCB 上で実行できることを意味する) だけでなく、それを上回ることが可能になり
ます。つまり、アプリケーションは QR TCB 上ではなく OPEN TCB 上で実行し
なければなりません。

OPENAPI プログラムを使用すれば、アプリケーションのワークロードを QR TCB

から複数のオープン TCB に移動できます。他の (非 CICS) API を使用したワーク
ロードの実行方法として OPENAPI プログラムの使用を選択した場合は、CICS 内
での他の (非 CICS) API の使用は、すべてユーザーの判断および責任において行っ
てください。CICS 内の他の (非 CICS) API に関するテストは実施されておらず、
そのような API の使用は IBM サービスではサポートされません。

どちらの場合でも、OPENAPI プログラムは CICS システム全体に対する義務がま
だあることに注意しなければなりません。「CICS Application Programming Guide」
を参照してください。

PROGRAM リソース定義の新規キーワード (API) は、2 つの値 CICSAPI または
OPENAPI のいずれかをとりますが、デフォルトは CICSAPI です。API(OPENAPI)

を設定すると、CONCURRENCY(THREADSAFE) の設定が指示されます。これは、
複数の TCB 上で平行に実行されたときにアプリケーション・ロジックを完全な状
態で実行できるようするために、アプリケーションをスレッド・セーフ標準に従っ
てコード化する必要があることを意味します。CICS は、そのようなプログラムから
発行された任意の CICS API のスレッド・セーフティーの側面を処理します。この
新規プログラム・オプションは、ユーザー・アプリケーション・プログラム、PLT

プログラム、ユーザーが置き換え可能なモジュール、およびタスク関連ユーザー出
口に適用されます。グローバル・ユーザー出口ルーチンの場合は、このオプション
は無視されます。

CICSAPI QUASIRENT プログラム、CICSAPI THREADSAFE プログラム、および
OPENAPI THREADSAFE プログラムは、その実行場所に関して以下の相違点があり
ます。

v CICSAPI QUASIRENT プログラムは CICS API のみを発行し、そのアプリケー
ション・ロジックはスレッド・セーフではありません。このプログラムは常に
QR TCB 上で実行されます。

v CICSAPI THREADSAFE プログラムは、アプリケーション・ロジックがスレッ
ド・セーフなので、QR TCB でもオープン TCB でも実行が可能です。このよう
なプログラムは、なんらかのイベントによってオープン TCB に移動されるま
で、QR TCB 上で実行されます。CICSAPI THREADSAFE プログラムをオープン
TCB に移動させるイベントの一例として、OPENAPI TRUE への呼び出し (DB2

呼び出しなど) があります。オープン TCB に移動した後、プログラムはそのま
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まオープン TCB に残りますが、なんらかのイベント (例えば非スレッド・セー
フの CICS API 呼び出し) が発生すると、プログラムは強制的に QR TCB に戻
されます。このようになった場合、プログラムは QR TCB に残りますが、なん
らかのイベント (別の DB2 呼び出しなど) が発生すると、プログラムはもう一度
強制的にオープン TCB に戻されます。

CICSAPI プログラムは、使用中の TCB のキーとは独立した方法でインプリメン
トされた CICS API のみを使用します。アプリケーションは、TCB のキーに関
係なく、ユーザー・キーまたは CICS キーで正常に実行できます。したがって、
QR TCB、L8 または L9 TCB で実行できます。

v OPENAPI THREADSAFE プログラムは、常にオープン TCB で実行され、プログ
ラムの開始から実行されます。このプログラムは、アプリケーション・ロジック
がスレッド・セーフなので、オープン TCB での実行が可能です。非スレッド・
セーフの CICS コマンドを使用して、強制的に QR TCB に切り替えられた場
合、CICS はもう一度オープン TCB に切り替えてから、アプリケーションに制御
を戻します。

OPENAPI プログラムは、他の (非 CICS) API を使用することも可能なので、こ
のような API には一般に、実行キーと一致する TCB のキーが必要です。このた
め、ユーザー・キー・プログラムは L9 TCB で実行され、CICS キー・プログラ
ムは L8 TCB で実行されます。

OPENAPI プログラムを使用した場合、スレッド・セーフ CICSAPI プログラムより
も TCB 切り替えが多くなる可能性があります。その理由としては、OPENAPI プロ
グラムには正しい TCB のキーが要求されること、非スレッド・セーフの CICS 呼
び出しがあると TCB 切り替えが 2 回発生すること、および OPENAPI TRUE は常
に L8 TCB 上で CICS キーにより実行されること、があります。このため、例えば
ユーザー・キーの OPENAPI プログラムは L9 TCB で実行されますが、DB2 呼び
出しを行う場合、CICS は L8 TCBに切り替えて DB2 を呼び出してから、アプリケ
ーション用の L9 に戻ります。

既存ユーザー・キーのスレッド・セーフ CICS-DB2 アプリケーションは、DB2 呼
び出しと同じ TCB で実行可能というパフォーマンス向上が得られるので、CICSAPI

THREADSAFE アプリケーションとして定義したままにしておくことを強くお勧め
します。他の機能で OPENAPI を使用する必要がある場合は、別のプログラムを使
用してください。

OPENAPI THREADSAFE (アプリケーション・ロジックがスレッド・セーフである
ことを前提とする) として定義する候補となるのは、以下のプログラムです。

v (TCB 切り替えが 2 回発生するのを回避するために) CICS スレッド・セーフ
API のみを使用するか、限られた非スレッド・セーフ CICS コマンドのみを使用
するプログラム

v CICS キーの CICS-DB2 アプリケーション

v CPU 集中プログラム

v 他の (非 CICS) API を個々の責任において使用するプログラム
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OPENAPI サポート の利点

OPENAPI プログラムのサポートを提供する主な理由は、アプリケーション・ワーク
ロードを QR TCB から複数のオープン TCB 上に移動できるようにすることです。
これにより、マシン・リソースの使用率が向上し、よりよいスループットを実現で
きる可能性があります。

OPENAPI プログラムを使用するもう一つの理由は、他の (非 CICS) API の使用が
許可されるということです。

オペレーティング・システム待ちによってオープン TCB がブロックされた場合、
影響を受けるのは 1 つのアプリケーションだけあり、QR TCB の下で実行した場
合のように CICS 全体が影響を受けることはないので、他の API を使用すること
が可能です。そのような OPENAPI プログラムは、QR TCB での実行は一切許可さ
れません。というのも、オペレーティング・システム待ちによって TCB がブロッ
クされ、それによって CICS 全体が影響を受けるリスクがあるためです。

v CICS 内での他の (非 CICS) API の使用は、すべてユーザーの判断および責任に
おいて行ってください。CICS 内の他の (非 CICS) API に関するテストは実施さ
れておらず、そのような API の使用は IBM サービスではサポートされません。

要件

OPENAPI サポートには、ハードウェア、ソフトウェア、またはリソース使用に関し
て、この CICS リリースの一般要件以外の特別な要件はありません。

CICS 外部インターフェースの変更点

システム初期設定パラメーターの変更点

OPENAPI サポートでは、FORCEQR システム初期設定パラメーターは OPENAPI

プログラムには適用されないので、FORCEQR の説明は、CICSAPI プログラムへの
関連に限定するように変更されました。変更された FORCEQR 説明の全文について
は、「CICS システム定義ガイド」を参照してください。

OPENAPI サポートでは、MAXOPENTCBS システム初期設定パラメーターの説明
が、OPENAPI および L9 TCB の要件を含むように変更されました。変更された
MAXOPENTCBS 説明の全文については、「CICS システム定義ガイド」を参照して
ください。

リソース定義の変更点

OPENAPI サポートでは、PROGRAM リソース定義に新規属性 API が導入されまし
た。

API には、CICSAPI と OPENAPI という 2 つの可能値があります。API 属性の完
全な説明、および変更された PROGRAM 定義の構文については、「CICS Resource

Definition Guide」を参照してください。
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アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点

このトピックでは、以下について説明します。
v OPENAPI プログラムの義務
v EDF 使用時の制約事項

OPENAPI プログラムの義務

OPENAPI プログラムは、QR TCB によって課せられる制約を受けませんが、それ
でも、CICS システム全体と、それが使用している L8 または L9 TCB の将来のユ
ーザーの両方に対する義務があります。L8 または L9 TCB は、割り振り先となる
CICS タスク用に占有されますが、その CICS タスクが完了すると、TCB は、まだ
「明確な」状態であればこれらの TCB のディスパッチャー管理プールに戻されま
す。(このコンテキストにおいて不明確な TCB とは、L8 または L9 モード TCB

を使用するタスクが OPENAPI プログラムで未処理のまま異常終了したことを意味
します。プログラムがスレッド・セーフ制約事項を破ったが CICS がそれを検出し
ない、という意味ではありません。) TCB は特定の OPENAPI プログラム用に占有
されるのではなく、すべての OPENAPI プログラム、および L8 モード TCB の割
り振り先となる CICS タスクによって起動される OPENAPI TRUE によって使用さ
れます。また、OPENAPI プログラムを起動するアプリケーション・プログラムがス
レッド・セーフ標準に従ってコード化されていて、スレッド・セーフとして CICS

に定義されている場合、そのアプリケーション・プログラムはプログラムから戻る
ときに L8 モード TCB で実行を継続します。

スレッド・セーフの制約事項:

OPENAPI プログラムでは、以下についての問題が生じるような方法で実行
オープン TCB 環境を処理しないでください。

v オープン TCB で実行できるアプリケーション・プログラム・ロジック

v 同じタスクによって呼び出される OPENAPI TRUE

v オープン TCB を使用する可能性のある将来のタスク

v CICS 管理コード

ユーザーの責任において OPENAPI プログラムで他の (非 CICS) API を使
用することにした場合は、以下の点に注意する必要があります。

v CICS サービスを呼び出すとき、あるいは CICS に戻るときに、
OPENAPI プログラムは、プログラムに入ったときの MVS プログラミン
グ環境を確実に復元しなければなりません。これには、追加された
ESTAE の取り消しのほかに、仮想記憶間モード、ASC モード、要求ブロ
ック (RB) レベル、リンケージ・スタック・レベル、TCB ディスパッチ
ング優先順位が含まれます。

v CICS タスク終了時に、OPENAPI プログラムは、必ずオープン TCB を
他の CICS トランザクションが再利用するのに適した状態にしておく必
要があります。特に、終了タスクに代わって限定的に獲得されたすべての
非 CICS リソースは確実に解放されるようにしなければなりません。こ
のようなリソースとしては、以下のものがあります。

– 動的に割り振られたデータ・セット

– オープン ACB または DCB
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– STIMERM 要求

– MVS 管理ストレージ

– ENQ 要求

– 接続されたサブタスク

– ロードされたモジュール

– 所有されたデータ・スペース

– 追加されたアクセス・リスト・エントリー

– 名前/トークンのペア

– 固定ページ

– セキュリティー設定 (TCBSENV はゼロに設定する必要がある)

v OPENAPI プログラムでは、全体的な CICS 操作に影響する以下の MVS

システム・サービスを使用しないでください。

– CHKPT

– ESPIE

– QEDIT

– SPIE

– STIMER

– TTIMER

– XCTL / XCTLX

– 任意の TSO/E サービス

v OPENAPI プログラムでは、L8 または L9 モード TCB の下で、MVS 言
語環境プログラム・サービスを使用した言語環境プログラムを起動しない
でください。というのも、L8 および L9 モード TCB は、CICS サービ
スを使用する言語環境プログラム用に初期設定されているためです。

EDF 使用時の制約事項

OPEN TCB および EDF

ユーザーのプログラムが通常は OPEN TCB (L8、L9、X8、または X9) を
使用して実行される場合でも、CEDF はそのプログラムを強制的に QR

TCB で実行します。これは、CEDF 自体がスレッド・セーフではないため
です。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点

OPENAPI サポートでは、SPI に関して以下の変更点があります。

INQUIRE DISPATCHER
INQUIRE DISPATCHER コマンドの ACTOPENTCBS および
MAXOPENTCBS の説明は、L9 モード TCBを含み、OPENAPI プログラム
を参照するように変更されました。変更された説明の全文については、
「CICS System Programming Reference」を参照してください。

INQUIRE EXITPROGRAM
INQUIRE EXITPROGRAM コマンドの APIST オプションに新しい値
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CICSAPI が導入されました。CICSAPI は、以前の値 BASEAPI と同義で
す。変更された説明の全文については、「CICS System Programming

Reference」を参照してください。

INQUIRE PROGRAM
INQUIRE PROGRAM コマンドに、新規オプション APIST が追加されまし
た。APIST を使用すると、CICSAPI または OPENAPI を指定できます。
APIST の説明の全文については、「CICS System Programming Reference」
を参照してください。

INQUIRE SYSTEM
INQUIRE SYSTEM コマンドの FORCEQR は OPENAPI プログラムには適
用されないので、FORCEQR の説明は、CICSAPI プログラムへの関連に限
定するように変更されました。変更された説明の全文については、「CICS

System Programming Reference」を参照してください。

SET DISPATCHER
SET DISPATCHER コマンドの MAXOPENTCBS の説明は、L9 モード
TCB を含むように変更されました。変更された説明の全文については、
「CICS System Programming Reference」を参照してください。

SET SYSTEM
SET SYSTEM コマンドのオプション FORCEQR の cvda 値 FORCE は、
OPENAPI プログラムには適用されないので、FORCE の説明は、CICSAPI

プログラムへの関連に限定するように変更されました。変更された説明の全
文については、「CICS System Programming Reference」を参照してくださ
い。

CEMT の変更点

OPENAPI サポートには、以下の変更点があります。

CEMT INQUIRE DISPATCHER
CEMT INQUIRE DISPATCHER コマンドの ACTOPENTCBS および
MAXOPENTCBS の説明は、L9 モード TCB を含み、OPENAPI プログラ
ムを参照するように変更されました。変更された説明の全文については、
「CICS Supplied Transactions」を参照してください。

CEMT INQUIRE PROGRAM
CEMT INQUIRE PROGRAM コマンドに、新規オプション APIST が追加さ
れました。APIST を使用すると、CICSAPI または OPENAPI を指定できま
す。APIST の説明の全文については、「CICS Supplied Transactions」を参照
してください。

CEMT INQUIRE SYSTEM
CEMT INQUIRE SYSTEM コマンドの FORCEQR は OPENAPI プログラム
には適用されないので、FORCEQR の説明は、CICSAPI プログラムへの関
連に限定するように変更されました。変更された説明の全文については、
「CICS Supplied Transactions」を参照してください。

CEMT SET DISPATCHER
CEMT SET DISPATCHER コマンドの MAXOPENTCBS の説明は、L9 モ
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ード TCB を含むように変更されました。変更された説明の全文について
は、「CICS Supplied Transactions」を参照してください。

CEMT SET SYSTEM
CEMT SET SYSTEM コマンドのオプション FORCEQR の cvda 値
FORCE は、OPENAPI プログラムには適用されないので、FORCE の説明
は、CICSAPI プログラムへの関連に限定するように変更されました。変更
された説明の全文については、「CICS Supplied Transactions」を参照してく
ださい。
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第 9 章 XPLink サポート

Extra Performance Linkage (以降、XPLink と短縮名で呼ぶ) は、ハイパフォーマン
スのサブルーチン呼び出し機構およびリターン機構を提供する z/OS 機能です。こ
れにより、実行パスの長さが短縮され、高度に最適化されます。

オブジェクト指向プログラミングは、オブジェクトへ「メッセージ」を送信し、そ
れがそのオブジェクトに何らかのアクションを実行させるという概念を基礎として
構築されてます。メッセージ送信活動は、サブルーチン呼び出しとしてインプリメ
ントされています。サブルーチン (C++ 用語ではメンバー関数と呼ばれる) は、通
常小規模なコードです。典型的な C++ プログラムの特性を示す実行フローは、小規
模なコードへの数多くのサブルーチン呼び出しで構成されます。このような性質の
プログラムでは、XPLink 最適化テクノロジーを利用するメリットがあります。

MVS™ では、初期の System/360™ までさかのぼることのできる標準的なサブルー
チン呼び出し規則があります。この規則は、サブルーチンが複雑な環境向けに最適
化されていました。サブルーチンは比較的数が少なく、それらが呼び出される回数
も比較的少ないものでした。オブジェクト指向プログラミング規則によって、この
点が変わりました。サブルーチンは単純になりましたが、数が多く、サブルーチン
呼び出しの頻度ははるかに高くなりました。サブルーチンのサイズ、数、および使
用パターンのこのような変化のため、関係するシステム・オーバーヘッドを最適化
することが望ましくなりました。 XPLink は、この最適化を行った結果です。

注:

z/OS 1.4 以上および CICS 3.1 以上では、ここで説明するように CICS アプリ
ケーション・プログラムで XPLINK コンパイラー・オプションを使用できま
す。z/OS では使用できないとする情報は無効になります。

z/OS の C および C++ のマニュアルでは、XPLINK コンパイラー・オプショ
ンが CICS アプリケーション・プログラムでは使用不可であると記載されてい
ます。以前は使用不可であったためです。現在これらのマニュアルを変更して
いますが、お手元のマニュアルは、この変更が適用される前に発行されたもの
である可能性があります。

XPLink、X8 TCB および X9 TCB

CICS は、CICS オープン・トランザクション環境 (OTE) テクノロジーの複数 TCB

機能を使用することによって、XPLINK オプションを使用してコンパイルされた C

および C++ プログラムをサポートします。X8 モード TCB は CICS キーにおい
て、X9 モード TCB は USER キーにおいて、XPLink タスクをサポートするよう
に定義されています。XPLink プログラムの各インスタンスは、1 つの X8 TCB ま
たは X9 TCB を使用します。

XPLink を使用するには、C または C++ アプリケーション・コードが再入可能およ
びスレッド・セーフでなければなりません。同じコード・インスタンスを複数の
MVS TCB で実行可能であり、共用リソースを保護するスレッド・セーフ機構がな
い場合は、アプリケーション・コードの振る舞いは予測不能です。このことは特に
認識しておく必要があります。
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CICS 環境での C および C++ プログラム (XPLINK オプションを使用してコンパ
イルする) の作成

アプリケーション開発者は、CICS XPLink サポートを活用するために以下を実行す
ることを求められます。

v スレッド・セーフ・プログラミング原則および技法を厳守してコードを作成しま
す。

v XPLINK オプションをオンに設定して C または C++ プログラムをコンパイルし
ます。

v PROGRAM リソース定義で、プログラムがスレッド・セーフであることを指示し
ます。

v CEEUOPT または #pragma での CICSVAR の使用を検討します (詳細については
「CICS Application Programming Guide」を参照)。

CICS XPLink サポートを使用するすべてのプログラムは、再入可能およびスレッ
ド・セーフでなければなりません。アプリケーション開発者のみが、特定のアプリ
ケーションのコードがこれらの要件を満たすことを保証できます。

XPLink および非 XPLink 間のコントロールの 引き渡し

XPLink オブジェクトから非 XPLink オブジェクトへコントロールが転送される
か、またはその逆方向に転送されるごとに、QR TCB およびオープン TCB (X8

TCB または X9 TCB のいずれか) 間の切り替えが発生します。パフォーマンスの
観点からは、TCB の切り替えはコストがかかるため、このパフォーマンス上のオー
バーヘッドを考慮する必要があります。

XPLink オブジェクトは、EXEC CICS インターフェースまたは言語環境®プログラ
ム・インターフェースのいずれかを使用して、非 XPLink オブジェクトを呼び出す
ことができます。

非 XPLink オブジェクトは、EXEC CICS インターフェースを使用する XPLink オ
ブジェクトのみを呼び出すことができます。このような呼び出しの言語環境プログ
ラム・インターフェースはサポートされません。

XPLINK オプションを使用してコンパイルされたオブジェクトの CICS サポートを
獲得するための CICS 定義の変更

PROGRAM リソース定義内で、プログラムがスレッド・セーフであることを示すだ
けで、XPLINK オプションを使用してコンパイルされたプログラムの CICS サポー
トを利用することができます。X8 TCB または X9 TCB にタスクを配置するに
は、このような指示と、ロード・モジュール内の XPLink 「シグニチャー」のみが
必要です。

特定プログラムに適切な TCB を選択する際、PROGRAM リソース定義の API 属
性に OPENAPI が存在しても、XPLink の方が優先されます。

XPLink サポート の利点

XPLink サポートは、パフォーマンスおよび機能の両方で利点を提供します。
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v パフォーマンス上の利点は、最適化サブルーチン・リンケージ・テクノロジーに
よって得られます。

v 機能上の利点は、以下によってもたらされます。
– CICS、TSO/Batch、IMS™、または Unix システム・サービスの下で実行される
プログラムが使用または起動可能な、共通モジュールまたは DLL の開発を開
始することができます。

– C++ 開発者は、C++ Standard Template Library をさらに十分に活用することも
できます。

これらを組合わせることで、C/C++ コードの再使用可能性がさらに高まります。

要件

XPLink サポートには、ハードウェア、ソフトウェア、またはリソース使用に関し
て、この CICS リリースの一般要件以外の特別な要件はありません。

プログラミング・スタイル

CICS XPLink サポートを使用するすべてのプログラムは、再入可能およびスレッ
ド・セーフでなければなりません。

CICS 外部インターフェースの変更点

インストールの変更点

C および C++ プログラムの XPLINK コンパイラー・オプションがサポートされる
ため、言語環境プログラムが必要とするライブラリーを CICS に対して定義する方
法に変更があります。必要なライブラリーは、SCEERUN および SCEERUN2 で
す。

v ライブラリー SCEERUN2 は、STEPLIB 連結および DFHRPL 連結の両方で定義
する必要があります。

v SCEERUN2 は、どちらの連結でも SCEERUN よりも前に置く必要があります。

詳しくは、「インストール・ガイド」の『言語環境プログラムの CICS サポートの
インストール (Installing CICS support for Language Environment)』を参照してくだ
さい。詳しくは、「CICS System Programming Reference」を参照してください。

システム初期設定パラメーターの変更点

XPLink サポート用に新しいシステム初期設定パラメーターが追加されました。新し
いパラメーターは MAXXPTCBS です。

MAXXPTCBS={5∨number}
CICS 領域内に同時に存在できるオープン X8 TCB およびオープン X9 TCB

の最大数を表示します。X8 および X9 は、XPLINK コンパイラー・オプショ
ンを使用してコンパイルされた C および C++ プログラムを実行するために使
用される TCB です。X8 TCB は、CICS キーのプログラムに使用され、X9 モ
ード TCB はユーザー・キーのプログラムに使用されます。
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CICS タスクは、必要な数の X8 TCB および X9 TCB を使用することがで
き、プログラムの終了までの間のみ、これらの TCB が保持されます。

リソース定義の変更点

XPLink サポート用のリソース定義に変更はありません。ただし、XPLink フラグを
設定してコンパイルしたプログラムが、対応するプログラム定義内で
CONCURRENCY 属性を THREADSAFE に設定していることを確認する必要があり
ます。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点
EXEC CICS HANDLE

C および C++ コードは、EXEC CICS HANDLE 「ファミリー」のすべての API

から、EXEC CICS HANDLE ABEND PROGRAM のみを使用するように制限され
ています。この制限は、XPLink のサポートでも継続しており、C および C++ 変換
プログラムによって監視されています。

その他の EXEC CICS の制限

EXEC CICS RETURN、EXEC CICS XCTL、および EXEC CICS SEND PAGE

RELEASE によって、ユーザー・コードから CICS へコントロールが直接転送され
ます。C++ では、これらの API は、C++ オブジェクトのデストラクターが適切に
駆動されるように、非常に慎重に使用する必要があります。オブジェクト・デスト
ラクターの駆動に失敗すると、ストレージがリークする、開いたファイルが開いた
ままになる、ロックがロックされたままになるなどの問題が発生する可能性があり
ます。C++ では、通常、オブジェクト作成時にリソースを取得し、オブジェクト破
棄時にリソースを解放します。スタックが割り振られたオブジェクトのデストラク
ターは、それらのオブジェクトがスコープを外れると、自動的に呼び出されます。
一部の C++ オブジェクトは、静的に作成される場合もあります。すなわち、
「main」関数に入る前に作成され、「main」関数が終了するか、または「exit」呼び
出しが起動されると破棄されます。

マルチスレッド化

XPLink フラグを使用してコンパイルされ、ここで説明するその他の基準を満たす
C および C++の CICS アプリケーション・プログラムは、それら独自の TCB 上で
実行されるため、アプリケーション開発者は、C、C++、および POSIX API の完全
なセットも使用可能であると考えるかもしれません。実際にはそうではありませ
ん。

C または C++ で書かれた CICS アプリケーション・プログラムは、アプリケーシ
ョン・コード内でマルチスレッド化技法を使用すべきではありません。このような
技法を使用しないことをお勧めします。

マルチスレッド化技法とは、例えば fork() ステートメントまたは pthreads を使用す
るなど、アプリケーション内部で複数の実行パスを作成するコーディングの形式を
意味します。これらの技法は、CICS 環境ではテストされておらず、CICS ではサポ
ートされないものと見なされます。IBM は、このような技法の使用に関連する可能
性のある問題報告書を受け入れません。
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OPEN TCB および EDF

CEDF 自体がスレッド・セーフでないため、プログラムが通常 OPEN TCB

(L8、L9、X8、または X9) を使用して実行される場合でも、CEDF では QR TCB

の使用を強制します。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点
INQUIRE DISPATCHER

EXEC CICS INQUIRE DISPATCHER コマンドは、ACTXPTCBS オプションおよび
MAXXPTCBS オプションを含むように変更されました。

ACTXPTCBS(value)
現在アクティブな (すなわちユーザー・タスクに割り振られた) X8 モード
および X9 モードのオープン TCB の数を表示します。

MAXXPTCBS(value)
CICS 領域内に同時に存在できる X8 モードおよび X9 モードのオープン
TCB の最大数を表示します。値は、1 から 999 の範囲で指定することがで
きます。この値は、別の値を入力して変更するとリセットできます。

INQUIRE PROGRAM

EXEC CICS INQUIRE PROGRAM コマンドは、Runtime オプションに XPLink 値
を含めるように変更されました。

Runtime
プログラムのランタイム環境に関する情報を表示します。このリストの新しい値
は、次のとおりです。

XPLink
プログラムは、XPLINK オプションを使用してコンパイルされた C ま
たは C++ プログラムです。

.

SET DISPATCHER

EXEC CICS SET DISPATCHER コマンドは、MAXXPTCBS オプションを含むよう
に変更されました。

MAXXPTCBS(value)
CICS 領域内に同時に存在できる X8 モードおよび X9 モードのオープン
TCB の最大数を指定します。値は 1 から 999 の範囲で指定できます。
MAXXPTCBS を以前定義された値から小さくした場合、新しい値が現在割
り振られているオープン TCB の数より小さいのであれば、CICS は TCB

を切り離して、それらがユーザー・タスクによって解放された場合のみ新し
い制限を適用します。トランザクションが異常終了して、新しい制限を適用
するために TCB を切り離せるようにすることはありません。キューに入れ
られて X8 モードおよび X9 モードの TCB を待機するタスクが存在する
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とき、MAXXPTCBS を以前定義された値から増やした場合、CICS は新規
TCB を接続し、新しい制限を上限として、キューに入れられたそれぞれの
タスクを再開します。

XPLINK cvda

XPLink を表す新しい CVDA 値 1069 が追加されました。

CEMT の変更点
CEMT INQUIRE DISPATCHER

CEMT INQUIRE DISPATCHER コマンドは、ACTXPTCBS オプションおよび
MAXXPTCBS オプションを含むように変更されました。

ACTXPTCBS(value)
現在アクティブな (すなわちユーザー・タスクに割り振られた) X8 モード
および X9 モードのオープン TCB の数を表示します。

MAXXPTCBS(value)
CICS 領域内に同時に存在できる X8 モードおよび X9 モードのオープン
TCB の最大数を表示します。値は、1 から 999 の範囲で指定することがで
きます。この値は、別の値を入力して変更するとリセットできます。

CEMT INQUIRE PROGRAM

CEMT INQUIRE PROGRAM コマンドは、Runtime オプションに XPLink 値を含め
るように変更されました。

Runtime
プログラムのランタイム環境に関する情報を表示します。このリストの新しい値
は、次のとおりです。

XPLink
プログラムは、XPLINK オプションを使用してコンパイルされた C ま
たは C++ プログラムです。

.

CEMT SET DISPATCHER

CEMT SET DISPATCHER コマンドは、MAXXPTCBS オプションを含むように変
更されました。

MAXXPTCBS(value)
CICS 領域内に同時に存在できる X8 モードおよび X9 モードのオープン
TCB の最大数を指定します。値は 1 から 999 の範囲で指定できます。
MAXXPTCBS を以前定義された値から小さくした場合、新しい値が現在割
り振られているオープン TCB の数より小さいのであれば、CICS は TCB

を切り離して、それらがユーザー・タスクによって解放された場合のみ新し
い制限を適用します。トランザクションが異常終了して、新しい制限を適用
するために TCB を切り離せるようにすることはありません。キューに入れ
られて X8 モードおよび X9 モードの TCB を待機するタスクが存在する
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とき、MAXXPTCBS を以前定義された値から増やした場合、CICS は新規
TCB を接続し、新しい制限を上限として、キューに入れられたそれぞれの
タスクを再開します。

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点
XPCFTCH

XPLINK オプションを使用してコンパイルされた C および C++ プログラムから、
出口 XPCFTCH が呼び出されると、変更されたエントリー・ポイント・アドレス
(出口で指定されている場合) が無視されることを示すフラグが設定されます。

XPCTA

XPLINK オプションを使用してコンパイルされた C および C++ プログラムから、
出口 XPCTA が呼び出されると、再開アドレス (出口で指定されている場合) が無
視されることを示すフラグが設定されます。

DFHUEPAR

UEPTX8 および UEPTX9 という 2 つのシンボル値が、DFHUEPAR 内の TCB 標
識のテーブルに追加されました。

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点

ユーザーが置換可能な新規のプログラム DFHAPXPO が提供されます。

DFHAPXPO は、XPLINK を使用してコンパイルされた C または C++ プログラム
を実行する予定の各言語環境プログラム・エンクレーブの PIPI 事前初期設定フェー
ズの間にロードされます。これにより、デフォルトの言語環境プログラムのランタ
イム・オプションを変更することができます。リセット可能な言語環境プログラム
のオプションの詳細については、「z/OS Version 1.4 Language Environment

Programming Guide」、SC22-7561 を参照してください。プログラムは、アセンブラ
ー言語で作成する必要があります。

モニターの変更点

「CICS パフォーマンス・ガイド」のトピック『待ち (中断) 時間に関する注』で、
以下のように新規項目が表に追加されています。

表 10. パフォーマンス・クラスの待機 (中断) フィールド

フィールド ID グループ名 説明

282 DFHTASK CICS MAXXPTCBS 遅延時間

パフォーマンス・クラス・モニター・レコードに、新規フィールドが追加されまし
た。これらはグループ DFHTASK への追加です。また、そのグループ内の既存の項
目の説明にいくつかの変更があります。

新規項目

271 (TYPE-S, “X8CPUT”, 8 BYTES)
ユーザー・タスクが、CICS X8 モードの TCB 上の CICS ディスパッ
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チャー・ドメインによってディスパッチされている間のプロセッサー時
間。XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=CICS

を使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクショ
ンが起動するとき、トランザクションは CICS X8 モード TCB を割り
振られ、この TCB を使用します。(プログラムが EXECKEY=USER で
定義されていても、ストレージ保護ファシリティーが非アクティブの場
合は、X8 モードの TCB を割り振ることもできます。) タスクに X8

モードの TCB が割り振られると、プログラムが完了するまで、その
TCB とそのタスクとの間の関連付けがそのまま維持されます。

272 (TYPE-S, “X9CPUT”, 8 BYTES)
ユーザー・タスクが、CICS X9 モードの TCB 上の CICS ディスパッ
チャー・ドメインによってディスパッチされている間のプロセッサー時
間。XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=USER

を使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクショ
ンが起動するとき、トランザクションは CICS X9 モード TCB を割り
振られ、この TCB を使用します。(ストレージ保護ファシリティーが非
アクティブの場合、X9 モードの TCB ではなく、X8 モードの TCB が
使用されます)。タスクに X9 モードの TCB が割り振られると、プロ
グラムが完了するまで、その TCB とそのタスクとの間の関連付けがそ
のまま維持されます。

282 (TYPE-S, “MAXXTDLY”, 8 BYTES)
CICS システムが、システム・パラメーター MAXXPTCBS によって設
定されている制限に達したために、ユーザー・タスクが CICS XP TCB

(X8 または X9 モード) を取得するために待っている間の経過時間。X8

モードおよび X9 モードのオープン TCB を使用するのは、XPLINK オ
プションを使用してコンパイルされた C および C++ プログラムのみ
です。

注: このフィールドは、タスク一時停止時間フィールド SUSPTIME (グ
ループ名: DFHTASK、フィールド ID: 014) のコンポーネントで
す。

変更された項目

007 (TYPE-S, “USRDISPT”, 8 BYTES)
TCB モードのリストに X8 および X9 が追加されました。

008 (TYPE-S, “USRCPUT”, 8 BYTES)
TCB モードのリストに X8 および X9 が追加されました。

262 (TYPE-S,’KY8DISPT’,8 BYTES)
合計経過時間を構成する項目のリストに対して、次の項目が追加されま
す。

v XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=CICS を
使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクショ
ンが起動するとき、トランザクションは CICS X8 モード TCB を割
り振られ、その TCB にディスパッチされます。プログラムが終了す
るまで、TCB はタスクに関連付けられたままです。
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263 (TYPE-S,’KY8CPUT’,8 BYTES)
プロセッサー時間を構成する項目のリストに対して、次の項目が追加さ
れます。

v XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=CICS を
使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクショ
ンが起動するとき、トランザクションは CICS X8 モード TCB を割
り振られ、その TCB にディスパッチされます。プログラムが終了す
るまで、TCB はタスクに関連付けられたままです。

264 (TYPE-S, “KY9DISPT”, 8 BYTES)
合計経過時間を構成する項目のリストに対して、次の項目が追加されま
す。

v XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=USER

を使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクシ
ョンが起動するとき、トランザクションは CICS X9 モード TCB を
割り振られ、その TCB にディスパッチされます。プログラムが終了
するまで、TCB はタスクに関連付けられたままです。

265 (TYPE-S, “KY9CPUT”, 8 BYTES)
プロセッサー時間を構成する項目のリストに対して、次の項目が追加さ
れます。

v XPLINK オプションを使用してコンパイルされ、EXECKEY=USER

を使用して定義された C および C++ プログラムを、トランザクシ
ョンが起動するとき、トランザクションは CICS X9 モード TCB を
割り振られ、その TCB にディスパッチされます。プログラムが終了
するまで、TCB はタスクに関連付けられたままです。

すべての新規フィールドおよび変更されたフィールドは、モニター管理テーブル
(MCT) に DFHMCT TYPE=RECORD 項目をコーディングすることにより、モニタ
ー・レコードから除外することができます。

統計の変更点

DFHDSGDS DSECT によってマップされる「ディスパッチャー・ドメイン: TCB モ
ード統計」への変更があります。

変更により、X8 モード TCB、X9 モード TCB、および TCB の XP プールが、こ
の表の項目の説明に追加されました。

表 11. 「ディスパッチャー・ドメイン: TCB モード統計」の変更されたフィールド

DFHSTUP 名 フィールド名 説明

TCB モード DSGTCBNM CICS ディスパッチャー TCB モードの名
前であり、QR、RO、CO、SZ、RP、
FO、SL、SO、S8、D2、JM、L8、L9、J8、
J9、X8、または X9 のいずれかです。

リセット特性: リセットなし
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表 11. 「ディスパッチャー・ドメイン: TCB モード統計」の変更されたフィールド (続き)

DFHSTUP 名 フィールド名 説明

TCB プール DSGTCBMP この CICS ディスパッチャー TCB モード
が定義された TCB プールの名前であり、
N/A、OPEN、JVM、または XP のいずれ
かです。

リセット特性: リセットなし

マイグレーション

既存の機能のマイグレーション

XPLink を使用せずに C および C++ の使用を継続する場合、特にアクションは必
要ありません。

新規機能へのマイグレーション

C および C++ プログラムの XPLink コンパイラー・オプションで使用可能になっ
たサポートを利用するには、以下の点を考慮してください。

v C または C++ プログラムが再入可能およびスレッド・セーフであることを確認
するか、またはこれらの基準に従うように変更します。「マイグレーション・ガ
イド」の『スレッド・セーフ・プログラミングおよびオープン・トランザクショ
ン環境 (OTE) のマイグレーション計画』を参照してください。

v プログラムが XPCFTCH または XPCTA 出口を使用する場合、「CICS

Application Programming Guide」の『Global User exits and XPLink』に記載され
ている以下の情報に注意してください。

– CICS は、XPCFTCH がエントリー・ポイントを変更しようとする試みをすべ
て無視します。

– CICS は、XPCTA が再開アドレスを定義しようとする試みをすべて無視しま
す。

このような要件を管理する他の方法を見つけるか、またはこのプログラムは
XPLINK 最適化の適切な候補ではないと結論付ける必要があります。

v XPLINK コンパイラー・オプションを使用してプログラムを再コンパイルしま
す。

v このプログラムの PROGRAM リソース定義の並行性属性を更新し、値をスレッ
ド・セーフに設定します。

CICSPlex SM サポート

新しい XPLINK C++ のサポートに対応するために、CICSPlex SM Web ユーザー・
インターフェースおよび API に対していくつかの変更が行われました。
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CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

リソース・テーブルの変更点

以下のリソース・テーブルに対して変更が加えられました。

v 『PROGRAM リソース・テーブル』

v 『PROGDEF リソース・テーブル』

v 『TASK リソース・テーブル』

v 『CICSRGN リソース・テーブル』

PROGRAM リソース・テーブル

PROGRAM リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

RUNTIME
CVDA (XPLINK) 値 1068 を示します。

APIST CICSAPI または OPENAPI の API 状況を表す CVDA 値を示します。

PROGDEF リソース・テーブル

PROGDEF リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

API CICSAPI または OPENAPI の EYUDA 値を示します。

TASK リソース・テーブル

TASK リソース・テーブルには、以下の属性が含まれます。

TMRL9CPU
ユーザー・タスク L9 モード CPU 時間を示します。

CICSRGN リソース・テーブル

CICSRGN リソース・テーブルには、以下の SPI 属性が含まれています。

MAXXPTCBS
XPLink OTE X8/X9 モード・プール内の TCB の現在の最大数を表しま
す。

ACTXPTCBS
XPLink OTE X8/X9 モード・プール内の TCB の実際の数を表します。

MAXSSLTCBS
SSL OTE プール内の TCB の現在の最大数を表します。

ACTSSLTCBS
現在割り振られている SSL プール TCB の数を表します。

既存の DISPATCHER SPI 属性 MAXHPTCBS および ACTHPTCBS はサポートさ
れなくなり、NOTVALID というフラグが立てられます。
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CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点

以下の WUI ビューに対して変更が加えられました。

v 『プログラム・ビュー』

v 『プログラム定義ビュー』

v 『CPU と TCB 情報ビュー』

プログラム・ビュー

プログラム (EYUSTARTPROG.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加されまし
た。

APIST API 状況

プログラム定義ビュー

プログラム定義 (EYUSTARTPROGDEF.DETAILED) ビューに、以下の属性が追加さ
れました。

API アプリケーション・プログラミング・インターフェース

CPU と TCB 情報ビュー

タスク操作ビュー内部のアクティブ・タスク・ビュー・セット
(EYUSTARTTASK.DETAIL9) の 1 つである CPU と TCB 情報ビューに、以下の属
性が追加されました。

TMRL9CPU
ユーザー・タスク L9 モード CPU 時間
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第 10 章 言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プ
ログラムのサポート

言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラムを作成できるように
なりました。

言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラム

これまで CICS 内で言語環境プログラムに準拠したアセンブラー・プログラムを使
用する唯一の方法は、COBOL、PLI、または C 言語環境プログラムに準拠したプロ
グラムからの呼び出しを使用して、アセンブラー・プログラムを高水準言語 (HLL)

プログラムとリンク・エディットすることでした。この方法では、アセンブラー・
プログラムが言語環境プログラムのサブルーチンになっていました。そのため、
CEEENTRY で MAIN=NO とする必要がありました。ユーザーは、NOPROLOG お
よび NOEPILOG を指定して、CEEENTRY および CEETERM 呼び出しを別々にコ
ード化する必要がありました。CICS PROGRAM リソースは、ASM としても
LE370 としても定義することはできませんでした。

CICS では、言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラムのコー
ド化がサポートされるようになりました。新規変換プログラム・オプション
LEASM を使用すると、プログラムの環境のセットアップに言語環境プログラム機
能が使用されます。このようなプログラムは、DFHEAI ではなくスタブ DFHELII

とリンク・エディットする必要があります。

このサポートによって、アセンブラー・プログラム用デバッガーも使用できるよう
になりました。

言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラムのサポート
の利点

言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラムのサポートは、言語
環境プログラムの使用可能性を拡張して、デバッガー・サポートをこれらのプログ
ラムで使用できるようにします。

要件

言語環境プログラムに準拠したアセンブラー MAIN プログラムのサポートには、ハ
ードウェア、ソフトウェア、またはリソース使用に関して、この CICS リリースの
一般要件以外の特別な要件はありません。

CICS 外部インターフェースの変更点

リソース定義の変更点

PROGRAM リソース定義の Language 属性は、指定可能な一部の値の説明が変更さ
れました。
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Language({COBOL|ASSEMBLER|LE370|PLI})
以下のプログラム言語を指定します。

ASSEMBLER
これは、LEASM 変換プログラム・オプションを使用した変換が行
われなかったアセンブラー言語プログラムです。LEASM は、言語
環境プログラムに準拠した MAIN プログラムとなるようにアセン
ブラー・プログラムを変換する場合に使用します。.

LE370 このプログラムは、複数言語サポートを活用しており、言語環境プ
ログラムに準拠したコンパイラーによってコンパイルされたプログ
ラムであるか、あるいは、言語環境プログラムに準拠したプログラ
ムを作成する LEASM オプションを使用して変換されたアセンブラ
ー MAIN プログラムです。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点
言語の制約事項

アセンブラーでプログラミングし、LEASM オプションを使用したプログラムの変
換を計画している場合は、すべてのアセンブラー・プログラムに適用される制約事
項に加えて、以下の制約事項があります。

v レジスター 2 は、コード・ベース・レジスターとして使用することはできませ
ん。

v レジスター 12 は言語環境プログラムによって予約されており、言語環境プログ
ラムの共通アンカー域 (CAA) を指すために使用されるので、適切に保管され復
元されなければ、プログラムがこのレジスターを使用することはできません。

v レジスター 13 は、唯一の作業用ストレージ・ベース・レジスターとして使用す
る必要があります。

v このプログラムは、グローバル・ユーザー出口プログラム (GLUE) やタスク関連
ユーザー出口プログラム (TRUE) にすることはできません。

v プログラムは、AMODE(24) コードを使用したり、AMODE(24) コードに依存した
りすることはできません。

変換プログラム・オプション

新規変換プログラム・オプション LEASM (アセンブラー・プログラムにのみ有効)

を使用することにより、ユーザーはマクロを使用してこのプログラムを変換するよ
うに指定できます。このマクロによって、プログラムは言語環境プログラムに準拠
したプログラムになり、MAIN プログラムとしてアセンブルするための準備ができ
ます。

LEASM を指定すると、新規アセンブラー・グローバル &DFHEILE が設定されま
す。変換プログラムがあらゆる出力ファイルの先頭に挿入する DFHEIGBL マクロ
に、第 4 定位置パラメーター LE が追加されました。LEASM が指定された場合、
DFHEIGBL は &DFHEILE をオンに設定するように変更されます。

LEASM が指定されている場合、変換プログラムは ARG0 に言語として値 (X’12’)

を設定します。変換プログラムからの出力は、その他の方法で LEASM を指定せず
に生成された場合と同じです。
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&DFHEILE が設定された場合は、通常の CICS 環境ではなく LE 環境を作成する
ために、DFHEISTG、DFHEIENT、DFHEIRET、および DFHEIEND マクロがそれぞ
れ別々に展開されます。これにより、NOPROLOG および NOEPILOG を使用し、
かつ独自の DFHEIENT やその他のマクロをコード化したプログラムは、そのプロ
グラム・ソースを変更することなく言語環境プログラム・サポートを利用できま
す。例えば、複数のコード・ベース・レジスターを必要とするすべてのプログラム
はこのカテゴリーに分類されます。というのも、変換プログラムは複数のコード・
ベース・レジスターをサポートしていないためです。

DFHEISTG
&DFHEILE が設定された場合は、DFHEISTG の先頭の、DSECT ステート
メントの直後にステートメント CEEDSA SECTYPE=OS が追加されます。
これにより、DSECT ステートメントがなくても、標準の言語環境プログラ
ム DSA が組み込まれます。

DFHEIENT
DFHEIENT は言語環境プログラム CEEENTRY マクロを生成します。この
マクロは、標準 CICS メソッドを使用する代わりに、コードのアドレス可
能度および作業用ストレージをセットアップします。

コードのアドレス可能度
DFHEIENT には CODEREG パラメーターがあり、その値はデフォ
ルトで 3 に設定されます。変換プログラム・オプション LEASM

が指定されると、DFHEIENT によって CEEENTRY が生成され、
BASE パラメーターには CODEREG 値がそのままコピーされま
す。

CEEENTRY では、コードのアドレス可能度にレジスター 2 または
12 を使用することはできません。レジスター 12 には、言語環境プ
ログラムの実行中は常に言語環境プログラム CAA のアドレスが格
納されていなければなりません。レジスター 2 は、TRT などの命
令によって変更されるので、通常はコード・ベースとしては使用さ
れません。LEASM オプションを使用して変換されるプログラム
で、CODEREG にレジスター 2 またはレジスター 12 が指定され
た場合、DFHEIENT はエラー・メッセージを生成します。

作業用ストレージのアドレス可能度
DFHEIENT には DATAREG パラメーターがあり、その値はデフォ
ルトで 13 に設定されます。CEEENTRY では、作業用ストレージ
として R13 以外のレジスターは許可されません。また、複数の作
業用ストレージ・レジスターはサポートされていません。
DFHEIENT では、LEASM オプションを使用して変換されるプログ
ラムで、DATAREG に 13 以外のものを使用することは禁止されて
います。

DFHEIRET
LEASM オプションを使用して変換されるプログラムに対して CEETERM

RC=0 を生成します。
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EXAMPLE LEASM PROGRAM

簡単な CICS アセンブラー・プログラムを以下に示します。

変換され、組み立てられると、以下のようになります。

*ASM XOPTS(LEASM)
DFHEISTG DSECT
OUTAREA DS CL200 DATA OUTPUT AREA
*
EIASM CSECT ,

MVC OUTAREA(40),MSG1
MVC OUTAREA(4),EIBTRMID
EXEC CICS SEND TEXT FROM(OUTAREA) LENGTH(43) FREEKB ERASE
EXEC CICS RECEIVE
MVC OUTAREA(13),MSG2
EXEC CICS SEND TEXT FROM(OUTAREA) LENGTH(13) FREEKB ERASE
EXEC CICS RETURN

*
MSG1 DC C’xxxx: ASM program invoked. ENTER TO END.’
MSG2 DC C’PROGRAM ENDED’

END

*ASM XOPTS(LEASM)
DFHEIGBL ,,,LE INSERTED BY TRANSLATOR

*,&DFHEIDL; SETB 0 1 MEANS EXEC DLI IN PROGRAM 01-DFHEI
*,&DFHEIDB; SETB 0 1 MEANS BATCH PROGRAM 01-DFHEI
*,&DFHEIRS; SETB 0 1 MEANS RSECT 01-DFHEI
*,&DFHEILE; SETB 1 1 MEANS LE MAIN 01-DFHEI
DFHEISTG DSECT

DFHEISTG INSERTED BY TRANSLATOR
***********************************************************************
* EXEC INTERFACE DYNAMIC STORAGE *
***********************************************************************
DFHEISTG DSECT EXEC INTERFACE STORAGE @BBAC81A 01-DFHEI

USING *,DFHEIPLR ESTABLISH ADDRESSABILITY @BBAC81A 01-DFHEI
*
**********************************************************************
* D Y N A M I C S T O R A G E A R E A ( D S A ) *
**********************************************************************
*
CEEDSA DS 0D Just keep the same label for formulae 02-CEEDS
*
CEEDSAFLAGS DS XL2 DSA flags 02-CEEDS
CEEDSALNGC EQU X’1000’ C library DSA 02-CEEDS
CEEDSALNGP EQU X’0800’ PL/I library DSA 02-CEEDS
CEEDSAEXIT EQU X’0008’ An Exit DSA 02-CEEDS
CEEDSAMEMD DS XL2 Member defined 02-CEEDS
CEEDSABKC DS A Addr of DSA of caller 02-CEEDS
CEEDSAFWC DS A Addr of DSA of last called rtn 02-CEEDS
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***********************************************************************
* *
* CONTROL BLOCK NAME = DFHEIBLK *
* *
* NAME OF MATCHING PL/AS CONTROL BLOCK = None *
* *
* DESCRIPTIVE NAME = %PRODUCT EXEC Interface Block. *
* *
* @BANNER_START 02 *
* Licensed Materials - Property of IBM *
* *
* "Restricted Materials of IBM" *
* *
* 5697-E93 *
* *
* (C) Copyright IBM Corp. 1990, 1993 *
* *
* *
* *
* *
* @BANNER_END *
* *
* STATUS = %XA20 *
* *
* FUNCTION = EXEC Interface Block. *
* *
* The exec interface block contains information on the *
* transaction identifier, the time and date, and the cursor *
* position on a display device. Some of the other fields are *
* set indicating the next action that a program should take *
* in certain circumstances. *
* DFHEIBLK also contains information that will be helpful *
* when a dump is being used to debug a program. *
* This control block is included automatically by an *
* application program using the command-level interface. *
* EISEIBA in the EIS addresses the EIB. *
* *
* *
* *
* NOTES : *
* DEPENDENCIES = S/370 *
* MODULE TYPE = Control block definition *
* PROCESSOR = Assembler *
* *
*-------------------------------------------------------------------- *
* *
* CHANGE ACTIVITY : *
* £SEG(DFHEIBLK),COMP(COMMAND),PROD(%PRODUCT) : *
* *
* PN= REASON REL YYMMDD HDXXIII : REMARKS *
* £L1= 550 %0G 900515 HDFSPC : Add an EIB length equate *
* £D1= I05119 %B1 930226 HDDHDMA : Correct comments for date field *
* £P1= M60581 %B0 900116 HDAEGB : Change for PLXMAP to data areas *
* *
***********************************************************************
* EXEC INTERFACE BLOCK *
***********************************************************************
DFHEIBLK DSECT EXEC INTERFACE BLOCK @BBAC81A 01-DFHEI

USING *,DFHEIBR @BBAC81A 01-DFHEI
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EIBTIME DS PL4 TIME IN 0HHMMSS FORMAT @BBAC81A 01-DFHEI
EIBDATE DS PL4 DATE IN 0CYYDDD+ FORMAT, @D1C 01-DFHEI
* where C is the century @D1A
* indicator (0=1900, 1=2000), @D1A
* YY is the year, DDD is the @D1A
* day number and ’+’ is the @D1A
* sign byte (positive) @D1A
EIBTRNID DS CL4 TRANSACTION IDENTIFIER @BBAC81A 01-DFHEI
EIBTASKN DS PL4 TASK NUMBER @BBAC81A 01-DFHEI
EIBTRMID DS CL4 TERMINAL IDENTIFIER @BBAC81A 01-DFHEI
EIBRSVD1 DS H RESERVED @BBAC81A 01-DFHEI
EIBCPOSN DS H CURSOR POSITION @BBAC81A 01-DFHEI
EIBCALEN DS H COMMAREA LENGTH @BBAC81A 01-DFHEI
EIBAID DS CL1 ATTENTION IDENTIFIER @BBAC81A 01-DFHEI
EIBFN DS CL2 FUNCTION CODE @BBAC81A 01-DFHEI
EIBRCODE DS CL6 RESPONSE CODE @BBAC81A 01-DFHEI
EIBDS DS CL8 DATASET NAME @BBAC81A 01-DFHEI
EIBREQID DS CL8 REQUEST IDENTIFIER @BBAC81A 01-DFHEI
EIBRSRCE DS CL8 RESOURCE NAME @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBSYNC DS C X’FF’ SYNCPOINT REQUESTED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBFREE DS C X’FF’ FREE REQUESTED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBRECV DS C X’FF’ RECEIVE REQUIRED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBSEND DS C RESERVED @BM13417 01-DFHEI
EIBATT DS C X’FF’ ATTACH RECEIVED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBEOC DS C X’FF’ EOC RECEIVED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBFMH DS C X’FF’ FMHS RECEIVED @BBDIA0U 01-DFHEI
EIBCOMPL DS C X’FF’ DATA COMPLETE 01-DFHEI
EIBSIG DS C X’FF’ SIGNAL RECEIVED 01-DFHEI
EIBCONF DS C X’FF’ CONFIRM REQUESTED 01-DFHEI
EIBERR DS C X’FF’ ERROR RECEIVED 01-DFHEI
EIBERRCD DS CL4 ERROR CODE RECEIVED 01-DFHEI
EIBSYNRB DS C X’FF’ SYNC ROLLBACK REQ’D 01-DFHEI
EIBNODAT DS C X’FF’ NO APPL DATA RECEIVED 01-DFHEI
EIBRESP DS F INTERNAL CONDITION NUMBER 01-DFHEI
EIBRESP2 DS F MORE DETAILS ON SOME RESPONSES 01-DFHEI
EIBRLDBK DS CL1 ROLLED BACK 01-DFHEI
*
EIBLENG EQU *-EIBTIME Length of EIB @L1A 01-DFHEI
***********************************************************************
* END OF EXEC INTERFACE BLOCK *
***********************************************************************
DFHEIBR EQU 11 EIB REGISTER @BA02936 01-DFHEI

@01A 02-CEEEN
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***********************************************************************
* PROLOG CODE FOR EXEC INTERFACE *
***********************************************************************
*&DFHEICS; CEEENTRY PPA=DFHPPA,MAIN=YES,PLIST=OS,
* BASE=&CODEREG;,
* AUTO=(DFHEIEND-DFHEISTG)
TESTLE CSECT , 02-CEEEN
TESTLE RMODE ANY 02-CEEEN
TESTLE AMODE ANY 02-CEEEN

ENTRY TESTLE 02-CEEEN
PUSH USING 02-CEEEN
DROP , @02A 02-CEEEN
USING *,15 02-CEEEN
B CEEZ0007 02-CEEEN
DC X’00C3C5C5’ 02-CEEEN

CEEY0007 DC A((((DFHEIEND-DFHEISTG)+7)/8)*8) X02-CEEEN
. Size of automatic storage.

DC A(DFHPPA-TESTLE) . Address of PPA for this program 02-CEEEN
B 1(,15) 02-CEEEN

CEEZ0007 EQU * 02-CEEEN
STM 14,12,CEEDSAR14-CEEDSA(13) 02-CEEEN
L 2,CEEINPL0007 5@01D @01C 02-CEEEN
L 15,CEEINT0007 @01C 02-CEEEN
DROP 15 @01A 02-CEEEN
BALR 14,15 02-CEEEN
LR 2,1 02-CEEEN
L 14,752(,12) 02-CEEEN
OI 8(14),X’80’ 02-CEEEN
BALR 3,0 @01A 02-CEEEN
USING *,3
L 3,CEEOEPV0007 @01A 02-CEEEN
POP USING @01A 02-CEEEN
USING TESTLE,3 @01A 02-CEEEN
L 1,CEEDSANAB-CEEDSA(,13) Get the current NAB 02-CEEEN
L 0,CEEY0007 02-CEEEN
ALR 0,1 Compute new value. 02-CEEEN
CL 0,CEECAAEOS-CEECAA(,12) Compare with EOS. 02-CEEEN
BNH CEEX0007 02-CEEEN
L 15,CEECAAGETS-CEECAA(,12) Get address overflow routine 02-CEEEN
BALR 14,15 Get another stack segment. 02-CEEEN
LR 1,15 02-CEEEN
B CEEX0007 Branch around statics @01A 02-CEEEN

CEEINPL0007 DC A(CEEINPL) @01A 02-CEEEN
CEEINT0007 DC V(CEEINT) @01A 02-CEEEN
CEEOEPV0007 DC A(TESTLE) @01A 02-CEEEN
CEEX0007 EQU * 02-CEEEN

ST 13,CEEDSABKC-CEEDSA(,1) Set back chain. 02-CEEEN
ST 0,CEEDSANAB-CEEDSA(,1) Set new NAB value 02-CEEEN
XC CEEDSAFLAGS-CEEDSA(,1),CEEDSAFLAGS-CEEDSA(1) . Clear 02-CEEEN
ST 1,CEEDSAFWC-CEEDSA(,13) Set forward chain. 02-CEEEN
LR 13,1 Set save area address 02-CEEEN
USING CEEDSA,13 Addresability to SF V1R2M0 02-CEEEN
MVC CEEDSALWS,CEECAALWS-CEECAA(12) Get LWS addr V1R2M0 02-CEEEN
LR 1,2 02-CEEEN
BAL 1,*+8 @L2A 01-DFHEI
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* The following gives an assembler message if DFHEISTG is too big @P7A
DS 0S((DFHEISTG+65264-DFHEIEND-4096)/4096) @04C 01-DFHEI
DC AL2(DFHEIEND-DFHEISTG) LENGTH OF STORAGE @L2A 01-DFHEI
DC H’0’ Parameter list version number @P6C 01-DFHEI

***********************************************************************
* ESTABLISH DATA ADDRESSIBILITY *
***********************************************************************
DFHEIPLR EQU 13 PARAMETER LIST REGISTER @BBAC81A 01-DFHEI

LR DFHEIPLR,15 @BBAC81A 01-DFHEI
USING DFHEISTG,13 @BBAC81A 01-DFHEI
MVC DFHEIBP(L’DFHEIBP+L’DFHEICAP),0(1) @D3AX01-DFHEI

COPY EIB AND CA PTRS @D3A
***********************************************************************
* ESTABLISH EIB ADDRESSIBILITY *
***********************************************************************

L DFHEIBR,DFHEIBP @BBAC81A 01-DFHEI
USING DFHEIBLK,DFHEIBR @BBAC81A 01-DFHEI

***********************************************************************
* END OF PROLOG CODE FOR EXEC INTERFACE *
***********************************************************************

MVC OUTAREA(40),MSG1
MVC OUTAREA(4),EIBTRMID

* EXEC CICS SEND TEXT FROM(OUTAREA) LENGTH(43) FREEKB ERASE
DFHECALL =X’180660000800C20000082204000020’,,(______RF,OUTAREA*

),(FB_2,=Y(43))
***********************************************************************

DS 0H 01-DFHEC
LA 1,DFHEIPL 01-DFHEC
LA 14,=X’180660000800C20000082204000020’ 01-DFHEC
SR 15,15 01-DFHEC
LA 0,OUTAREA 01-DFHEC
STM 14,0,0(1) 01-DFHEC
LA 14,=Y(43) 01-DFHEC
ST 14,12(,1) 01-DFHEC
OI 12(1),X’80’ LAST ARGUMENT 01-DFHEC
L 15,=V(DFHEI1) 01-DFHEC
BALR 14,15 INVOKE EXEC INTERFACE 01-DFHEC

***********************************************************************
* EXEC CICS RECEIVE

DFHECALL =X’040200000800000014000040000000’
***********************************************************************
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DS 0H 01-DFHEC
LA 1,DFHEIPL 01-DFHEC
LA 14,=X’040200000800000014000040000000’ 01-DFHEC
ST 14,0(,1) 01-DFHEC
OI 0(1),X’80’ LAST ARGUMENT 01-DFHEC
L 15,=V(DFHEI1) 01-DFHEC
BALR 14,15 INVOKE EXEC INTERFACE 01-DFHEC

***********************************************************************
MVC OUTAREA(13),MSG2

* EXEC CICS SEND TEXT FROM(OUTAREA) LENGTH(13) FREEKB ERASE
DFHECALL =X’180660000800C20000082204000020’,,(______RF,OUTAREA*

),(FB_2,=Y(13))
***********************************************************************

DS 0H 01-DFHEC
LA 1,DFHEIPL 01-DFHEC
LA 14,=X’180660000800C20000082204000020’ 01-DFHEC
SR 15,15 01-DFHEC
LA 0,OUTAREA 01-DFHEC
STM 14,0,0(1) 01-DFHEC
LA 14,=Y(13) 01-DFHEC
ST 14,12(,1) 01-DFHEC
OI 12(1),X’80’ LAST ARGUMENT 01-DFHEC
L 15,=V(DFHEI1) 01-DFHEC
BALR 14,15 INVOKE EXEC INTERFACE 01-DFHEC

***********************************************************************
* EXEC CICS RETURN

DFHECALL =X’0E0800000800001000’
***********************************************************************

DS 0H 01-DFHEC
LA 1,DFHEIPL 01-DFHEC
LA 14,=X’0E0800000800001000’ 01-DFHEC
ST 14,0(,1) 01-DFHEC
OI 0(1),X’80’ LAST ARGUMENT 01-DFHEC
L 15,=V(DFHEI1) 01-DFHEC
BALR 14,15 INVOKE EXEC INTERFACE 01-DFHEC

***********************************************************************
*
MSG1 DC C’xxxx: ASM program invoked. ENTER TO END.’
MSG2 DC C’PROGRAM ENDED’

DFHEIRET INSERTED BY TRANSLATOR
***********************************************************************
* EPILOG CODE FOR EXEC INTERFACE *
***********************************************************************

DS 0H @BBAC81A 01-DFHEI
LA 1,CEET0014 Get address of termination list 02-CEETE
L 15,=V(CEETREC) Get address of termination rtn 02-CEETE
BALR 14,15 Call termination routine. 02-CEETE

CEET0014 DC A(*+8) Parm 1 02-CEETE
DC A(*+8+X’80000000’) Parm 2 02-CEETE
DC A(0) Enc_Modifier 02-CEETE
DC A(0) Return code. 02-CEETE

CEEMAIN CSECT 02-CEETE
CEEMAIN RMODE ANY 02-CEETE
CEEMAIN AMODE ANY 02-CEETE

DC A(TESTLE) @04A 02-CEETE
DC F’0’ 02-CEETE

TESTLE CSECT 02-CEETE
***********************************************************************
* END OF EPILOG CODE FOR EXEC INTERFACE *
***********************************************************************
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LTORG , @BBAC81A 01-DFHEI
=V(DFHEI1)
=V(CEETREC)
=Y(43)
=Y(13)
=X’180660000800C20000082204000020’
=X’040200000800000014000040000000’
=X’0E0800000800001000’

DS 0H @F8E1S @L1C 01-DFHEI
DFHEISTG INSERTED BY TRANSLATOR
DFHEIEND INSERTED BY TRANSLATOR

*
**********************************************************************
* P R O G R A M P R O L O G A R E A 1 ( P P A 1) *
**********************************************************************
*
PPA10018 DS 0F 02-CEEPP
DFHPPA DS 0F 02-CEEPP

DC AL1(PPANL0018-*) Offset to the entry name length 02-CEEPP
DC X’CE’ LE/370 Indicator. 02-CEEPP
DC B’10100000’ . PPA flags 02-CEEPP

* Bit 0 0 = Internal Procedure
* 1 = External Procedure
* Bit 1 0 = Primary Entry Point
* 1 = Secondary Entry Point
* Bit 2 0 = Block doesn’t have a DSA
* 1 = Block has a DSA
* Bit 3 0 = compiled object
* 1 = library object
* Bit 4 0 = sampling interrupts to library
* 1 = sampling interrupts to code
* Bit 5 0 = not an exit DSA
* 1 = Exit DSA
* Bit 6 0 = own exception model
* 1 = inherited (callers) exception model
* Bit 7 Reserved

DC X’00’ Member flags 02-CEEPP
DC A(PPA20018) Addr of Compile Unit Block (PPA2) 02-CEEPP
DC A(0) 02-CEEPP
DC A(0) Data Descriptors for this entry point 02-CEEPP
DS 0H 02-CEEPP

PPANL0018 DC AL2(6) . Length of Entry Point Name 02-CEEPP
DC CL6’TESTLE’ . Entry Point Name 02-CEEPP

CEEINPL DS 0D 02-CEEPP
DC A(PPA2M0018) 02-CEEPP
DC A(CEEINPLSTST-CEEINPL) 02-CEEPP

CEEINPLSTST DS 0F 02-CEEPP
DC X’00’ Control Level @01A 02-CEEPP
DC X’00’ ENCLAVE=NO @01A 02-CEEPP
DC X’00’ @01A 02-CEEPP
DC X’07’ Number of items. @01C 02-CEEPP
DC A(PPA2M0018) . A of A(first entry point in comp unit) 02-CEEPP
DC V(CEESTART) . A(Address of CEESTART) 02-CEEPP
DC V(CEEBETBL) 02-CEEPP
DC A(15) . Memeber id 02-CEEPP
DC A(0) 02-CEEPP
DC XL4’00070000’ . EXECOPS(ON), PLIST 02-CEEPP
DS 0H 02-CEEPP

*
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グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

LEASM オプションを使用して変換されたアセンブラー・プログラムは、グローバ
ル・ユーザー出口プログラムとしては使用できません。

**********************************************************************
* P R O G R A M P R O L O G A R E A 2 ( P P A 2) *
**********************************************************************
*

EXTRN CEESTART 02-CEEPP
PPA20018 DS 0F 02-CEEPP

DC AL1(15) Member ID 02-CEEPP
DC AL1(0) Sub ID 02-CEEPP
DC AL1(0) Member defined 02-CEEPP
DC AL1(1) Level of PPAx control blocks 02-CEEPP

PPA2S0018 DC A(CEESTART) A(CEESTART for this load module) 02-CEEPP
DC A(0) A(Compile Debug Information (CDI) ) 02-CEEPP
DC A(CEETIMES-PPA20018) A(Offset to time stamp) 02-CEEPP

PPA2M0018 DC A(TESTLE) . A(first entry point in comp. unit) 02-CEEPP
*
**********************************************************************
* T I M E S T A M P *
**********************************************************************
*
* Time Stamp
*,Time Stamp = 2004/06/17 08:51:00 02-CEEPP
*,Version 1 Release 1 Modification 0 02-CEEPP
CEETIMES DS 0F 02-CEEPP

DC CL4’2004’ Year 02-CEEPP
DC CL2’06’ Month 02-CEEPP
DC CL2’17’ Day 02-CEEPP
DC CL2’08’ Hours 02-CEEPP
DC CL2’51’ Minutes 02-CEEPP
DC CL2’00’ Seconds 02-CEEPP
DC CL2’1’ Version 02-CEEPP
DC CL2’1’ Release 02-CEEPP
DC CL2’0’ Modification 02-CEEPP

***********************************************************************
* C O M M O N A N C H O R A R E A ( C A A ) *
***********************************************************************
***********************************************************************
***********************************************************************
LEPTRLEN EQU 4 03-CEEDN
*
CEECAA DSECT , CAA mapping 02-CEECA

(Definition of LE CAA removed)

* TERMINATE DEFINITION OF DYNAMIC STORAGE *
DFHEISTG DSECT @BBAC81A 01-DFHEI

ORG 01-DFHEI
DFHEIEND DS 0X END OF DYNAMIC STORAGE @BBAC81A 01-DFHEI

END
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LEASM は、アセンブラーで言語環境プログラムに準拠した MAIN プログラムを作
成するために使用します。

タスク関連ユーザー出口の変更点

LEASM オプションを使用して変換されたアセンブラー・プログラムは、タスク関
連ユーザー出口プログラムとしては使用できません。

LEASM は、アセンブラーで言語環境プログラムに準拠した MAIN プログラムを作
成するために使用します。
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第 4 部 エンタープライズ・マネージメント

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の CICSPlex SM エレ
メントでは、最新のユーザー・インターフェースを採用することにより、大規模な
ランタイム構成の効果的な管理を実現する新機能を提供します。これにより、要求
の多いサービス・レベルの目的に対応することができます。
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第 11 章 CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの拡
張

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースが改良されて、より強力かつ便利
になりました。Web ユーザー・インターフェースは、CICSPlex SM TSO エンド・
ユーザー・インターフェースと機能的に同等となり、CICSPlex SM にアクセスする
ための基本方式となりました。

ユーザーのお気に入り
すべての WUI ユーザーは、アクセスが容易で編集可能なお気に入りのメニ
ューに、その場かぎりの表形式のビューおよび詳細ビューを保管できるよう
になりました。これにより、頻繁に使用されるビューに 1 回のクリック操
作でアクセスできるようになります。管理者には、他のユーザーのお気に入
りを更新できるという付加的な権限があります。

詳細については、 301ページの『ユーザーのお気に入り』を参照してくださ
い。

ユーザー・グループ・プロファイル
管理者は、ユーザーのグループのプロファイルを作成できるようになりまし
た。これらのプロファイルには、デフォルトのコンテキスト、スコープ、
CMAS コンテキスト、メニューおよび結果セット警告カウントなどの情報
が含まれます。これにより、管理者は、個々のニーズに合わせて調整された
インターフェースを表示するために、それぞれのユーザー・グループに適し
た方法で WUI を構成することができます。

詳細については、 306ページの『ユーザー・グループ・プロファイル』を参
照してください。

ビジネス・アプリケーション・サービスの設計変更
CICS リソース定義を管理するために使用される、WUI のビジネス・アプ
リケーション・サービス部分の設計に改良が加えられ、単純化されたため、
CICS RDO のユーザーにより分かりやすくなりました。

詳細については、 310ページの『ビジネス・アプリケーション・サービスの
設計変更』を参照してください。

レコード・カウントの警告
WUI は、大量のレコードを生成するビューをオープンする前に警告を発行
するよう調整できるようになりました。警告の後で、戻される結果の数を減
らすためにビューのフィルターを変更する機会がユーザーに与えられます。
これにより、無駄な待機が減り、WUI のパフォーマンスが改善されます。

詳細については、 313ページの『レコード・カウントの警告』を参照してく
ださい。

フィルター確認
WUI ビュー・エディターが改善され、ビューの作成または更新時に、ビュ
ーがオープンする前にフィルター確認パネルを組み込むことができるように
なりました。これは、このようなビューにナビゲートする際に、戻される結
果セットのサイズに関係なく、ユーザーがフィルターの内容を修正できるこ
とを意味します。
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詳細については、 315ページの『フィルター確認』を参照してください。

動的選択リスト
WUI は、入力パネルのさまざまな属性において、指定可能な値をリストす
るようになりました。これにより、有効な値を覚えておくのではなく、有効
な値のリストから選択できるようになり、インターフェースの使用可能度が
高まります。

詳細については、 316ページの『動的選択リスト』を参照してください。

画面設計の改良
WUI のビューおよびメニューで画面スペースの使用を最大化するために、
いくつかの改善が行われました。

v 詳細ビューでの画面スペースの使用が改善され、1 つのカラムではなく 2

つのカラムに情報を表示できるようになりました。ビュー・エディターを
使用して、2 つのカラム詳細ビューをユーザーが設計することができま
す。

v 「すべて選択」ボタンと「選択をすべて解除」ボタンを除去して代わりに
表のレコード・ヘッディングにアイコンを配置することにより、表形式の
ビューでの空白の量が減りました。

v より多くの画面スペースをデータ用に提供するために、フィルターを縮小
できるようになりました。縮小されたフィルターは、必要に応じて展開で
きます。

詳細については、 318ページの『画面設計の改良』を参照してください。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの拡張の利点
CICS Transaction Server バージョン 3 では、CICSPlex SM Web ユーザー・インタ
ーフェースに対して、ユーザーに実際の利点を提供するいくつかの改善が導入され
ています。

新機能は、以下のとおりです。

301ページの『ユーザーのお気に入り』
すべての WUI ユーザーは、アクセスが容易で編集可能なお気に入りのメニ
ューに、その場かぎりの表形式のビューおよび詳細ビューを保管できるよう
になりました。これにより、頻繁に使用されるビューに 1 回のクリック操
作でアクセスできるようになります。管理者には、他のユーザーのお気に入
りを更新できるという付加的な権限があります。

306ページの『ユーザー・グループ・プロファイル』
管理者は、ユーザーのグループのプロファイルを作成できるようになりまし
た。これらのプロファイルには、デフォルトのコンテキスト、スコープ、
CMAS コンテキスト、メニューおよび結果セット警告カウントなどの情報
が含まれます。これにより、管理者は、個々のニーズに合わせて調整された
インターフェースを表示するために、それぞれのユーザー・グループに適し
た方法で WUI を構成することができます。

313ページの『レコード・カウントの警告』
WUI は、大量のレコードを生成するビューをオープンする前に警告を発行
するよう調整できるようになりました。警告の後で、戻される結果の数を減
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らすためにビューのフィルターを変更する機会がユーザーに与えられます。
これにより、無駄な待機が減り、WUI のパフォーマンスが改善されます。

315ページの『フィルター確認』
WUI ビュー・エディターが改善され、ビューの作成または更新時に、ビュ
ーがオープンする前にフィルター確認パネルを組み込むことができるように
なりました。これは、このようなビューにナビゲートする際に、戻される結
果セットのサイズに関係なく、ユーザーがフィルターの内容を修正できるこ
とを意味します。

316ページの『動的選択リスト』
WUI は、入力パネルのさまざまな属性において、指定可能な値をリストす
るようになりました。これにより、有効な値を覚えておくのではなく、有効
な値のリストから選択できるようになり、インターフェースの使用可能度が
高まります。

310ページの『ビジネス・アプリケーション・サービスの設計変更』
CICS リソース定義を管理するために使用される、WUI のビジネス・アプ
リケーション・サービス部分の設計に改良が加えられ、単純化されたため、
CICS RDO のユーザーにより分かりやすくなりました。

318ページの『画面設計の改良』
WUI のビューおよびメニューで画面スペースの使用を最大化するために、
いくつかの改善が行われました。

v 詳細ビューでの画面スペースの使用が改善され、1 つのカラムではなく 2

つのカラムに情報を表示できるようになりました。ビュー・エディターを
使用して、2 つのカラム詳細ビューをユーザーが設計することができま
す。

v 「すべて選択」ボタンと「選択をすべて解除」ボタンを除去して代わりに
表のレコード・ヘッディングにアイコンを配置することにより、表形式の
ビューでの空白の量が減りました。

v より多くの画面スペースをデータ用に提供するために、フィルターを縮小
できるようになりました。縮小されたフィルターは、必要に応じて展開で
きます。

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』

CICSPlex SM の変更点

ユーザーのお気に入り
このトピックでは、CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの新しいユー
ザーのお気に入り機能について説明します。
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ユーザーのお気に入りを使用すると、WUI の個々のユーザーは、選択済み WUI 画
面を、迅速かつ容易にアクセスできる特別なメニューに保管できます。お気に入り
のセットは、常に個々のユーザーにのみ関連付けられ、ユーザー・グループに関連
付けられることはありません。ただし、新しいユーザー・グループ・プロファイル
機能をビュー・エディターと組み合わせて使用することで、同様の結果を得ること
ができます (手順については、 306ページの『ユーザー・グループ・プロファイ
ル』を参照)。

ユーザーのお気に入りに関する情報は、「ユーザー」と呼ばれる新しいオブジェク
トに保管されます。ユーザー・オブジェクトは、ユーザーのお気に入りへのハイパ
ーリンクを含むメニュー・グループを保持しています。ユーザー・オブジェクト
は、次の 2 通りの方法で作成されます。

v ユーザー・オブジェクトは、ユーザーが初めてお気に入りを作成するときに作成

できます。ユーザーが アイコンをクリックしてお気に入りを作成すると、
WUI では、そのユーザーの ID に一致する ID を持つユーザー・オブジェクトを
検索します。一致するユーザー・オブジェクトが見つからない場合、WUI サーバ
ーはそのユーザーに対応するユーザー・オブジェクトを自動的に作成します。

v ユーザー・オブジェクトは、管理者がユーザー・エディターで作成できます。詳
細については、 304ページの『他の WUI ユーザーのお気に入りの作成と管理』
を参照してください。

お気に入りのエディターによるお気に入りの管理
このトピックでは、ユーザーが、新しい Web ユーザー・インターフェースである
お気に入りのエディターを使用して、ユーザーのお気に入りを管理する方法につい
て説明します。

アイコンを使用してユーザーのお気に入りリストにビューを追加できるだけで
なく、お気に入りのエディターを使用して、お気に入りを操作することができま
す。このエディターをオープンするには、WUI ナビゲーション・フレームの「特
別」セクションの「お気に入りのエディター」をクリックします。これにより、
303ページの図 30 に示すように、新しいブラウザー・ウィンドウでエディターがオ
ープンします。
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お気に入りを編集するには、ラジオ・ボタンを選択し、ビューの下部にある 4 つの
ボタンのいずれかをクリックします。

1. 画面を編集するには、「編集」をクリックします。リストから編集したいお気に
入りを選択した後、「了解」をクリックして、「お気に入りのコンポーネント」
画面を開きます。この画面から、メニューのタイトルと注釈、または宛先の変更
を選択することができます。コンテキストやスコープの設定およびフィルターの
設定を更新する場合は、「宛先」を選択します。

2. お気に入りリストの項目の位置を移動するには、「移動」をクリックします。リ
ストからお気に入りのうちの 1 つを選択して、「了解」をクリックします。こ
れにより、「お気に入りの移動」画面がオープンします。選択した項目用の新し
い位置を選択して、再度「了解」をクリックし、変更を行います。

3. お気に入り画面をコピーするには、「コピー」をクリックします。リストからお
気に入りのうちの 1 つを選択して、「了解」をクリックします。 これにより、
304ページの図 31 に示すような「お気に入りのコピー」画面がオープンしま
す。

図 30. お気に入りのエディター
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これで、コピーに新しいタイトルを付けることができます。お気に入りのリスト
から、新しいコピーを配置する既存のお気に入りを選択することにより、お気に
入りリスト上の位置を選択します。新しいコピーをリストの末尾に配置する場合
は、既存のお気に入りを選択しないでください。操作を確認するために、「了
解」をクリックします。

4. お気に入りを削除するには、「削除」をクリックします。リストからお気に入り
のうちの 1 つを選択して、確認のため、「了解」をクリックします。

お気に入りのエディターを使用すると、ユーザーは自分のお気に入りのリストを編
集できます。他のユーザーのお気に入りを管理することはできません。この権限を
持っているユーザー・エディターにアクセスできるのは、WUI 管理者だけです。

他の WUI ユーザーのお気に入りの作成と管理
このトピックでは、新しい Web ユーザー・インターフェースであるユーザー・エ
ディターを使用して、管理者が他のユーザーのお気に入りを管理する方法について
説明します。

他のユーザーのお気に入りを作成および管理するユーザーは、新しい ESM 機能プ
ロファイル EYUWUI.wui_server_applid.USER への少なくとも更新アクセス権を持つ
WUI 管理者でなければなりません。

図 31. 「お気に入りのコピー」画面
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図 32 は、ユーザーのお気に入りを編集するために使用されるユーザー・エディター
の画面を示しています。

ユーザーが必要なアクセス権を持っている場合は、ユーザー・エディターを起動す
るハイパーリンクが、ビュー・エディターのハイパーリンクと共にナビゲーショ
ン・フレームに表示されます。このハイパーリンクをクリックすると、「CICSPlex
SM Web ユーザー・インターフェース・ユーザー・エディター」画面を表示した新
しいブラウザー・ウィンドウが起動されます。お気に入りを操作するには、「ユー
ザー」を選択します。これにより、「ユーザー・エディター」画面がオープンしま
す。この画面には、以下のオプションがあります。

作成 このオプションは、リポジトリーに新規ユーザー・オブジェクトを作成する
ために使用します。各ユーザーは、お気に入りのリストを保持するためのユ
ーザー・オブジェクトを持っていなければなりません。WUI は、ユーザー
が初めてお気に入りを作成したときに自動的にユーザー・オブジェクトを作
成するので (ユーザー・オブジェクトが存在しない場合)、多くの既存のユー
ザーは既にユーザー・オブジェクトを持っていることになります。

:

:
:

図 32. ユーザー・エディターの「ユーザー」画面
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編集 このオプションは、既存のユーザーのお気に入りを操作するために使用しま
す。これを使用すると、ユーザーのお気に入りを作成、移動、コピー、編
集、および削除することができます。

削除 このオプションは、リポジトリーからユーザー・オブジェクトを削除するた
めに使用します。これにより、そのユーザーの既存のお気に入りも削除され
ます。

ユーザー・エディターを使用して、新規ユーザー・オブジェクトを作成し、いくつ
かのお気に入りを追加する方法を以下に示します。

1. 新規ユーザー・オブジェクトを作成します。

a. 最初に、「ユーザー・エディター」画面で、「作成」をクリックして、「新
規ユーザーの作成」画面をオープンします。

b. 新規ユーザー ID を入力します。 ユーザー ID は、最大 8 文字に制限され
ます。有効な文字は、A から Z、0 から 9、#、$、および @ です。

c. 「OK」をクリックします。 これにより、操作が確認され、ユーザーのお気
に入りのリストの作成と管理に使用する「お気に入りのエディター」画面が
オープンします。

2. 新しいお気に入り項目を作成します。

a. 「お気に入りのエディター」画面で、「作成」をクリックします。 これによ
り、ビュー・エディターで使用する編集画面がオープンし、詳細項目を編集
できるようになります。この画面から、ビュー・エディターのメニュー項目
で実行できる大部分のアクションを、お気に入りに対して実行できます。

b. 新しいお気に入りのタイトルを指定し、ターゲット・ビューまたはメニュ
ー、コンテキストおよびスコープ設定、およびフィルター設定を入力するこ
とにより、この画面を完成します。

c. 「保管」をクリックします。 これにより、更新内容がリポジトリーに保管さ
れ、「ユーザー・エディター」画面に戻ります。「中止」をクリックする
と、新規ユーザー・オブジェクトを含むすべての変更が廃棄されます。

3. 追加のお気に入りを作成して、新規ユーザー・オブジェクトに追加します。

a. 「ユーザー・エディター」画面で、「編集」をクリックします。 これによ
り、「ユーザーの編集」画面がオープンします。

b. 新たに作成したユーザー ID を選択し、「了解」をクリックします。 これに
より、「お気に入りのエディター」画面に戻ります。

c. 前と同じようにして新たなお気に入り項目を作成し、更新内容を保管しま
す。 必要なそれぞれのお気に入りごとにこのステップを繰り返し、新規ユー
ザー・オブジェクトに追加します。

関連情報

302ページの『お気に入りのエディターによるお気に入りの管理』
このトピックでは、ユーザーが、新しい Web ユーザー・インターフェースであ
るお気に入りのエディターを使用して、ユーザーのお気に入りを管理する方法に
ついて説明します。

ユーザー・グループ・プロファイル
このトピックでは、CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの新しいユー
ザー・グループ・プロファイル機能について説明します。
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この新機能を使用すると、管理者は WUI ユーザーのグループのプロファイルを作
成することができます。個々のユーザーが WUI にログオンしたときに表示される
画面およびこの画面で実行する操作は、ユーザーが所属するユーザー・グループ・
プロファイルによって制御できます。これにより、さまざまなユーザー・グループ
のニーズに応じて WUI を調整することができます。例えば、ビュー・エディター
を使用して、操作ビューのみを含む新たな WUI メニューを作成し、これをあるユ
ーザー・グループのデフォルト・メニューとして使用できます。これにより、この
種のタスクのみを実行する必要があるユーザーに対して、単純化された操作 WUI

が提供されます。

ユーザー・グループ・プロファイルには、以下の情報が含まれています。

v 結果セット警告カウント ( 313ページの『レコード・カウントの警告』を参照)

v デフォルトのメインメニューの名前

v デフォルトのナビゲーション・メニューの名前

v デフォルトのコンテキスト

v デフォルトのスコープ

v デフォルトの CMAS コンテキスト

これらの値の一部がプロファイルに指定されていない場合 (例えば、デフォルト・
メニュー値がブランクの場合)、JCL に指定されている、対応する WUI パラメータ
ー値が使用されます。このことは、指定されたデフォルト・メニューが存在しない
など、プロファイルに無効な値が設定されている場合にも適用されます。

ユーザー・グループ・プロファイルは、新しい編集機能であるユーザー・エディタ
ーを使用して作成および管理されます。ユーザー・エディターには、必要な権限を
持つ管理者が、WUI メインメニューからアクセスできます。詳しくは、 308ページ
の『ユーザー・グループ・プロファイルの作成と管理』を参照してください。

これを容易にするために、ユーザー・グループと呼ばれる新しいタイプのオブジェ
クトが導入されました。ユーザー・グループ・オブジェクトは、ビューおよびメニ
ュー・オブジェクトと同様、COVC トランザクションを使用してインポートおよび
エクスポートすることができます。

ユーザー・グループ・プロファイルは、WUI でセキュリティーが有効な場合にのみ
使用できます。ユーザー・グループ・オブジェクトは、外部セキュリティー・マネ
ージャー (ESM) のユーザー・グループ名に関連付けられています。ユーザーが
WUI にサインオンすると、サインオン・プロシージャーによって、そのユーザーの
ESM からアクセス機構環境エレメント (ACEE) が取得されます。ACEE は、ユー
ザーのデフォルト・グループを取得するために使用されます。次にデフォルト・グ
ループ名を使用して、WUI 内の対応するグループ・オブジェクトが取得されます。
ユーザーがサインオンしたときに WUI キャッシュに対応するグループ・オブジェ
クトが存在しない場合は、JCL の WUI パラメーターに指定されているデフォルト
値がそのユーザーのために使用されます。

注: ESM ユーザー・グループは、以下の文字のみを含むことができます。
v A から Z (小文字を入力できますが、小文字は大文字に変換されます)

v 0 から 9

v # (X’23’)、$ (X’24’) および @ (X’40’)
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ユーザー・グループ・プロファイルを管理するために、管理者は、
EYUWUI.wui_server_applid.USER と呼ばれる新しい ESM 機能プロファイルへの更
新アクセス権を持っている必要があります。ここで、wui_server_applid は、プロフ
ァイルが関連付けられている WUI サーバーのアプリケーション ID です。

新規ユーザー・グループのセットアップは、以下のステップで構成されます。

1. ユーザー・エディターを使用して WUI で新しいユーザー・グループ・プロファ
イルを作成する (手順については、『ユーザー・グループ・プロファイルの作成
と管理』を参照)。

2. 同じ名前を使用して ESM でユーザー・グループを作成する。

3. 1 人以上のユーザーのデフォルトのユーザー・グループを ESM で設定する。

ユーザー・グループ・プロファイルの作成と管理
このトピックでは、Web ユーザー・インターフェース (WUI) のユーザー・グルー
プ・プロファイルの作成および管理方法について説明します。

ユーザー・グループ・プロファイルは、ユーザー・エディターという新しい WUI

編集機能を使用して作成および管理します。

ユーザー・エディターを起動するハイパーリンクが、ビュー・エディターのハイパ
ーリンクと共にナビゲーション・フレームに表示されます。サインオンしたユーザ
ーが、新しい ESM 機能プロファイル EYUWUI.wui_server_applid.USER への少なく
とも更新アクセス権を持っている場合にのみ、ユーザー・エディターへのハイパー
リンクがそのユーザーに表示されます。このハイパーリンクをクリックすると、新
たなブラウザー・ウィンドウが起動されます。このブラウザー・ウィンドウでは、
ユーザー・エディター用に作成された新しいビューのセットを使用しています。

ユーザー・エディターを起動するときに、ユーザー・グループを編集するか、ユー
ザーを編集するかを選択できます。 309ページの図 33 のダイアグラムは、ユーザ
ー・エディターのユーザー・グループ・セクションにおける画面間の関係を示して
います。
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ユーザー・エディターの使用は簡単です。例えば、新しいプロファイルを作成する
には、以下の手順を実行します。

1. 以下の手順で、「新規ユーザー・グループの作成」画面にナビゲートします。

a. ナビゲーション・フレームで「ユーザー・エディター」をクリックして、新
しい「CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース・ユーザー・エディ
ター」ウィンドウをオープンします。

b. 「ユーザー・グループ」をクリックして、「ユーザー・グループ・エディタ
ー」画面をオープンします。 この画面では、プロファイルの作成、編集、ま
たは削除を行うことを選択できます。

c. 「作成」をクリックして、「新規ユーザー・グループの作成」画面をオープ
ンします。

2. 新しいグループ・プロファイルに名前を付けます。

a. 新しいグループの名前を指定します。(この名前は、ESM に定義されている
ユーザー・グループ名と一致していることが必要になります。) 名前は、最大
8 文字に制限されます。ESM と同様、許容文字は A から Z (大文字)、0 か
ら 9、#、$ および @ です。

:

CMAS

(Confirm Group Delete)

:

:

:

図 33. ユーザー・エディターのユーザー・グループ画面
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b. 「OK」をクリックします。 これにより、操作が確認され、「ユーザー・グ
ループ・プロファイルの編集」画面がオープンします。

3. ユーザー・グループ詳細を入力します。 この情報の詳しい説明については、
306ページの『ユーザー・グループ・プロファイル』を参照してください。

4. 「保管」をクリックして新しいプロファイルを作成するか、「中止」をクリック
して操作を取り消します。

グループを編集するには、「ユーザー・グループ・エディター」画面で「編集」を
クリックして、「ユーザー・グループの編集」画面をオープンし、既存のグループ
を選択します。これにより、選択したグループの詳細を表示した「ユーザー・グル
ープ・プロファイルの編集」画面がオープンします。変更を行い、「保管」をクリ
ックしてプロファイルを更新するか、「中止」をクリックして操作を取り消しま
す。

グループを削除するには、「ユーザー・グループ・エディター」画面で「削除」を
クリックして「ユーザー・グループの削除」画面をオープンし、既存のグループを
選択します。「了解」をクリックして「ユーザー・グループ削除の確認」画面をオ
ープンします。「了解」を再度クリックして、操作を確認します。

ビジネス・アプリケーション・サービスの設計変更
このトピックでは、WUI で CICS リソース定義に使用されるビジネス・アプリケー
ション・サービスのビューおよびメニューの設計に対する改善点について説明しま
す。

WUI の新しい設計では、BAS 機能が基本ビュー・メニューと完全機能ビュー・メ
ニューに分離されました。WUI のメインメニューから BAS 機能にアクセスするに
は、「管理ビュー」をクリックします。管理ビューの下部に、次の 2 つの新しいサ
ブメニューがあります。

ベーシック CICS リソース管理ビュー
このサブメニューでは、リソース定義、リソース・グループ、およびリソー
スの記述を含む (リソース割り当ては含まない) BAS の RDO に類似した
簡易化モデルを提供します。

完全に機能しているビジネス・アプリケーション・サービス (BAS) 管理ビュー
このサブメニューには、基本モデルに加えて、上級者向けのリソース割り当
てビューへのリンクも含まれています。これにより、リソース定義をより強
力に柔軟に管理できるようになります。
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2 つのメニューからのリンクは、次の 3 つのグループに分かれています。

定義 次のリンクがあります。
CICS リソース定義

リソース・タイプごとの定義ビューへのリンクが含まれているメニ
ュー。

リソース・グループ
リソース・グループ定義を管理するための定義ビューへのリンク。
「作成」、「更新」、「除去」、「インストール」、「リソース記
述への追加」の各アクションが関連付けられています。

リソース割り当て (完全機能メニューのみ) (Resource assignments (fully
functional menu only))

リソース割り当てを作成し、管理するための定義ビューへのリン
ク。「作成」、「更新」、「除去」、「リソース記述への追加」の
各アクションが関連付けられています。

リソース記述
リソースの記述を作成し、管理するための定義ビューへのリンク。
「作成」、「更新」、「除去」、「インストール」、「置換」の各
アクションが関連付けられています。

関連 次のリンクがあります。

図 34. 新しく追加された CICS リソース定義 BAS メニューの詳細
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リソース・グループ内の CICS リソース定義
図 35 に示す新しいビューへのリンク。これは、新しく追加された
RESINGRP リソース・テーブルによってサポートされます。前のリ
リースの「リソース・グループ内のリソース (Resources in
resource group)」ビュー・セット (リソース・タイプごとのビュ
ー) に代わって採用されました。

このビューには、「除去」アクション・ボタンがあります。これを
使用すると、リソース定義とその親のリソース・グループ間の関連
を除去することができます。このビューでは、作成アクションはあ
りません。リソースのグループへの追加は、リソース自体を定義す
るときに行われます。

記述内のリソース・グループ
リソース・グループとリソース記述の間の関連を管理するための定
義ビューへのリンク。「作成」、「更新」、「除去」の各アクショ
ンが関連付けられています。

リソース記述内のリソース割り当て (完全機能メニューのみ) (Resource
assignment in description (fully functional menu only)

リソース割り当てとリソース記述の間の関連を管理するための定義
ビューへのリンク。「作成」、「更新」、「除去」の各アクション
が関連付けられています。

図 35. リソース・グループ内の CICS リソース定義の表形式のビュー
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CICS システム・リンク
CICS システム・リンク定義を管理するための定義ビューへのリン
ク。「作成」、「除去」、「インストール」の各アクションが関連
付けられています。

配置リソースの選択元 (Resources deployed by...)
アクティブな CICS リソースを表示するビューへの以下のリンクが含まれ
ています。
リソース記述

リソース記述によって選択された配置リソースを表示する表形式の
ビューへのリンク。

リソース割り当て (完全機能メニューのみ) (Resource assignment (fully
functional menu only))

リソース割り当てによって選択された配置リソースを表示する表形
式のビューへのリンク。

CICS システム
CICS システムによって選択された配置リソースを表示する表形式
のビューへのリンク。

レコード・カウントの警告
このトピックでは、特定のビュー内に戻される予想レコード数が設定されたしきい
値を超えた場合、WUI が警告を出す仕組みについて説明します。

この新機能は、一定のビューをオープンする要求で、結果として予想されたデータ
量より大量のデータが戻される場合に、警告を出す仕組みとなっています。これに
より、これらのビューのフィルターを変更したり、要求を実行する前に要求を確認
または取り消す機会が与えられます。

この機能は、以下のリソースに関連したビューに適用されます。

CMDT FEPINODE PROGRAM

CONNECT FEPIPOOL REMFILE

DB2CONN FEPITRGT REMTDQ

DB2ENTRY INDTDQ REMTRAN

DB2TRN INTRATDQ RQMODEL

DOCTEMP JOURNAL SMFJRNL

DSKJRNL JRNLNAME SYSDUMP

DSNAME LOCFILE TAPEJRNL

ENQMODEL LOCTRAN TCPIPS

EXITGLUE MODENAME TERMNL

EXITTRUE PARTNER TRAN

EXTRATDQ PROCTYP TRANDUMP

FEPICONN PROFILE TSMODEL

警告メカニズムを起動するために必要なレコード数を指定するには、次の 2 つの方
法があります。
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v WUI サーバーの構成時に新しく追加された DEFAULTWARNCNT WUI サーバー
初期設定パラメーターに値を設定する。DEFAULTWARNCNT には、0 から
99999999 の範囲の整数値を指定することができます。これはオプショナル・パラ
メーターです。

v ユーザー・グループ・プロファイルで警告レコード・カウントの値を設定する。
WUI 管理者は、これにより WUI ユーザー・グループのすべてのメンバーに値を
設定することができます。詳細については、 308ページの『ユーザー・グルー
プ・プロファイルの作成と管理』を参照してください。

どちらの場合もデフォルト値は 0 であり、これは警告が発行されないことを意味し
ます。

ユーザー・グループに設定された値は、DEFAULTWARNCNT パラメーターに設定
された値よりも優先されます。警告を発行する前に、WUI では、サインオンしたユ
ーザーがユーザー・グループに関連付けられているかどうかを判別するために検査
を行います (これはセキュリティーをオンに切り替えて WUI を実行している場合
にのみ発生します)。関連付けられている場合、WUI ではそのユーザー・グループ
に指定されている警告カウントの値を使用します。ユーザーがユーザー・グループ
に属さない場合、あるいは最大値が設定されていない場合、WUI では、初期設定パ
ラメーターを検査し、そこで設定されている値を使用します。値が指定されていな
い場合は、デフォルト値である 0 が使用されます。

警告カウントの値が 0 より大きい場合、WUI は戻される可能性のあるレコード・
セットのサイズを調べます。これにより、戻される可能性のあるレコードの最大数
を示すことができます。1 次キー・フィールドの最初の部分に関連付けられたフィ
ルター以外のフィルターは考慮に入れられないため、必ずしも正確とは限りませ
ん。この潜在的な値が警告カウントの値よりも大きい場合、 315ページの図 36 に示
すような警告画面が表示されます。戻り値が警告カウント値より小さいか等しい場
合、通常の方法で WUI ビューが表示されます。
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「最新表示」をクリックすると、新たな要求が起動されます。これにより、1 次キ
ー・フィールドを変更することができます。この 1 次キー・フィールドは、より小
さい結果セットを生成する目的で新しいフィルター値をテストするための警告カウ
ント画面内にあります。その他のフィルターはすべて、元の要求と同じままです。
戻された結果セットが警告カウントの限度を超える場合は、警告カウント画面が元
の警告カウント・メッセージと共に再表示されます。結果セットのサイズが警告カ
ウントの限度以下である場合は、警告カウント画面が再表示されます。

画面下部にある「了解」をクリックすると、戻される結果の数に関係なく、現在の
要求が実行されます。

「取り消し」をクリックすることは、ブラウザーで「戻る」リンクを押すことに相
当します。つまり、前の画面が再表示されます。

フィルター確認
このトピックでは、CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの新しいフィ
ルター確認機能について説明します。

ユーザーは、TSO EUI と同様の方法で、WUI がビュー用のデータを取得する前に
フィルター基準を指定できるようになりました。

ビュー・エディターで独自のビューを設計するときに、データ検索の実行前にフィ
ルター確認画面が表示されるように指定できるようになりました。WUI で提供され
るビューは、この変更による影響を受けません。標準的なフィルター確認画面を
316ページの図 37 に示します。

図 36. 警告カウント画面
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確認画面のフィルター値をオーバーライドするには、フィールドを上書きし、「了
解」をクリックします。

注: フィルター確認は、常に結果セット警告が処理される前に適用されます。

動的選択リスト
このトピックでは、CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェース (WUI) の新し
い動的選択リスト機能について説明します。

WUI では、TSO EUI と同様の方法で、動的選択リストを生成できるようになりま
した。選択リストを生成できるフィールドは、テキスト入力ボックスの右側のアイ

コン でマークされています。リソース入力フィールドの場合、このアイコンを
クリックすると、次のような画面がオープンします。

図 37. フィルター確認画面
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有効な値が、リソース・タイプ別にソートされた表形式で画面に表示されます。リ
ストから選択するには、単にラジオ・ボタンをクリックし、「了解」をクリックし
ます。

選択リスト画面には、リストをフィルタリングするために現在使用されている値が
入っている入力フィールドがあります。新しいフィルターを使用するには、入力フ
ィールドに新しい値を入力し、「最新表示」をクリックします。

タスクのガイド、表形式ビュー、および詳細ビューの入力フィールドの属性および
パラメーターのみが、選択リストを生成できます。フィルター、コンテキスト、お
よびスコープのフィールドは、選択リストを生成することができません。

メタデータ属性要求の選択リスト画面には、属性名別にソートされた基本テーブル
の属性すべて、またはフィルタリングされたサブセットが表示されます。これら
は、主に定義生成の評価のために使用されます。

フィルター値を指定することにより、選択リストに表示される値の数を削減できま
す。これらのフィルターは = (等価) 演算子のみを使用するので、通常 WUI で発生
するフィルターとは異なります。通常の方法でワイルドカード記号 * (アスタリス
ク) および + (正符号) を使用して、属性の値を総称名として入力できます (例え
ば、DW*)。選択リスト画面では、画面上部にあるボックスに表示されるフィルター
値を変更することにより、リストに表示される値を変更できます。

注: 総称文字を含んでいない値を入力した場合、この値は、選択リストに値が表示
されるかどうかに関係なく、フィルターとして使用されます。これは、現在の
EUI の振る舞いと異なります。EUI では、ワイルドカードを含まない属性を指
定したときは、値が生成されなかった場合は使用可能なすべての値のリストが
生成されます。

図 38. リソース選択リスト画面
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画面設計の改良
このトピックでは、WUI のビューおよびメニューの使用可能度および外観を改善す
る新機能について説明します。

2 つのカラム詳細ビュー
2 つのカラム詳細ビューの導入により、画面に表示されるデータの量が増
え、画面のスクロールの必要性が減ります。2 つのカラムのビューの例を以
下に示します。
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ビュー・エディターを使用して、2 つのカラム詳細ビューを作成することが
できます。手順については、 321ページの『2 つのカラム詳細ビューの作
成』を参照してください。

フィルターの展開と縮小
表形式のビューのフィルターは、大量の画面スペースを必要とし、表示でき
るデータが制限される場合があります。変更しないフィルターを縮小表示す
ることにより、この問題を緩和できるようになりました。変更する必要が生

図 39. 2 つのカラム詳細ビューの一部
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じた場合は、再度フィルターを展開できます。図 40 は、フィルターが展開
された状態の表形式ビューの一部を示しています。

フィルターを縮小するには、フィルター域の左上にある縮小 (負符号 (-)) ア
イコンをクリックします。

図 41 は、フィルターが縮小された状態の同じ画面を示しています。表示さ
れる情報量は同じですが、データ・フィールドが画面横方向に広がっていま
す。

フィルターを展開するには、拡張フィルター (正符号) アイコンをクリック
します。

デフォルトで表示するフィルターを展開状態にするか縮小状態にするかを決
定するために、次の新しいオプションの WUI サーバー初期設定パラメータ
ーを使用します。

FILTERSTYLE(EXPAND/COLLAPSE)

このパラメーターを指定しなかった場合、WUI は、デフォルトでは展開さ
れた状態でフィルターを表示します。

デフォルトでない状態のフィルターを持つビューから移動して他の画面を表
示した場合、新しいビューのフィルター域は FILTERSTYLE パラメーター
で指定されたデフォルトのフィルターの設定に戻ります。

表形式のビューからナビゲートした後すぐに元のビューに戻った場合、フィ
ルター域は、そのビューが前回表示されていたときの状態になります。

図 40. 表形式ビューの展開されたフィルター域

図 41. 縮小されたフィルター域
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「すべて選択」アイコンと「選択をすべて解除」アイコン
表形式ビューでのスペース使用効率を改善する目的で、特定の基準に一致す
るすべてのリソースを選択または選択解除するために前のリリースで使用さ
れていた「すべて選択」ボタンと「選択をすべて解除」ボタンは、以下のア
イコンに置き換えられました。

すべて選択

選択をすべて解除

これらのアイコンは両方とも表形式ビューの「レコード」というラベルのカ
ラムの 2 行目 (ソートと集計のアイコンと同じ表の行) にあります。

「すべて選択」オプションと「選択をすべて解除」オプションの機能では、
その他の変更はありません。

2 つのカラム詳細ビューの作成
このトピックでは、WUI のビュー・エディターを使用して 2 つのカラム詳細ビュ
ーを作成および更新する方法について説明します。

WUI のビュー・エディターが更新され、2 つのカラム詳細ビューを作成および更新
できるようになりました。ビュー・エディターの「ビューの追加」画面が更新さ
れ、「2 つのカラム詳細フォーム」と呼ばれる新しいビュー・タイプが追加されま
した。前のリリースの詳細フォーム・タイプは、1 つのカラム詳細フォームに名前
変更されました。

新しいビューの作成プロセスは、前のリリースとほぼ同じです。既存のビュー・セ
ットに新しい 2 つのカラム詳細ビューを追加する際に実行する必要があるステップ
の概略を以下に示します。

1. ビュー・エディターをオープンし、「ビューの追加」画面にナビゲートします。

a. メインメニューのナビゲーション・パネルから、「ビュー・エディター」 >

「ビュー・セット」 > 「編集」をクリックします。 これにより、「ビュ
ー・セットのオープン」画面がオープンします。

b. 新しい詳細ビューを追加するビュー・セットを選択し、「了解」をクリック
します。

注: IBM 提供のビュー・セットやビューを変更する場合は、最初にこれをコ
ピーして名前変更しなければなりません。

これにより、「ビュー・セットの内容」画面が表示されます。この画面に
は、選択済みビュー・セットに現在属するビューのリストが含まれていま
す。

c. 画面下部の「追加」をクリックします。 これにより、「ビューの追加」画面
がオープンします。この画面は、選択済みビュー・セットに対して新しいビ
ューを作成するために使用します。

2. 新しいビューに名前を付け、そのタイプを定義します。

a. 「ビュー名」フィールドに新しいビューの名前を入力します。

b. ビュー・タイプのリストから「2 つのカラム詳細フォーム」を選択します。
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c. 事前埋め込みオプションのリストから、「キー属性」を選択し、「了解」を
クリックします。 これにより、「詳細フォームのコンポーネント」画面がオ
ープンします。

3. 左側のカラムに属性を追加します。

2 つのカラム詳細ビューに項目を追加することを選択すると、新しいエレメント
が左側のカラムに入れられます。左右の位置合わせを維持するために、新しい項
目の右側のカラムに自動的に空白エレメントが挿入されます。

a. 「フォーム内容」を選択します。 これにより、図 42 に示すような「フォー
ム内容」画面がオープンします。この画面に、2 つのカラムの画面を作成す
る際に、右側のカラムと左側のカラムのバランスをとるために必要な「スペ
ース (Space)」エレメント・タイプが含まれていることに注意してください。

b. 「追加」をクリックします。 これにより、「フォーム項目タイプ」画面がオ
ープンします。

c. 「属性フィールド」を選択し、「了解」をクリックします。これにより、
「フォーム属性フィールド」画面がオープンします。

d. リストから属性を選択し、「了解」をクリックします。これにより、「フォ
ーム項目のコンポーネント」画面がオープンします。

e. 以下のようにして、新しい属性の定義を完了します。
v 属性のタイトルと注釈を入力する
v 表示オプション (通常またはグラフィカル) を選択する
v ビュー・リンクを追加する

図 42. 2 つのカラム詳細ビュー用の「フォーム内容」画面
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f. 「終了」をクリックして、新規ビューに新しい属性を追加します。 これによ
り、「フォーム内容」画面に戻ります。

4. ビューの右側のカラムに別の属性を追加します。

右側のカラムにエレメントを追加するには、空白エレメントを選択してこれを編
集することで、必要なタイプのエレメントに変更する必要があります。

a. ステップ 3 で作成された空白エレメントを選択し、「編集」をクリックしま
す。 これにより、「フォーム項目タイプ」画面が再び表示されます。

b. 右側のカラムに追加するエレメントのタイプを選択し、ステップ 3 で示した
手順に従い、これを定義します。

「終了」をクリックして、ビューに右側のエレメントを追加します。

必要に応じてステップ 3 と 4 を繰り返すことで、左側と右側のカラムにさらに
エレメントを追加することができます。

右側のカラムから項目を削除するには、項目を選択し、「削除」をクリックしま
す。これにより、項目が空白エレメントに変換されます。

注: 空白エレメントを個々に削除することはできませんが、「行の削除」をクリ
ックすることにより、両方のカラムの隣り合ったエレメントを除去できま
す。

5. ビュー定義を完了します。

a. 「フォーム内容」画面で「了解」をクリックします。これにより、「詳細フ
ォームのコンポーネント」画面に戻ります。

b. 次に、タイトル、アクション・ボタン、フィルター、コンテキスト、スコー
プなどの、新しいビューの残りのコンポーネントを追加します。

c. 必要なコンポーネントをすべて追加したら、「了解」をクリックして新しい
ビューを保管し、「ビュー・セットの内容」画面に戻ります。

CICSPlex SM API の変更点
新規のビジネス・アプリケーション・サービス設計をサポートするため、CICSPlex

SM API に対していくつかの変更が加えられました。

ビジネス・アプリケーション・サービスの設計変更のサポートにおける API の変更
点

RESINGRP という名前の新しいリソース・テーブルが導入されました。RESINGRP

リソースは、リソース・グループ内のリソース定義のメンバーシップを記述しま
す。これには以下の属性が含まれます。

表 12. RESINGRP リソース・テーブル属性

名前 データ・
タイプ

送信元 長さ 合計 説明

CHANGETIME DATETIME CPSM 8 MAX 定義が変更された最終
時刻

RESGROUP-1 CHAR CPSM 8 DIF リソース・グループ名

RESNAME-2 CHAR CPSM 8 DIF リソース定義名
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表 12. RESINGRP リソース・テーブル属性 (続き)

名前 データ・
タイプ

送信元 長さ 合計 説明

RESVER-3 BINARY CPSM 1 AVG リソース定義のバージ
ョン

RESTYPE-4 CHAR CPSM 8 DIF リソース定義のタイプ

DESCRIPTION CHAR CPSM 58 DIF リソース定義の説明

メッセージ
CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースに対していくつかの新しいメッセ
ージが追加されました。

Web ユーザー・インターフェースの新しいメッセージ

EYUVC1258W EYUVC1289W EYUVC1293I EYUVC1294I

EYUVC1310I EYUVC1311I EYUVC1312W EYUVC1313E

EYUVC1314I EYUVC1321E

Web ユーザー・インターフェースのビュー・エディターの新しいメッセージ

EYUVE0111E EYUVE0142I EYUVE0144I EYUVE0760I

EYUVE0761I EYUVE0821I EYUVE0949I EYUVE0950E

EYUVE0951E EYUVE0952E EYUVE0953E EYUVE0954E

EYUVE0956I EYUVE0957E EYUVE0958E EYUVE0959E

EYUVE0960E EYUVE0961I EYUVE0961I EYUVE0962I

EYUVE0963E EYUVE0964E EYUVE0965E EYUVE0969I

EYUVE0970E EYUVE0971E EYUVE0972E EYUVE0973E

EYUVE0974E EYUVE0975E EYUVE0976E EYUVE0977E

EYUVE0978I EYUVE0979I EYUVE0980E EYUVE0981E

EYUVE0982E EYUVE0983I EYUVE0984E EYUVE0985E
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第 12 章 CICSPlex SM バッチ・リポジトリー更新機能の拡張

指定された CICSPlex SM リポジトリーにバッチ更新を実行依頼するために、既存
の TSO エンド・ユーザー・インターフェース BATCHREP コマンドに対する代替
を提供する新規の方式が導入されました。

BATCHREP にアクセスするための代替の方法は、以下のとおりです。

v 新規 BATCHREP リソース・テーブルを、CPSM API によって参照されるオブジ
ェクトとして使用可能

v 新規 BATCHREP リソース・テーブルの WUI サポート

v BATCHREP 機能を提供するバッチ・ユーティリティー・プログラム

WUI サポートおよびバッチ・ユーティリティーでは、新規 BATCHREP リソース・
テーブルを、CPSM API によって参照されるオブジェクトとして利用します。

CICSPlex SM バッチ・リポジトリー更新機能の拡張の利点

CICSPlex SM TSO エンド・ユーザー・インターフェースの使用に代わるこれらの
代替手段の導入により、以下が実現されます。

v WUI 内の新規の BATCHREP ビューを通じた CPSM BATCHREP 機能のアクセ
ス可能性の向上

v 新規 z/OS ジョブ・ステップ・ユーティリティーおよび CPSM API プログラム
に対する CPSM BATCHREP 機能へのアクセスの拡張

v ジョブ・ステップからの定義の保守を可能にし、それによって保守をライブラリ
ー制御システムに統合できるようにするバッチ・ユーティリティーの提供

要件
この機能をサポートするための特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件は
ありません。

関連情報

377ページの『第 27 章 CICS 稼働環境』

バッチ・ユーティリティー・プログラム

新規バッチ・ユーティリティー・プログラムは、z/OS ジョブ・ステップとして実行
され、更新されるリポジトリーを持つ CMAS に接続されます。バッチ・リポジト
リー更新は、その CMAS で実行するよう実行依頼されます。このユーティリティ
ーは、EXECUTE および CHECK アクションを開始できます。CMAS は、CICS

Transaction Server for z/OS バージョン 3.1 のレベルでなければなりません。
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CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

BATCHREP リソース・テーブルが、CICSPlex SM API で使用できるようになりま
した。

BATCHREP リソース・テーブル用として、次の 2 つのアクションが追加されてい
ます。

EXECUTE
指定された CMAS で実行されるよう、バッチ・リポジトリー更新を実行依
頼します。CICSPlex SM API の CONNECT コマンドの CONTEXT オプシ
ョンを使用して、CMAS の名前を指定します。

CHECK
バッチ・リポジトリー更新機能入力ファイルに指定されたコマンドを検査し
ます。

これらのアクションの入力パラメーター・フィールドは、表 13 に示す外部属性と対
応しています。

表 13. BATCHREP リソース・テーブル属性
名前 データ・

タイプ
送信元 長さ 要約 説明

(INPUTDSN-1) CHAR CPSM 44 DIF 入力データ・セット名

(INPUTMEMBER-2) CHAR CPSM 8 DIF 入力メンバー名

PRINTCLASS CHAR CPSM 1 DIF 出力印刷クラス

PRINTNODE CHAR CPSM 8 DIF 宛先印刷ノード

OUTPUTUSER CHAR CPSM 8 DIF 出力ユーザー ID

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点

バッチ・リポジトリー更新ジョブ (EYUSTARTBATCHREP) と呼ばれる新しい WUI

ビューが、管理ビュー・メニュー (EYUSTARTADMIN) に追加されました。このメ
ニューから新しいビューにアクセスするには、管理ビューの見出しの下の「バッ
チ・リポジトリー更新ジョブ」をクリックします。この新しいビューは、TSO EUI

BATCHREP ビューと等価です。

WUI を使用してバッチ・リポジトリー更新を実行依頼するには、以下のようにしま
す。

v WUI サーバーが、更新するデータ・リポジトリーに関連付けられている CMAS

に接続されていることを確認します。

v レコードを選択し、「確認」または「実行」ボタンをクリックします。

v TSO EUI BATCHREP ビューで必要とされる入力パラメーターと等価な入力パラ
メーターを入力します。
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メッセージ

以下の新規データ・リポジトリー・メッセージが追加されました。

新規データ・リポジトリー・メッセージ

EYUXD0901E EYUXD0902E EYUXD0903E EYUXD0904E

EYUXD0905E EYUXD0906E EYUXD0907E EYUXD0908I

EYUXD0909I EYUXD0910E EYUXD0911E EYUXD0912E

EYUXD0913E EYUXD0914E EYUXD0915E EYUXD0916E

セキュリティー

外部セキュリティー・マネージャーの使用をサポートする既存の CICSPlex SM セ
キュリティー機能は、BATCHREP リソース・テーブルを参照する API プログラム
である新規 z/OS ジョブ・ステップ・ユーティリティーの使用、および BATCHREP

ビューを参照するための WUI の使用に対するアクセス制御をインプリメントする
ために、引き続き使用できます。

マイグレーション

BATCHREP への新しい WUI または CPSM API アクセス、あるいは BATCHREP

のための z/OS ジョブ・ステップ・ユーティリティーは、既存の TSO EUI

BATCHREP 機能に対する代替手段として使用する機能です。

このユーティリティーが接続する CMAS は、CICSPlex SM バージョン 3.1 のレベ
ルでなければなりません。
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第 5 部 その他の変更点

第 5 部では、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 の新機能
および機能変更のうち、このリリースの 3 つのテーマの範囲外のものについて説明
します。
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第 13 章 新規インストール・プロセス

このトピックでは、CICS の新規インストール・プロセスに注目します。

この CICS Transaction Server リリースは、SMP/E RECEIVE、APPLY、および
ACCEPT コマンドを使用してインストールします。SMP/E ダイアログは、SMP/E

インストール・ステップを完成させるために使用します。

このプロセスについては、「CICS TS 3.1 Program Directory」で説明します。この
プロセスは、IBM Corporate Standard に従っているので、他の z/OS 製品をインス
トールしたことのあるユーザーにはおなじみかもしれません。

CICS Transaction Server の従来のインストール方法である DFHISTAR は、現在も
使用できます。DFHISTAR に関する情報が「インストール・ガイド」内のどこに記
載されているかについては、「Program Directory」に示されています。

新規インストール・プロセスの利点

インストールの SMP/E RECEIVE、APPLY、および ACCEPT プロセスは IBM

Corporate Standard です。このプロセスは、他の z/OS 製品をインストールしたこと
のあるユーザーにはおなじみかもしれません。
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第 14 章 EXTRACT STATISTICS コマンド

新しく導入された SPI コマンドである EXTRACT STATISTICS は、
URIMAP、PIPELINE、および WEBSERVICE リソースに関する統計を取り扱いま
す。

EXTRACT STATISTICS コマンドは、1 つのリソースに関する現行統計、またはリ
ソース・クラスに関するグローバル統計を取得する際に使用します。

EXTRACT STATISTICS コマンドは、COLLECT STATISTICS と同等の機能を、
URIMAP、PIPELINE、および WEBSERVICE リソースに対して実行します。他のリ
ソースの統計を収集する場合は、既存の COLLECT STATISTICS コマンドを使用し
てください。

EXTRACT STATISTICS の構文は、COLLECT STATISTICS とは異なります。

EXTRACT STATISTICS コマンドの利点

すべての CICS SPI コマンドは、サポート可能な別個のオプションの数に制限があ
ります。時間が経つにつれて CICS に新しいリソースが追加されていったため、
COLLECT STATISTICS コマンドの限度に達し、既存のコマンドでは 新しい
URIMAP、PIPELINE、および WEBSERVICE リソースに対応することができませ
ん。

EXTRACT STATISTICS コマンドは、CVDA を指定した RESTYPE オプションを
使用して、CICS リソースを指定します。このため、コマンドで潜在的にサポートで
きるリソースの数に制限がありません。ただし、このリリースでは 3 つの新しいリ
リースのみがサポートされます。

CICS 外部インターフェースの変更点

システム・プログラミング・インターフェースの変更点
EXTRACT STATISTICS コマンド

COLLECT STATISTICS コマンドの機能を補完するため、CICS に EXTRACT

STATISTICS コマンドが追加されました。

PIPELINE、URIMAP、および WEBSERVICE リソースについては、EXTRACT

STATISTICS を使用して、1 つのリソースに関する現行統計、またはリソース・ク
ラスに関するグローバル統計を取得します。EXTRACT STATISTICS は、これら 3

つのリソースのみを扱います。他のリソースの統計を収集する場合は、引き続き
COLLECT STATISTICS コマンドを使用してください。

EXTRACT STATISTICS は、URIMAP、PIPELINE、および WEBSERVICE リソース
に対して、COLLECT STATISTICS と同等の機能を実行します。これは、COLLECT

STATISTICS の拡張ではこの機能を提供できないため (このコマンドの設計上の制
限よる) です。 COLLECT STATISTICS と比較すると、EXTRACT STATISTICS は
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構文が異なり、今後の無限の拡張に備えています。

Extract STATISTICS
�� EXTRACT STATISTICS RESTYPE(cvda)

RESID(data-area)
RESIDLEN(data-value)

�

� SET(ptr-ref)
LASTRESET(data-area)
LASTRESETHRS(data-area) LASTRESETMIN(data-area) LASTRESETSEC(data-area)

��

条件: INVREQ、IOERR、LENGERR、NOTAUTH、NOTFND

説明

EXTRACT STATISTICS コマンドは、呼び出しアプリケーションに、特定のリソー
スに関する現行統計、または特定のタイプのリソースに関する全体的な統計を戻し
ます。

CICS がユーザーに提供する統計は、統計の最後の抽出間隔の満了、1 日の終わりの
満了、または要求されたリセット後に集計された統計です。(SMF データ・セット
に既に書き込まれている統計には、アクセスできません。) EXTRACT STATISTICS

コマンドでは、統計カウンターはリセットされません。

CICS は、このコマンドから戻されたデータを格納する十分なストレージを取得し、
この領域へのポインターを戻します。この領域の先頭 2 バイトには、領域の長さが
格納されます。このストレージは、後続の EXTRACT STATISTICS コマンドで再利
用可能であるため、コマンドの次回の発行以降に必要となるデータがあれば他の場
所に保管する必要があります。CICS は、タスクの終了時にこのストレージを解放し
ます。

すべてのリソース・タイプで、グローバル統計と特定の統計の両方の統計が提供さ
れるわけではありません。表 14 に、リソース・タイプごとの提供可能な統計と、提
供可能な統計セットごとのコピーブック名を示しています。コピーブックは、戻さ
れる統計の形式を定義しています。グローバル統計の欄にコピーブック名が示され
ていない場合、そのリソース・タイプではグローバル統計は提供されません。同様
に、特定の統計の欄に入力項目がない場合、個々のリソースに関する統計を取得で
きません。

表 14. リソース・タイプと統計
リソース・
タイプ

CVDA RESIDLEN 統計のタイプ グローバル統計 特定の統計

PIPELINE 1124 Char(8) PIPELINE -- DFHPIRDS

URIMAP 1173 Char(8) URIMAP DFHWBGDS DFHWBRDS

WEBSERVICE 1174 Char(32) WEBSERVICE -- DFHPIWDS

ASSEMBLER、COBOL、および PL/I でコピーブックが提供されます。( C のコピ
ーブックはありません。) コピーブックの名前は、各言語で同じです。以下のライ
ブラリーで見つけることができます。
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ASSEMBLER CICSTS31.CICS.SDFHMAC

COBOL CICSTS31.CICS.SDFHCOB

PL/I CICSTS31.CICS.SDFHPL1

注: コピーブックには、パック 10 進数フィールドを含んでいるものがあります。
このフィールドを使用する前に、16 進数のゼロの有無を検査する必要がありま
す。COBOL 版のこのフィールドは、この目的で、接尾部 -R を持つ数値として
再定義されました。

オプション

LASTRESET(data-area)
要求された統計のカウンターが最後にリセットされた時刻を示す 4 バイトのパ
ック 10 進数フィールドを戻します。これは、通常、最後の間隔の満了の時刻に
なります。最後のリセット時刻は、通常現地時間で戻されます。

リセット時刻には、次の 2 つの形式があります。

v 複合 (パック 10 進数フォーマット 0hhmmss+)。LASTRESET オプションを
使用して取得します。

v 時、分、秒を分離する。それぞれ、LASTRESETHRS、LASTRESETMIN、お
よび LASTRESETSEC オプションを指定して取得します。

LASTRESETHRS(data-area)
要求された統計のカウンターが最後にリセットされた時刻のうち (LASTRESET

オプションを参照) 時の部分を示すフルワード・バイナリー・フィールドを戻し
ます。

LASTRESETMIN(data-area)
要求された統計のカウンターが最後にリセットされた時刻のうち (LASTRESET

オプションを参照) 分の部分を示すフルワード・バイナリー・フィールドを戻し
ます。

LASTRESETSEC(data-area)
要求された統計のカウンターが最後にリセットされた時刻のうち (LASTRESET

オプションを参照) 秒の部分を示すフルワード・バイナリー・フィールドを戻し
ます。

RESID(data-area)
統計を抽出する対象のリソースの名前を指定します。このキーワードを指定しな
い場合、グローバル統計を抽出することを意味します。

RESIDLEN(data-value)
RESID データ域の長さを指定します。このオプションを省略した場合のデフォ
ルト値は、 334ページの表 14 に指定した長さになります。

RESTYPE(cvda)
指定された cvda に応じた特定のリソース・タイプに関する統計を要求します。
有効な CVDA 値は以下のとおりです。

PIPELINE
PIPELINE の統計を要求します。RESID で特定の PIPELINE を示しま
す。
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URIMAP
URIMAP の統計を要求します。RESID で特定の URIMAP を示しま
す。

WEBSERVICE
WEBSERVICE の統計を要求します。RESID で特定の WEBSERVICE

を示します。

SET(ptr-ref)
ポインター参照を、戻された統計を格納するデータ域のアドレスに設定すること
を指定します。データ域の先頭 2 バイトには、ハーフワード・バイナリー形式
のデータ域の長さが格納されます。
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第 15 章 大/小文字混合パスワードのサポート

CICS で使用されるセキュリティー・マネージャーが大/小文字混合のパスワードの
使用をサポートしている場合、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリ
ース 1 はパスワードを大文字に変換せずにセキュリティー・マネージャーに渡しま
す。

CICS では、以下に示すような、ユーザーがパスワードを入力できるいくつかの箇所
があります。

リソース定義
以下のリソース定義には、PASSWORD 属性があります。

FILE

TCPIPSERVICE

TERMINAL

API コマンド
以下のコマンドには、PASSWORD オプションがあります。

CHANGE PASSWORD

VERIFY PASSWORD

SIGNON

サインオン・トランザクション (CESN)
トランザクションが、パスワードを入力できる次の 2 つのフィールドを提
供します。
パスワード
新規パスワード

どの場合でも、CICS によるこれらのパスワードの処理方法は、CICS で使用される
外部セキュリティー・マネージャーが大/小文字混合のパスワードをサポートするか
どうかによって異なります。

v セキュリティー・マネージャーが大/小文字混合のパスワードをサポートする場
合、CICS はユーザーが指定したパスワードを変更せずにセキュリティー・マネ
ージャーに渡します。

v サポートしない場合は、CICS はパスワードを大文字に変換してから、セキュリ
ティー・マネージャーに渡します。
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第 16 章 コード・ページ変換の変更点

CICS は、EBCDIC または ASCII データおよび Unicode データの間で変換を行う
手段を提供するように、拡張されました。変換はどちらの方向にも行われます。

v これらの変換は、z/OS Unicode 変換サービスを利用します。通常このような変換
は、HTTP 要求の処理または CICS TS 3.1 で導入された新規 CONTAINER API

コマンドの使用の一部として実行されます。

v CICS は既に、「CICS Family: Communicating from CICS on System/390」で示さ
れる EBCDIC コード・ページと ASCII コード・ページのどのような組み合わせ
の間でも、データの変換をサポートしています。

v このサポートは拡張され、EBCDIC コード・ページと ASCII コード・ページ、
および UTF-8 と UTF-16 のいずれかの間でのデータの変換が可能になりまし
た。Unicode の UTF-8 形式および UTF-16 形式の間の変換もサポートされま
す。

CICS の以前のリリースで提供されるデータ変換方式ではなく、ここで説明するデー
タ変換方式を使用するには、「CICS Application Programming Guide」で説明するよ
うに、チャネルまたはコンテナーを使用してデータを通信していなければなりませ
ん。

CICS 文書および文書テンプレートは、UTF-8 および UTF-16 文字エンコードか
ら、または UTF-8 および UTF-16 文字エンコードへ変換することはできません。
これらが CICS Web サポートでの静的応答として使用されるとき、EXEC CICS

WEB API コマンドに応答して CICS によって取得された場合も、EXEC CICS

DOCUMENT RETRIEVE コマンドを使用してアプリケーション・プログラムによっ
て取得された場合も、この制限が適用されます。

「z/OS Support for Unicode: Using Conversion Services」、SA22-7649 の付録 F

に、これらのサービスを通じてサポートされる変換が示されています。CICS は、
z/OS 変換サービスを利用することにより、これらの文字変換をすべてサポートする
ようになりました。

コード・ページ変換の変更点の利点

CICS では、以下の操作が可能になりました。

v UTF-8 および UTF-16 データを入力として受け入れる。

v 受け取ったデータを別のエンコード形式に変換する。

v その後リターン時に結果を変換して適切な UTF 形式に戻す。

変換に使用可能なコード・ページのペアの範囲が大幅に拡張されました。

変換のためのデータは、主に HTML、XHTML、および XML であるものと予期さ
れますが、新規機能はこれらに制限されず、自身を UTF として識別する規則を順
守するインターフェースからの入力データは、適切な変換によって処理されます。
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用語

CICS 用語集に、以下の用語が追加されました。

CCSID
『コード化文字セット ID』を参照してください。

コード化文字セット ID
エンコード・スキーム ID、文字セット ID (複数可)、コード・ページ ID

(複数可)、および追加のコーディング関連の必要情報の特定のセットを示す
16 ビットの数値。コード化グラフィックス文字表現を一意に識別します。
頭字語: CCSID。

UNICODE
現代の任意の言語で書かれたテキストの交換、処理、および表示をサポート
する世界共通の文字エンコード標準。いくつかの言語の多くの古典的および
歴史的テキストもサポートします。Unicode 標準では、ISO 10646 によって
16 ビットの国際文字セットが定義されています。

要件

コード・ページ変換に対するこれらの機能強化のハードウェア要件およびソフトウ
ェア要件は、概して CICS TS と同じです。

CICS は、z/OS が提供する z/OS Unicode 変換サービスを利用して、これらの機能
強化をインプリメントします。

CICS 外部インターフェースの変更点

インストールの変更点

CICS インストール・プロセスで必要な変更はありません。ただし、UTF-8 または
UTF-16 データの変換のサポートに依存する要件がある場合、z/OS 変換サービスを
使用可能にし、CICS に実行させたい変換を指定する変換イメージをインストールす
る必要があります。

オペレーション・システム・サービスを通じてサポートされる変換をセットアップ
及び構成するために必要なステップを調べるには、「z/OS Support for Unicode:

Using Conversion Services 」、SA22-7649 の説明を参照してください。

z/OS 変換サービスが使用可能でない場合、このことを示すメッセージが CICS によ
って発行されます。これらのサービスが必要ではない場合、そのメッセージを抑制
することができます。

v これらのサービスを利用すると予期される CICS 領域の開始時にこのメッセージ
が出された場合、z/OS 変換サービスを使用可能にするには IPL が必要です。

IPL 後に z/OS 変換サービスの状況を調べるには、MVS コンソールから以下のコマ
ンドのいずれかを使用します。

/D UNI z/OS 変換サービスが使用可能になったかどうかを示します。
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/D UNI,ALL
z/OS 変換サービスが使用可能になったかどうか、およびシステムがどの変
換をサポートするかを示します。

この詳細については、「z/OS Support for Unicode: Using Conversion Services」、
SA22-7649 を参照してください。

システム初期設定パラメーターの変更点

データ変換の機能拡張のための新しいシステム初期設定があります。新しいパラメ
ーターは、次のとおりです。

LOCALCCSID={037|CCSID}
ローカル領域のデフォルト CCSID を指定します。

CCSID は 8 文字までの値です。CCSID 値を指定しない場合は、デフォルトの
LOCALCCSID が 037 に設定されます。有効な CCSID のリストについては、以下
を参照してください。

v 「CICS Family: Communicating from CICS on System/390」

v 「z/OS Support for Unicode: Using Conversion Services」、SA22-7649 の付録
F

アプリケーション・プログラミングの変更点

「CICS Application Programming Guide」に以下の情報が追加されました。

「CICS Family: Communicating from CICS on System/390」で示される EBCDIC コ
ード・ページと ASCII コード・ページのどのような組み合わせに対しても提供され
るデータ変換サポートに、z/OS Unicode 変換を使用した CICS 内部のデータ変換が
追加されます。

Unicode が関わる変換は、通常、HTTP 要求の処理または CICS TS 3.1 で導入され
た CONTAINER API コマンドの使用の一部として実行されます。UTF-8 と
UTF-16 のいずれか、および EBCDIC コード・ページと ASCII コード・ページを
変換先または変換元とするデータの変換は、適切な変換イメージの選択によって決
まります。Unicode の UTF-8 形式および UTF-16 形式の間の変換もサポートされ
ます。

CICS の以前のリリースで提供されるデータ変換方式ではなく、ここで説明するデー
タ変換方式を使用するには、「CICS Application Programming Guide」で説明するよ
うに、チャネルまたはコンテナーを使用してデータを通信していなければなりませ
ん。

CICS 文書および文書テンプレートは、UTF-8 および UTF-16 文字エンコードか
ら、または UTF-8 および UTF-16 文字エンコードへ変換することはできません。
これらが CICS Web サポートでの静的応答として使用されるとき、EXEC CICS

WEB API コマンドに応答して CICS によって取得された場合も、EXEC CICS

DOCUMENT RETRIEVE コマンドを使用してアプリケーション・プログラムによっ
て取得された場合も、この制限が適用されます。
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「z/OS Support for Unicode: Using Conversion Services」、SA22-7649 の付録 F

に、これらのサービスを通じてサポートされる変換が示されています。CICS は、
z/OS 変換サービスを利用することにより、これらの文字変換をすべてサポートする
ようになりました。

必要な変換イメージが使用可能であることの確認
CICS アプリケーションが実行される CICS 領域で特定の変換が使用可能に
なるように、これらのアプリケーションの一部として使用される CCSID

を、z/OS 変換イメージの保守を担当するシステム・プログラマーに知らせ
ておく必要があります。

CCSID 1200 の処理

CICS は、CCSID 1200、1201、1202 のいずれかを使用する UTF-16 が関係
する変換をサポートします。z/OS 変換サービスでは、ビッグ・エンディア
ン形式で CCSID 1200 を使用できますが、リトル・エンディアン形式およ
び CCSID 1201、1202 はサポートしていません。CICS は、変換のためにデ
ータを z/OS に渡す前に、これらのサポートされない形式で示される任意の
ソース・データをビッグ・エンディアン形式の 1200 に変換します。ターゲ
ット・データが、サポートされない形式のいずれかである場合、CICS はデ
ータをビッグ・エンディアン形式の 1200 として受け取り、それを必要な
CCSID に変換します。ターゲット CCSID が 1200 である場合、CICS はエ
ンコードがビッグ・エンディアン形式であるものと想定します。変換がこれ
らの CCSID のいずれかの間で行われる場合、CICS は z/OS 変換サービス
を呼び出さずに変換を実行します。

これらのいずれかの形式の UTF-16 が関係する変換に使用する z/OS 変換
イメージを設定する場合、CCSID 1200 を指定する必要があります。変換イ
メージ作成の試行時に、CCSID 1201 および 1202 は z/OS によって認識さ
れません。

CICS は、インバウンド変換のバイト・オーダー・マーカーに従いますが、
関連するアウトバウンド変換処理時にその情報を保存することができませ
ん。CCSID 1200 のすべてのアウトバウンド・データは UTF16-LE です。
アプリケーション・プログラマーは、このことを認識し、必要な場合は自分
で LE から BE への変換を実行する必要があります。

変換イメージの共用

v APAR OA05744 の PTF が適用されない場合は、CICS が使用することを
意図した z/OS イメージ内にインストールされた変換に対して、検索順序
を指定しないでください。

v COBOL で同じ変換が必要な場合、以下の 2 つの別個のステートメント
によって変換イメージを定義する必要があります。

– 検索順序を指定しないステートメント

– 明示的に検索順序「RECLM」を指定したステートメント

例えば、次のようになります。

CONVERSION 850,037;

CONVERSION 850,037,RECLM;
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APAR がインストールされると、CICS および COBOL は、デフォルトの
検索順序を暗黙的または明示的に指定する、サポートされる変換を利用する
ことができ、イメージ生成ファイルで 2 つの制御ステートメントを提供す
る必要がなくなります。

JAVA プログラム
コード・ページ変換機能が JAVA 内部に存在するため、それらを CICS 内
に複製する必要はありません。ここで説明する変換機能は JAVA プログラ
ムまで影響が及びません。例については、「Java applications in CICS」を
参照してください。

CICS ユーティリティーの変更点
ダンプ・フォーマッター

新規制御ブロックを表示する AP ドメイン内部に新規コンポーネントがあります。
コンポーネント ID は CV です。

問題判別の変更点

メッセージ

z/OS 変換サービスの起動時に障害が発生した結果、2 つの新規メッセージが発行さ
れます。

v サービスが使用可能になっていないために、この CICS 領域で Unicode 変換がサ
ポートされないことを示すコンソール・メッセージが、CICS 初期設定時に発行
されます。

v 2 つの特定の CCSID 間の特定の変換が、このシステムでサポートされていない
ことを示すメッセージが発行されます。

異常終了
v 新しい異常終了コードが導入されました。
v DFHCCNVG のリカバリー・ルーチンによって、障害応答がパーコレートされ、
新規関数の呼び出し元に戻されます。
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第 17 章 デフォルト・コード・ページの定義の単純化

このトピックでは、CICSplex の構成に必要な変換テーブルの数を減らすために、ク
ライアントまたはサーバーのデフォルトのコード・ページを、システム初期設定テ
ーブルで定義する方法について説明します。

CICS システム間でデータが受け渡されるときはいつでも、全データまたはデータの
一部を ASCII 形式から EBCDIC 形式へ、あるいはその逆に変換することが必要な
場合があります。変換を必要とする各リソース用の変換テンプレートに含まれてい
る DFHCNV 変換テーブルを使用すると、データ変換が容易になります。

CICS Transaction Gateway for z/OS、CICS Transaction Server for Windows などの
CICSplex の特定の分散コンポーネントでは、変換テーブルに指定されたクライアン
トのデフォルト・コード・ページを指定変更することができません。変換テーブル
に接尾部がないため、それぞれが異なるライブラリー内に存在し、デフォルトのコ
ード・ページのみが異なる 2 つのテーブルが必要になることがあります。

必要となる変換テーブルの数を減らすために、クライアントまたはサーバーのデフ
ォルトのコード・ページをシステム初期設定テーブルで定義するように指定できる
ようになりました。

クライアントのコード・ページの場合

1. DFHCNV TYPE=ENTRY および TYPE=SELECT マクロで、CLINTCP パラメー
ターの値 SYSDEF を指定します。

2. システム初期設定テーブルで、CLINTCP パラメーターに値を指定することによ
り、クライアントのデフォルト・コード・ページを設定します。DFHCNV マク
ロの CLINTCP パラメーターでサポートされる任意の値を指定できます。デフォ
ルトは CLINTCP=437 です。

サーバーのコード・ページの場合

1. DFHCNV TYPE=ENTRY および TYPE=SELECT マクロで、SRVERCP パラメー
ターに値 SYSDEF を指定します。

2. システム初期設定テーブルで、SRVERCP パラメーターに値を指定することによ
り、サーバーのデフォルト・コード・ページを設定します。DFHCNV マクロの
SRVERCP パラメーターでサポートされる任意の値を指定できます。デフォルト
は SRVERCP=037 です。

改良されたデータ変換テンプレートへのコード・ページのデフォルト設定の
利点

DFHCNV マクロへの直接の定義に代わって採用された、システム初期設定テーブル
でコード・ページのデフォルトを定義する機能により、保守する必要のある
DFHCNV 変換テーブルの数が減ったため、CICSplex の定義と管理が簡単になりま
す。
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要件

特別なハードウェア要件およびソフトウェア要件はありません。

CICS 外部インターフェースの変更点

システム初期設定パラメーターの変更点
システム初期設定テーブルでクライアントおよびサーバーのデフォルトのコード・
ページを定義するために、CLINTCP と SRVERCP の 2 つの新しいシステム初期設
定パラメーターが導入されました。これらのパラメーターは、同じ名前の既存の
DFHCNV マクロ・パラメーターと対応します。

新しく導入されたシステム初期設定パラメーター

CLINTCP={437|codepage}
DFHCNV データ変換テーブルが使用するクライアントのデフォルト・コード・
ページを指定します。ただし、DFHCNV マクロの CLINTCP パラメーターが
SYSDEF に設定されている場合にのみ使用されます。codepage は 8 文字以内
のフィールドで、DFHCNV マクロの CLINTCP パラメーターによってサポート
される値を指定することができます。

SRVERCP={037|codepage}
DFHCNV データ変換テーブルが使用するサーバーのデフォルト・コード・ペー
ジを指定します。ただし、DFHCNV マクロの SRVERCP パラメーターが
SYSDEF に設定されている場合にのみ使用されます。codepage は 8 文字以内
のフィールドで、DFHCNV マクロの SRVERCP パラメーターによってサポー
トされる値を指定することができます。

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点
新しく追加された DFHCNV マクロ・パラメーターのオペランド

TYPE=INITIAL および TYPE=ENTRY マクロ・パラメーター CLINTCP と
SRVERCP に、新しくオペランド SYSDEF が追加されました。これらのマクロは、
ユーザーが置換可能なデータ変換テーブル DFHCNV を定義します。

v DFHCNV TYPE=INITIAL マクロは、変換テーブルの開始を定義します。このマ
クロは、有効なコード・ページのリストを指定します。

v DFHCNV TYPE=ENTRY マクロは、データ・リソースを一意に識別する名前とタ
イプを指定します。変換を必要とするリソースごとに 1 つずつ、このマクロを指
定する必要があります。

変更されたパラメーター形式は、次のようになります。

CLINTCP={437|SYSDEF|nnnn [, nnnn, ...]}
第 1 オペランドでは、DFHCNV TYPE=ENTRY マクロで CLINTCP および
CDEPAGE オペランドが省略されたときに使用されるクライアントのデフォル
トのコード・ページを定義します。

SYSDEF は、クライアントのデフォルト・コード・ページを、システム初期設
定テーブル・パラメーター CLINTCP で決定することを示します。
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さらにコード・ページを指定することができます。指定したコード・ページの検
証は行われますが、使用されません。

SRVERCP={037|SYSDEF|nnnn [, nnnn, ...]}
第 1 オペランドでは、DFHCNV TYPE=ENTRY マクロで SRVERCP および
CDEPAGE オペランドを省略したときに使用されるクライアントのデフォルト
のコード・ページを定義します。

SYSDEF は、クライアントのデフォルト・コード・ページを、システム初期設
定テーブル・パラメーター SRVERCP で決定することを示します。

さらにコード・ページを指定することができます。指定したコード・ページの検
証は行われますが、使用されません。
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第 18 章 64 ビット・アドレッシング容認の変更点

CICS は、64 ビット・アドレッシング・アーキテクチャーを使用するタスクが異常
終了したときに、意味のある情報を提供できるようになりました。

CICS では 64 ビット・アドレッシングの実行はサポートされませんが、プログラム
は、CICS が 64 ビット・アーキテクチャーのマシン上で稼働する場合にのみ使用可
能なアドレスでストレージを使用できます。これらの変更によって、CICS 異常終了
収集メカニズムが拡張され、フル 64 ビット汎用レジスターの内容が収集されるよ
うになりました。

64 ビット・アドレッシング容認の変更点の利点

64 ビット・アドレッシング・コードを開発しているカスタマーは、タスクが異常終
了したときに、より多くの情報にアクセスできるようになりました。

要件

これらの拡張のハードウェアおよびソフトウェア要件は、この CICS TS リリース
におけるその他の部分と同じです。

CICS 外部インターフェースの変更点

CICS ユーティリティーの変更点
ダンプ・フォーマッター

CICS ダンプ・フォーマッターは、異常終了発生時に収集された 64 ビット汎用レジ
スターの内容を表示します。

問題判別の変更点

フル 64 ビット汎用レジスター・ファイルの内容が収集されて、ユーザーが使用で
きるようになりました。

新規のメッセージや異常終了コード、トレース・ポイントはありません。
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第 19 章 取り消されたユーザー ID のサポート

コマンド EXEC CICS VERIFY PASSWORD が発行されたときに、CICS はユーザ
ー ID またはユーザーのグループ接続の取り消し状況を適用するようになりまし
た。例えば、ユーザーのログオンの試行回数が多すぎた場合、その ID は取り消さ
れ、そのユーザーはシステムまたはリソースにアクセスできません。
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第 6 部 廃止された機能

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 でサポートされていた一部の機能
は、CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では廃止またはス
コープが狭められました。
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第 20 章 OS/VS COBOL プログラムのランタイム・サポートの
中止

OS/VS COBOL プログラムに対するランタイム・サポートが提供されなくなりまし
た。

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 2 でランタイム・サポートが提供され
ていた OS/VS COBOL プログラムは、CICS TS for z/OS バージョン 3 では実行で
きません。

OS/VS COBOL プログラムを、COBOL に準拠する言語環境プログラムにアップグ
レードし、CICS がサポートする COBOL コンパイラーのレベルと対して再コンパ
イルする必要があります。コンパイラーとして、Enterprise COBOL for z/OS and

OS/390® バージョン 3 を使用することをお勧めします。

COBOL およびその他の言語でサポートされるコンパイラーの詳細については、
385ページの『第 29 章 高水準言語サポート』 および「CICS TS for z/OS バージ
ョン 3 CICS Application Programming Guide」を参照してください。「CICS

Application Programming Guide」の付録 B では、OS/VS COBOL プログラムから、
COBOL に準拠する言語環境プログラムへの変換に役立つ情報が記載されていま
す。

新しく導入された異常終了コード ALIK は、OS/VS COBOL プログラムの試行を示
します。この状態では、CICS がタスクを異常終了し、プログラムを使用不可にしま
す。このとき、CICS の処理は続行します。
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第 21 章 BTAM および TCAM サポートに対する変更点

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、CICS での基本
通信アクセス方式 (BTAM) のサポートは中止されました。通信アクセス方式
(TCAM) のサポートは、DCB インターフェースの間接的なサポートに限られます。

BTAM サポートの中止
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 は、基本通信アクセス
方式 (BTAM) をサポートしません。

CICS のいくつかのリリースでは、BTAM 端末の間接的 (すなわち、端末の接続先
のバックレベルの端末専有領域 (TOR) からのトランザクション・ルーティングを介
した) サポートのみが提供されていました。CICS TS for z/OS バージョン 3.1 で
は、この間接的サポートは除去されました。BTAM はサポートされなくなり、
BTAM に対するすべての言及は除去されました。

これは、バックレベルの CICS TOR に接続された BTAM 端末のネットワークを使
用している場合、BTAM 端末からのトランザクションを (前のリリースの CICS で
可能であったように) CICS TS for z/OS バージョン 3.1 アプリケーション専有領域
(AOR) にルーティングできないことを意味します。端末をアップグレードするか、
前のバージョンの CICS にルーティングする必要があります。

TCAM に対する CICS サポートの変更点
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 は、TCAM/ACB イン
ターフェースをサポートしません。TCAM/DCB インターフェースは、間接的にサポ
ートされます。

CICS のいくつかのリリースでは、TCAM の ACB インターフェースの間接的 (す
なわち、端末の接続先のバックレベルの端末専有領域 (TOR) からのトランザクショ
ン・ルーティングを介した) サポートのみが提供されていました。CICS TS for

z/OS バージョン 3.1 では、この間接的サポートは除去されました。

前のリリースの CICS では、TCAM の DCB インターフェースは完全にサポートさ
れていました。つまり、以下のようになります。

1. TCAM/DCB を使用して、端末を現行レベルの CICS TOR に接続できた。

2. TCAM/DCB 接続端末によって開始されたトランザクションは、現行レベルの
CICS AOR にルーティングできた。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、2 番目の操作のみがサポートされます。

このような変更の結果、以下のようになります。

v TCAM の ACB インターフェースによってバックレベルの CICS TOR に接続さ
れた端末のネットワークを使用している場合、これらの端末からのトランザクシ
ョンを (前のリリースの CICS で可能であったように) CICS TS for z/OS バージ
ョン 3.1 AOR にルーティングできません。TCAM/DCB または (できれば)

ACF/VTAM を使用するように接続をマイグレーションするか、前のバージョンの
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CICS にルーティングする必要があります。(TCAM/ACB をサポートするすべて
の端末は、ACF/VTAM もサポートします。)

v TCAM の DCB インターフェースによって、例えば CICS TS 2.3 の TOR に接
続された端末のネットワークを使用している場合、TOR を CICS TS for z/OS バ
ージョン 3.1 にマイグレーションできません。これを行うためには、ACF/VTAM

を使用するように接続をマイグレーションする必要があります。

v TCAM の DCB インターフェースによってバックレベルの CICS TOR に接続さ
れた端末のネットワークを使用している場合、これらの端末からのトランザクシ
ョンは (前のリリースの CICS で可能であったように) CICS TS for z/OS バージ
ョン 3.1 AOR にルーティングできます。ただし、ACF/VTAM を使用するように
接続をマイグレーションすることをお勧めします。

CICS 外部インターフェースの変更点

システム初期設定パラメーターの変更点

DFHTCAM={NO | YES} システム初期設定パラメーターは廃止され、前のリリース
の CICS との互換性のためだけに保持されています。これを指定した場合、メッセ
ージが発行されて拒否され、TCAM=NO が指定されたと見なされます。

リソース定義の変更点

CICS は、BTAM 端末をサポートしなくなりました (間接的にもサポートしませ
ん)。したがって、リモート・リソースとしても、BTAM 端末を定義できなくなりま
した。

CICS は、ローカルの TCAM 端末をサポートしなくなりました以下のリソース定義
マクロは、ローカルの TCAM 端末を定義するためには使用できなくなりました。
v DFHTCT TYPE=SCSDI

v DFHTCT TYPE=LINE

v DFHTCT TYPE=TERMINAL

リモートの TCAM 端末は、引き続き定義することができます。これは、以下のい
ずれかを使用して行うことができます。

v 単一の DFHTCT TYPE=REMOTE マクロ。

v DFHTCT TYPE=REGION マクロの後に、DFHTCT TYPE=LINE および DFHTCT

TYPE=TERMINAL マクロを指定する。CICS は、DFHTCT TYPE=LINE および
DFHTCT TYPE=TERMINAL マクロのリモート属性のみを使用します。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点

以下の BTAM 関連の EXEC CICS API コマンドは廃止されました。
v CONVERSE (SYSTEM/3)

v CONVERSE (SYSTEM/7)

v CONVERSE (2741)

v CONVERSE (2770)

v CONVERSE (2780)
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v CONVERSE (3600 BTAM)

v CONVERSE (3735)

v CONVERSE (3740)

v ISSUE COPY (3270 ディスプレイ)

v RECEIVE (SYSTEM/3)

v RECEIVE (SYSTEM/7)

v RECEIVE (2741)

v RECEIVE (3600 BTAM)

v RECEIVE (3735)

v RECEIVE (3740)

v SEND (SYSTEM/3)

v SEND (SYSTEM/7)

v SEND (2741)

v SEND (3600 BTAM)

v SEND (3735)

v SEND (3740)

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

端末管理プログラム内の以下の (TCAM 入出力イベントで呼び出されていた) グロ
ーバル・ユーザー出口ルーチンは、呼び出されなくなりました。
v XTCTIN

v XTCTOUT

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点

ローカルの TCAM 端末はサポートされなくなったため、TCAM 端末に対して端末
エラー・プログラムは呼び出されません。順次デバイスに対しては、引き続き呼び
出されます。

サンプル・プログラムの変更点

DFHSPTM1 および DFHSPTM2 のサンプルの TCAM プログラムは、CICS では提
供されなくなりました。

マイグレーション

バックレベルの CICS 端末専有領域 (TOR) に接続された BTAM 端末のネットワー
クを使用している場合、BTAM 端末からのトランザクションを (前のリリースの
CICS で可能であったように) CICS TS for z/OS バージョン 3.1 アプリケーション
専有領域 (AOR) にルーティングできません。端末をアップグレードするか、前のバ
ージョンの CICS にルーティングする必要があります。

TCAM の ACB インターフェースによってバックレベルの CICS TOR に接続され
た端末のネットワークを使用している場合、これらの端末からのトランザクション
を (前のリリースの CICS で可能であったように) CICS TS for z/OS バージョン
3.1 AOR にルーティングできません。TCAM/DCB または (できれば) ACF/VTAM
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を使用するように接続をマイグレーションするか、前のバージョンの CICS にルー
ティングする必要があります。(TCAM/ACB をサポートするすべての端末は、
ACF/VTAM もサポートします。)

TCAM の DCB インターフェースによって、例えば CICS TS 2.3 の TOR に接続
された端末のネットワークを使用している場合、TOR を CICS TS for z/OS バージ
ョン 3.1 にマイグレーションできません。これを行うためには、ACF/VTAM を使
用するように接続をマイグレーションする必要があります。

TCAM の DCB インターフェースによってバックレベルの CICS TOR に接続され
た端末のネットワークを使用している場合、これらの端末からのトランザクション
は (前のリリースの CICS で可能であったように) CICS TS for z/OS バージョン
3.1 AOR にルーティングできます。ただし、ACF/VTAM を使用するように接続を
マイグレーションすることをお勧めします。

共存

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 は、CICS TS 3.1 より前の端末専有領域に接続
された BTAM 端末からのトランザクション・ルーティングや機能シップをサポー
トしません。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 は、TCAM/ACB によって CICS TS 3.1 より前
の端末専有領域に接続された端末からのトランザクション・ルーティングや機能シ
ップをサポートしません。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 は、TCAM/DCB によって CICS TS 3.1 より前
の端末専有領域に接続された端末からのトランザクション・ルーティングおよび機
能シップをサポートします。
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第 22 章 1 バイトのコンソール ID のサポートの中止

1 バイトのコンソール ID を使用した端末の定義は、サポートされなくなりまし
た。TERMINAL リソース定義の CONSOLE 属性は使用されなくなりましたが、以
前のリリースの CICS との互換性を確保するためサポートされています。

端末は、TERMINAL リソース定義の CONSNAME(name) 属性を使用して定義する
ことができます。

CICSPlex SM サポート

1 バイトのコンソール ID は使用されなくなり、これに対するサポートが提供され
なくなりました。

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

TERMDEF リソース・テーブル

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 またはそれ以降のリリ
ースでは、TERMDEF リソース・テーブルの CONSOLE 属性が無効になります。

CICSPlex SM エンド・ユーザー・インターフェース・ビューの変更点

以下の変更が加えられました。

TERMDEF ビュー

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 またはそれ以降のリリ
ースでは、TERMDEF ビューは未変更のままですが、以下の属性は無効になりま
す。

CONSOLE
コンソール ID

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点

以下の変更が加えられました。

端末定義ビュー

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 またはそれ以降のリリ
ースでは、TERMDEF (EYUSTARTTERMDEF) ビューは未変更のままですが、以下
の属性は無効になります。

CONSOLE
コンソール ID
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メッセージ
BBMZA094E CAS (SSID) INVALID REPLY

1 バイトのコンソール ID の除去は、CICSPlex SM メッセージ BBMZA094E が、
単にメッセージ BBMZA094E に応答したコンソールに対して出されるのではなく、
すべてのアクティブなコンソールに対して出されるようになったことを意味しま
す。メッセージのテキストに変更はありません。
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第 23 章 CICS Connector for CICS TS の中止

CICS TS for z/OS バージョン 2.1 で導入された、CICS Connector for CICS TS に
対するサポートは中止されました。

CICS コネクターは、Java クライアント・アプリケーションが CICS アプリケーシ
ョンを起動できるようにするソフトウェア・コンポーネントです。CICS TS for

z/OS バージョン 2.3 では、CICS Connector for CICS TS と同じ役割を果たす新し
い CICS コネクターである CCI Connector for CICS TS が導入されました。CCI

Connector for CICS TS は、CICS Transaction Server for z/OS で実行されている
Java プログラムまたは Enterprise Bean が CICS サーバー・プログラムにリンクで
きるようにします。ただし、以前の CICS Connector for CICS TS が IBM 専有の
Common Connector Framework (CCF) インターフェースをインプリメントしていた
のに対して、新しい CCI Connector for CICS TS は、J2EE コネクター・アーキテ
クチャー仕様バージョン 1.0 によって定義されている業界標準の Common Client

Interface (CCI) をインプリメントしています。

CICS TS for z/OS バージョン 2.3 以降、以下が推奨されていました。

v 新規コネクター・アプリケーションを作成するときは、CICS Connector for CICS

TS ではなく CCI Connector for CICS TS を使用すること

v CICS Connector for CICS TS を使用する既存のアプリケーションを、CCI

Connector for CICS TS を代わりに使用するようにマイグレーションすること

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では CICS Connector for CICS TS のランタイ
ム・サポートが中止されたため、これらの推奨は必須になりました。

注: 前のリリースでは、ハイレベル CCF API を使用するか、CICS Transaction

Gateway API の低レベルの CICS 固有外部呼び出しインターフェース (ECI) を
使用するかのどちらかの方法で、CICS Connector for CICS TS をプログラミン
グすることが可能でした。CICS では、ECI 基本クラスが提供されなくなりまし
た。

新規アプリケーションで CCI Connector for CICS TS を使用する方法、および
CICS Connector for CICS TS を使用する既存のアプリケーションを CCI Connector

for CICS TS を代わりに使用するようにマイグレーションする方法については、
「Java Applications in CICS」を参照してください。
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第 24 章 Java プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリ
ングのランタイム・サポートの中止

Java プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリング (HPJ) のランタイム・サ
ポートは中止されました。

CICS TS 1.3 では、Java 仮想マシン (JVM) で Java プログラムを実行することに
対する代替として、VisualAge® for Java、Enterprise Edition for OS/390 (ET/390) を
使用して Java バイトコードを OS/390 実行可能ファイル (Java プログラム・オブ
ジェクト) にバインドすることができました。Java プログラム・オブジェクトは
OS/390 PDSE ライブラリーに保管され、言語環境プログラム実行単位 (エンクレー
ブ) で CICS によって実行されました。ET/390 の Java ランタイム・コンポーネン
トによって、CICS 領域におけるこのランタイム・サポートが提供されていました。

言語環境プログラム・エンクレーブは、それぞれの呼び出しごとに作成して初期化
することができました。この場合、Java プログラム・オブジェクトは QR TCB の
下で実行されました。代替として、パフォーマンスのオーバーヘッドを削減するた
めに、事前初期設定された永続的なエンクレーブを、プログラムの複数の呼び出し
で再利用できました。この機能は、ホット・プーリングとして知られていました。
Java プログラム・オブジェクトのためにホット・プーリングが指定された場合、
CICS では、z/OS 言語環境プログラムの PIPI 事前初期設定サービスを使用してエ
ンクレーブを作成し、H8 モードのオープン・トランザクション環境 (OTE) タスク
制御ブロック (TCB) の制御の下で CICS 領域の Java プログラム・オブジェクトを
実行しました。

CICS TS for z/OS バージョン 2.3 では、既存の hpj でコンパイルされた Java プ
ログラム・オブジェクトのためのランタイム・サポートは提供されていましたが、
新規 Java プログラム・オブジェクトの開発や既存の Java プログラム・オブジェク
トの変更のためのサポートは提供されていませんでした。CICS TS for z/OS バージ
ョン 3.1 では、hpj でコンパイルされた Java プログラム・オブジェクトのランタ
イム・サポートは中止されました。

hpj でコンパイルされたすべての Java プログラム・オブジェクトは、Java 仮想マ
シン (JVM) で実行されるようにマイグレーションする必要があります。これについ
ては、「CICS マイグレーション・ガイド」で説明しています。CICS JVM の詳細
および CICS のための Java プログラミングの詳細については、「Java Applications

in CICS」を参照してください。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 で Java プログラム・オブジェクトを実行しよう
とすると、ALIG 異常終了が発行されます。

ホット・プーリング Java プログラム・オブジェクトに使用されたオープン TCB モ
ード H8 は、現在は存在しません。
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CICS 外部インターフェースの変更点

システム初期設定パラメーターの変更点

システム初期設定パラメーター MAXHPTCBS が除去されました。MAXHPTCBS

は、オープン TCB モード H8 を制御していました。

リソース定義の変更点
v PROGRAM リソース定義から HOTPOOL 属性が除去されました。この属性は、

H8 TCB の制御の下で、プログラムの複数の呼び出しで再利用される、あらかじ
め初期設定された言語環境プログラム・エンクレーブで Java プログラム・オブ
ジェクトを実行するかどうかを指定するために使用されていました。

v サンプル・アプリケーション・プログラム・グループ DFH$JAVA が除去されま
した。このグループには、VisualAge for Java、Enterprise Edition for OS/390 を使
用する場合に、Java サポート用のサンプル・アプリケーションで必要なリソース
定義が含まれていました。同じサンプル・アプリケーションが、JVM での使用の
ために DFH$JVM グループで定義されています。

v DFHMCT TYPE=RECORD マクロから DFHTASK フィールド 278 (CICS

MAXHPTCBS 遅延時間) が除去されました。

アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変更点

EXEC CICS LINK および XCTL コマンドと、BTS コマンド LINK ACQPROCESS

および LINK ACTIVITY に 対する INVREQ 応答の修飾に使用されていた RESP2

値 43 が除去されました。

43 リンク・スタック上にホット・プーリングされたプログラムが既に存在する
ときに、ホット・プーリングされた Java プログラム・オブジェクトに対し
て LINK (または XCTL) が試行されました。

システム・プログラミング・インターフェースの変更点
v EXEC CICS CREATE PROGRAM コマンドから HOTPOOL オプションが除去さ
れました。

v EXEC CICS INQUIRE PROGRAM コマンドから HOTPOOLING オプションが除
去されました。

v EXEC CICS SET PROGRAM コマンドから HOTPOOLING オプションが除去さ
れました。

v EXEC CICS INQUIRE DISPATCHER コマンドから ACTHPTCBS および
MAXHPTCBS オプションが除去されました。これらのオプションは、現在ユーザ
ー・タスクに割り振られている H8 モードのオープン TCB の数、および CICS

が接続および維持できる H8 モードのオープン TCB の最大数を照会する目的で
使用されていました。

v EXEC CICS SET DISPATCHER コマンドから MAXHPTCBS オプションが除去
されました。

v CVDAs HOTPOOL (1065) および NOTHOTPOOL (1066) が削除されました。

366 リリース・ガイド



CEMT の変更点
v CEMT INQUIRE PROGRAM 表示から HOTPOOLING フィールドが除去されま
した。

v CEMT SET PROGRAM コマンドから HOTPOOL および NOTHOTPOOL オプシ
ョンが除去されました。

v CEMT INQUIRE DISPATCHER 表示から ACTHPTCBS および MAXHPTCBS フ
ィールドが除去されました。

v CEMT SET DISPATCHER コマンドから MAXHPTCBS オプションが除去されま
した。

グローバル・ユーザー出口ルーチンの変更点

DFHUEPAR 標準パラメーター・リストに含まれ、UEPGIND によってアドレッシン
グされる、グローバル・ユーザー出口のタスク・インディケーター・フィールドに
は、シンボル値 UEPTH8 は格納されなくなりました。UEPTH8 は、オープン TCB

モード H8 を表現していました。

出口プログラミング・インターフェース (XPI) の変更点

DFHPGISX 呼び出し INQUIRE PROGRAM および SET PROGRAM から、
HOTPOOL オプションが除去されました。

ユーザーが置換可能なプログラムの変更点

ユーザーが置換可能なプログラム DFHAPH8O と DFHJHPAT が除去されました。

v DFHAPH8O は、Java プログラム・オブジェクトを実行する言語環境プログラ
ム・エンクレーブのためのデフォルトの言語環境プログラム・ランタイム・オプ
ションをユーザーが変更できるようにするために提供されていました。

v DFHJHPAT はオプショナルであり、トレースなどのユーザー独自の目的で使用す
ることができました。これは、Java プログラム・オブジェクトが起動される前に
呼び出されました。

モニターの変更点

グループ DFHTASK のモニター・データ・フィールド 278 が除去されました。ホ
ット・プーリング Java プログラム・オブジェクトに使用され、MAXHPTCBS によ
って制御されたオープン TCB モード H8 は、現在は存在しません。

統計の変更点

TCB モード統計で、TCB モード H8 が表示されなくなりました。TCB モード統計
は、DFHDSGDS DSECT 内で DSGTCBM DSECT によってマップされます。

問題判別の変更点
v Java ホット・プーリングのためのトレース・エントリー (AP 19A0 から AP

19C4) が除去されました。
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v メッセージ DFHAP1219 から DFHAP1225 が除去されました。

v 異常終了 AJH0 から AJHF が除去されました。

v リソース・タイプ HP_POOL は、ディスパッチャー待ちの原因にならなくなりま
した。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 で Java プログラム・オブジェクトを実行しよう
とすると、ALIG 異常終了が発行されます。

CICSPlex SM サポート
Java プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリング (HPJ) のランタイム・サ
ポートが除去された結果として、CICSPlex SM インターフェースに対していくつか
の変更が行われました。

CICSPlex SM エンド・ユーザー・インターフェース・ビューの変更点

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 には、新しく追加され
たエンド・ユーザー・インターフェース・ビューはありませんが、以下の既存の画
面に対して変更が行われました。

v PROGDEF: 属性 HOTPOOLING は無効になりましたが、依然として表示されま
す。

v PROGRAM: 属性 HOTPOOLING が除去されました。

CICSPlex SM アプリケーション・プログラミング・インターフェースの変
更点

Java プログラム・オブジェクトおよびホット・プーリング (HPJ) のランタイム・サ
ポートが除去された結果として、以下のような変更が行われました。

v 『CICSRGN リソース・テーブル』

v 『PROGRAM リソース・テーブル』

v 『PROGDEF リソース・テーブル』

CICSRGN リソース・テーブル

既存の HOTPOOLING 統計は、CICS TS 3.1 では無効になりました。

PROGRAM リソース・テーブル

SPI 属性 HOTPOOLING は、CICS TS 3.1 では無効になりました。

PROGDEF リソース・テーブル

属性 HOTPOOLING は、CICS TS 3.1 では無効になりました。

CICSPlex SM Web ユーザー・インターフェースの変更点

以下のビューに対して変更が加えられました。

v 369ページの『プログラム定義ビュー』
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v 『プログラム・ビュー』

プログラム定義ビュー

属性 HOTPOOLING は、CICS TS for z/OS V3.1 では無効になりましたが、
PROGDEF (EYUSTARTPROGDEF.DETAILED) ビューは以前と同じままです。

プログラム・ビュー

属性 HOTPOOLING は、CICS TS for z/OS V3.1 では無効になりましたが、
PROGRAM (EYUSTARTPROGRAM.DETAILED) ビューは以前と同じままです。
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第 25 章 Windows リモート MAS のための CICSPlex SM サ
ポートの中止

前のリリースの CICSPlex SM では、リモート管理対象アプリケーション・システ
ム (RMAS) の管理において TXSeries® バージョン 4.3.0.4 および TXSeries バージ
ョン 5.0 (NT 4.3 および NT 5.0 ともいう) の CICS for Windows コンポーネント
をサポートしていました。このサポートは不要になり、CICS Transaction Server for

z/OS バージョン 3.1 以降のリリースでは CICSPlex SM TXSeries エージェントが
除去されました。したがって、Windows 用の CICSPlex SM リモート MAS エージ
ェントをセットアップすることはできなくなりました。

希望される場合、お客様は CICSPlex SM での TXSeries サポートのために CICS

Transaction Server 2.3 または 2.2 を引き続き使用できます。
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第 26 章 CICS Transaction Affinities ユーティリティーの提供
中止

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS Transaction Affinities ユーティリテ
ィーが提供されなくなりました。このユーティリティーの、トランザクションの親
和性を検出および報告する機能は、より高度なツールである CICS Interdependency

Analyzer によって提供されるようになりました。

CICS Interdependency Analyzer では、以下の作業を行うことが可能です。

v 個々の CICS トランザクションが使用するリソースの集合と、そのリソースと他
のリソースとの関係を識別する。これにより、アプリケーション・セットの構成
を理解することができます。すなわち、CICS 領域に何が含まれているか、実行
のためにトランザクションにどのリソースが必要か、どのプログラムがどのリソ
ースを使用するか、どのリソースが使用されなくなっているかを確認することが
できます。これにより、アプリケーションを保守し、機能を強化し、修正し、再
配布する能力が大幅に向上します。

v 考えられるトランザクションの親和性を識別する。親和性を識別するには、特定
のトランザクション・グループを同じ CICS 領域または特定の領域で実行する必
要があります。トランザクションの親和性を識別する能力は、動的ルーティング
環境において役に立ちます。特定のトランザクションが特定のアプリケーション
専有領域 (AOR) にルーティングされないようにしたり、特定のトランザクショ
ンが特定の AOR にルーティングされるように要求したりするすべての制約事項
を知っておく必要があります。

CICS Interdependency Analyzer の詳細については、「CICS Interdependency Analyzer

User’s Guide and Reference」を参照してください。
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第 7 部 一般情報
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第 27 章 CICS 稼働環境

このトピックでは、CICS Transaction Server for z/OS の CICS および CICSPlex

SM エレメントを使用するために必要な関連製品についての情報をいくつか示しま
す。

ハードウェア要件
プロセッサー

基本要件は、前提条件のオペレーティング・システムをサポートし、z/OS

V1.4、CICS TS for z/OS バージョン 3.1、アプリケーション・プログラム、アクセ
ス方式、および稼働するその他のすべてのソフトウェアの要件を満たすのに十分な
ストレージを備えているプロセッサーに関するものです。これには、IBM eServer™

zSeries 990 が含まれます。

Parallel Sysplex® (並列シスプレックス) のサポート

並列シスプレックス環境は、CICS がサポートするデータ共用機能のそれぞれについ
て必要であり、MVS システム・ロガーのログ・ストリーム・マージ機能でも必要で
す。要件は以下のとおりです。

v 関連カップリング・リンクがインストールされた、1 つ以上のカップリング・フ
ァシリティー

v 共通の外部時間ソースを提供する IBM シスプレックス・タイマー

v シスプレックス内の中央演算処理装置複合システム (CPC) の数をサポートするの
に十分な DASD パス。DASD パスは、シスプレックスの各 CPC に 1 つずつ確
保できるだけのパスが DASD コントローラーによって提供されます。あるいは
ESCON® ディレクターによって提供することもできます。

CICS のデータ共用のサポートを使用すれば、IMS データベース、DB2 データベー
ス、VSAM データ・セット、CICS 一時記憶域、カップリング・ファシリティー・
データ・テーブル、および名前付きカウンター内のデータにアクセスできます。

暗号ハードウェア

以下の場合は、zSeries 暗号ハードウェアが必要です。

v WS-Security 機能を活用する場合

v SSL 暗号化のパフォーマンス向上の利点を完全に生かす場合

どちらの機能も z/OS Integrated Cryptographic Services Facility (ICSF) に依存してい
ます。

カタカナ端末装置

CICS は特定のメッセージを大/小文字混合で発行する必要があるため、コード・ペ
ージ 930 の非拡張 1 バイト文字セット (SBCS) カタカナ部分に制限されているデ
ィスプレイまたは端末エミュレーターでは、この製品はサポートされません。
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ソフトウェア要件

「Program Directory」(GI10-6427) には通常は、ソフトウェア要件に関する最新の情
報が含まれます。

稼働環境

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 には、z/OS V1.4 以降が必要です。これよりも低
いレベルのオペレーティング・システムがインストールされた環境では、初期化さ
れません。

STEPLIB 連結または LNKLIST に組み込むことによって、CICS 初期化時に言語環
境プログラム・ライブラリー SCEERUN が CICS で使用できなければなりません。
言語環境プログラム・サービスは、いくつもの CICS 機能で使用されます。

Java アプリケーション・プログラムまたは Enterprise Bean の場合、IBM SDK for

z/OS、Java 2 Technology Edition (永続的な再使用可能 JVM テクノロジー)、
Version 1.4、プログラム 5655-I56 が必要です。これは V1.4.2 レベルでなければな
りません。

v IBM SDK for z/OS、Java 2 Technology Edition、Version 1.4 は、テープまたは
http://www.s390.ibm.com/java/ からのダウンロードによって、無料で入手できま
す。

v IBM 64-Bit SDK For z/OS、Java2 Technology Edition、Version 1.4、プログラム
番号 5655-M30 では、必要な機能が提供されません。

WS-Security をサポートするには、IBM XML Toolkit for z/OS V1.7 が必要です。
これは無料の製品であり、プログラム番号は 5655-J51 です。

Enterprise Bean を配置するには、WebSphere Application Server V5.0 以降が必要で
す。

v 使用されるコンポーネントは、Application Server Toolkit (ASTK) for Windows で
す。Application Assembly Tool (AAT) は、初期の V5.0 デリバリーでは提供され
ていましたが、現在はサポートされていません。

v ASTK は WebSphere Studio Enterprise Developer V5.1 にも含まれています。

Enterprise Bean の JNDI サポートは、SecureWay® Security Server で提供され、基
本 z/OS オペレーティング・システムの一部としてライセンス交付を受けた LDAP

サーバーによって提供されます。CICS TS V3.1 は、WebSphere Application Server

(任意のプラットフォーム) V5 および V6 と相互稼働します。これは、インターオ
ペラビリティーのために RMI/IIOP を使用する場合には直接適用され、JCA を使用
する場合は CICS Transaction Gateway V5.0 以降を経由して適用されます。

CICS TS V3.1 とともに使用する Java プログラム (Enterprise Bean を含む) の開発
用に、WebSphere Studio ファミリー V5 のメンバー、および Rational® Application

Developer V6 がサポートされます。

128 ビット暗号化かそれ以上の暗号スイートを使用する場合は、z/OS の System

SSL セキュリティー・レベル 3 機能が必要です。
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その他のサポート製品

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 との使用がサポートされるその他の製品のレベ
ルは、以下のとおりです。

v IMS Database Manager V7 (5655-B01)

v IMS Database Manager V8 (5655-C56)

v IMS Database Manager V9 (5655-J38)

v DB2 Universal Database™ Server for OS/390 V6.1 (5645-DB2)

– SQLJ/JDBC サポートの場合は、APAR PQ84783 の PTF が必要です。

– DB2 グループ接続はサポートされません。

v DB2 Universal Database Server for OS/390 V7.1 (5675-DB2)

– SQLJ/JDBC サポートの場合は、APAR PQ84783 および 86525 の PTF が必要
です。

– DB2 グループ接続には、APAR PQ44614、PQ45691、および PQ45692 が必要
です。

v DB2 Universal Database for z/OS V8.1 (5625-DB2)

– SQLJ/JDBC サポートの場合は、APAR PQ84783 および 86525 の PTF が必要
です。

v WebSphere MQ for z/OS V5.3 (5655-F10)

v Tivoli® Decision Support for OS/390 (5698-ID9) V1.6 (必要なサービスは適用済み)

v Tivoli Business Systems Manager V3.1

v CICS Universal Client Version 5.0 以降

v CICS Transaction Gateway Version 5.0 以降

Information Center 環境

Information Center は、サーバーとして、次のプラットフォームでサポートされま
す。

v Windows 2000 および Windows XP

v AIX® V5.1 以降

v Intel™ 上 の Linux™ (RedHat および Suse)

Information Center をブラウズするには、HTML 4.0 および Document Object Model

(DOM) 標準をサポートするブラウザーが必要です。適切なブラウザーは、以下のと
おりです。

Microsoft® Internet Explorer Version 6.0

Netscape Navigator V7.0

Mozilla V1.0

これらは Windows 2000 または Windows XP で稼働します。

Information Center で入手した PDF ファイルを読み取るには、Adobe Acrobat

Reader 5.0 または 6.0 が必要です。このファイルは、Acrobat 6.0 (PDF 1.5) レベル
の Adobe Acrobat Distiller 6.0 を使用して生成されています。これらは、Adobe

Acrobat Reader 5.0 を使用して読み取ることができますが、Distiller 6.0 のアクセシ
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ビリティ機能が必要な場合は Reader 6.0 が必要です。

CICS ツールおよび関連製品のサポート
CICS Interdependency Analyzer

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、以下のバージョンを使用できます。
CICS Interdependency Analyzer for z/OS V1.3 (APAR PQ95065 の PTF 適用済
み)。

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、以下のバージョンは稼働しません。
CICS Interdependency Analyzer for z/OS V1.1。
CICS Interdependency Analyzer for z/OS V1.2。

CICS Performance Analyzer

CICS Performance Analyzer for z/OS V1.3 では、CICS TS for z/OS バージョン 3.1

からの SMF 110 データはサポートされません。

CICS Performance Monitor

CICS Performance Monitor for z/OS V1.1 では、CICS TS for z/OS バージョン 3.1

はサポートされません。

CICS Performance Monitor for z/OS V1.2 (サービス適用済み) は、CICS TS for

z/OS バージョン 3.1 の Toleration Support を CICS TS for z/OS バージョン 2.3

レベルで提供します。

Candle® OMEGAMON®

以下のバージョンは CICS TS for z/OS バージョン 3.1 をサポートします。ただ
し、このサポートには CICS TS for z/OS バージョン 3.1 の新機能の利用は含まれ
ません。

Candle OMEGAMON II® for CICS V520。
Candle OMEGAMON XE for CICS V100。
Candle OMEGAMON XE for CICSplex V220 (サービス適用済み)。

CICS VSAM Recovery

以下のバージョンは、CICS TS for z/OS バージョン 3.1 で処理された VSAM ファ
イルのリカバリー・サポートを提供します。

CICS VSAM Recovery V3.2。
CICS VSAM Recovery V3.3。

CICS Business Event Publisher

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS Business Event Publisher for

MQSeries® Version 1.2 (サービス適用済み) を使用できます。

CICS Online Transmission Time Optimizer

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS Online Transmission Time Optimizer

for z/OS V1.1 を使用できます。
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Session Manager

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、以下のバージョンを使用できます。
Session Manager for z/OS V1.1。
Session Manager for z/OS V1.2。

CICS VSAM Transparency

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS VSAM Transparency for z/OS V1.1

を使用できます。

CICS VSAM Copy

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS VSAM Copy for z/OS V1.1 (サービ
ス適用済み) を使用できます。

CICS Batch Application Control

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、CICS Batch Application Control for z/OS

V1.1 (サービス適用済み) を使用できます。

MQSeries Integrator Agent

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、MQSeries Integrator Agent for CICS

Transaction Server V1.1 は稼働しません。

Fault Analyzer

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、以下のバージョンを使用できます。
Fault Analyzer for z/OS および OS/390 V3.1 (APAR PQ74048 の PTF UQ77156

適用済み)。
Fault Analyzer for z/OS V4.1。
Fault Analyzer for z/OS V5.1。

Debug Tool

CICS TS for z/OS バージョン 3.1 では、以下のバージョンを使用できます。
Debug Tool for z/OS および OS/390 V3.1 (APAR PQ73643 の PTF UQ77541 適
用済み)。
Debug Tool for z/OS V4.1。
Debug Tool for z/OS V5.1。

互換性
z/OS 変換サービス

CICS Transaction Server の以前のレベルとは異なり、CICS TS V3 では、z/OS サー
ビスを使用して、前の CICS TS リリースでサポートされていた以上の変換を実行
できます。その一例は、Web サービスのサポートに必要となる可能性がある
Unicode への変換および Unicode からの変換です。この機能を使用するには、z/OS

に初期変換イメージがインストールされている必要があり、これはシステム IPL 上
でのみ実行できます。z/OS を再 IPL せずに CICS TS V3 をインストールすること
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が要求される場合は、前のシステム IPL 時に初期変換イメージがインストールされ
ていれば、この機能を実行できます。1 変換イメージには、CICS TS からのコード
は含まれません。また変換イメージは、さらに IPL を実行しなくても最新表示でき
ます。

CICS の JVM モード

CICS TS V3.1 で Java プログラムを使用するお客様には、連続モードの使用をお勧
めします。連続モードのサポートは CICS TS V2.3 で導入されました。CICS での
Java 使用を標準手法に沿ったものにするため、将来の CICS TS リリースでは再設
定可能モードのサポートは除去されます。

SOAP for CICS 機能

SOAP for CICS 機能は、CICS TS V2.2 および V2.3 と一緒にオーダーできました
が、CICS TS V3.1 と一緒にはオーダーできません。ただし、既にこの機能をお持
ちのお客様のマイグレーションを支援するため、CICS TS V3.1 でもこの機能 1 が
サポートされており、使用できます。また、アプリケーションは引き続き稼働しま
す。それでも、お客様には CICS TS V3.1 の Web サービス・サポート機能にマイ
グレーションすることをお勧めします。

Common Connector Framework (CCF)

Common Connector Framework (CCF) は、Common Client Interface (CCI) へのイン
ターフェースとしてこれまで使用されていましたが、CICS TS V3.1 ではサポート
されません。このサポートが除去される予定であることは、CICS TS V2.3 の発表
で示されました。

ECI 基本クラス (ECIREQUEST)

ECI 基本クラス (ECIREQUEST。CICS Transaction Gateway との互換性を持たせる
ために導入された) は CICS TS V3.1 には含まれません。COMMON CLIENT

INTERFACE CONNECTOR FOR CICS TS (CCI Connector for CICS TS) に置き換
えることをお勧めします。これは、ECIREQUEST が除去されることが発表された
CICS TS V2.3 で導入されました。

Transaction Affinities ユーティリティー

これまで CICS Transaction Affinities ユーティリティーの一部として提供されていた
検出機能および報告機能のコンポーネントは、CICS TS V3.1 には組み込まれてい
ません。これらのコンポーネントは現在は、相互依存性と親和性の両方の分析機能
を持つ IBM CICS Interdependency Analyzer for z/OS V1.3 (2004 年 8 月発表) に組
み込まれています。CICS Transaction Affinities ユーティリティーのロード・ライブ
ラリー・スキャナー・コンポーネントは CICS TS V3.1 に残されているので、親和
性を持つ可能性があるアプリケーション・プログラムに関するレポートを作成でき
ます。
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第 28 章 スレッド・セーフ・アプリケーション・プログラミン
グ・インターフェース・コマンド

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 におけるほとんどの新
規コマンドは、スレッド・セーフです。さらに、一部の既存コマンドは、このリリ
ースでスレッド・セーフになりました。

スレッド・セーフの新規コマンド
CONVERTTIME

DELETE CONTAINER (CHANNEL)

GET CONTAINER (CHANNEL)

INVOKE WEBSERVICE

MOVE CONTAINER

PUT CONTAINER (CHANNEL)

SOAPFAULT ADD

SOAPFAULT CREATE

SOAPFAULT DELETE

WEB CONVERSE

WEB CLOSE

WEB OPEN

WEB PARSE URL

WEB RECEIVE (Client)

WEB SEND (Client)

スレッド・セーフになった既存のコマンド
WEB ENDBROWSE FORMFIELD

WEB ENDBROWSE HTTPHEADER

WEB EXTRACT

WEB READ FORMFIELD

WEB READ HTTPHEADER

WEB READNEXT FORMFIELD

WEB READNEXT HTTPHEADER

WEB RECEIVE (サーバー)

WEB RETRIEVE

WEB SEND (サーバー)

WEB STARTBROWSE FORMFIELD

WEB STARTBROWSE HTTPHEADER

WEB WRITE HTTPHEADER

スレッド・セーフでない新規コマンド

START CHANNEL
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第 29 章 高水準言語サポート

このリファレンス・トピックでは、CICS でサポートされる高水準プログラム言語に
ついて説明します。また、CICS の現行リリースでサポートされる各言語のリリース
に関する情報を示します。

COBOL コンパイラー

コンパイラー プログラム番
号

コンパイラー
のサービス

CICS 変換プログラ
ム・サポート

CICS ランタイム・
サポート

IBM 分散デ
バッガーの使
用 (注
1 (386ペー
ジ) 参照)

WebSphere
Studio
Enterprise
Developer
での使用

OS/VS

COBOL

5740-CB1

5734-CB4

5740-LM1

なし CICS TS V1.3: サ
ポートされる

CICS TS
V2.2、CICS TS
V2.3、CICS TS
V3.1: サポートされ
ない

CICS TS
V1.3、CICS TS
V2.2、CICSTS
V2.3: z/OS の言語
環境プログラム・コ
ンポーネントが必
要。アプリケーショ
ンは未変更のまま稼
働します。

CICS TS V3.1: サ
ポートされない

なし なし

VS COBOL

II

5668-022

5668-023

5668-958

なし CICS TS V1.3:
COBOL2 オプショ
ンでサポートされる

CICS TS
V2.2、CICS TS
V2.3、CICS TS
V3.1: COBOL3 オ
プションでのみサポ
ートされる

CICS TS
V1.3、CICS TS
V2.2: z/OS の言語
環境プログラム・コ
ンポーネントが必
要。アプリケーショ
ンは未変更のまま稼
働します。

CICSTS
V2.3、CICS TS
V3.1: z/OS の言語
環境プログラム・コ
ンポーネントが必
要。CICS は言語環
境プログラム・ラン
タイムを排他的に使
用します。アプリケ
ーションの振る舞い
は変更される場合が
あります (注
3 (386ページ) 参
照)。

あり (制限付
き)

なし

SAA

AD/Cycle

COBOL/370

5688-197

5668-958

なし CICS TS V1.3:
COBOL2 オプショ
ンでサポートされる

CICS TS
V2.2、CICS TS
V2.3、CICS TS
V3.1: COBOL3 オ
プションでのみサポ
ートされる

言語環境プログラム あり (制限付
き)

なし
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コンパイラー プログラム番
号

コンパイラー
のサービス

CICS 変換プログラ
ム・サポート

CICS ランタイム・
サポート

IBM 分散デ
バッガーの使
用 (注 1 参
照)

WebSphere
Studio
Enterprise
Developer
での使用

COBOL for

MVS および
VM

5688-197 なし CICS TS V1.3:
COBOL2 オプショ
ンでサポートされる

CICS TS
V2.2、CICS TS
V2.3、CICS TS
V3.1: COBOL3 オ
プションでのみサポ
ートされる

言語環境プログラム あり (制限付
き)

なし

COBOL for

OS/390 およ
び VM V2

5648-A25 あり CICS TS V1.3:
COBOL2 オプショ
ンでサポートされる

CICS TS
V2.2、CICS TS
V2.3、CICS TS
V3.1: COBOL3 オ
プションでのみサポ
ートされる

言語環境プログラム あり (制限付
き)

なし

COBOL for

OS/390 およ
び VM V2

5648-A25

(APAR

PQ45462 の
PTF 適用)

あり 統合変換プログラム
を使用できる (注 2

参照)

言語環境プログラム あり (制限付
き)

あり (制限付
き)

Enterprise

COBOL for

z/OS および
OS/390 V3

5655-G53 あり 統合変換プログラム
を使用できる (注 2

参照)

言語環境プログラム あり あり

注:

1. IBM 分散デバッガーは、WebSphere Studio Enterprise Developer V5、および
その他の IBM 製品のコンポーネントとして入手できます。

詳しくは、http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/を参照してくださ
い。

2. 統合変換プログラム機能には、IBM COBOL for OS/390 3 および VM バー
ジョン 2 リリース 2 (APAR PQ45462 の PTF 適用) か、Enterprise COBOL

for z/OS および OS/390 バージョン 3 が必要です。ただし、COBOL3 変換
プログラム・オプションがアクティブでなければなりません。

3. 「Language Environment within CICS TS: Questions and Answers」という資
料を参照してください。この資料は
http://www-3.ibm.com/software/htp/cics/library/indexes/whitepapers.html で入手で
きます。

386 リリース・ガイド

http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/
http://www-3.ibm.com/software/htp/cics/library/indexes/whitepapers.html


PL/I コンパイラー

コンパイラー プログラム番
号

コンパイラー
のサービス

CICS 変換プ
ログラム・サ
ポート

CICS ランタ
イム・サポー
ト

IBM 分散デバ
ッガーの使用
(注 1 参照)

WebSphere
Studio
Enterprise
Developer で
の使用

OS PL/I

Optimizing

Compiler V1

5724-PLI なし あり CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.2、CICSTS
V2.3: z/OS の
言語環境プロ
グラム・コン
ポーネントが
必要。アプリ
ケーションは
未変更のまま
稼働します。

CICS TS
V3.1: サポー
トされない。

あり (制限付
き)

なし

OS PL/I

Optimizing

Compiler V2

5668-909

5668-910

5668-911

なし あり CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.2、CICSTS
V2.3: z/OS の
言語環境プロ
グラム・コン
ポーネントが
必要。アプリ
ケーションは
未変更のまま
稼働します。

CICS TS
V3.1: サポー
トされない。

あり (制限付
き)

なし

SAA AD/Cycle

PL/I for MVS

および VM

5688-235 なし あり (注
2 (388ページ)

参照)

言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

PL/I for MVS

および VM V1

5688-235 なし あり (注
2 (388ページ)

参照)

言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

VisualAge PL/I

for OS/390 V2

5655-B22 なし あり (注
2 (388ページ)

参照)

言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

Enterprise PL/I

for z/OS およ
び OS/390 V3

5655-H31 あり 統合変換プロ
グラムを使用
できる (注
2 (388ページ)

参照)

言語環境プロ
グラム

あり あり

注:

1. IBM 分散デバッガーは、WebSphere Studio Enterprise Developer V5、および
その他の IBM 製品のコンポーネントとして入手できます。

詳しくは、http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/を参照してくださ
い。
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2. 統合変換プログラム機能には、VisualAge PL/I for 3 OS/390 バージョン 2

リリース 2.1 (APAR PQ45562 の PTF 適用) か、Enterprise 3 PL/I for z/OS

および OS/390 バージョン 3 が必要です。

C および C++ コンパイラー

コンパイラー プログラム番
号

コンパイラー
のサービス

CICS 変換プ
ログラム・サ
ポート

CICS ランタ
イム・サポー
ト

IBM 分散デバ
ッガーの使用
(注 1 参照)

WebSphere
Studio
Enterprise
Developer で
の使用

C/370 V1 5688-040 なし あり CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.2、CICSTS
V2.3: z/OS の
言語環境プロ
グラム・コン
ポーネントが
必要。アプリ
ケーションは
未変更のまま
稼働します。

CICS TS
V3.1: サポー
トされない。

あり (制限付
き)

なし

C/370 V2 5688-187

5688-188

なし あり CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.2、CICSTS
V2.3: z/OS の
言語環境プロ
グラム・コン
ポーネントが
必要。アプリ
ケーションは
未変更のまま
稼働します。

CICS TS
V3.1: サポー
トされない。

あり (制限付
き)

なし

SAA AD/Cycle

C/370

5688-216 なし あり 言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

C/C++ for

MVS/ESA

5655-121 なし あり 言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

C/C++ for

OS/390

5647-A01 のコ
ンポーネント

あり あり 言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

C/C++ for

z/OS および
OS/390

5694-A01 のコ
ンポーネント

あり あり 言語環境プロ
グラム

あり なし

注:

1. IBM 分散デバッガーは、WebSphere Studio Enterprise Developer V5、および
その他の IBM 製品のコンポーネントとして入手できます。

詳しくは、http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/を参照してくださ
い。
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Java サポート

コンパイラー
または JVM

プログラム番
号

サービス CICS 変換プ
ログラム・サ
ポート

CICS ランタ
イム・サポー
ト

IBM 分散デバ
ッガーの使用
(注 1 (390ペ
ージ) 参照)

WebSphere
Studio
Enterprise
Developer で
の使用

VisualAge for

Java、Enterprise

Edition V2 -

Enterprise

Toolkit for

OS/390 (注
2 (390ページ)

参照)

5655-JAV なし CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.2、CICS
TS
V2.3、CICS
TS V3.1: 変換
プログラムは
不要 (JCICS

クラスを使用
する)。

言語環境プロ
グラム

あり (制限付
き)

なし

Java for

OS/390、SDK

1.1.8

あり CICS TS V1.3
のみ: 変換プロ
グラムは不要
(JCICS クラス
を使用する)。

CICS TS
V2.2、CICS
TS
V2.3、CICS
TS V3.1: サポ
ートされない

言語環境プロ
グラム

あり あり

Developer Kit

for

OS/390、Java 2

Technology

Edition、V1.3.1

5655-D35 あり CICS TS V2.2
のみ: 変換プロ
グラムは不要
(JCICS クラス
を使用する)。

CICS TS
V1.3、CICS
TS
V2.3、CICS
TS V3.1: サポ
ートされない

言語環境プロ
グラム

あり あり

SDK for

z/OS、Java 2

Technology

Edition、V1.4

5655-I56 あり CICS TS
V2.3、CICS
TS V3.1: 変換
プログラムは
不要 (JCICS

クラスを使用
する)。

CICS TS
V1.3、CICS
TS V2.2: サポ
ートされな
い。変換プロ
グラムは不要
(JCICS クラス
を使用する)。
CICS TS V2.3

でのみサポー
トされる

言語環境プロ
グラム

あり あり
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注:

1. IBM 分散デバッガーは、WebSphere Studio Enterprise Developer V5、および
その他の IBM 製品のコンポーネントとして入手できます。

詳しくは、http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/を参照してくださ
い。

2. Java プログラム・オブジェクトは、VisualAge for Java Enterprise Toolkit for

OS/390 (ET/390) バイトコード・バインダーを使ってコンパイルされたプロ
グラムです (これらは hpj コマンドでコンパイルされるため、コンパイル済
み Java プログラム、または HPJ プログラムと呼ばれることもあります)。
マイグレーションを支援するため、Java プログラム・オブジェクトのサポー
トは CICS TS V2.3 でも継続されます。ただし、CICS Transaction Server

for z/OS でこのサポートが提供されるのは、このリリースが最後です。

Java プログラム・オブジェクトを CICS TS V2.3 にマイグレーションする
お客様には、CICS の JVM モードでこれらを再ビルドして実行することを
お勧めします。

390 リリース・ガイド

http://www.ibm.com/software/awdtools/debugger/
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第 30 章 Eclipse インフォメーション・センター

CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 では、CICS Information

Center は WebSphere Studio WorkBench User Assistance システム (インフォメーシ
ョン・センターを構成する複数の文書プラグインを含む Eclipse フレームワークの
1 つ) 内で実行されます。インフォメーション・センターの新しいルック・アン
ド・フィール 、特に、ウェルカム・ページは、他の製品のインフォメーション・セ
ンターと整合性を持つようになりました。

CICS TS 3.1 の文書は、1 つのプラグインに含まれています。CICS のツール製品
の一部またはすべてをインストールするオプションもあります。ツール製品 1 つに
つき 1 つのプラグインがあります。ヘルプ・システムとしても知られているインフ
ォメーション・センターは、2 つのモードで稼働します。ワークステーションでロ
ーカルで開始することも、ブラウザーを介したリモート・アクセスによって、サー
バーとして開始することもできます。

ウェルカム・ページでは、CICS の最新機能に関する情報にアクセスしたり、製品の
特長や、Web 上の CICS リソースへのリンクを見つけることができます。

ナビゲーションから、機能領域によって、あるいはユーザーが実行中の作業に対応
するゴールを探すことによって、CICS に関する情報にアクセスすることができま
す。「ライブラリーおよび PDF (Library and PDFs)」 を選択して、文書を HTML

および PDF 形式で表示することもできます。

このリリースのインフォメーション・センターには、以下の機能がインプリメント
されました。

v Linux、Linux on zSeries および Linux on z/OS に対するプラットフォーム・サポ
ートの拡張

v 新機能セクション

v 情報ロードマップ

v ラーニング・パス

v 検索およびルックアップ

v トラブルシューティングおよびサポート

v ブックマーク

v ユーザー設定

v ナビゲーションの変更

Eclipse インフォメーション・センターの利点

Eclipse フレームワークへの移動が、他のプラットフォームがサポートされるという
メリットをもたらしました。インフォメーション・センターを Linux RedHat また
は Linux SuSE ワークステーションでローカルで稼働できるようになりました。ま
た、インフォメーション・センターが、Linux RedHat for zSeries、Linux SuSE for

zSeries および z/OS 上のサーバーで稼働できるようになりました。これにより、イ

© Copyright IBM Corp. 2004,2005 393



ンフォメーション・センターを動作させる場所に対する柔軟性が向上しました。サ
ポートされるプラットフォームの詳細なリストについては、 395ページの『要件』
を参照してください。

インフォメーション・センターのインストールが非常に単純化されたため、GUI の
インストールがなくなりました。インフォメーション・センターに付属の readme

で、Eclipse ヘルプ・システムのインストール方法を説明しています。Eclipse の構
造は、複数の文書プラグイン (他の製品のプラグインを含む) を 1 つのヘルプ・シ
ステムに入れることができることを意味します。これにより、インフォメーショ
ン・センターに含まれている情報をカスタマイズすることができます。また、CICS

文書プラグインを Eclipse ベースの IDE に組み込むこともできます。

Eclipse では Lucene 検索エンジンを使用するため、CICS 文書の検索性が改善され
ました。NetQuestion は不要になりました。インフォメーション・センターで検索し
た場合、HTML コンテンツ内でストリングの照会のそれぞれの検索結果が強調表示
されるようになりました。

インフォメーション・センターに、ナビゲーションに関するいくつかの改善が行わ
れました。ナビゲーションには、ラーニング・パスと情報ロードマップの 2 つの新
機能があります。ラーニング・パスは、新機能についてより速く学習するために役
立つ一連のトピックです。情報ロードマップは、CICS の機能領域についての広範な
リンクの集合を含む 1 つのトピックです。情報ロードマップは、インフォメーショ
ン・センター内と Web 上の両方にある役に立つリソースの検索をしやすくする設
計になっており、また、リンクが示す場所についての説明も提供しています。

ナビゲーションには、「トラブルシューティングおよびサポート (Troubleshooting

and Support)」 のセクションもあります。このセクションでは、知識ベースの検索
方法、IBM からのフィックスの取得方法、および問題の報告方法についてのヘルプ
情報を提供しています。特に役に立つのは、Web 検索のトピックで、これを参照す
ると、CICS サポートの Web サイトを照会して、問題の解決方法を探すことができ
ます。このトピックには、Google の検索機能も含まれています。また、問題をすば
やく解決するために、多数のリリースからの重要な技術情報も提供されます。

用語
このトピックでは、Eclipse インフォメーション・センターで使用される用語につい
て説明します。

プラグイン
特定のソフトウェア・システムの中の機能を変更 (追加または変更) する自
己完結型ソフトウェア・コンポーネント。ユーザーがソフトウェア・システ
ムにプラグインを追加するとき、元のソフトウェア・システムは損なわれず
にそのまま残ります。文書プラグインの場合、プラグインには、製品資料お
よび Eclipse での製品資料の表示方法に関連するすべてのファイルが含まれ
ています。

ラーニング・パス
新規ユーザーが本製品のある機能領域について学習する際に役立つ順序でイ
ンフォメーション・センターのトピックを配置したもの。
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情報ロードマップ
インフォメーション・センター内および Web 上の情報リソースへの広範な
リンクの集合を含むトピックと、各リンクのリンク先の説明。

ローカル・モード
IC_local_start ファイルを使用した、インフォメーション・センターのワー
クステーションでのインプリメンテーション。インフォメーション・センタ
ーは自動的に、システムのデフォルト・ブラウザーで起動します。

サーバー・モード
IC_server_start ファイルを使用した、インフォメーション・センターのサー
バー上でのインプリメンテーション。インフォメーション・センターは、特
定のポートで稼働します。ユーザーはそれぞれのブラウザーを使用してリモ
ートでインフォメーション・センターにアクセスします。

要件

インフォメーション・センターは、以下のオペレーティング・システムが稼働して
いることを必要とします。

v Windows 2000

v Windows XP

v AIX 5.2 および 5.3

v Linux RedHat Enterprise 3.0

v Linux SuSE Enterprise 3.0

v Linux RedHat Enterprise 8 および 9 for zSeries

v Linux SuSE Enterprise 8 および 9 for zSeries

v z/OS 1.4 以降

Linux for zSeries および z/OS 上でのインフォメーション・センターのサポート
は、サーバー・モードでのみ提供されます。

CICS TS 3.1 Information Center は、JRE を使用します。z/OS を除いて、インフォ
メーション・センターには各プラットフォーム用の JRE が付属しています。z/OS

でインフォメーション・センターを稼働する場合は、オペレーティング・システム
に付属の JRE を使用する必要があります。

インフォメーション・センターの表示時に最良の結果を得るために、以下のいずれ
かのブラウザーの使用をお勧めします。

v Microsoft Internet Explorer 6.0

v Mozilla 1.7

新機能セクション
新機能 セクションは、新リリースに関するすべての情報が含まれている新しいナビ
ゲーション構造であり、インフォメーション・センターの他の部分と完全に統合さ
れています。
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CICS の新機能を説明した情報にアクセスするには、インフォメーション・センター
のウェルカム・ページにあるリンクを開始点として使用することができます。この
情報は、このリリースの 3 つのテーマである、CICS の統合、アプリケーション変
換、エンタープライズ・マネージメントに分かれています。「新機能」セクション
を展開することによって、ナビゲーションを使用して、特定の機能を探すこともで
きます。

情報ロードマップ
情報ロードマップとは、CICS の特定の機能領域についてのさまざまなリソースへの
リンクを含む 1 つのトピックです。

各ロードマップは、セクションに分かれています。各セクションはトピックの最上
部にある目次にまとめられています。それぞれのセクションで、基本スキル、イン
ストール、マイグレーション、管理、アプリケーション開発、セキュリティーなど
の各分野を扱っています。各セクション内のリンクでは、リソースがインフォメー
ション・センター内部のリソースか外部のリソースかを示し、リソースの内容を概
説しています。リソースには、インフォメーション・センターのトピック、
Redbooks，チュートリアル、ホワイト・ペーパー、記事などがあります。各ロード
マップの最後には教育のセクションがあり、さらに詳しい資料、教育コースや教材
へのリンクを掲載しています。

インフォメーション・センターには、3 つの情報ロードマップがあります。これら
3 つの情報ロードマップで、以下の機能を取り扱います。

v Web サービス

v CICSPlex System Manager

v Java サポートおよび CICS のプログラミング

情報ロードマップは、インフォメーション・センターのウェルカム・ページから直
接アクセスすることができます。あるいは、「目次」ペイン内でナビゲーションを
展開します。

ラーニング・パス
ラーニング・パスは、CICS のある領域について学習する際に役立つ一連のトピック
です。

各ラーニング・パスには、それぞれの目的と対象者を説明する概要があります。ラ
ーニング・パスは、順を追って読む作りになっていますが、概要にラーニング・パ
スのすべてのステップが記載されているため、必要な箇所から読み始めることがで
きます。各トピックの下部にパスを進んでいくためのボタン・ナビゲーションがあ
ります。また、さらに詳細な情報へのリンクもあり、特定の機能や概念についての
詳細情報を調べるために、いつでもパスを離れることができます。ラーニング・パ
スの終りには、要約のトピックがあります。ここでは、学習したことをまとめて、
インフォメーション・センター内のさらに詳しい資料やその後の作業への役立つリ
ンクを示しています。

このリリースのラーニング・パスでは、以下の領域を扱っています。

v Web サービス
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v CICSPlex SM のインストール: WUI シナリオ

インフォメーション・センター内での検索の手法
インフォメーション・センターを検索するには、探す情報の種類とインフォメーシ
ョン・センターの稼働に使用しているモードに応じて、いくつかの方法を使用する
ことができます。

インフォメーション・センター内で検索を行うには、「検索 (Search)」フィールド
に照会を入力します。「目次」ペインには、上位 500 件の結果が表示されます。ト
ピックを表示するには、検索結果をクリックします。照会した語は強調表示されま
す。

ナビゲーション・ツリーから検索結果リストに (あるいはその逆に) 切り替えるに

は、「目次」ペイン下部の「目次」タブ ( ) または「検索結果 (Search results)」

タブ ( ) をクリックします。

完全に一致する語または句の検索

二重引用符で囲むことにより、検索句を完全に一致するストリングとして識別する
ことができます。例えば、″log file″ の場合は、別々の語 log および file ではな
く、ストリング log file が検索されます。引用符を指定しなかった場合、検索語は
log と file の AND として解釈されます。

英語とドイツ語の場合のみ、検索エンジンは、単一の検索語の別の形式の「ステミ
ング」 (語幹を基にした変化形の検索) を行います。例えば、語 challenge を検索す
ると、語 challenging も検出されます。ステミングを行いたくない場合は、二重引用
符を使用してください。

ワイルドカードを使用した検索

以下のワイルドカード文字を使用できます。

v * アスタリスク: 検索語内の複数の不明文字または可変文字に対応します。例え
ば、検索語 par* は、partly、participate、partial、およびその他の par で始まる語
を戻します。

v ? 疑問符: 単一の不明文字または可変文字に対応します。例えば、検索語 par?

は、part を戻しますが、partial や partly は戻しません。

ブール演算子 (AND、OR、NOT) を使用した検索

検索語に 2 項演算子 (AND、OR および NOT) を挿入できます。例えば、次のよう
になります。

database AND ″log file″ : 語 database および ″log file″ の両方を含むトピックに検
索を絞り込みます。

database OR ″log file″ : database または ″log file″ のどちらかを含むトピックに検
索を広げます。
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database NOT ″log file″ : database を含み、log file を含まないトピックを検索しま
す。

検索スコープの絞り込み

デフォルトでは、「目次」ペインに表示されているすべてのトピックが検索されま
す。ただし、検索を特定のトピック・セットに絞り込むことができます。インフォ
メーション・センターをローカルで稼働している場合は、検索リストを使用して検
索を絞り込んだり、後で再利用するために検索リストを保管することができます。

検索リストを作成するには、以下のようにします。

1. 「検索 (Search)」フィールドの横にある「検索スコープ (Search scope):」リン
クをクリックします。「検索スコープの選択 (Select Search Scope)」ウィンドウ
が開きます。

2. 「以下のトピックのみを検索 (Search only the following topics)」を選択
し、「新規 (New)」ボタンを選択します。「新規検索リスト (New Search

List)」ウィンドウが開きます。

3. 「検索するトピック (Topics to search)」リストで、検索に含めるナビゲーシ
ョン・カテゴリーを選択します。カテゴリーを展開して、特定の下位カテゴリー
のみを選択することができます。

4. 「リスト名 (List name):」テキスト・フィールドに適切な検索リスト名を入力
し、「了解」ボタンを選択します。

作成した検索リストを使用して、検索式に対応するトピックを検索することができ
ます。

インフォメーション・センターをサーバー上で稼働している場合は、「検索
(Search)」フィールドの隣にある「拡張検索 (Advanced search):」リンクを使用し
て、検索をナビゲーションの特定のセクションに絞り込むことができます。

メッセージ、コマンド、およびパラメーターを対象とした検索

文書内で、メッセージやコマンドなどの特定の参照項目をすばやく見つけるため
に、ナビゲーションにはルックアップ機能があります。ルックアップ機能を使用す
るには、ナビゲーションで「コマンド、メッセージ、パラメーターなどの検索 (Find

commands, messages, parameters and more)」 を選択します。この機能は、Lucene

検索エンジンを使用せず、代わりに索引を使用します。次の領域で検索を行うこと
ができます。

v API コマンド

v API パラメーター

v SPI コマンド

v SPI パラメーター

v CICS トランザクション

v メッセージおよびコード

v トレース・エントリー

v リソース定義

v システム初期設定パラメーター
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v 用語集の用語

v 図の表題

v 表の表題

インフォメーション・センターのナビゲート
インフォメーション・センターをナビゲートするには、「目次」ペイン内のリンク
を選択または展開します。同期やキーボード・ショートカットなどの機能も使用で
きます。

ヘルプ・ウィンドウの左側にある「目次」ペイン ( ) には、目次内のトピック表
題またはナビゲーション・ツリー 構造が表示されます。トピック表題をクリックす
ると、右側のメインパネルに内容を表示できます。ナビゲーションを展開すると、
ネストされたセクションを表示することができます。HTML トピック内のリンクを

使用する場合は、「戻る」 ( ) ボタンおよび「進む」 ( ) ボタンを使用して
表示されたトピックの履歴の中でナビゲートすることができます。

各 HTML トピックには、トピックの最後にリンクの集合があります。このリンク
は、関連情報にナビゲートできるように作られています。また、多くのトピックに
はボタン・ナビゲーションがあり、これを使用して、そのトピックが属する文書の
目次、文書内の次のトピックや前のトピック、索引にも進むことができます。

検索を行った後に目次に戻りたい場合は、ペインの下部にある「目次」タブ (

) を選択します。ペインの下部にあるタブを使用して、いつでもナビゲーション
と前回の検索結果の間を移動することができます。

目次の同期

トピック内のリンクをたどるときに、新しいトピックを表示および強調表示するよ
うにナビゲーション・ツリーが自動的に変更になることはありません。新しいトピ
ックがナビゲーション・ツリーのどこにあるかを調べて、2 つのビューを同期する

には、「最新表示」ボタン ( ) または「目次で表示 (Show in Table of

Contents)」 ( ) ボタンをクリックします。現在表示されているトピックのトピ
ック表題が、ナビゲーション・ツリーで強調表示されます。

キーボードによるナビゲート

以下のキーの組み合わせを使用して、インフォメーション・センターをナビゲート
できます。

v インフォメーション・センターのパネル内から次のリンク、ボタン、またはトピ
ック・ノードに移動するには、Tab を押します。

v ツリー内のノードを展開または縮小するには、右矢印または左矢印を押します。

v 次のトピック・ノードに移動するには、下矢印または Tab を押します。

v 前のトピック・ノードに移動するには、上矢印を押すか、Shift を押しながら Tab

を押します。
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v 一番上または一番下にスクロールするには、Home または End を押します。

v 前に戻るには、Alt を押しながら左矢印を押します。次に進むには、Alt を押しな
がら右矢印を押します。

v 次のペインに移動するには、Ctrl を押しながら Tab を押します。

v 前のペインに移動するには、Shift と Ctrl を押しながら Tab を押します。

v アクティブ・ペインを印刷するには、Ctrl を押しながら P を押します。

トピックのブックマーク
インフォメーション・センターのトピックにブックマークを付けるには、2 つの方
法があります。トピックにブックマークを付ける方法は、インフォメーション・セ
ンターをローカルで稼働しているか、サーバー上で稼働しているかによって異なり
ます。

インフォメーション・センターをワークステーション上でローカルで稼働している
場合は、以下の手順で選択したトピックにブックマークを付けることができます。

1. メインパネルの上部にある「ブックマーク (Bookmark)」ボタン ( )」を選択しま
す。 これにより、「ブックマーク (Bookmarks)」パネルにブックマークが付けら
れます。

2. 「目次」ペインの下部にある「ブックマーク・ビュー (Bookmarks view)」アイコ

ン ( ) をクリックします。 「目次」ペインが「ブックマーク (Bookmarks)」
ペインで置き換えられて、すべてのブックマークが表示されます。選択したトピ
ックは、ブックマークのリストの下部に配置されます。

ブックマークを削除したい場合は、ブックマークを選択して、Delete (削除) キーを
押します。

サーバー上でインフォメーション・センターにアクセスする場合は、ブラウザーを
使用してトピックにブックマークを付けることができます。

ユーザー設定
ユーザー設定を使用すると、インフォメーション・センターの機能の特定の性質を
カスタマイズすることができます。

ユーザー設定は、対話式テーブル、アクセス可能な構文図、およびテキスト/イメー
ジ・オプションです。このような設定がナビゲーションの「製品とインフォメーシ
ョン・センターの概要 (Product and information center overview)」 セクションから
使用できるようになりました。
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第 31 章 CICS Transaction Server for z/OS ライブラリー

CICS Transaction Server for z/OS Information Center は、CICS Transaction Server 用
ユーザー情報の基本ソースです。CICS TS の資料のうちの数冊 (同梱セット) はハ
ードコピーで入手できます。

Information Center には、以下のものが含まれています。

v HTML 形式での CICS Transaction Server の情報。

v Adobe PDF ファイルで提供されている、ライセンス交付を受けた CICS

Transaction Server 資料およびライセンス交付を受けていない CICS Transaction

Server 資料。これらのファイルを使用して資料のハードコピーを印刷することが
できます。

v HTML 形式および PDF ファイルでの関連製品の情報

CICS Information Center は、CD-ROM で製品と共に 1 部自動的に配布されます。
Information Center のフィーチャー番号 7014 を指定することにより、複数の部数を
追加料金なしで注文できます。必須資料一式は、ハードコピーでも配布されます。

ライセンス文書は製品のライセンス所有者だけが使用できます。ライセンスの交付
を受けていない情報のみを含む Information Center のバージョンは、資料オーダ
ー・システム、オーダー番号 SK3T-6945 で入手可能です。

ハードコピーで入手できる資料
CICS Transaction Server for z/OS バージョン 3 リリース 1 をオーダーすると、数
冊のハードコピーの資料が配布されます。

このハードコピーの資料は、以下のとおりです。
Memo to Licensees、GI10-2585

CICS Transaction Server for z/OS Program Directory、GI10-2586

CICS Transaction Server for z/OS リリース・ガイド 、GD88-6377

CICS Transaction Server for z/OS Licensed Program Specification、GC34-6608

上に引用したオーダー番号を使用して、以下の資料のコピーをさらにオーダーする
ことができます。

CICS Transaction Server for z/OS リリース・ガイド
CICS Transaction Server for z/OS インストール・ガイド
CICS Transaction Server for z/OS Licensed Program Specification

PDF のみで提供される資料
ライセンス交付を受けた CICS Transaction Server 資料およびライセンス交付を受け
ていない CICS Transaction Server 資料が、CICS Information Center において
Adobe PDF ファイル形式で提供されます。これらのファイルを使用して資料のハー
ドコピーを印刷することができます。

© Copyright IBM Corp. 2004,2005 401



CICS Transaction Server for z/OS の CICS 資料
一般

CICS Transaction Server for z/OS Program Directory、GI10-2586

CICS Transaction Server for z/OS リリース・ガイド 、GD88-6377

CICS Transaction Server for z/OS CICS TS V1.3 からのマイグレーション、
GD88-6378

CICS Transaction Server for z/OS CICS TS V2.2 からのマイグレーション、
GD88-6379

CICS Transaction Server for z/OS CICS TS V2.3 からのマイグレーション、
GD88-6380

CICS Transaction Server for z/OS インストール・ガイド、GD88-6381

CICS へのアクセス

CICS Internet Guide、SC34-6450

CICS Web サービス・ガイド、SD88-6383

管理
CICS システム定義ガイド、SD88-6526

CICS Customization Guide、SC34-6429

CICS Resource Definition Guide、SC34-6430

CICS Operations and Utilities Guide、SC34-6431

CICS RACF Security Guide、SC34-6454

CICS Supplied Transactions、SC34-6432

プログラミング
CICS Application Programming Guide、SC34-6433

CICS Application Programming Reference、SC34-6434

CICS System Programming Reference、SC34-6435

CICS FEPI ユーザーズ・ガイド、SD88-6382

CICS C++ OO Class Libraries、SC34-6437

CICS Distributed Transaction Programming Guide、SC34-6438

CICS Business Transaction Services、SC34-6439

Java Applications in CICS, SC34-6440

JCICS Class Reference、SC34-6001

診断
CICS Problem Determination Guide、SC34-6441

CICS パフォーマンス・ガイド、SD88-6391

CICS Messages and Codes、SC34-6442

CICS Diagnosis Reference、LY33-6110

CICS Recovery and Restart Guide、SC34-6451

CICS Data Areas、LY33-6107

CICS Trace Entries、SC34-6443

CICS Supplementary Data Areas、LY33-6108

CICS Debugging Tools Interfaces Reference、LY33-6109

通信
CICS Intercommunication Guide、SC34-6448

CICS External Interfaces Guide、SC34-6449
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データベース

CICS DB2 Guide、SC34-6457

CICS IMS Database Control Guide、SC34-6453

CICS Shared Data Tables Guide、SC34-6455

CICS Transaction Server for z/OS の CICSPlex SM 資料
一般

CICSPlex SM Concepts and Planning、SC34-6459

CICSPlex SM User Interface Guide、SC34-6460

CICSPlex SM Web User Interface Guide、SC34-6461

管理
CICSPlex SM Administration、SC34-6462

CICSPlex SM Operations Views Reference、SC34-6463

CICSPlex SM Monitor Views Reference、SC34-6464

CICSPlex SM Managing Workloads、SC34-6465

CICSPlex SM Managing Resource Usage、SC34-6466

CICSPlex SM Managing Business Applications、SC34-6467

プログラミング
CICSPlex SM Application Programming Guide、SC34-6468

CICSPlex SM Application Programming Reference、SC34-6469

診断
CICSPlex SM Resource Tables Reference、SC34-6470

CICSPlex SM Messages and Codes、GC34-6471

CICSPlex SM Problem Determination、GC34-6472

CICS ファミリー資料
通信

CICS ファミリー プロダクト間通信ガイド、SD88-6384

CICS ファミリー S/390 CICS からの通信、SD88-6385

ライセンス出版物
以下のライセンス出版物は、Information Center のライセンス交付を受けていないバ
ージョンには含まれていません。

CICS Diagnosis Reference、LY33-6102

CICS Data Areas、LY33-6103

CICS Supplementary Data Areas、LY33-6104

CICS Debugging Tools Interfaces Reference、LY33-6105
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アクセシビリティ

アクセシビリティ機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザー
がソフトウェア・プロダクトを快適に使用できるようにサポートします。

CICS システムの設定、実行、および保守に関するほとんどの作業は、以下のいずれ
かの方法で実行できます。

v CICS にログオンした 3270 エミュレーターを使用

v TSO にログオンした 3270 エミュレーターを使用

v MVS システム・コンソールとして 3270 エミュレーターを使用

IBM パーソナル・コミュニケーションズは、身体に障害のあるユーザーのためのア
クセシビリティ機能を備えた 3270 エミュレーションを提供します。この製品を使
用すると、CICS システムで必要となるアクセシビリティ機能を提供できます。

アクセシビリティ機能には、WebSphere Application Server のコンポーネントである
Enterprise Beans 用のアプリケーション・アセンブリー・ツール (ATK および
AAT) の使用時には利用できないものがあります。これらのツールの使用時に利用
できるアクセシビリティ機能を判別するには、WebSphere Application Server に付属
の資料で調べる必要があります。

EJB リソースの操作のために Enterprise Bean 用のリソース・マネージャーを使用
する場合は、お使いの Web ブラウザーがアクセシビリティ機能を提供します。特
に、マウス・ポインターを画面の該当部分に置くと表示されるヘルプは、そのパネ
ルのヘルプ機能を使用して表示することもできるので注意してください。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アシスタント、Web サービス 31

新しく導入された API コマンド
EXTRACT STATISTICS 333

アナライザー・ プログラム 161

アナライザー・プログラム 132

チャンク形式転送コーディング 110

アプリケーション・プログラミング・インターフェース
(API)

新規 API コマンド 232

変更された API コマンド 243

JCICS の変更点 247

アプリケーション・プログラミング・インターフェー
ス、CICSPlex SM

新規リソース・テーブル
HOST 170

PIPEDEF 69

PIPELINE 69

URIMAP 170

URIMPDEF 170

URIMPGBL 170

WEBSERV 69

WEBSVDEF 69

変更された リソース・テーブル
CICSRGN 192, 283

EJCODEF 192

EJCOSE 192

PROGDEF 283

PROGRAM 283

TASK 192, 283

TCPDEF 192

TCPIPGBL 192

TCPIPS 192

変更されたリソース・テーブル
CICSRGN 368

CONNECT 261

DOCDEF 170

DOCTEMP 170

PROGDEF 368

PROGRAM 368

TASK 170, 261

TCPDEF 170

TERMDEF 361

WORKREQ 69

異常終了コード 254

インストール
新規プロセス 331

インフォメーション・センター
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